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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──以上が、節せつ分ぶんの夜に校内各所で観測された怪かい異い群ぐん──今後は『鬼おに』と呼こ称しようする──についての報告レポートである。

　今回確かく認にんされた鬼について特筆すべきは、その容よう姿しであろう。『鬼の頭かしらに牛の如ごとき角を抱いだき虎とらの皮を腰こしに巻まきたる姿すがたで描かかれたるは、これ丑うし寅とら即すなわち鬼門の方かたより来きし故ゆえ也なり』と古こ人じんの記しるしたとおり（この説の信しん憑ぴよう性せいは今は問わない）、頭とう頂ちよう部ぶには角を持ち（確認した範はん囲いでは一本か二本のどちらかであった）、腰には虎とら縞じまの布を巻いたその姿は、博ひろく膾かい炙しやしているところの『鬼』の概念イメージと見事なまでに一いつ致ちしていた。加えて、鮮あざやかな原色に覆おおわれた肉体は筋きん骨こつきわめて逞たくましく、私が視し認にんできた六十八個体のうち二十三体が鋲びようで覆われた金かな棒ぼうを有していたことも付記しておきたい。

　つまり、九月の旧校舎に顕けん現げんしたモノと今回（節分）に顕現したモノは、名めい称しようこそ同じ『鬼』であっても、明めい確かくな実体の有無やその容姿デザインという点において明らかに別種の怪異であったと断だん言げんできよう。徒いたずらに粗そ暴ぼうなるその性せい格かくこそ似に通かよってはいるものの、これは別種の怪異においても博く見られる特とく徴ちようであるため、共通点として上げるにはいささか弱い。

　怪異（一般的に言うところの妖よう怪かい）の概がい念ねんは時間的・空間的な伝でん播ぱの過か程ていを通じて常つねに変へん遷せんを続けてきたこと、その結果として同名の現げん象しようまたは存そん在ざいであっても全く別の様相を有することは最も早はや周知の事実ではあるが、今回のケースではその諸しよ相そうがそれぞれ顕現し得るということが判はん明めいした。その意味するところについては、今後の課か題だいであろう。

　なお、節分の日の夕ゆう闇やみとともに大量に顕現した鬼の群むれは、我々の予想だにしなかった方法で一いつ掃そうされたのであるが、この現象についての報告と考こう察さつは後こう述じゆつすることとしたい」

　経ふみ島しま先輩の独ひとり言ごとと、その指先が小こ気き味み好よくキーボードを叩たたく音（そして教きよう卓たくの上で眠ねむりこける犬いぬ神がみライカの寝ね息いき）とが、放課後の美術室にリズミカルに響ひびく。口に出した文章をそのまま打ち込んでいるらしいけど、相変わらず大したスピードだ。ああいうのも口こう述じゆつ筆記って言うんだろうか。

「二月四日、経島御み崎さき記す──と。うん、こんなもんかしら」

　お、どうやらまとめ終わったらしい。美術室の片かた隅すみ、ストーブ脇わきの定位置の席で、ジャージを羽は織おった背せ中なかがぐうんと伸のびる。と、自分を見つめていた後輩の視し線せんに気付いたのか、眼鏡越しの大きな瞳ひとみがふいに僕へと向いた。

「いくら私を見つめたところで節分編の回想シーンは始まらないわよ？　あと、今回は噓うそ吐ついてないからね。このレポートはノンフィクションです」

「何の話をしてるんですか」

　２Ｂの鉛筆を削けずる手を止め、僕は肩かたをすくめてみせた。デザインナイフの刃先に溜たまった鉛筆の芯しんの削けずり粉こをフッと吹き飛ばしながら、呆あきれた声を続ける。

「わざわざ断ことわらなくても、今のがノンフィクションってことは充じゆう分ぶんなくらい知ってます。僕もイタチさんも当事者ですから。ね、イタチさん？」

　昨夜ゆうべの大おお騒そう動どうを思い出しつつ斜ななめ向むかいの席へと声をかければ、キャンバスに向き合う冬服の少女の姿すがたが目に映り、僕は例によって息を吞のんだ。右手に丸筆、左手にはパレット。セーラー服の襟えりにまで届とどいた栗くり色いろの髪かみは、二月の空気によく映える。

　ちなみに、キャンバスに描かかれているのは、和風の小こ鉢ばちに入った鳥肉の煮に物ものだ。冬休みの終わる頃ころに「とりあえず好きなものを描いてみれば？」とアドバイスしたところ、イタチさんは悩なやんだ挙あげ句くに正月の旅行で食べたあれを選んだというわけ。妙みようなモチーフだとは思うけど、最近は妖よう怪かいばっかり描いてる僕も人のことは言えませんね、はい。

　と、そんなことを回想しつつ、イタチさんに見とれながら返事を待つこと、約十秒。

　……返事、なし。

　イタチさんは依い然ぜんとして眉まゆを寄せながらキャンバスを見つめ続けていらっしゃる。どうやら僕の声が耳に届いていない様子だ。

「ありゃ、また放心状じよう態たい？　なんだか今日は調子悪いわね、イタチちゃん」

　経ふみ島しま先輩が不思議そうに首を捻ひねった。ほんとどうしたんでしょうね、と先輩と顔を見合わせた後、僕は再ふたたび声を発した。

「おーい。イタチさーん？」

「えっ？　あ、あたし？」

　さっきよりもはっきりと呼よびかけたことで、やっと自分が呼ばれていると気付いたらしい。「むう」とか唸うなっていた顔をハッと上げると、イタチさんは慌あわててこちらへ顔を向けた。

「ごめんね真しん一いち……！　あたし、また、聞いてなかったよね。それで……あの、何かな？」

　パレットと筆をそっと机に置き、おどおどと上うわ目め遣づかいで僕を見つめるイタチさん。反はん応のうしてくれたのは嬉うれしいけど、そこまで申もうし訳わけなさそうにされても逆ぎやくに困こまります。そんなに大した話じゃないし。僕は「昨夜は大変だったねって、それだけの話」と苦笑すると、少し改まって言葉を続けた。もうすぐ部活の時間も終わるし、その前に気になっていたことを聞いておこう。

「あのさ、イタチさん。今日はどうしたの？」

「え？　どうしたのって、何が……？」

「何がってそりゃイタチさんが。絵筆に力が入ってないし、やたら『むー』って唸ってるし、溜ため息いきも多いしさ。何かあった？」

　心配そうに尋たずねれば、イタチさんは「ううん」と首を横に振ふる。

「大だい丈じよう夫ぶ、何にもないよ。心配してくれてありがと、真一」

　うーむ。そう言ってくれるのは嬉しくても、その態たい度ど、何にもないとは思えない。僕が不安を感じていると、ノートパソコンを閉じながら先輩がぼそっとつぶやいた。

「あんたには言えないことじゃないの？　さすがに白しろの字じが最近ウザくなってきたとか」

「なっ！」

「ち、違ちがうよ御み崎さき！　ほんとだよ、そんなことないよ、そんなことないからね、真一！　だからほら、涙なみだを堪こらえながら退たい部ぶ届とどけを書かなくていいから……！」

「うう……部長の仕事は奈な良ら山やまに譲ゆずります、たぶん嫌いやがるでしょうが……って、違ちがうの？」

　弾はじかれるように顔を上げれば、いつの間にか隣となりに来ていたイタチさんが「違う違う」と微笑ほほえんでいる。その困こまったような笑みを見た瞬しゆん間かん、僕は手元のルーズリーフを丸めて投げていた。スコンと軽い音を立て、丸めた紙が美術室の隅すみのゴミ箱の中へ落ちる。ストライク！　ガッツポーズを決めながら立ち上がった僕に、経ふみ島しま先輩の馬鹿を見るような視し線せんが刺ささった。

「どうなのよ、その立ち直りの早さは。打たれ弱いんだか強いんだか」

「ほっといてください」

　じろっと睨にらみ返かえした僕を見事に無む視しし、先輩はイタチさんへ笑いかけた。

「まあ白しろの字じが心配すんのもわかるのよねー。明らかに今日のイタチちゃん、おかしいし。私たちに言いたかないってんなら、強要はできないけどさ」

　やれやれと首を振ふると、経島先輩はふと席を立つ。

「でもね娘さん？　世の中には白はく状じようしたほうが楽になるってことも意外と多いんだぜ」

　二つに分けた長い髪かみをふわりと揺ゆらし、文ぶん節せつごとにオーバーなポーズを決めながら、ジャージ姿すがたの小さな人がイタチさんへと歩み寄る。その芝しば居いがかった動きや台詞せりふにイタチさんは苦笑していたが、先輩の言葉で考えが変わったのか、ややあって口を開いた。

「この間、白はく澤たくのことがあった後からなんだけど……」

「ああ、迷まよい家がの変へん？　つーことは一週間くらい前からか」

　先輩が問い直せば、イタチさんは「うん」とうなずく。そんな本ほん能のう寺じの変へんみたいな名前が付いていたとは知らなかったと思いつつ、僕は先日の一いつ件けんを思い出していた。

　妖よう怪かいを片かたっ端ぱしからコレクションするという（本来の目的は分ぶん析せきと研究だったらしいけど、よくわかりませんでした）迷めい惑わくな妖怪「白澤」に操あやつられていた粂くめ神がみ先生が、イタチさんを狙ねらってきた、あの事件。集めた妖怪を自じ在ざいに使う粂神先生と、見た目だけでほとんどの妖怪を圧あつ倒とうする白澤はかなりの強きよう敵てきだった。僕もイタチさんも大ピンチだったわけで、あまり思い出したくない一件である。ただし──そう、稲いな葉ば先生（変身後）の勇ゆう姿しは別だ。あれは実に実に素す晴ばらしい光景でした。あんまり褒ほめるとイタチさんが怒おこるので口には出さないけど。

「どうしたのよ白の字？　いきなり嬉うれしそうにニコニコと、気味悪いわね」

「あ。その顔……真しん一いち、またキツネのこと考えてる……」

「げ。バレてるっ？　だけどあの時の稲葉先生は──って、イタチさん。話が逸それてる」

　今の話題は稲葉先生の格かつ好こう良よさじゃなくてイタチさんの悩なやみ事ごとのはず。僕が慌あわてて軌き道どうを修しゆう正せいすれば、イタチさんは「あ、ごめん」と赤くなり、改めて口を開いた。

「先週からなんだけど──最近、学校への行き帰りの時にね」

「ふんふん」

「その……えと、あたしの思い込みかもしれないし」

「ほうほう」

「それならそれでいいんだけど」

「あいあい」

「だけどね、今朝、『やっぱりそうだ』って思って」

「にゃあにゃあ」

「合いの手がうるさいですよ先輩！　それで？」

　小さな上級生を黙だまらせて先を促うながすと、イタチさんは苦笑しながら言葉を続けた。

「あの……誰だれだかわからないけど、誰かが、ずっと、あたしの後を……尾つけてるみたいで」

「……へ？」

　息を吞のむ僕。言いづらそうに語られた内容に、思考が数秒停てい止しする。それはつまり。

「──ストーカー、ってこと？」

　僕が反はん射しや的てきに答えれば、イタチさんは意味が分からないと言いたげに首を傾かしげた。

「……『すとーかー』？　えと……それって、どんな意味だっけ」

「吸きゆう血けつ鬼きのイメージを確かく立りつさせた文学者。もしくはソ連の名作難なん解かいＳＦ映画」

「何を言っているのかさっぱりわかりませんが明らかに違ちがいます先輩。ストーカーってのは──えーと、どう言ったらいいかな。頼たのまれもしないのに、ずっと付いてくる人のことだよ」

　適てき当とうな説明だけど、まあ、間ま違ちがってはいまい。それを聞いたイタチさんは「ああ」とうなずき、けろっとした顔で付け足した。

「そうだね。あたし、『すとーかー』に尾けられてるみたい。教えてくれてありがと、真しん一いち」

「どういたしまして……って、いやいやいやいや何を吞のん気きな！」

　困こん惑わくしているだけで焦あせっていない当事者をよそに、僕はどんどん不安になった。なにしろイタチさんである。変なのに狙ねらわれても不思議ではない容よう姿しと性せい格かくの持ち主であるのは確たしかだけど、だからと言って笑える話であるはずがない。と言うかイタチさんを困こまらせた時点でもう既すでに許ゆるせない。

「ストーキングねえ。疑うわけじゃないけどさ、気のせいだったりはしないわよね？」

「うーん……そうだったら、いいんだけどね」

　苦笑したイタチさんは、形のいい小さな鼻をひこひこと動かした。動物系の妖よう怪かいだけあって他人や妖怪の気配には人一倍敏びん感かんなのだから間違うはずはない、と言いたいらしい。

「ふむ、そいつは失しつ敬けい。──白しろの字じ、自白するなら今のうちよ」

　失礼なことを言いやがる先輩に「僕じゃないです！」と反論し、僕は教きよう卓たくへと走り寄った。チョークを摑つかんで黒板に向かいつつ、教卓の上に寝ねそべる犬いぬ神がみへ呼よびかける。

「寝てる場合じゃないぞライカ！　イタチさんが危あぶない！」

「う、わんっ？」

　僕の一声に、三メートル近い半はん透とう明めいの巨きよ体たいがびくんと跳はね起おきた。この犬神がイタチさんを慕したっているのは、先月の天あまの邪じや鬼く事件でよく知っている。こういう時には頼たよれるのだ。

「よし、起きたな！　僕だけじゃ手が足りない、力を貸してくれ！　まずは今夜から──」

「うう、わんっ！」

「こら、そこの人間と犬、いきなり二交代制の監かん視しシフトを組まない！　逆ぎやくに迷めい惑わくよ！」

　む。

　言われてみればそんな気もする。思わず顔を見合わせた僕とライカは、

「そんなに心配してくれなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。落ち着いて、真しん一いち。それにライカも、ね？」

　イタチさんのその一声で冷静になり、黒板の前から離はなれたのだった。あ、黒板に書きかけていた監視シフト表はちゃんと消しておきました。

「ほんとにもう、これだから男は……。だいたいあんたら、なんで意い志し疎そ通つうできてんのよ。犬いぬ神がみ使つかいが通訳しないと言葉も通じないくせに」

「そこはそれ、思いを同じくする同どう志しですからなんとなくニュアンスで。なあライカ」

「わんわん」

　うなずきあう僕と犬神。それを見た先輩は「さいですか」と肩かたをすくめたが、小さな顎あごに親指を当てると、真面目まじめな顔で考え始めた。

「一人暮ぐらしの女の子がストーキングされてるってのは、ちょっと不ふ穏おんな話よねー。ま、イタチちゃんはたいがいの人間より強いわけだし、大丈夫じゃねーのって気はするけれど」

「先輩！　そういう問題じゃないです！」

「わんっ！　わんわん！」

「はいはい、わかったわよ。何なんだ、お前らのその連帯感」

　語気も荒あらく訴うつたえる僕とライカに呆あきれた眼めを向けると、先輩は腕うでを組んで黙だまり込こみ、そして不穏な空気が美術室を包んだ。心配なのだろう、ライカがイタチさんの周りをおろおろ漂ただよう。

「あ、でもね！　何をされたってわけでもなくて、ただ、電柱の後ろとか建物の陰かげに隠かくれてずーっと付いてくるだけだから、そんなに心配しなくても……」

　予想外に深しん刻こくなムードになったことに驚おどろいたのか、イタチさんが明るい声を出したが、そこにすかさず先輩が切り返す。

「いや、だからさイタチちゃん。その時点でもう充じゆう分ぶんに心配なのよ」

「そうそう。イタチさんそんなに可愛かわいいんだから気を付けないと」

　先輩が珍めずらしくいいこと言った。深くうなずいていた僕を、眼鏡越しの瞳ひとみがふいに睨にらむ。

「……確かく認にんしとくけど、ほんとにあんたじゃないのよね？」

「違ちがいます！　イタチさんを見かけた僕がおとなしく隠れていられるとでも？」

　その回答を聞いた先輩は「そらそうか」と溜ため息いきを吐ついた。信じてもらえたのはともかくとして、そのげんなりした反はん応のうは何ですか。と、イタチさんが慌あわてて口を挟はさんでくれる。

「真一じゃないのは確たしかだよ。二人で歩いてた時も、後ろから変な気配はしてたから」

「へっ？　いつ？」

　思わず問い返せば、イタチさんは「たとえば昨日の帰り道とか」とあっさり答えた。

「昨日……？　ああ！　やたらキョロキョロしてるなあと思ったら！」

　なるほどね、と手を打つ僕を、先輩とライカがじろりと睨にらんだ。

「何が『ああ！』だか。あんたねえ、一いつ緒しよにいたなら気付きなさいよ」

「うー、わん！」

「無理です。イタチさんが隣となりにいる以上、僕の五感はイタチさんだけに向いてますから。赤信号にも気付かないことがよくあるくらいなのに、背はい後ごの気配なんかわかるわけがない！」

　胸むねを張はって答えれば、イタチさんが「真しん一いち、よく轢ひかれそうになるもんね」と不安そうにつぶやいた。いやー、いつも心配かけてごめんなさい。僕が感かん謝しやしていると、経ふみ島しま先輩が「まあ白しろの字じが役立たずなのはともかくとして」と首を捻ひねった。

「で。イタチちゃん的に、知ってる気配だった？　たとえばクラスメートの男とか」

「あ、ううん、それはないよ。会ったことのない人」

　きっぱり首を横に振ふったイタチさんは、不安げに「うん、人だと……思う」と付け足した。

「人だと思うって、イタチさん、それは──妖よう怪かいかもしれないってこと？」

「ああ、後を尾つけてくる怪かい異いは多いわね。『迎むかえ狗いぬ』とか『べとべとさん』とか『送おくり狼おおかみ』とか。見守り系から無害系、隙すきあらば取って喰くおうって危き険けんなヤツまで選より取どりみどり」

「何ですって！」

　先輩の言葉に驚きよう愕がくする僕。そんな妖怪がいやがるのか。特に不安を誘さそうのは「送り狼」って妖怪だ。できれば今すぐ滅ほろんでほしい。イタチさんの無事と僕の心の平和のために！

「うーん。たぶん人間だと思うんだけど……はっきりしたことは、その、ね」

　それだけを言うと、イタチさんはごにょごにょと言こと葉ば尻じりを濁にごしてしまった。控ひかえめながらも明めい確かくな言動が持ち味のこの人にしては珍めずらしい態たい度どだ。去年の秋、河かつ童ぱの子どもを隠かくしてた時もこんな感じだったっけか。

「ふーん。煮にえ切きらない返事だこと」

「ごめんね、御み崎さき」

「まあ謝あやまることでもないけどさ」

　先輩はカラッとした笑顔でイタチさんの背せ中なかを叩たたくと、改めて僕らを見み渡わたした。

「とりあえず本人とっつかまえて問いただすしかないんじゃないの？　異い議ぎはないわよね」

「あろうはずがありません。反対する人は僕が説得します」

　かくして部活はなし崩くずし的てきに打ち切られ、イタチさん防ぼう衛えい対たい策さく会議が始まったのだった。

「いや、あの……そんなに熱心にならなくても……いいよ？」

「イタチさんは黙だまってて！」




　そして会議を続けること十五分（うち、不安がる僕をイタチさんがなだめることに費ついやした時間が十二分）。教きよう卓たくに座すわった経ふみ島しま先輩が、僕とイタチさん、それにライカを見み渡わたして言う。

「以上で作戦の立りつ案あん終了。これより後は各個の奮ふん闘とうを期待する」

「了りよう解かいですボス。……しかし、作戦ってほどのもんでもないですよね、これ」

「だよね。でも、よろしくね真しん一いち」

「わんわん」

　そんな具合で談笑していると、ふいに「失礼します」と声が響ひびき、美術室の戸が開いた。

「お待たせ。吹奏楽部の練習、終わったから。ライカ、帰るよ」

　礼れい儀ぎ正しく美術室へと足を踏ふみ入いれたのは、ショートカットの見み慣なれた少女だ。犬いぬ神がみを迎えに来た犬神使いの滝たき沢ざわさんは、いつものようにライカを呼よび寄よせて帰ろうとしたが、ふいに僕らを見渡し首を傾かしげた。

「今日は何かあったの？　みんな揃そろって神しん妙みような顔して」

「わん、わんわん」

　待ってましたとばかりにライカが説明を始める。滝沢さんは「ふんふん」と愛犬の話を聞いていたが、ふと小さく「何だって」と声をあげ、そして釣つり上あがった瞳ひとみを僕へと向けた。

「見み損そこなったよ、白しら塚つか」

「僕じゃないってのに！　ちゃんと説明しろライカ！」




　　　　＊＊＊




「ほんとにもう、何で自分はとっとと帰っちゃうかな、あのジャージは」

　イタチさんの住んでいるワンルームマンションへの帰り道。街灯に照らされた歩道の上で僕がぼそりと不満を口にすれば、隣となりを歩くイタチさんは「仕方ないよ」と苦笑を浮うかべた。

「御み崎さきの家、遠いから。それにほら……御崎は女の子だから、何かあったら大変だし」

「まあ、そりゃそうなんだけどね」

　相手が妖よう怪かいじゃない以上、経島先輩は（言っちゃ何だが）あまり役に立たない人材なのは確たしかではある。しかし、だからと言っていつものように颯さつ爽そうと自転車で走り去ったのはどうかと思う。せめて激げき励れいするとか無事を願うとか。滝沢さんとライカがそれはもう不安げに見送ってくれたもんだから、なおさらあの眼鏡の非ひ情じようぶりが際きわ立だって感じられるわけですよ。

　白い溜ため息いきを吐はきながらぶつぶつつぶやいていると、隣の少女が僕を見つめて微笑ほほえんだ。

「よろしくね」

「え？」

「ほら、今は真一が頼たよりだから」

「──あ──う、うん！」

　そんな顔でそんなことを言われたら、うなずかざるを得ない。さっきまで抱かかえていた不満はどこへやら、僕は「任まかせてよ」と胸むねを叩たたいていた。

　ちなみに僕に課かせられた主な役目は「やばそうな相手だったら大声で騒さわいで人を呼よぶ（いざとなったら身代わりに刺さされる）」である。情なさけないポジションなのは自覚しています……。

　と、再ふたたびネガティブ思考に落ちかけた僕を見ると、イタチさんは「もう」と笑った。

「落ち込まないでいいよ、真しん一いち。いてくれるだけでも心強いし、それに」

　ふいに言葉が途と切ぎれる。「それに何？」と聞き返そうとして、僕は気付いた。

「……来たの？」

　振ふり返かえることなく小声で問うと、イタチさんは無言で首を縦たてに振る。カバンのベルトを掛かけ直なおす振りをして、ほんの少しだけ後ろを向いてみる。フード付きの黒いダッフルコートで全身を包んだ小こ柄がらな人ひと影かげが、コンビニの陰かげに慌あわてて隠かくれたのが見えた。

　──なるほど、あれか。

　ちらりと見ただけなので確たしかなことは言えないけど、どうやら人間だってことは僕にもわかった。妙みように背せ丈たけが小さく、おまけに頭身が低いのが気になるが、少なくとも実体はある。

「ね」

　ほんとにいるでしょ。そう言いたげな声がすぐ隣となりで小さく響ひびく。うなずく代わりに、僕はイタチさんとの距きよ離りをそっと詰つめた。と、イタチさんのほうも僕へと近づいていたらしく、肩かたと肩とが軽くぶつかる。

「「あ」」

　どちらからともなく漏もれたのは、小さな小さな驚おどろきの声だった。笑いたいところだけど、今は我が慢まんだ。上着越しの体温と柔やわらかさが肩を通じて少しだけ伝わり、不安な気持ちを消し飛ばしてくれる。かくして準じゆん備びは万ばん端たん。さあ、作戦を始めよう。

　顔を見合わせることなくうなずき合った僕らは、街灯や店の灯りが目立つ通りから、雑ざつ居きよビルと郵便局の間の路地へと、揃そろって足を踏ふみ入いれた。




「えーと。どうもこんばんは白しら塚つか真一です」

　路地の奥おくで待っていた僕が片かた手てを掲あげて声をかければ（こういう時って何を言えばいいんだろうか）、小さなストーカーは露ろ骨こつに慌てた。フードを深く被かぶっているので表情は見えないけど、おろおろと周囲を見み渡わたしているので、困こん惑わくしているのはよくわかる。まあ、僕とイタチさんの二人を追って角を曲がったのに、そこにいたのが僕一人なら、そりゃあ慌てるだろう。

　うん、ここまでは読み通り。問題はこの後の行動だけど──。

「だ、だましたなあっ！」

　意外に甲かん高だかい罵ば声せいが路地に響く。ようやく引っかけられたことに気付いたのか、小柄なストーカーはコートの裾すそを翻ひるがえして振り返り、通りへ向かって走り出した。

「やっぱりそう来たか！　イタチさんっ！」

　後を追いながら叫さけぶ僕。視し線せんをちらりと上げれば、路地の右みぎ壁かべである二階建て郵便局の屋根の上、まっすぐに立つ人ひと影かげが目に映った。角を曲がって一いつ瞬しゆんのうちにあんなところに飛び上がってしまうんだから大したものだ。それに、セミロングの髪かみと短いスカートを冬の夜風に揺ゆらして立つイタチさんの姿すがたは、思わず息を吞のむ格かつ好こう良よさではあったけど──その、ええとですね……スカートの女の子をほとんど真下から見上げるってのは、あまりよくないと思います。いえ、見てないですよ？

　と、僕が当初の目的を忘わすれかけている間に、イタチさんは屋根を蹴けって軽かろやかに飛んだ。同時に、僕は目の前を走る小さな背せ中なかに向かって呼よびかける。

「こら待て、ストーカー！」

「誰だれが待つもんかっ！」

　僕の呼びかけにストーカーが振ふり返かえるのと同時に、イタチさんが静かに路地へと着地した。通りの灯りを背はい景けいに、マフラーの端はしと短い髪がざわりと揺れる。

「逃にげられないよ。話を聞かせて」

「──って、うえっ！　いつの間に？」

　強い意い志しを感じさせる凜りんとした声が、ストーカーを問いつめる。いきなり現れたイタチさんにたじろいだのか、小こ柄がらな人影は慌あわてて方向転てん換かんしたが、あいにくそこには僕がいる。前後を挟はさまれ逃げ道を失ったストーカーは、しばらくの間は無言でおろおろしていたが、やがて観念したようで。

「ち……ちくしょーっ！」

　やたら可愛かわいい声で叫ぶと、開き直ったようにぺたんと座すわり込こんでしまった。

「アタシの負けだ！　もう、どうにでもすればいいじゃんかっ！」

　捨すて鉢ばち気ぎ味みに言い放つストーカー。その声を聞いた僕らは、思わず顔を見合わせていた。

「やたら小柄だとは思ってたけどさ。今の声って──ほんとに、小さい女の子？」

「みたいだよね……。ね、とりあえず、顔を見せてくれるかな。何もしないから」

　イタチさんの穏おだやかな声に促うながされ、ストーカーは無言でフードを脱ぬいだ。街灯の薄うす明あかりの下に現れたのは、短く揃そろえた赤毛の右サイドをゴムで括くくった、快かい活かつそうな少女の顔だった。年ねん齢れいは十歳くらいだろうか。不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませているものの、目鼻立ちのくっきりしたなかなかの美少女だ。元気に笑っていればきっと絵になることだろう──って、そんなことはどうでもよくて。

「「……誰？」」

　僕とイタチさんの疑問の声が路地に響ひびくのは、全く同時だった。

「あのさイタチさん、この子、誰？　知ってる子？」

「ううん、全然……！　背が小さいのは気になってたけど、ほんとに女の子だったなんて」

「あ、面めん識しき無いんだ。じゃあもしかして妖よう怪かい？　『後追いダッフルコート娘』とか」

「いないと思うけどね、そんなの。気配も人間だし。それで……ど、どうしよう？」

　三角座ずわりをしたまま仏ぶつ頂ちよう面づらで視し線せんを逸そらす少女を挟はさみ、困こん惑わくしていく高校生二人。パンツ一枚の街角ボクサーや古本を手にしたマッド古典講こう師し、ちょっと古い話だと犬いぬ神がみ使つかいのフルート奏そう者しやや新しん任にん間もない英語教師などなどに狙ねらわれてきたイタチさんと僕ではあるが（思えば色々ありました）、普ふ通つうの人間、しかも見知らぬ子どもに付け狙われたのは初めてだ。

「これが求ぐ道どう丸まるみたいな奴やつなら、イタチさんの妖よう術じゆつで撃げき退たいすりゃいいんだろうけどなー」

　途と方ほうに暮くれるしかない僕であった。イタチさんは「そうもいかないよね」と苦笑すると、かがみ込んで少女に目の高さを合わせ、優やさしげな声で語りかけた。

「ね。どうしてこんなことしたの？　小学生……だよね？」

「なんでもいいだろ」

　視線を背そむけ、吐はき捨すてるように少女が言った。仏頂面を決め込むつもりらしい。

「なんでもよくないよ。一人でこんなことしてたら、危あぶないし」

「うっさい」
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　まともに応おうじるつもりがないのか、少女はまたもイタチさんから視線を逸らす。さすがにその態たい度どはないんじゃないか。かなり呆あきれつつやや怒いかりつつ、僕は思わず口を挟はさんだ。

「おい。誰だれだか知らないけど、見ず知らずのお姉さん尾つけ回まわしといて、その態度はないだろ」

「いいから、真しん一いち。……あなた、ずっと、あたしの後を尾つけてたよね？　どうして？」

　あからさまにムッとした僕を静かに制し、イタチさんは落ち着いた口調のままで話し続ける。何という人間としての器うつわの差だろうか。僕が改めてイタチさんを見直した時、少女の両目がキッと眼がん前ぜんのお姉さんを見み据すえた。

「うっさいって言ってるだろ！　馴なれ馴なれしくするなよ、お前なんか、お前なんかな──」

　一いつ瞬しゆんのためらいを挟はさみ、少女ははっきり次の言葉を叫さけんだ。

「ニンゲンじゃない──お化けのくせにっ！」

「……え」

　イタチさんが絶ぜつ句くした。瞬しゆん時じにアイコンタクトが飛び交い、僕らは意い志しを伝え合う。

（この子──イタチさんが妖よう怪かいだってことを知ってる……？　なんで？）

（まだわからないよ、もうちょっと様子を見よう）

（あ、うん、了りよう解かい）

　動どう揺ようした僕に対し、当のイタチさんは意外と慌あわてていなかった。そして少女の叫びは続く。

「アタシ、知ってるんだからな！　そんな格かつ好こうしてたって、ほんとはニンゲンじゃないって！　そんな気味悪いヤツに、何も話すことなんか……な、ないんだからなっ！」

「おいちょっと待て！　お前いま何て言った」

　吐はき捨すてるように言い放たれる言葉に、体が自然と反はん応のうしていた。びくりと怯おびえる少女をゆっくり見下ろし、僕はすかさず口を開く。

「そんな気味悪いヤツ──って言ったのか」

「え？　い、言ったよ。だけど、ほんとの──」

「そんなことは関係ない！　いいか、たとえ人間であろうがなかろうが、そんなことはささいな問題だ。わかるな！」

「……へっ？」

　予想外の反論だったのか、少女は怖こわがるのをやめて僕を見上げた。なぜそこで呆あきれる！

「はあじゃない！　というわけでイタチさんがどんだけ素す晴ばらしい人なのか僕が今からみっちりジェスチャー混まじりで語るから今夜はもう帰れないと覚かく悟ごを決め」

「真一。ややこしいから黙だまってて」

　ヒートアップしかけた僕だったが、イタチさんの視し線せんがそれを鎮しずめた。む、そう言われたら仕方ない。ごめん、とつぶやく僕に苦笑を返し、腰こしをかがめたままのイタチさんは再ふたたびコートの少女へ声をかけた。

「ごめんね。このお兄さん、ちょっと変わってるけど、悪い人じゃないから」

「うるさい妖怪」

「うーん……どうしてそんなこと言うのかな……。あ、そうだ。名前教えてくれる？」

　敵てき意い丸出しの視線を受けながらも、落ち着いた口調は揺ゆらがない。にこやかな笑みを浮うかべたまま広げた右手を自分に向け、イタチさんは「あたしはね」と名乗った。

「伊達だてクズリ、あだ名はイタチ。それで、こっちは白しら塚つか真しん一いち。どっちも蒼そう明めい高校の一年生だよ」

　紹しよう介かいされたので一いち応おう会え釈しやくすれば、べーっと舌したを出されてしまった。ええい腹の立つ！

「真一、怒おこっちゃ駄だ目め……。ね、それで、あなたの名前は？」

　穏おだやかながらも意い志しの強さを感じさせる声でイタチさんが問いかける。と、小さなストーカーは、目の前のお姉さんが意外に頑がん固こだと気付いたのか、観念したように口を開いた。

「丙ひのえ小学校、四年六組。粂くめ神がみまどか。……これでいいだろ」

「うん、ありがと。そっか、ほんとに小学生だったんだ」

「丙小って──ああ、本ほん町まちの丙小学校か？」

　何の変へん哲てつもない普ふ通つうの小学校だ。幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらはあそこの卒業生だっけか、確たしか。そんなことを思い出しながら尋たずねれば、自じ称しよう小学四年生は「他にあるなら教えろ、馬鹿」と言いやがった。実にムカつくお子様だ。男みたいな口調はともかく、その態たい度どは何とかしろよ。

「何だよ。じろじろ見るな、ハゲ」

「僕のどこがハゲだよ。あのな、自分が何したかわかってるのか？」

「うっせーロリコン」

「なっ……誰だれがだ！　いいか、僕はどっちかと言うと！」

「真一、乗せられちゃ駄目」

　イタチさんに制されながら、僕は再ふたたび考えた。で、要するにこの子は何がしたいんだ？　名前と学校以外は何も話そうとしないし、このままじゃラチが──と、そこまで思いが至いたった瞬しゆん間かん、僕は思わず叫さけんでいた。

「って、おい！　お前、苗みよう字じを『粂神』って言ったか？」

「え？　急にどうしたの、真い──あ！」

　その意味するところがわかったのだろう、イタチさんがハッと口を押おさえて立ち上がる。珍めずらしい姓せいだけど、僕らはその名をごく最近聞いたばかりだ。そう、畳たたみと障しよう子じに囲まれた異い空くう間かんの中で、妖よう怪かいをコレクションする本を手にした男の名として。嫌いやな予感が背せ中なかを走る。

「そうか、何の関係もない小学生がイタチさん付つけ狙ねらうなんておかしいと思ったけど──まさかお前！　あのおかしな妖怪研究者の」

「パパのことをおかしいとか言うなあっ！」

　僕の言葉に反はん応のうするように、いきなり少女──いや、名前がわかったんだから「粂神まどか」って呼よぼう──が立ち上がった。両の拳こぶしを握にぎりしめ、敵てき意いの籠こもった二つの瞳ひとみが僕らを睨にらむ。

「パパはおかしくなんかない！　すごく格かつ好こう良よかったんだから！　そりゃ、去年まではずーっと地味で、つまらなそうだったけど──先月、この街に引っ越してきてからのパパは、すごく、すっごーく！　格かつ好こう良よかったんだからなあっ！」

　さっきまでの黙もく秘ひ権けんモードとは打って変わり、涙なみだ目めで叫さけぶ小四の少女。どうやら粂くめ神がみの娘ってのは間ま違ちがいないようだけど……しかし、何をそんなに怒おこってるんだ、この子？

「よしわかった、わかったからちょっと落ち着こう！　……えーと、先月のパパってことは、つまり、アレに憑つかれてた頃ころの粂神先生……だよな？」

　激げつ昂こうする少女をなだめながら首を捻ひねれば、それを聞いたイタチさんは不ふ審しんそうにうなずく。

「うん、そういうことだよね。……で、でも、その……格好良かった？　あれが？」

　微び妙みように失礼な発言だけれど、そう言いたくなる気持ちはよくわかる。実じつ験けん失敗直後の科学者みたいな髪かみを振ふり乱みだし、むやみに派は手でなポーズを決めながら「うははは」と大笑していた男の姿すがたが脳のう裏りに蘇よみがえり、僕は思わず溜ため息いきを吐ついた。格好いいのか、あれが？

　ちなみにあの妖よう怪かいコレクター氏、白はく澤たくが抜ぬけた時、記き憶おくだけでなく妖怪への熱意をも奪うばわれてしまったらしく、今ではすっかり地味で真面目まじめな古典の講こう師しだ。廊ろう下かですれ違ちがっても僕やイタチさんの顔に全く反はん応のうしないあたり、妖怪関連の記憶は完全に抜け落ちているようだけど、ぜひ今のままであり続けてほしい。あのマッドなテンションの相手はもう嫌いやです。疲つかれるし。

「あ、その顔！　またパパを馬鹿にしてる！」

「してません！　ちょっとはしてたけど！　つか、あれはどう考えてもおかしいから！」

「そんなことないっ！　うははははーって笑いながら、妖怪はほんとにいるんだ、わたしはそれを証明するんだーって話してたパパは、ものすごく格好良かったんだもん！」

「あ……そうなんだ」

　まどかの剣けん幕まくに圧おされ、僕はついついうなずいてしまった。小さな女の子（立ち上がってから気付いたけど経ふみ島しま先輩よりも背せが低い）に涙目で睨にらまれると、なんだかこっちが悪人みたいな気がしてくる。しかし、家でもあんな感じだったのか、あのおっさんは。僕が呆あきれていると、黙だまっていたイタチさんが苦笑しながらおずおずと口を開いた。

「えと……お父さんが好きなのは悪いことじゃないし、それには何も言えないけどね。だからって、どうしてあなたがあたしの後を尾つけ回まわすの、かな……？」

　本気で理由がわからないのだろう、イタチさんはかなり困こん惑わくしている様子だ。そして事じ情じようがわからないのは僕も同じだった。二人で答を待っていると、まどかはイタチさんを睨みつけながら、ややトーンダウンした声で話し始めた。

「パパは──アタシのパパは、人間に化けたイタチの妖怪を捕つかまえるんだって言った次の日に、格好悪くなっちゃった。朝は『うはははは今日のターゲットは大物だ』って出ていったのに、帰ってきた時は──去年までの、ふつうのパパだった。何があったのか、わからないけど」

「ああ……」

　イタチさんが口ごもる。それって、目の前の少女の「パパ」をおかしく──まどかの感性的には、格好良く──してた元げん凶きようが退たい治じされたから、普ふ通つうに戻もどったってことなんだけど……説明していいのかどうか。妖よう怪かいなんていないってことにしておかないと、ややこしくなりそうな気もするしなあ。僕が迷まよっているうちにも、まどかの独どく白はくは先へ進む。

「パパ、格かつ好こういいポーズを取ったりしなくなっちゃった。妖怪はほんとにいるんだよ、それをパパは証しよう明めいして学会に一ひと泡あわ吹かせるんだって、あれだけ言いい張はってたのに、そんな話も全然しないし……。ママもお姉ちゃんも喜んだけど、アタシは……すごく淋さみしかったんだ」

　薄うす暗ぐらい灯りの下、亡なき父親（生きてるけど）の思い出を語る少女。構こう図ず的てきには悲ひ劇げきっぽいけど、かなり同どう情じようしかねる話でもあります。「ママとお姉ちゃん」的には大だい団だん円えんなのではとさえ思えます。

　で、イタチさんはと言えば、困こまったような笑みを浮うかべるだけで何も口を挟はさまない。確たしかにコメントしづらいよね、これは……と思った瞬しゆん間かん、まどかの声に張りが戻もどった。

「だから、アタシは決めたんだ！　パパの代わりにアタシが、お化け──ううん、妖怪がほんとにいるんだってことを、しょーめーしてやるんだって！」

「……え？」

「待った！　どうしていきなりそうなった！」

　きょとんとするイタチさんの隣となりで、僕は呆あきれた声で叫さけんだ。なんだその結論は。

「だってアタシはパパの子だもん。それに、妖怪はほんとにいるんだってわかったら、パパも元気になって元に戻るかもしれないし」

「ない！　それはない！　つーかどうしてそれでイタチさんのストーキングに走る！」

「格好良かったパパが言ってたもん、『伊達だてという女子生徒が怪あやしいのだよ。普ふ通つうの高校生を装よそおっているがいつか尻尾しつぽを出すに違ちがいない。見ておれ学会の阿あ呆ほうども』って！　だから、ずーっと見み張はってたらどこかで正体を見せるはずだ──って思って」

「ああもう、あのおっさん、どこまで余よ計けいなことを……！　じゃなくて！」

　呆れる気落ちを焦あせりに切り替え、僕は少女をまっすぐ見つめた。その剣けん幕まくに、熱く決意を語っていた少女は「な、何だよ」と身を縮ちぢめる。怯おびえさせるつもりはないんだけどな。反省しつつ、僕は考えを整理した。言うまでもなく、イタチさんが妖怪だってことは一般的には秘ひ密みつだ。素す性じようがバレた妖怪がどんな目にあったかは、正月の旅行で（のろけ混まじりに）聞いている。すばやく考えをまとめた僕は、なだめるように口を開いた。

「いいかい、まどかちゃん。四年生だったらもうわかるだろ？　妖怪なんているわけが」

「いる！　パパ、雪ゆき女おんなの写真とかビデオ見せてくれたもん」

「なぬ？　ああ、粂くめ神がみ先生って元は雪女ハンターだったっけ──って、違う！　何かの見み間ま違ちがいだよ、そんなのは！　だ、だいたい、ずーっと尾つけ回まわすだなんてイタチさんに迷めい惑わくだし」

「あ。見せたくないものがあるからそう言うんだ」

「な、ななななな、なんでそうなる！　だいたい、子どもがこんな時間まで出歩くなんて」

「話をそらしたー！　やっぱりだ、やっぱり妖怪なんだ！」

「げっ、読まれた？　いや違ちがう！　違うからな！　そういうつもりじゃないぞ今のは！」

　まどかの意外と的てき確かくな切り返しに、思わず熱くなってしまう僕。どんどん墓ぼ穴けつを掘ほっている気がします！　するとそこに、穏おだやかな声が静かに割り込んだ。

「いいよ、真しん一いち」

「そ、そう、いいんだよ！　……って、イタチさん？」

　何がいいと言うんだろうか。そう思ってイタチさんへと顔を向ければ、噂うわさの妖怪少女は「もう遅おそいしね、あんまり引き止めるのもよくないから」と苦笑した。予想外に常じよう識しき的てきな答に僕が拍ひよう子し抜ぬけしていると、イタチさんはまどかを見下ろし、優やさしく諭さとすように語りかけた。

「とにかく、今日はもう帰ろう？　家は近いのかな」

「え？　駅前のマンションだから大通りに出たらすぐだけど……待てよ、何だよそれ！　お前、アタシをこのまま逃にがす気なのか？」

　妖よう怪かい呼よばわりしている相手と裏うら路ろ地じで睨にらみ合あっているという状じよう況きように今いま更さら気付いたのだろう、面おも白しろいように怯おびえ、そして警けい戒かいするまどか。しかし対するイタチさんは、優しく微笑ほほえみながら首を縦たてに振ふるだけだ。そんなターゲットを不ふ審しんそうに睨みつけながら、まどかはじりじりと路地を後こう退たいしていき、

「きょ、今日のところはこれで見み逃のがすけど──見てろ！　必ず尻尾しつぽを摑つかんでやるからなっ！」

　実に子どもじみた捨すて台詞ぜりふを残すと、大通りを駅へと向かって走り去ったのだった。

「気を付けて帰ってね。明るい道を通るんだよ？　あ、走ると危あぶない」

　そしてイタチさんは危き機き感かんゼロで手を振ってそれを見送る。その横顔に浮うかぶ、気き遣づかいに満ちた笑みはもちろん息を吞のむほど魅み力りよく的てきではあったけれども、素す直なおに見とれているわけにもいかない。心の中のイタチさん特選アルバム（横顔編）に今の笑顔をそっと収おさめると（ちなみに千八百九十一枚目）、僕はおずおずと口を開いた。

「あのさ、イタチさん。これで良かったの？　あの子、どう見てもまだやる気だよ。明日からも付きまとってやるから覚かく悟ごしろって顔に書いてありそうなくらい、諦あきらめてない」

「あ、うん。それはわかってるけど……他に何も思いつかなくて」

　記き憶おくを消したりすることなんて、あたしにはできないし。イタチさんはそう溜ため息いきを吐つくと、ふいに僕へと優しげな笑みを向けた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、真一。あたしが気を付ければいいんだから……。あの子だって、あと何日か尾つけ回まわして、それでも証しよう拠こが摑めなかったら、さすがに諦めると思うし。ね？」

「いや、そりゃそうだろうけどさ」

　路地に置いていたカバンを肩かたに掛かけながら、僕はやるせなく頭を振った。何も悪くないイタチさんがいちばん面めん倒どうな役回りを被かぶるってのが、どうも納なつ得とくがいかないのである。

「……優しすぎるんだよね、イタチさん」

　帰ろうか、と手て振ぶりで促うながしながらつぶやけば、隣となりに並ならんだイタチさんがぽつりと言った。

「ごめんね、心配かけちゃって」

「謝あやまることじゃないよ。むしろ、そんなイタチさんだから、僕は好きなんだ」

「……え」

「あ、聞こえなかった？　だから！　僕は！　イタチさんが大好きなんだということを！」

「きっ、聞こえてる！　聞こえてるから、ほら、もうちょっと、その……し、静かにね？」
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「──と、困こまったような笑みを浮うかべたイタチさんの頰ほおはほんのり赤くて、それを見た僕は、この人はどうしてこんなに優やさしくて健けな気げなんだろうと感動し、そして気付いたんです。ああそうだ、僕はイタチさんのことが狂くるおしいほど──って、聞いてます、先生？」

　路地裏うらでストーカーを見み逃のがした数日後、放課後の美術室。身み振ぶりを交えてその時の顚てん末まつを語っていた僕は、聞き手の意い識しきが逸それているのに気付き、口と手を止めて問いかけた。と、僕に睨にらまれたスーツの美人は、呆あきれたように首を振ふり、机の上のティーカップに手を伸のばす。

「聞いてはいますが、聞き流しています」

　悪びれることなく言い切ると、二年生の英語担当教きよう諭ゆであり生徒会顧こ問もんでもある稲いな葉ば先生はアルコールの香かおり漂ただよう紅茶のカップを優ゆう雅がに傾かたむけた。完全に美術室を喫きつ茶さルームだと思ってるよな、この人。そのティーセット、いつまで美術準じゆん備び室しつに置いておくつもりですか。

「入ってくるなり『何やら面おも白しろそうなことになっているみたいだから事じ情じようを説明しなさい』って命令したの、先生じゃないですか。ちゃんと聞いてくださいよ」

「何を偉えらそうに。人に聞かせたければ、簡かん潔けつかつ客きやつ観かん的てきにまとめることを学びなさい。状じよう況きようの把は握あく力りよくはともかく、イタチに関する部分の主観描びよう写しやがくどすぎますわね。五十九点」

「えー」

　ギリギリ不合格な点数を貰もらってしまった。あ、この学校の赤点脱だつ出しゆつラインは六十点です。

「精しよう進じんなさい。それで、貴方あなた……例の絵はどうなっているのです？」

「絵？　ああ、先生の？　もちろん描かいてますよ」

　なるほど、稲葉先生が最近ちょいちょい美術室に顔を出すようになった理由はそれか。納なつ得とくしつつ、僕は「ただ、なかなか構こう図ずが決まらなくて」と頭を搔かいた。

「ほら、九きゆう尾びの狐きつねって、どのアングルからどんなポーズを描いても絵になるんですよ。せっかく先生が認みとめてくれた一回限げん定ていのチャンスですから、適てき当とうに描いてから後こう悔かいするわけにはいかないし、もうここんとこ悩なやみっぱなしです」

　先日の稲葉先生の大だい活かつ躍やくを思い出しつつ、僕は重々しく首を振る。それを見た先生はどことなく満足げに微笑ほほえんでいたが、僕の次の一言でガラリと態たい度どが変わってしまった。

「まあ、今はそれよりもイタチさんのストーカー問題ですけどね」

「……へえ、ああ、そうですか。それはそれは」

「おー、さすが白しろの字じ。優ゆう先せん順位は完全固定なわけだ」

　からかうような声に振ふり返かえれば、ジャージを羽は織おった小こ柄がらな眼鏡がにやついていた。

「それでどーなのイタチちゃん？　噂うわさの小さなストーカー、今朝もちゃんと付いてきた？」

　先輩が問いかけたのは、部へ屋やの隅すみの水道で筆を洗っていたイタチさんだ。と、稲いな葉ば先生が来てから微び妙みように不ふ機き嫌げんだった妖よう怪かい少女は、苦笑混まじりにうなずいた。控ひかえめな優やさしさに満ちたその仕草はもちろん素す敵てきだったけど、明らかに疲つかれが見えているのがどうにも辛つらくて痛いた々いたしい。「大した執しゆう念ねんだこと」と肩かたをすくめる経ふみ島しま先輩に、僕は溜ため息いきとともに言い足した。

「朝だけじゃないですよ。帰り道は校門からイタチさんの家まで、ずーっと付いてくるし……正直、あのしつこさは異い常じようです。日中は姿すがたを見せないから、学校にはちゃんと行ってるみたいですけど。子どもだから、むしろこっちが気を遣つかわにゃならんのがどうにもこうにも」

　振り返った時にストーカーの姿がなければ、それはそれで心配になるというこのジレンマ。なんだかものすごく理り不ふ尽じんである。

「そうなんだよね……。でも真しん一いち、もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ、きっと」

　筆を水切りに立てながら、イタチさんは肩をすくめた。もともと小さな肩が一いち段だんと小さく見えたのは、たぶん心しん労ろうのせいだろう。

「だからさー、イタチさんだけ無理しすぎなんだってば。先輩、何かいい案ないですか？」

　見るに見かねて尋たずねれば、美術部の小さな知ち恵え袋ぶくろは腕うでを組んで「んー」と唸うなった。

「相手が妖怪なら何とでも手はあるんだけどね……道を譲ゆずって『先へお越し』って言えば立ち去るってもんでもなかろうし。かと言って、力ずくで黙だまらせるってのも」

「そんなの駄だ目め。相手は小さい子なんだから」

　きっぱり否ひ定ていするイタチさん。それを聞いた先輩は「失しつ敬けい」と笑った。

「イタチちゃんならそう言うだろうと思ったわよ。だったら──ここはとことん現実的に、親か警けい察さつにでも知らせてみる？」

「それは得とく策さくではありませんわね」

　静かな口調でそう指し摘てきしたのは、意外にも稲葉先生だ。ぽかんと聞き入るイタチさんや僕を見み渡わたし、アジアに名だたる大妖怪様は「よろしいですか」と語り始めた。

「親ということはつまり粂くめ神がみでしょう？　白はく澤たくの力が復活することはないにせよ、妖怪の話をきっかけに記き憶おくが戻もどれば厄やつ介かいなことになるのは必ひつ至し。また、第三者の介かい入にゆうを招まねけば、イタチが妖怪だという話が──その真しん偽ぎはともかくとして──当事者以外にも広がることになりますわよ？　そして一度噂が立ってしまえば、これまた面めん倒どうが派は生せいするのが人の世の常つね」

「ふむ、なるほど。関係者を増ふやさないのが無ぶ難なんってことか」

「その通りです、経島。相手は子ども一人だけなのですから、何もせずに飽あきるまで待つというのは、賢けん明めい……とまでは行かずとも、妥だ当とうな手とは思いますわね。他人の記憶を弄いじる術じゆつが使えない下等な妖よう怪かいとしては充じゆう分ぶんでしょう。六十一点」

「え。あ、そうなんだ……」

　まさかこの人に褒ほめられるとは思ってなかったのだろう、イタチさんが目を丸くしている。その様子をつまらなそうに一いち瞥べつした稲いな葉ば先生は、手にしていたティーカップを机に下ろし、ふと物もの憂うげに溜ため息いきを漏もらした。

「ただ、問題のストーカーが粂くめ神がみの娘というのは少し気になりますけど。普ふ段だんから妖よう気きに触ふれていたのであれば素そ質しつは充じゆう分ぶんでしょうし、これはもしかしたら……」

　ふむふむと興きよう味み深ぶかげにうなずく先生。えーと、どういうことだろう。

「何を心配してるんです？　粂神先生の子どもって言っても、あの古本みたいな危き険けんアイテムを持ってるわけじゃないですし」

「別に妖怪じみた超ちよう能のう力りよくを使うわけでもないんでしょ？　ね、イタチちゃん？」

「うん。あたしが妖怪だって確たしかめたいだけの、普ふ通つうの子だよね、まどか」

「甘い」

　イタチさんの言葉に割り込むように、稲葉先生はびしりと言った。強い口調に押おし黙だまってしまった妖怪少女を横目で見み据すえ、先生はそっとカップを置いた。

「朱しゆに交われば赤くなる、人を呪のろわば穴あな二つ。たとえ今は普通でも──」

　ゆっくりと溜息を吐つきながら、稲葉先生は意味ありげな言葉を紡つむぐ。と、ふいに美術室の戸が勢いきおいよく引き開けられ、長い黒くろ髪かみの女子生徒がこわばった笑顔とともに現れた。

「やっぱり美術室ここで油を売ってましたか。生徒会の会議の開始時じ刻こくはとっくに過ぎましたよ？　さあ稲葉先生、生徒会室に行きましょうね？」

「あらあら、誰だれかと思えば副会長の新あら井い。どうしたのですか、そんなに怒おこって」

「役員もみんな集まってますよ。生徒会顧こ問もんなんだから会議には出てくださいますね？」

「まあ、そんな引きつった笑顔は似に合あいませんわよ」

「進行は私や江え戸ど橋ばしでもできますが、顧問がいないと決まらないこともありますよね？」

　唐とう突とつに現れた新井さんは、稲葉先生の言葉に全く耳を貸そうとせず、ただ威い圧あつ感かんに満ちた笑みを浮うかべるのみだった。なぜか語ご尾びの「ね？」が異い様ように怖こわいです。適てき当とうにやり過ごそうとしていた先生だったが、やがて観念したのか、気け怠だるげに席を立った。

「……わかりました、行きますわよ。ぶっちゃけ死ぬほど面めん倒どうですけども」

「ぶっちゃけないでください。みんなの前では完全無欠の素す敵てきな先生で通ってるんですから」

「はいはい」

「返事は一回でお願いしますね」

　と、どっちが年上なんだかわからないやりとりを経へて顧問を廊ろう下かに連れだした新井さんは、最後に美術室を覗のぞき込こむと、いつもの人当たりの良い笑みを浮かべた。

「というわけなので稲葉先生は借りていきます。美術部、今日は三人だけなの？」

「犬いぬ神がみはご主人様と一いつ緒しよ、幽ゆう霊れい部員はバイト、天てん狗ぐは絵を描かきに裏うら山やまへ。いつものことよ」

「なるほどね。それじゃあね、クズリちゃん、白しら塚つかくん」

　ニヤリと笑う経ふみ島しま先輩を軽くいなし、かくして新あら井いさんと稲いな葉ば先生は美術室を後にした。お疲つかれ様さまです、と手を振ふって見送った後、残された美術部トリオは顔を見合わせる。

「相変わらず、輝ひかるは強いね……。憧あこがれるなあ」

「もーちっと人間的な弱味が見えたほうがヒロイン的にはベストだけども。そういう意味では、キツネのあの駄だ目めっぷりはなかなか高ポイントかもね。どう思う白しろの字じ？」

「何の話をしてるんですか先輩。そう言えば、稲葉先生、最後に何か言ってましたよね」

「朱しゆに交われば赤くなる、人を呪のろわば穴あな二つ……だっけ？」

　何のことかな、と首を捻ひねるイタチさん。

　先生の残した言葉の意味を僕らが知ったのは、その日の帰り道でのことだった。
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「はあ？　単なる小学四年生のはずのストーカーが街灯の上からイタチちゃんを見み張はってて、追おい払はらおうとしたら近くの壁かべまでジャンプして、虫みたいにカサカサ這はって逃にげてったあ？」

　放課後の美術室に、経島先輩の呆あきれかえった声が響ひびく。昨夜ゆうべの出来事を説明し終えた僕とイタチさんを、眼鏡越しの大きな瞳ひとみが疑うたぐり深ぶかげに見み渡わたした。

「あのね、お二方？　確たしかに私は怪かい談だん奇き談だんを愛する好こう事ず家かですけどね、あからさまなフィクション持ってこられても対たい処しよに困こまるんですけどもー」

「いやいや、噓うそじゃないんですから！」

「信じて、御み崎さき……！」

　僕らの反論は全く同時。まあ、先輩が疑うのもわかる。クラスで滝たき沢ざわさんに話した時もなかなか信じてもらえなかったし、実を言えば、この目で見たはずの僕でさえ、未だに信じがたいと思ってはいる。だけど、僕らは確かに見たのだ。まるでジャングルのサルかあるいはカメレオンのように街灯の上にうずくまり、イタチさんをまっすぐ見続ける、あの小こ柄がらな人ひと影かげを。

「ほんとなんですよ。昨日の帰り、イタチさんをマンションまで送る途と中ちゆう、大通りから横道に曲がる前に僕らは後ろを振り向いたんです。だよね、イタチさん？」

「うん。それでね、いつもなら、電柱の後ろとか建物の陰かげに、小さい影が慌あわてて隠かくれるのが見えてたのに……昨夜は、振り返ったら……その、誰だれもいなくて」

「そう、そうなんですよ！　僕はてっきり、やっと諦あきらめたのかと思ったんですが、イタチさんは『違ちがう、今もどこかから見られてる』って言うんです」

「だって、凄すごい気配がしてたから……。あ、それでね、いったいどこから見張ってるんだろうと思って周りを見渡してみたら」

「──『なんとまあストーカーは街灯の上からこちらを見ているではありませんか』？」

　話のオチを見事なタイミングでかっさらう経ふみ島しま先輩。イタチさんが無言でうなずく。むう、と唸うなりながら先輩は椅い子すから立ち上がり、傍かたわらで立ったままの僕へと視し線せんを向けた。

「んー。そこまで言うなら信じるけどさ。それで白しろの字じ、あんたの絵え描かきアイを頼たよって聞くけど、街灯の上のカメレオン人間は確たしかにストーキングチャイルド本人だったのね？」

「間ま違ちがいないです」

　強きよう烈れつな光景を脳のう裏りに蘇よみがえらせつつ、僕はしっかり首を縦たてに振ふった。

「あの体たい格かくと顔つきは、確かく実じつに粂くめ神がみまどかでした。おなじみのコートも着てましたし。猫ねこ背ぜがひどい──と言うか、ほとんど四足歩行の動物みたいな姿し勢せいで、おまけに目が光ってたような気もしますけど、そこまで詳くわしくは」

「あたし達が見てるって気付いたら、すぐに逃にげちゃったから……」

　僕の隣となりで、イタチさんがぽつりとつぶやく。そう、初しよ見けんのインパクトも凄すごかったけど、あの逃とう走そうっぷりもなかなか怖こわかった。嫌いや々いやながら回想していると、先輩が「逃げたって、壁かべを這はって？」とジェスチャー混まじりで尋たずねてきたので、僕は再ふたたびうなずいた。

「ええ。急にびょーんと飛んで証しよう券けん会がい社しやの壁に貼はりついたかと思うと、それこそヤモリみたいにカサカサカサーッって。で、呆あつ気けにとられてる間に建物の陰かげに消えました」

「しかも、凄い声で『ずっと見ているぞー』って言い残して、ね……」

　語り終えたイタチさんは、小さな声で「どうしてあんな風に」と言い足した。まどかの身を案じているのだろう、見ているこっちの胸むねが痛いたくなるような不安顔だ。

　僕は「イタチさんは悪くないよ」と声をかけつつ（何の励はげましにもなってないのは承しよう知ちの上だ）、手近な席の椅子を引いて座すわるよう促うながすことしかできなかった。ありがと、と苦笑したイタチさんが腰こしを下ろすのを見ながら、僕は自分の分の椅子を引き出し、座る。二つ並ならんだ席の上、全く同時に大きく重たい溜ため息いきが落ちた。

「おやおや、仲の良いこと」

　そう笑ったのは、美術室内をうろうろ巡じゆん回かい中ちゆうの経島先輩。熟じゆつ考こうモードに入ったらしい。

「先輩と江え戸ど橋ばしさんには負けますよ。そんなことより……今、何が起きてるんです？」

　昨夜ゆうべ、イタチさんをマンションまで送った後、ずっと自問していたことを僕は尋ねた。腕うでを組んだ先輩は、二つに分かれた髪かみを揺ゆらして歩きつつ、いぶかしげに首を捻ひねる。

「あんたらの言葉を額がく面めん通り受ければ、その子が妖よう怪かい化かしかけてるってことなんだろうけど。あ、もしかして、古典の授業が自習だったのって、もしかして娘を探さがしに──ぎょっ！」

　ふいに先輩が絶ぜつ句くした。窓まどの外へと顔を向けたまま、小さな手が口を押おさえる。急にどうしたんですか先輩。そう声をかけようとした瞬しゆん間かん、僕は気付いた。

「まさか！」

　弾はじかれたように窓へと振り向く。ほんの一いつ瞬しゆんのことだったけど、それでも確かに僕は見た。窓まどに貼はりついて美術室を覗のぞき込こむ、小こ柄がらで黒くて両目だけがギラギラ光った何者か──もうどう見ても人間じゃないだろ、これ──の姿すがたを。

「うそ……！」

　僕にコンマ数秒遅おくれて振ふり向むいたイタチさんが短く叫さけぶ。その声が美術室内に響ひびくのと同時に、まどかだったモノは窓ガラスの上へと身を翻ひるがえした。

「うわマジだ！　すごいもん見た！」

「だから言ったでしょ先輩！　──あ、こら、ちょっと待てっ！」

　一ワンテンポ遅れて反はん応のうした僕は、慌あわてて窓に駆かけ寄より、締しめ切きっていた窓ガラスを開けて体を乗り出した。首を突つき出だし校舎の壁を見上げれば、黒いヤモリのような影かげが凄すさまじい速さで壁かべを這はい上あがっていくのが見えたが、あっと言う間に視し界かいから消えてしまった。

「あちゃー、逃にげられたか」

　いつの間にか僕の隣となりで身を乗り出していた先輩が、感心したようにつぶやく。いつもどおりの軽く明るい口調だったが、僕はそれに応おうじることはできなかった。

「……イタチさん？　今の、昨日よりも酷ひどくなってなかった？」

「あ、うん……！　昨夜ゆうべはまだ、体つきは人だったけど……今のは、もう、どう見ても」

　語ご尾びを濁にごしつつ、イタチさんが深しん刻こくそうに顔を落とす。と、沈しずんでいく後輩二人を見み渡わたし、経ふみ島しま先輩は「変身は依い然ぜんとして進行中ってわけね」と肩かたをすくめた。

「なるほど。キツネの言ってたのはこういうことか。妖よう怪かい実じつ在ざいの証しよう拠こを探さがしてた本人が妖怪化しちゃうとはねー、人を呪のろわば穴あな二ふたつとはよく言ったもんだ。窓から覗くギョロ目の怪かい人じんだなんて、まるで『しょうけら』じゃないの」

「しょーけら？」

　聞きき慣なれない名前に首を傾かしげる僕に、先輩はけろっとした顔でうなずいた。

「人の悪事を監かん視しして神様に告つげ口ぐちする存そん在ざい……なのかな、もともとは。まあ由来はいろいろややこしい奴やつなんだけどね、そこをパスして説明すると、他人の生活を一方的に監視する悪あく趣しゆ味みな妖怪さんよ」

「また迷めい惑わくな……。と言うか、やっぱりあの子は妖怪になっちゃったわけですか？」

　しょうけらってのがどんな妖怪かはさておき、気になっているのはその点だ。と、まどかの消えた窓を心配そうに見つめていたイタチさんが「それはあたしも思ってた」とうなずいた。

「普ふ通つうの人間が妖怪に変わっちゃうなんて……そんなこと、あるのかな？」

「ああ、意外とあるみたいだよ」

「へえ、そうなんだ──って、え？　奈な良ら山やま？」

　いきなりの飄ひよう々ひようとした相あい槌づちに驚おどろきながら振り返れば、入部以来の友人であり、そして年ねん齢れい不ふ詳しようの天てん狗ぐ様でもある奈良山が、いつも通り柔にゆう和わな顔で立っていた。

「遅おそくなりました。今日はホームルームが長引いてさあ、ほんと参まいるよね。そうそう、今の話だけど、元は普ふ通つうの人間が執しゆう心しんがきっかけで妖よう怪かいに──そんな話は結けつ構こう多いみたいだね」

　柔やわらかな口調で語りつつ、奈な良ら山やまは油ゆ彩さいセットを置いている棚たなへと向かっていた。どうやら今日も絵を描かきに行くつもりらしい。さすが真面目まじめな美術部員。と、僕がそんな場ば違ちがいなことを思っていると、経ふみ島しま先輩が興きよう味み深ぶかげに声を挟はさんだ。

「ふむ。なぜ唐とう突とつに登場したあんたがこれまでのいきさつを知っているかについては、もういつものことだし、めんどくさいから聞かないけど」

「やあ、それは助かります先輩」

「どういたしまして後輩。そんで奈良山、あんたの言ってるのって、橋はし姫ひめとか黒くろ塚づかとか清きよ姫ひめみたいなケースのこと？　積もり積もった執しゆう念ねんが己おのれを蛇じや身しんに変えたのだー、みたいな」

　なんかマニアックな具体例を挙あげつつ先輩が問えば、画材一式が詰つまったトランクを肩かたに掛かけた奈良山は、柔らかな笑みを浮うかべてうなずいた。

「ええ、そうです。人と妖怪の垣かき根ねって意外と低いですから」

「ほふーむ。まあ、言われてみれば、妙みような目的や夢に取とり憑つかれた人間が人じん外がいに転てんじるって話は確たしかにけっこう多いかも」

「でしょう？　逆ぎやくに、動物系の妖怪が人に転じた話もありますしね」

「あー、うんうん。異い類るい婚こんは全部そうだもんね。近場だったら化ばけ猫ねこ屋や敷しきの伝説とか」

　経島先輩は嬉うれしげに例を挙げたが、それを聞いた奈良山は「先輩ほど詳くわしくないから、よくわかりません」と微笑ほほえみ、申もうし訳わけなさそうに首を振ふった。

「ぶー。またそうやって逃にげるー。天てん狗ぐだって慢まん心しんした人間の成れの果てでしょーが」

「それは一部の連中だけ。俺は自然発生ですからね。それじゃ、行ってきます」

　そうとだけ言い残し、奈良山は颯さつ爽そうと戸を開けて廊ろう下かに消える。残された三人は、思わず「行ってらっしゃい」と彼を見送ったまま数秒ぽかんと立っていた。

「天気には気を付けろよ──じゃなくて！　ああもう、あいつが出てくるとペースが狂くるう！　ええと、だから……」

　ハッと気付いて話を戻もどし、僕は奈良山の残した言葉を整理した。

「つまりあの子は、妖怪が実じつ在ざいする証しよう拠こを見つけたくて見つけたくて、その執念が溜たまりに溜まったおかげで、あんな黒いヤモリみたいなものになっちゃったってことですか？」

「そんな……。あたしが、妖怪だってことを隠かくしたから……まどかは」

　先の聞き取れない消え入りそうな声が、美術室に静かに響ひびく。落ち込んでいくイタチさんに、どう声をかけるべきかわからない自分が情なさけない。僕が悔くやんでいると、ふいにあっけらかんとした声が耳に届とどいた。

「いやいや、イタチちゃんは悪くないでしょ全然。つーかあのヤモリっ娘こ、妖怪が実在する証拠が欲しいってんなら、今や自分が最高の見本だってのに。なぜそこに気付かない！」

「あ！　……そ、そうだよね！」

　うつむいていたイタチさんが弾はじかれたように顔を上げた。言われてみれば確たしかにそうだ。妖よう怪かいがほんとにいるってことを確かめたいなら、今の自分の姿すがたは絶ぜつ好こうの証しよう拠このはずだ。

「あれ？　だったらあいつ、なんでイタチさんの監かん視し続けてるんだ？」

「とっくに手しゆ段だんと目的が入いれ替かわってることに気付いてないんでしょ。その視し野やの狭せまさが子どもっぽいと言うか、行動と存そん在ざい理由が直結してるあたりは妖怪らしいと言うか」

　顎あごに手を当てながらしみじみそう語った先輩は「やれやれ」と手近な机に腰こし掛かけ、小さな体をうーんと伸のばして天てん井じようを見上げた。

「はてさて。これからどーしたもんですかね」

「そんなの決まってるよ。まどかを元に戻もどさないと」

　間かん髪はつ容いれず、イタチさんが言い切った。不安と焦しよう燥そうの中にも強い意い志しを感じさせる声と表情は、痛いた々いたしくも凜り々りしく、そしてとことん美しい。ああ、と感かん嘆たんの息が口から漏もれる。

「さすがイタチさん……じゃなかった。そりゃ元に戻すのがベストだとは思うけど」

「問題は方法よね。あと、そもそもそんなことが可か能のうなのか？　でしょ、白しろの字じ？」

　僕の言葉の後半部分を答えたのは、言うまでもなく経ふみ島しま先輩。僕が無言で首しゆ肯こうすれば、こういう時だけ頼たよりになる上級生は膝ひざの上に肘ひじを突つき、首を捻ひねった。

「まあ、執しゆう着ちやくの元を消されることで人間に戻ったよーって話も、ないことはないからね。完全に妖怪化してなけりゃ可能性はあるだろうし、試し行こう錯さく誤ごしながらいろいろ試してみれば──って白の字、携けい帯たい鳴ってるわよ」

「あ、すいません！」

　全く、こんな時に誰だれだ。ポケットの中で震ふるえる携帯を慌あわてて取り出してみれば、表示されていたのは見たことのない番号だった。

「……ほんとに誰だ？　もしもーし、白しら塚つかですけど？　どなたです？」

「は？　ぼくだよ、滝たき沢ざわ赫あか音ね。番号登とう録ろくしとけって言っただろ」

　電話の向こうで滝沢さんが溜ため息いきを吐つけば、呆あきれたような犬の鳴き声がそれに続いた。

「ごめんなさい委員長、忘わすれてました。それで、何の用？　こっちは今」

　──ちょっと取り込んでるんだけど。不安げなイタチさんと視し線せんを交わしつつ、僕はそう言おうとしたのだが、先に口を開いたのは滝沢さんだった。「伊達だてさんと経島先輩もいるよね」と前置きすると、犬いぬ神がみ使つかいは神しん妙みような口調で語り始めた。それが聞こえたのか、イタチさんと先輩は携帯へと顔を近づける。間近で見るイタチさんの顔はもちろんどきどきするほど最高だったけど、不安げな表情が魅み力りよくに水を差しまくっていて、ざっくり胸むねが痛いたくなる。

「聞いてる？　いま、危き険けんな妖怪を追ってる最中だから手短に言うよ。ライカが妙みような気配を嗅かぎつけた。人間と妖怪の気配を併あわせ持もった何かが、校舎の壁かべを這はい回まわってるらしい」

「え？　それは、ほら──」

「ああ。伊達さんを尾つけ回まわしてる子の話も、昨日何があったかも知ってるよ。ライカの嗅かぎつけたのがその子なんだってことくらいはわかってる。だから続きを聞いてほしい」

　思わず口を挟はさんだ僕だったが、滝たき沢ざわさんが遮さえぎった。何だろう、と顔を見合わせる美術部トリオ。犬いぬ神がみ使つかいは「今朝の話、信じなくてごめん」と短く謝あやまり、冷静な声で先を続ける。

「ライカの言った通りに伝えるよ。その『何か』から感じる人間らしさが徐じよ々じよに減へっていて、同時に妖よう怪かいじみた匂においがどんどん増ましてきてるらしい」

「やっぱ妖怪化進行中、か。まあ、人間味が残ってるのは救すくいだけども」

　ぼそりとつぶやく先輩、不安げにうつむいてしまうイタチさん。

　と、そこに追い打ちを掛かけるよう、電話の向こうの声は決定的なことを言った。

「このままだと、あと一、二時間で完全に妖怪の匂においしかしないようになるだろう──って」

「そんな……！」

　イタチさんが弾はじかれるように立ち上がった。先輩が「そう来たかー！」と頭を抱かかえる。

　どうやらタイムリミットは予想外に近いらしかった。
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「ぎー、ばたーん。ドアが開きましたー。というわけで私たちは屋おく上じようにやってきたわけですが、風のない晴れた日とは言っても二月の夕方、やっぱりちょっと肌はだ寒ざむいかもー？」

「久々に出ましたね、そのキャラ。だいたい、この状じよう況きようでよくふざけられますね」

「事じ態たいを冷静に把は握あくするためには適てき度どに肩かたの力を抜ぬいておく必要があるんですよ、実じつ況きようの経ふみ島しまさん。なるほど、くそ真面目まじめに振ふる舞まうだけで事件が解かい決けつすれば世話はないということですね解かい説せつの御み崎さきさん。ではいったんＣＭです。チャンネルはそのままっ！」

「……もういいです」

　屋上に通じるドアを閉めながらハイテンポで喋しやべり続つづける経島先輩から目を逸そらし、僕は隣となりに立つイタチさんへと話しかけた。

「どう？　あの子、来てる？」

　その質問に、イタチさんは静かに小さく「うん」とだけうなずくと、迷まよいのない足取りでコンクリートの床ゆかを踏ふみしめ、屋上の真ん中へと歩み出た。見守る僕らを肩越しに振り返ったあと、屋上を囲むフェンスの西せい端たんをまっすぐ見つめ、妖怪少女は凜りんとした声を発した。

「──いるのはわかってるよ。出てきて、まどか！」

　そして、そのまま待つこと、約五秒。来ないわね、と先輩が小声でつぶやく。

　しかしイタチさんが次の言葉を叫さけんだ瞬しゆん間かん、

「あなたの見たがってたものを、見せてあげるから……！」

　シャッ、と爬は虫ちゆう類るいじみた奇き声せいが響ひびいた。はっと息を吞のむ僕らの視し線せんの先で、軽々と躍おどり上あがった小こ柄がらな影かげが、フェンスの上に着地する。

「出なさったか。しかしまあ見事に人じん外がい化かしたもんね。昨日もあんな感じだったわけ？」

　眼鏡のフレームを直しつつ尋たずねる先輩に、僕は黙だまって首を横に振ふった。沈しずむ夕日を背はい景けいにフェンスの上に佇たたずむまどかの姿すがたは、まだ人間ぽかった昨夜ゆうべとは似にても似つかないものへと変わっていたのだ。

　深海魚か昆こん虫ちゆうを思わせる巨きよ大だいな目は青白い光を放ち、裂さけた口からは細長い舌したがチロチロと揺ゆれている。身につけていたコートやジーンズは肌はだと一体化し、ヘビの鱗うろこのような表ひよう皮ひへと変わっていた。フェンスの上に無言で佇たたずみ、銀色の頭とう髪はつをざわざわと揺らしながらイタチさんを監かん視しし続けるその姿は、もう明らかに人ではなく──。

「妖よう怪かいしょうけら、ね」

　僕らの心を読んだのか、経ふみ島しま先輩がぽつりと言った。

「でも、もうすぐまどかに戻もどる──。ううん、戻す……！」

　はっきりそう反論したのは、押おし黙だまったまま異い形ぎようの怪かい人じんを見つめていたイタチさんだ。

　待っててね。そうつぶやいた妖怪少女は、やがて意を決したように強く短く息を吸った。凜りんと空気が引ひき締しまり、スレンダーな体を取とり巻まくようにオレンジのフレアが揺らめき始める。

　と、その光景に引き寄せられるように、フェンスの上に陣じん取どっていたしょうけらがコンクリートの床ゆかの上へと飛とび降おりた。「掛かかった」と拳こぶしを握にぎる経島先輩、固かた唾ずを吞のむ僕の視し線せんの先で、四よつん這ばいの怪人はじりじりじわじわイタチさんへと近づいていく。

「屋おく上じようにおびき出すのは正せい解かいだったわね。周囲に壁かべも木もない以上、イタチちゃんを見ようと思ったら姿を現すしかないんだから」

「確たしかに。でも……ほんとに上手うまくいくんですか？　それに成功したとしても」

　不安になって僕が尋たずねたその時だ。静かに妖よう気きを解かい放ほうしていたイタチさんが跳はねるように動き、間近にまで迫せまっていたしょうけらの肩かたを摑つかんだ──かと思いきや。

「──キシャアッ！」

「きゃっ！」

　甲かん高だかい悲鳴とともに、小柄な体格に似に合あわない長い両手が振ふり抜ぬかれる。元は小学生なのに意外に力が強いのか、しょうけらはイタチさんを振ふり払はらって跳とび、屋上の床に四つん這いで着地した。こうして見ると、手足が体の真横から生えているのがよくわかる。骨こつ格かくの形まで完全に変わっているらしい。

「逃にげないで！」

　カサカサと後こう退たいしていくしょうけらを追いながら、イタチさんが右手の指をパチンと鳴らした。瞬しゆん間かん、しょうけらの真後ろでオレンジ色の炎ほのおが小さく弾はじけた。せいぜい握り拳ほどの小さな爆ばく発はつだったけど、それでも威い嚇かくには充じゆう分ぶんだ。

「シャッ!?」

　真後ろに炎の熱を感じたのだろう、しょうけらの動きが一いつ瞬しゆん、止まる。その隙すきを衝つくかのように、イタチさんは一気に距きよ離りを詰つめ、そして這はいつくばった小さな影かげへと手を伸のばすと、

「逃にがさない……今度こそ！　まどかっ！」

　小こ柄がらな異い形ぎようの怪かい人じんを仰あお向むけにし、その両りよう肩かたを屋おく上じようの床ゆかへと押おさえつけた。

「シャ、シャアアアアアッ！」

　興こう奮ふんしたしょうけらが怒いかりに任まかせて両りよう腕うでを振ふるい、イタチさんのセーラー服の胸むな元もとで赤いリボンが千切れて飛んだ。さっきまでは気付かなかったが、あいつの異い様ように細長い手の先には尖とがった爪つめが光っている。イタチさんの手から逃のがれようとして黒い腕が振るわれる度たびに、制服やスカートの、さらには髪かみの毛の切きれ端はしが二月の屋上に舞まった。

「イタチさんっ！」

「落ち着きなさい白しら塚つか真しん一いち。あんたが出てもどうにもならんでしょ！」

　目の前の光景に、思わず飛び出しそうになった僕だったが、経ふみ島しま先輩の伸ばした右手がそれを遮さえぎる。僕が反論する間もなく、先輩はクールな視し線せんをこちらへ向け、言った。

「今のところ計画通りに進んでるのに、ぶちこわしてどうすんの。言ったでしょ、あのチビには大した戦せん闘とう力りよくはないはずだから、イタチちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだって」

「だけど！　見てられないですよ、こんなの！」

「あんたね、イタチちゃんの覚かく悟ごを無にする気？」

　その一言が決定打だった。今すぐにイタチさんに走り寄って助けたいと主しゆ張ちようする五体を、フル回転させた理性が力任せに押さえつけ、僕はようやく沈ちん静せい化かした。それを見た先輩は「よく耐たえた」と歯を見せて微笑ほほえんだ。──今は、我が慢まんだ。

「シャアアアアアアアアアッ！」

　押さえつける力を緩ゆるめない手に業ごうを煮にやしたのか、しょうけらが一ひと際きわ大きく叫さけんだ。力任せに振ふり抜ぬかれた右手の爪が、白い頰ほおに糸のように細い傷きずを刻きざんだが（ああ！）、イタチさんは動じない。愛いとおしむように眼がん前ぜんの怪人を見つめると、心優やさしい妖よう怪かい少女は、ふいに静かに息を吸った。

「ごめんね……まどか」

　詫わびるような言葉とともに、オレンジ色の妖よう気きが舞い、

「あたしが妖怪だって証しよう拠こ、これくらいしか見せられないから」

　栗くり色いろの耳と尻尾しつぽが、ふわりと実体化した。

　頭の上にぴょこんと現れた丸い耳は、不安な気持ちの表れかせわしなく震ふるえていたが、すぐにまっすぐピンと立った。スカートの裾すそからは毛け並なみも美しい尾おが伸び、持ち主が人間ではないことをアピールするかのように、セーラー服の胸むな元もとから腹を撫なでるように静かに揺ゆれている。ああ。なんというか。これは。

「イタチさん……綺き麗れいだ。綺麗だよ！」

　捻ひねりのない言葉ではあるけど、そうとしか言えなかった。先輩の呆あきれた視線は無む視しだ無視。そして、僕の口が勝手に感かん嘆たんの言葉を漏もらしたのと同じ頃ころ、じたばたと足あ搔がいていたしょうけらもまた、その動きを止めていた。双そう眼がん鏡きようのような巨きよ大だいな両目が、眼がん前ぜんの優やさしい妖よう怪かいを凝ぎよう視ししたまま静止する。

「もっと妖怪っぽい姿すがたになれれば良かったんだけど……。あたし、キツネや善よし人ひとみたいに、変身できないから」

　弁べん解かいするように言葉を紡つむぐイタチさん。その声が届とどいているのかいないのか、小こ柄がらで異い形ぎような怪かい人じんは呆ほうけたように口を開け、目の前の光景に魅み入いっている。

　しかし、イタチさんはああ言っているけど、あんなパーツを出したり消したりできる人間はいないわけで、まどかの見たがっていた証しよう拠ことしては充じゆう分ぶんだと思う。

「……つか、別にイタチさんが謝あやまることじゃないですよね」

「まあねー」

　と、僕らがそんな会話を交わしている間も、しょうけらはイタチさんを見つめ続けていたが、

「どう……？　満足してくれた、かな？」

　優しげな言葉とともに抱だき起おこされた瞬しゆん間かん、ふいにその黒い体から力が抜ぬけた。わっ、と驚おどろくイタチさん。と、糸を切られたように意い識しきを失ったしょうけら──いや、粂くめ神がみまどかの体から、闇やみ色いろのガスが霧む散さんした。

「よし、執しゆう心しんが抜けた！」

　経ふみ島しま先輩が拳こぶしを打ち合わせて短く叫さけぶ。黒い霧きりは一いつ瞬しゆんだけ屋おく上じようを埋うめ尽つくしたが、あっと言う間にかき消える。そして視し界かいがクリアに戻もどった後、イタチさんの腕うでの中に残っていたのは、不思議そうに首を傾かしげる小柄な少女の姿だった。

「……あれ？」

　黒のダッフルコートに紺こんのジーンズ、ゴムで止めた髪かみに元気そうな顔。状じよう況きようが把は握あくできていないんだろう、おろおろしてはいるけれど、とりあえず元に戻ったのは間ま違ちがいなさそうだ。

「良かった……！」

　ほんのちょっと涙なみだぐみながら、イタチさんは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。やれやれ、めんどくさい事件ではあったけど、これにて一いつ件けん落らく着ちやく──。

「とは行かないんだよなあ……」

　結局あの子はイタチさんが妖怪だってことを知っちゃったわけだし。はあ、と溜ため息いきを吐つく僕の傍かたわらで、経島先輩が一歩前に進み出た。

「これで第一段だん階かいはクリア、続いてミッション二ツーに移うつります──と。さて、初めまして、粂神さん家ちのまどかちゃん。あ、私は経島御み崎さきね？」

「え？　あ……うん、はじめまして」

　耳と尻尾しつぽを出しっぱなし、ついでに言えばセーラー服はちょっとボロボロなイタチさんの前で、まどかはきょとんと佇たたずんでいた。戸と惑まどっているのだろうか、初対面の時と比べるとずいぶん礼れい儀ぎ正しく見える。と、そこに先輩はつかつかと歩み寄り、「まず」と前置きして口を開いた。

「確かく認にんしておきたいんだけど、君、さっきまで自分がどうなってたかわかってる？」

　その質問にまどかは戸惑いながらもこくっと首を縦たてに振ふり、それを見た先輩は「話が早くて助かるわ」と満足げににやついた。あんまり身長の変わらない二人だけど、威い圧あつ感かんは全然違ちがう。さすが年の功こう。

「おいこら余よ計けいなこと考えてんじゃないわよ白しろの字じ。で、まどかちゃん？　かくして君は、目の前のこのお姉さんが妖よう怪かいってことを知ってしまったわけで、こちらとしては『良かったわね、さあ森へお帰り』と君を逃にがすわけにもいかないの。あ、森じゃなくて家か」

　じりじりとまどかを問いつめる先輩だったが、そこにイタチさんが割り込んだ。

「ちょっと御み崎さき？　いいよ、そんな……。まどかも元に戻もどったんだし」

「いやいや、よくないよ」

　反はん射しや的てきに口を挟はさむ。確たしかにまどかが人間に戻ったのは良かったけど、これでイタチさんの素す性じようが大々的に触ふれ回まわられたりした日には、いくらなんでもこの人が報むくわれなさすぎだ。

「だけど、真しん一いち……あたしが妖怪なのは、ほんとのことだし」

「だからってイタチさんばっかり貧びん乏ぼうくじ引かなくても！」

　健けな気げすぎる妖怪少女に、僕は思わず反論し、気まずい空気が場を包んだ。と、僕ら（主に先輩）に気け圧おされて黙だまっていたまどかが、ふいにはっきりと言葉を発した。

「わかってる。だ、誰だれにも言わないよ……ほんとに！　絶ぜつ対たい！　約束する！」

「……へ？」

「ありゃ、そんなにあっさり？　どうした風の吹き回し？」

　予想外の返答に僕らはぽかんと顔を見合わせる。と、まどかは傍かたわらのイタチさんを不安げに見上げ、「えーと、あの……妖怪のお姉さん」とか何とかもごもごつぶやいた。

「あたし？　イタチでいいよ」

　優やさしい笑みを浮うかべながらイタチさんがそう答えると、まどかは小さくうなずき、そして言葉を選びながら話し始めた。

「え、えと、アタシ、ぜんぶ知ってるんだ。イタチのお姉ちゃんが、どんなふうに思ってここに来たのか、とか、アタシに引ひっ搔かかれながら何を思ってたのかとか、ぜんぶ見えてたし、聞こえてたんだ。あ、耳に聞こえたわけじゃないんだけど、わかってたってゆーか」

　うまく気持ちが言葉にできないのか、つっかえながらまどかは話す。「なるほど、しょうけらの能のう力りよくか」と相あい槌づちを打ったのは経ふみ島しま先輩だ。

「しょーけら？　えと、それで、だから……ああなってる間、体は勝手に動いて止まらなかったんだけど、ちゃんと見えたし、聞こえてたんだ。イタチのお姉ちゃんが、アタシのせいでどれだけ困こまってたかとか、それなのにアタシのためにここに来てくれたこととか、全部知ってるから。だ、だから、あの」

「迷めい惑わく掛かけてごめんなさい私が悪かったですイタチのお姉ちゃんのことは秘ひ密みつにして誰だれにも言いません──ってこと？」

　必死に弁べん解かいを続けるまどかの言こと葉ば尻じりを、いつものように経ふみ島しま先輩がかっさらう。まどかは一いつ瞬しゆんぽかんとしたが、すぐに我に返って「うん、そう」としっかりうなずいた。

「……先輩。そこは一番大事なとこなんだから言わせてあげましょうよ」

「だよね……。でも、ありがと、まどか。そう言ってくれて、すごく嬉うれしい」

　かがみ込んで少女に視し線せんを合わせ、イタチさんは嬉しそうに微笑ほほえんだ。それを見たまどかは赤い顔をふいっと逸そらし、恥はずかしげに頰ほおを搔かいた。

「い、いいよ、そんなの……。アタシが悪いんだから」

「よく言った！」

　小さな背せ中なかをぱしーんと叩たたいたのは経島先輩だ。ひゃっ、と驚おどろいたまどかを見つめ、経島先輩は意味もなく眼鏡の位置を直しつつ、諭さとすように語りかける。

「あんたのパパさんも心配してたみたいだし、今日からはまっすぐ帰んなさいよ。親父の無念晴らすために当のパパさんに心配かけても仕方ないでしょ？」

「あ……うん」

　反省しているのだろう、まどかは素す直なおにうなずいた。それを見た先輩は「ミッションコンプリート」と満足げにうなずいていたが、その顔にふいにニヤリと不ふ穏おんな笑みが浮うかんだ。

「そうそう。もし約束を破れば、君は再ふたたび妖よう怪かい化かして今度こそ元に戻もどれなくなるから覚かく悟ごしておくことね。つか、あんたは未だに半分くらい妖怪なんだから、それが世間にバレたら一体どうなるか──」

「えっ！　そ、そうなの……？」

「噓うそだぞ！　その人の話は信じちゃ駄だ目めだ！　必要以上に怖こわがらせるのやめましょうよ！」

「やだ」

　べーっと舌したを出す先輩、呆あきれる僕、くすっと微笑むイタチさん。と、ふいに屋おく上じようを吹ふき抜ぬけた風に、イタチさんのふわりとした尻尾しつぽが楽しげに揺ゆれ、まどかは「わあ」と目を丸くしてそれを見つめた。こうして見ると子どもっぽい子である。子どもなんだから当たり前だけど。

「とりあえず、これで解かい決けつってことですか。一時はどうなるかと思いましたけど」

「意外と何とかなるもんね。ま、重く悲しいバッドエンドはフィクションの中だけで充じゆう分ぶんよ。……おっとっと、そうだそうだ、あと一つ」

　満足げにニヤついていた先輩は、ふと思い出したかのようにポンと手を打つと、イタチさんの尻尾を凝ぎよう視ししていたまどかへ声をかけた。

「ちょいちょい、しょうけら娘。あんたイタチちゃんが妖怪だって誰から聞いた？」

「いや、粂くめ神がみ先生から聞いたんでしょ。あと、その呼よび方かたはひどくないですか」

　しょうけら娘はないだろう。呆あきれながら指し摘てきすれば、先輩は「だからさ」と振ふり向むいた。

「粂くめ神がみはイタチちゃんの名前しか言ってないのよね？　伊達だてって生徒がこの素そ朴ぼくなお姉さんだってことは、誰だれかが指摘しなけりゃわかんないでしょーに」

「……あ！」

　言われるまで気付かなかったが、確たしかに先輩の言うとおりだった。新たな謎なぞに頭を抱かかえる僕を一いち瞥べつすると、先輩は再ふたたびまどかに「というわけで誰？」と尋たずねた。と、飽あきることなくイタチさんの尻尾しつぽを見つめながら、まどかは「高校生のお姉さん」とあっさり答える。

「たぶんだけど。イタチのお姉ちゃんと同じ制服着てたしさ」

「高校生？」

　なんか最近もそんな話を聞いたような？　首を捻ひねった瞬しゆん間かん、目の前の少女の父親が語った言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。確か粂神に白はく澤たくを巡めぐり会あわせ、この学校に連れてきたのも──正体不明の生徒じゃなかったか？

「……先輩。もしかしてそいつ──あの白澤を仕し掛かけた奴やつじゃ？」

「うん。その可か能のう性せいは大かもね、白しろの字じ。それで、どんな奴だった？」

　興きよう味み深ぶかげに先輩が尋たずねるが、まどかは「んーと」と首を捻ひねっただけだった。

「学校の帰りに立ってて『こいつが君のお父さんの探さがしていた妖よう怪かいだよ』って言ってイタチのお姉ちゃんの写真を見せられただけだから、あんまり覚えてなくて……」

「あー、そっか。サンキュ」

　経ふみ島しま先輩は残念そうにガリガリと頭を搔かいた。まどかは「ごめん」と言ったものの、その目はイタチさんの尻尾を見たまま動かない。いつもなら耳と尻尾はすぐに引っ込めるんだけど、あそこまで注ちゆう視しされると消しづらいんだろう。まあ、イタチさんの表情見る限かぎり、けっこう楽しそうでもあるし……と、僕が思った時だ。

　まどかの手が、眼がん前ぜんで揺ゆれる毛の房ふさへと何気なく伸のびる。

　あ、と思った時は既すでに遅おそかった。そして一いつ瞬しゆんの後、

「ひゃ、ひゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　それはもう甲かん高だかい悲鳴が、真冬の屋おく上じように轟とどろいたのであった。

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように驚おどろいて手を離はなしたまどかの前で、真っ赤になったイタチさんがお尻しりを押おさえて身み構がまえる。さっきまでのびのびと揺れていた尻尾は、体の後ろに縮ちぢこまって隠かくれていた。

「……あーあ、やっちゃったか」

　僕の思いと全く同じ感想が、経島先輩の口から漏もれていた。

「ご、ごめん！　だ、だって、お姉ちゃん、触さわっちゃ駄だ目めって言わなかったし」

「だったら今言う！　今言うからね！　触るのも駄目！　あと、あとね、に、に、に」

「に？」

「に……に、握にぎるのはね、『ぎゅっ』て握るのはね、も──もっと駄目っ！」

　さっきまでの優やさしいお姉ちゃんモードはどこへやら、照れと怒いかりと恥はじらいに満ちた表情でイタチさんが叫さけんでいる。そのあまりの変わり様に怯おびえるまどかに、僕は「尻尾しつぽぎゅーは厳げん禁きんなんだ」と今いま更さらのように教えてやった。へえ、とうなずく少女を見下ろしつつ、僕は苦笑混まじりに言い足した。

「でもまあ、気持ちはわかるよ。僕も初めて見た時は触さわったし……と言うか、握にぎったし」

「だ、だよな！　やっぱみんなやるよな！」

「やらないっ！」

　思わぬところで意気投合する僕らを、イタチさんが真っ赤な顔で睨にらみつける。

　僕とまどかは顔を見合わせた後、揃そろって深々と頭を下げたのだった。ごめんなさい。
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「よし、追いつめた！　ドア開けるよイタチさん？」

「あ、ちょっと待って……！」

　一年Ａ組の教室の戸に手を掛かけながら振ふり返かえって問えば、静かに息を整えるイタチさんと目が合った。僕は小さくうなずき返すと、スケッチブックと鉛筆を片かた手てに摑つかんだまま、そっと周囲を見み渡わたした。

　──うん、人の気配は無し。いつもは部活に励はげむ生徒で賑にぎわう放課後の校舎も、学年末試験直前ともなれば静かなものだ。教室に残っている生徒もいないから、物ぶつ騒そうな妖よう怪かいを追い回すには最さい適てきの状じよう況きよう。問題は勉強時間を奪うばわれた僕のテストの成績くらいだが、それはまあ何とでもなるはずだ、たぶん。……なりますよね？

「お待たせ、もういいよ」

　呼こ吸きゆうを落ち着かせたイタチさんが、僕の肩かたをちょんと叩たたいて促うながした。オレンジ色のフレアが薄うすく広がって消えたところを見ると、臨りん戦せん体たい勢せいに入ったらしい。「オッケー」と小声で答えた僕は一気にドアを引き開け、その勢いきおいのまま二人で揃そろって教室の中へと飛び込めば、人気の無い教室の中、ずんぐりした妖怪がのそっと突つっ立たって──

「ぬわあっ、何だよ急に！　──って、白しら塚つかと……伊達だてさん？　何やってんだ、お前ら」

　なかった。いたのは自分の机をごそごそ漁あさる、見み慣なれた顔の男子生徒が一人だけ。

「穂ほ村むら？　お前こそ何してるんだよ」

　気き勢せいを削そがれた僕が思わず尋たずねれば、美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員であり我が校屈くつ指しのフリーアルバイターでもある友人は、机の中から引ひっ張ぱり出だした教科書を振ってみせた。

「今日はたまたまバイトもなくてな。試験前だし、たまには勉学に励もうと思ったら、教科書一式、学校に忘わすれてたことに気付いてよ。慌あわてて取りに来たってわけだ」

「納なつ得とく。しかし、いっつも何か忘れてるよな、お前」

　成長のない男である。もっとも、僕がイタチさんと出会えたのも、元はと言えばこいつが僕の問題集を美術室に忘れたことがきっかけだと言えなくもないので、強く責せめるのはやめておく。部員不足で美術部が壊かい滅めつしかけた時に（幽霊部員とは言え）入部してくれた恩おんもあるし、いろいろと彼には助けられているのです。ありがとう。

　と、僕が教室に転ころがり込こんだ目的を危あやうく忘れかけていた、その時だ。

「──誠せい二じ、うしろっ！」

　教室内の気配を探さぐっていたイタチさんが穂村の名前を短く叫さけんだ。

「は？」

　何のこっちゃと眉まゆを寄せる穂村の背はい後ごに、二メートルほどの巨きよ体たいがぬうっと姿すがたを現していた。

　熊くまのようなずんぐりボディに穴あな熊ぐまじみた面おも長ながの顔。時代劇の旅人を思わせる古風な服ふく装そうを身に纏まとい、肩にはサンタクロースを思わせる巨大な袋ふくろを担かついでいる。見た目だけはユーモラスな妖怪「袋ふくろ担かつぎ」は、未だに自分に気付かないでいる獲え物ものへと、その大きな手を無む造ぞう作さに伸のばす。

「しまった、消えてただけか！　逃にげろ穂ほ村むら！」

「だから何を騒さわいで──って、ぎょっ！　何だこりゃあ！」

[image: ]

　教室に入った時に姿すがたが見えなかったから安心してたが、こいつ、自由に出たり消えたりできるのか！　そう気付いた時にはもう遅おそかった。袋ふくろ担かつぎの巨きよ大だいな手が、あっと言う間に穂村を摑つかんで袋の中に放り込む。

「誠せい二じ……！」

　息を吞のむイタチさんを意に介かいすることなく、袋担ぎは無む造ぞう作さに袋を担ぎ直した（我ながらくどい言い方だとは思うけど、そういう名前の妖よう怪かいなんだから仕方ない）。袋の中に男子生徒を一人収しゆう納のうした割には軽々とした動きだが、袋担ぎは袋に入れることで被ひ害がい者しやの『存そん在ざい』そのものを一時的に隠かくしてしまう妖怪であって、人をリアルに持ち歩いてるわけじゃない──だっけ？

　経ふみ島しま先輩から聞いた言葉を思い出していると、ふいにポケットで携けい帯たいが震ふるえた。取り出して発信者を確かく認にんすれば、走はしり疲つかれてリタイアした先輩からだ。噂うわさをすれば影かげって奴やつか。袋担ぎとの間合いを計るイタチさんと目配せを交わしつつ、僕は電話を開いて耳に当てた。

「ハイ白しろの字じ。そっちの調子はどんな按あん配ばい？」

「今まさにイタチさんが追いつめ中です。それと穂村が摑つかまりました」

　すかさず言葉を挟はさめば、さすがに緊きん迫ぱく感かんが伝わったらしい。先輩は「了りよう解かい」とだけ答えて電話を切ろうとしたが、ぽつりと言い足した。

「ところで穂ほ村むらって誰だれ？」

「後で説明します」

　完全に穂村のことを忘わすれている──と言うよりも、元から知らなかったとしか思えないナチュラルな口調に、背せ筋すじが震ふるえる。僕はそっと携けい帯たいを閉じ、嚙かみ締しめるようにつぶやいた。

「……存そん在ざいそのものを隠かくすってのは、こういうことか」

　食べるでもなく命を奪うばうわけでもなく、ただ単に「隠す」だけ。そう聞いた時はちょっと安心したもんだけど、これは予想外に厄やつ介かいだ。

「知らない間に何人か消されてたりしないよな……」

「え、どうしたの？」

　思わず漏もれた独ひとり言ごとに、僕を庇かばうように身み構がまえていたイタチさんが肩かた越ごしに振ふり返かえって尋たずねてきた。「先輩が穂村のことを知らなかった」と答えつつ、僕は携帯をポケットへ戻もどす。

「あいつに摑つかまると、その現場を見てない人の記き憶おくからも消されるみたいだ」

「そんな……！　で、でも真しん一いち、あの袋ふくろを破れば元に戻せるんだよね？」

「うん。実じつ際さい、滝たき沢ざわさんはそうやって何人か助けたらしいし。でも、できれば本体を退たい治じしたいよね、キリがないから」

　トドメは刺させなかったんだ、と悔くやしげに語った犬いぬ神がみ使つかいの顔を思い出しつつ、僕はスケッチブックと鉛筆を構かまえた。今回は要らない気もするけど、念のため──そう思った瞬しゆん間かん、感情のない目玉でイタチさんを見つめ続けていた袋ふくろ担かつぎが、いきなり動いた。無言のままで体をかがめたかと思うと、太い足で教室の床ゆかを蹴けって飛び、あっと言う間に僕の隣となりへ着地する。手にした袋の口を手早く広げた袋担ぎがまっすぐ狙ねらうのは──。

「げ、僕？」

「させないっ！」

　耳と尻尾しつぽを瞬しゆん時じに実体化させつつ、イタチさんが凜りんとした声を張はり上あげた。振ふり抜ぬかれた指の軌き跡せきが風を切り、生まれ出たのは真空の刃。意外と久々に見た気がする鎌かま鼬いたち（非実体化バージョン）は、僕の眼がん前ぜんにまで迫せまっていた巨きよ大だいな袋を見事にざくりと切きり裂さいた。

「やった！　さすがイタチさん！」

　鉛筆を握にぎりしめて叫さけぶ僕の視し線せんの先、袋の裂け目から穂村がごろんと転ころがり出でた。パッと見た感じでは死んでるのかと思ってしまったが、どうやら意い識しきを失っているだけで命に別べつ状じようはないらしい。なにしろイビキをかいているから確かく実じつだ。

「幸せそうな寝ね顔がおしてるなあ。まあ無事で良かったけど」

「真一、袋担ぎが逃にげる！　追うよ！」

　短く叫んでイタチさんが走り出し、僕はその後を追って教室を飛び出した。さっきみたいに消えるのには時間がかかるのか何か段だん取どりがいるのか、とにかく実体化したままの袋ふくろ担かつぎはどたどたと無人の廊ろう下かを走っていく。

「待てー！　って、呼よんで止まれば苦労はしないか」

「そもそも言葉が通じてないよ……。でも、大だい丈じよう夫ぶ」

　あのスピードなら逃にがさない。イタチさんは力強く言い切ると、廊下を蹴ける足に力を込めた。スレンダーな体たい軀くが一気に加速し、ずんぐりした影かげに追いすがる。さすがイタチさん、この調子なら廊下の突つき当あたりに追いつめられる──と、僕が確かく信しんするのと同時に。

「うそ……まだ人がいた？」

　廊下の先を見み据すえていたイタチさんが息を吞のんだ。

　その言葉通り、人ひと気けのなかった廊下の先に、いつの間にか二つの人影が立っていた。

　一人は白の袴はかまを身につけた長ちよう髪はつ長身の男子生徒。防ぼう具ぐは付けていないけど、竹刀しないを手にしているところを見るとどうやら剣けん道どう部ぶらしい。輪りん郭かくのはっきりした武ぶ骨こつな顔は、目鼻立ちこそ整っているものの、その険けわしい表情のせいでどうにも排はい他た的てきな印いん象しようを受ける。しかし、肩かたにカラスを乗せているのはいったい何の自己主しゆ張ちようだろう。剣道部に知り合いはいないけど、ああいうファッションがあるのだろうか。

　そしてもう一人は、ウェーブの掛かかった柔やわらかそうな髪かみを襟えりから胸むな元もとへと伸のばした、セーラー服の女子生徒だった。長い前髪で視し線せんが隠かくれてしまっているので表情は見えないが、妙みようにおどおどした仕草が印いん象しよう的てきだ。女子にしては背せが高めなのに、イタチさんよりよっぽど小さく見える気がする。隣となりの剣道着がドンと構かまえている分、余よ計けい押おし出だしが弱く感じられるのかもしれないが、せめてまっすぐ背を伸ばしたら、もっと見み栄ばえが──。

「──ってそんなことはどうでもいい！　そこの二人、とにかく逃げて！」

　頭に浮うかんだ余よ計けいなことを押おし退のけながら、僕は叫さけんだ。その間にも、袋担ぎは二人に迫せまる。どたどた走り来る熊くまみたいなアレを見て動じないのは大したものだとは思う、思うけど。

「なんで止まってるんですか！　逃げて！　ファンシーな見た目と違ちがってそいつ危き険けんだ！」

「う、うん！　信じられないだろうけど、それは妖よう怪かいで──」

「言われずとも知っている」

「「え？」」

　僕とイタチさんの言葉に割り込むように、剣道着の男が唐とう突とつに口を開いた。引ひき締しまった頰ほおと鼻、意い志しの強さを感じさせる太い眉まゆ。全体的に直線だけで構こう成せいされたようながっしり系の面つら構がまえは、竹刀や袴とも相まって、どことなく修しゆ行ぎよう中ちゆうの武芸者を思わせた。

「何を呆ほうける。俺は『知っている』と言ったのだ。妖怪『袋ふくろ担かつぎ』──だろう？」

「そう！　またの名を『袋ふくろ下さげ』だね。神かみ隠かくしの原げん因いんともされる妖怪で、日ひ暮ぐれ時どきに現れて人を消すってヤツさ。夕方、早く家に帰らないとお化けが出るよって言い伝えの元になった──いや、逆ぎやくにそこから派は生せいしたのかな？　ま、どっちでもいいか。ギャギャギャ！」

　剣けん道どう着ぎの言葉を受けてベラベラと解かい説せつを始めたのは、彼の肩かたに乗ったカラスだ。見た目は普ふ通つうの鳥だけど、流りゆう暢ちようにベラベラ喋しやべってるあたり、たぶんこいつも妖よう怪かいか。まあ、それはいいとして（もう慣なれました）……問題はですね。

「え、ええと、誰だれだか知りませんけど……あの、なんで……前に出てくるんです？」

「そう、そうだよ！　まるでそんな、袋ふくろ担かつぎをあたしたちから守るみたいに！」

　謎なぞの男女の行動に、僕らは困こん惑わくするしかなかった。目についた人を無差別に消すはずの袋担ぎが二人を襲おそわないのも謎だが、それを庇かばうように前に出てきたこいつらの思惑おもわくはもっと謎だ。

「とにかく！　どういうつもりか知らないけど、そこをどいて！」

　尋じん常じようではない事じ態たいと悟さとったか、イタチさんの声が緊きん張ちよう感かんを帯びる。袋担ぎの危き険けん性せいを考えれば、当然の行動だ。だが剣道着は黙だまって首を横に振ふると、手にした竹刀しないを静かに構かまえた。

「そうはいかん。ここから去るのはお前らだ」

　なんだかわけのわからないことを言い放つ剣道着。その隣となりではセーラー服がおどおどしながらもこちらを見み据すえており、二人の後ろには袋ふくろ小こう路じに追いつめられた袋担ぎが袋を担いで（ああ、ややこしい！）ぬぼーっと突つっ立たっている。えーと、何なんだこの展てん開かいは？　うろたえる僕の視し線せんの先で、ふいに剣道着の肩の上のカラスが嗤わらった。

「ギャギャギャギャ、わけがわからないって顔だね！　だけど説明しないんだよね面めん倒どうだから！　さあ始めようよ豊ゆたか！　ほらほら美み生うもスタンバイ！　さあ！」

　と、その耳みみ障ざわりな声が廊ろう下かに響ひびき渡わたった直後。

　剣道着の右目が緑色の光を放ち、その瞳ひとみが縦たて長ながに収しゆう縮しゆくした。

「──げっ！　何だこいつ！」

「真しん一いち！　下がって！」

　異い形ぎようの右目を輝かがやかせ、剣道着が廊下を蹴けった──と思った次の瞬しゆん間かん。

　今の今までイタチさんが立っていた場所を目がけ、竹刀が振り下ろされていた。

「ほう。見た目よりは動けるようだな、お前は」

　しかめ面つらのまま、剣道着は竹刀を再ふたたび振りかぶり、イタチさんはただ無言で身構える。

　何だ今のは。予よ測そくの付かない展てん開かいに、僕は息を吞のんでいた。避よけたイタチさんも凄すごいが、剣道着の打ち込みのスピードはもっと滅め茶ちや苦く茶ちやだ。つーか今、打ち込む前に一回壁かべを蹴らなかったか？　どんな運動神しん経けいだ！　あ、いや、そんなことより問題なのは、こいつらは僕らに対して敵てき意いを持っており、攻こう撃げきする術すべもしっかり完かん備びしてるってことだ！

「い、イタチさん！　何が何だかさっぱりわからないけど、ここは！」

　相手がどうやら生徒っぽい以上、イタチさんは炎ほのおも鎌かま鼬いたちも使わない……と言うか、性せい格かく的てきにまず使えない。金かな縛しばりは一人の動きしか止められないので相手が二人以上いる状じよう況きようでは意味がない。となれば、残る手しゆ段だんは鎌鼬の実体化くらい。あれなら牽けん制せいにもなるし、寸すん止どめもできる。自じ称しよう奈な良ら山やまの弟で子しとの一戦を思い出しながら、僕は鉛筆とスケッチブックを構える。と、イタチさんは肩かた越ごしにちらりと僕を振ふり返かえり、こくっと小さくうなずいた。大きく広げた両手の中で風の刃が凝ぎよう縮しゆくされていき、僕はそれをひたすら凝ぎよう視しし刀のイメージを──。

「どんな術かは知らんが、使わせん！　何をしている美み生う、こいつを封ふうじろ！」

「え？　あ、は……はいっ！」

　ふいに剣けん道どう着ぎが叫さけべば、おろおろしていただけのもう一人がびくりと反はん応のうした。その後ろでは、庇かばわれていることに気付いているのかいないのか、袋ふくろ担かつぎの巨きよ体たいがぬぼーっと突つっ立たっている。ああ、今ならあいつを倒たおす絶ぜつ好こうのチャンスなのに！

「ごめんなさい、兄さん……！　次からは気を付けるから、だから、その」

　いや、別にそこまで謝あやまらんでも。部外者でさえそう思ってしまうほどにおどおどしながら「兄さん」とやらの言葉に答えると、女子生徒は僕へと視し線せんを向け、どこからか取り出したヘアピンで左の前まえ髪がみを（おろおろしながらも意外と速く）留とめた。くりっとした左目が白日の下に晒さらされ、あ、意外と美人さんなんだな、と僕が思ったその瞬しゆん間かんだ。

「あの、えっと、その……ご、ごめんなさい、ほんとごめんなさい！」

　罪ざい悪あく感かん丸出しの叫びとともに、その左目が緑に光った。剣道着同様、瞳ひとみが縦たてに収しゆう縮しゆくする。

「いやあの何をそんなに謝っ──て……って、なッ！」

　唐とう突とつに僕の体が浮うき上あがった。手足が強引に大の字に広げられ、摑つかんでいたはずのスケッチブックと鉛筆が廊ろう下かに落ちる。必死に体をよじってはみるものの、まるで空気に縫ぬいつけられたかのように五体の全てが動かない。

「真しん一いち！　何これ、念力……？」

　イタチさんが駆かけ寄よって僕の体を揺ゆさぶるが、やっぱりびくとも動かない。

「よくわかったね、身軽なお嬢さん！　豊ゆたかは身体能のう力りよくの底そこ上あげ、美生は念ねん動どう力りき──あ、正せい確かくには猫ねこ操あやつりって言うのかな？　それがこの二人の能力さ！　さあ、お嬢さん、もう邪じや魔ま者ものは黙だまらせたんだ、豊の相手を続けてやっておくれよ！　ギャギャギャギャ！」

　何が楽しいのか、剣道着の肩の上でカラスが嬉うれしげに解かい説せつを始めたが、あいにくこっちはそれどころじゃない。相手が人間っぽい以上イタチさんは攻こう撃げきできないし、逃にげるにしたって僕は現在動けない。あと、せっかく追いつめた袋担ぎを見み逃のがすわけにもいかないし！

「どうしよう真一、ぜんぜん動かない……！　えい！」

「痛いたい痛いイタチさん！　無理して引ひっ張ぱらないで！　もげる！　もげるから！」

「あ、ごめん……！　ええと……じゃあもうちょっと優やさしく」

「ありがとうイタチさ──って、無理無理無理無理ー！　人体はそんな風に曲がらない！」

　思わず漏もれる叫び声。イタチさんが肩かたとか手とかをしっかり摑んでゆさゆさしてくれるのはちょっと（かなり）嬉しかったし、真しん剣けんな表情がすぐ傍そばにあるのは心強かったし、何よりイタチさんが心配してくれるのは天にも昇のぼりそうなくらい幸福だったけど、そんな喜びに浸ひたっている場合じゃないのはさすがにわかる。わかるんだけど何もできないこのやるせなさ！

　と、そんな僕らの様子が滑こつ稽けいなのか、嘲あざ笑わらうかのように剣けん道どう着ぎが鼻を鳴らした。その肩かたの上ではカラスが嗤わらい、ロングヘアーは相変わらずびくびくした視し線せんを僕に向け続けている。そしてその後ろでは、すっかり放置されていた迷めい惑わく妖よう怪かい袋ふくろ担かつぎがじわじわ消えかけていた。顕けん現げん時間が過ぎつつあるらしい。そういえば日ひ暮ぐれの時間帯限げん定ていの妖怪だっけ、こいつ。

「何考えてんだ、お前ら！　後ろのその妖怪、退たい治じしとかないとまた出るぞ！」

「え？　そ、それは、その……私たちも、そのことは、知って」

　僕の言葉に、左目を光らせたままの女子生徒がびくっと震ふるえる。何やら必死に言葉を紡つむごうとしているらしいが、剣道着の「兄さん」がばっさりそれを遮さえぎった。

「承しよう知ちの上だ。とは言え、完全に消えるまでは、まだ少々時間があるようだな」

　敵てき意いに満ちたエメラルドグリーンの眼がん光こうが、イタチさんを射い竦すくめる。僕を庇かばうように身み構がまえた妖怪少女の視線の先で、剣道着は竹刀しないをブンと振ふり抜ぬいた。

「せっかくの機会だ。もう一勝負、付き合ってもらおう」

　正直、何の因いん果がでこんなことになっているのかはわからない。

　しかし、とりあえず色々とピンチなことだけは確かく実じつだった。




　　　　＊＊＊




「あたた。まだちょっと痛いたむなあ」

　翌よく日じつの午前十時。晴れ上がった二月上じよう旬じゆんの空の下で信号が変わるのを待ちながら、僕はぼそっとつぶやいた。昨日の廊ろう下かでの一件の後、念力から解かい放ほうされて廊下に落ちる時に捻ひねった足首が、思い出したようにズキリと痛んだのだ。

　大したケガでもないと思って何もしてなかったけど、あんまり痛みが長引くようなら病院行ったほうがいいかもね。自分で自分に言い聞かせつつ、昨日の一ひと幕まくを思い出す。

「……結局、何だったんだ、あいつら」

　最初から最後まで翻ほん弄ろうされっぱなしだったけど、幸い大事には至いたっていなかった。あの二人と一羽は、僕らを完全に圧あつ倒とうしていたにも関わらず、袋担ぎが完全に搔かき消きえたのを見み届とどけると念力を解かい除じよしてとっとと姿すがたを消したのだ。

　剣道着の猛もう攻こうの前に防ぼう戦ぜん一方だったイタチさんは──相手に何のダメージも与あたえてはいないけど、それはイタチさんが弱かったからではなく、ポリシーとして攻こう撃げきしなかったからなのは言うまでもないですよ、念のため──無む傷きずだった。なので、僕が足を捻った以外、こちらには特に被ひ害がいはなし。まあ悪くはない結果だけど、あの連中の思惑おもわくがさっぱりわからない以上、スッキリしないのもまた事実だ。袋担ぎにも逃にげられたし。

　さらに、あいつらは去さり際ぎわに「今日はこれまでにしておこう」とか言い残してたわけで、それはつまり次も邪じや魔ましてくるってことだろう。困こまる。それは困るぞ。

「ああもう、わけがわからない上に面めん倒どうな……」

　連中が姿すがたを消した後に駆かけ付つけてくれた経ふみ島しま先輩や、生徒会の用事とやらでたまたま残っていた江え戸ど橋ばしさんも、不ふ可か解かいそうに首を捻ひねっていた。しかし危き険けんな妖よう怪かいが野放しになってる以上、わからんからと言って放置してもおけない。

　というわけで僕らはあの後、「ちゃんと対たい策さく練った方が良さげね」「今日はもう遅おそいし、明日でどうだ？　ちょうど休みだし」「試験前で部活禁止ですから、美術室は使えませんよね」「じゃあ近くで集まれるとこか。白しろの字じ？」「また僕の家ですか」「あ、それならあたしの家は？」「イタチさんの？　いいの？」「うん、いいよ別に」てな一ひと幕まくを経へて解かい散さんしたのであった。そうそう、穂ほ村むらはしっかり無事だった。「貧ひん血けつで倒たおれるとは働き過ぎかもしれん、変な幻げん覚かく見た気がするしなー」とか自己完結しながら帰ったので、何の説明もしていませんが。

　で、一夜明けた今日。僕は今まさにイタチさんの暮くらすワンルームマンションに向かっているところだ。妖怪対策会議という重苦しい名目にも関わらず、なぜか足取りはやたらと軽く、そして目的地に近づくほど緊きん張ちよう感かんが増ましていく。何度か行ってるくせに、どきどきわくわくしすぎだとは自分でも思うけど──こればっかりは慣なれるもんでもないのです。




　駅えき裏うらの四階建てのワンルームマンション、最上階の西の端はし。黒光りするスチール製のドアの前で立ち止まった僕は、ドアの脇わきの白いボタンをそっと押おした。ぴんぽーん、とベルが鳴るのを聞き、インターホンのマイクが繫つながるのを待つ。

「この時間が妙みように緊張を煽あおるんだよな……」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。しかもなんだかいつもより時間がかかってる気がする。リラックスしようと「あーえーいーうーえーおーあーおー」と演えん劇げき部ぶ風ふうの発声練習なんかしていたら、

「お待たせ。おはよ、真しん一いち」

　ふいにガチャリとドアが開いた。

「かーけ──ごふっ！」

　意表を突ついた登場に、思わずむせかえってしまう。その反はん応のうが不可解だったのだろう、ドアノブに手を掛かけていたイタチさんが不安そうに僕の顔を覗のぞき込こんできた。

「……どうしたの？　どこか悪い？」

「あーごめん。いやいや大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ちょっとびっくりしただけ」

　胸むねをドンドンと叩たたきながら苦笑を返し、僕は「ほら」と言い足した。

「いつもは『真一だけど』『どうぞー』ってやってからじゃないと開かないのにさ」

「あ、うん。真一だってわかったからね、開けちゃった。どうぞ」

　ドアの中央の魚ぎよ眼がんレンズをこつんと叩いて微笑ほほえむイタチさんの今日の服ふく装そうは、水色の薄うす手でのセーターに黒のジーンズ。見み慣なれた制服もいいけど、こういうシンプルな普ふ段だん着ぎもまた美しい。上下とも体の線がはっきり出る服なので、イタチさん持ち前のシュッとしたスタイルや姿し勢せいの良さが引き立っており、僕の呼こ吸きゆうは例によって例のごとく止まった。

「真しん一いち？　どうぞ？」

「嗚呼ああ──って、あ、ごめんごめん！　いやー、つい見入って」

「……外で言わないで、恥はずかしいから」

「失しつ敬けい」

　ぺこりと頭を下げつつ、僕はようやく小さな玄げん関かんに足を踏ふみ入いれた。通学用のパンプスやブーツ（旅行の時に履はいてたやつだ）が並ならぶ隣となりでスニーカーを脱ぬぐ。家主の靴くつしかないところを見ると、どうやら僕が一番乗りらしい。

「ちょっと早く来すぎたかな」

「え？　そ、そんなことないよ。御み崎さきの決めた時間どおりだし」

　反省混まじりにつぶやけば、イタチさんが振ふり返かえって苦笑した。しかし、決めたも何もあの眼鏡は「じゃあだいたいお昼前ね！」としか言ってないんですが。そのアバウトな時間指定に疑問を抱いだかず解かい散さんしてしまった僕らにも問題がある気がするので、あんまり追つい及きゆうしないけど。

「ええと……どうかした、真一？　前に来た時とそんなに変わってないよね？」

「うん。相変わらず綺き麗れいにしてるなーと思って」

　白を基調にまとめられたダイニング兼けん玄関を見み渡わたしながら、僕は素す直なおな感想を口にした。飾かざり気けのないシンプルなデザインの家具や家電が並んだ風景は、女の子らしさを感じさせるものではないけど、実にイタチさんらしくて素す晴ばらしい。使い勝手が良さそうでなおかつ清せい潔けつ感かんに溢あふれた流し台は、そのまま持って帰りたいくらいだ。思わず見入っていると、奥おくのリビングに通じる引き戸を開けながら、イタチさんが謙けん遜そんするように苦笑した。

「そうかな？　この部へ屋や、けっこう散らかってるよ」

「え、どこが？　少なくとも僕んちより綺麗なのは確かく実じつだけどなー」

　白しら塚つか家けもそれほど汚きたなくしているわけじゃないけど、男二人（しかも一人は仕事の都つ合ごうで頻ひん繁ぱんに家を空ける）の所しよ帯たいにとって、二階建ての一いつ軒けん家やはやや広い。日にち常じよう的てきに使う空間は使うがために汚よごれていき、そうじゃない部屋は使われないからこそ埃ほこりを被かぶる。結果的に、あんまりすっきりしない家になっているのは──親父は認みとめたがらないけど──事実だと思う。

　そんな事情を説明すると、イタチさんは興きよう味み深ぶかげに「ふーん」とつぶやき、リビングのカーペットを手で示した。

「待っててくれる？　もうすぐみんな来るし、昨日の二人の話とかはそれからかな」

「だね。じゃ、お邪じや魔まします」

「どうぞ。──あれ、そう言えば、カバン持ってきたんだ」

　イタチさんの前を通ってリビングへ踏み込もうとした時、部屋の主が首を傾かしげた。あ、そこに気付いたか。決まり悪そうに通学用のショルダーバッグを叩たたき、僕は頭を搔かいた。

「実は、その……テスト前だし、時間があったらノート写させてもらえないかなって」

　と、それを聞いたイタチさんは、一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに困こまったような笑みを浮うかべた。両の拳こぶしを腰こしに当て「何しに集まるのかわかってるのかな」と溜ため息いきを吐つく同級生（むろん僕より成績は上）に「うへえ」と頭を下げながら、僕はカーペットに座すわり込こむ。

「うん、学校に出る妖よう怪かいの退たい治じ──じゃなかった、対たい処しよは僕らの役目ってことはわかってるし、あの猫ねこ目めの二人組も気になるよ？　だけどさ、ちょっとくらい自分の成績気にしても、まあ、いいんじゃないかなーって……。駄だ目め？」

　上うわ目め遣づかいで申もうし訳わけなさそうに尋たずねれてみれば、リビングとダイニングの間の壁かべにもたれた部へ屋やの主は、「いいよ」と頼たのもしげな微笑ほほえみを浮かべてくださった。

「でも、真しん一いちがテスト前に真面目まじめに勉強しようとするなんて珍めずらしいね」

「……そう？」

　普ふ段だんそんなにさぼってましたか、僕。一いち応おう、中の中の成績はキープしてきたつもりだけど。カバンの中からルーズリーフと筆箱を取り出しながら視し線せんで訴うつたえれば、イタチさんはこくっと首を縦たてに振ふった。

「一学期も二学期も、もっとのんびりしてたのに。何かあったの？」

「そりゃあ、イタチさんと一いつ緒しよに進級したいから」

「……え？」

「うん。できれば来年は一緒のクラスになれるといいな──って、もしもし？」

　心の底そこから素す直なおに答えつつ見上げれば、なぜか目を逸そらされた。薄うす赤あかく染そまった顔で視線を逸らし、「お茶淹いれるね」とだけ言い残すと、部屋の主はダイニングへと去ってゆく。

「あ、ありがとう」

　ぼそっと答えて黙だまり込こむ。まずいことを言ったつもりはないけれど、こういう反はん応のうをされると、じわじわ気き恥はずかしくなってくる。考えてみれば、ここ、イタチさんの部屋のリビングだし。ソファベッドとかあるし。僕ら以外は誰だれもいないし。ベランダに通じる大きな窓はあるけれど、四階だから外からは見えないし。

　──って、いかんいかん。黙っていると緊きん張ちようがエスカレートしかねない、こういう時は何でもいいから話のネタを探さがさないと！　小こ綺ぎ麗れいにまとまったリビングをぐるっと見回していると、やや照れが治まったイタチさんが、二つのマグカップを手に現れた。「はいどうぞ」とテーブルの上に置かれたカップを「ありがとう」と手に取りながら、僕はソファベッドの上のノートパソコンを指さした。

「あれ、この間、経ふみ島しま先輩と相談して買ってたやつだよね。使ってる？」

「偶たまにだけど、ね。ニュース見たり、御み崎さきのサイト見たり……あとは八や雲くものブログとか」

「ふーん……って、え。あの人、ブログやってんの？」

　外見年ねん齢れい十五歳、実年齢半世紀越えの雪ゆき女おんなの顔と、ふてぶてしさと逞たくましさに溢あふれたパートナー（旦だん那なさんと言うよりは相あい棒ぼうっぽいのだ、あの爺じいさんは）の顔が自動的に脳のう裏りに蘇よみがえる。一応は追われる身のくせに何やってんだ、あの雪ゆき女おんなさんは。思わず尋たずね返かえした僕に、イタチさんはけろっとした顔でうなずいた。

「ほとんど毎日書いてるよ。今どこの国の何て町にいるとか、今日は何を食べたとか……。ブログの名前は確たしか『あっとまーく・ゆきおんな』だったかな」

「すごいな。正体隠かくす気ゼロだよね、それ」

　そんなことやってるから見つかって追われるんじゃなかろうか。まあ、あのカップルらしいと言えばらしいけど。そう思ってコーヒーを一口啜すすれば、テーブルの向かいに座すわったイタチさんが、ふと顔を上げてつぶやいた。

「楽しかったよね、お正月の旅行」

「うん」

　素す直なおにうなずきながらその視し線せんを追えば、クローゼットの脇わきに吊つるされたコルクボードが目に入る。ボードの上には何枚かの写真がカラフルな画が鋲びようで留とめられており、イタチさんの視線は旅館の前で撮とった一枚へと向けられているらしかった。ちなみに、あの写真の撮さつ影えい者しやは新あら井いさん。旅行に唯ゆい一いつカメラを持じ参さんした人だ。さすが新聞部。

「他の誰だれもカメラ持ってこなかったもんなあ……。あ、その隣となりの写真って文化祭の？」

「そうだよ。焼鳥屋、真しん一いちも来てくれたよね」

　嬉うれしげな返事が耳に届とどく。それを聞きながら見上げた先では、エプロンを付けたイタチさんが、同じ姿すがたの友人数名と一いつ緒しよにフレームに収まっている。イタチさんの友人達の名前はわからないけど、楽しそうなのはよくわかった。あと、獅し子し岩いわアルマさん（一年生にして女子レスリング部部長）が極きよく端たんに背せが高くて強そうなのもよくわかった。まるで用よう心じん棒ぼうです。

「……真一？　何考えてるの？」

「へっ？　あ、いやいや何でもない」

　イタチさんの親友の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされていました、とはさすがに言えない。僕は慌あわてて手の平を振ふりながら「ただ、楽しそうだなって」と苦笑した。

「思いとか気持ちって、写真よりも絵のほうが伝わるもんだと思ってたけどさ。こうして見ると、写真もいいなあって。思い出がそのまんま、誇こ張ちようなしで残るところが逆ぎやくにいいのかな」

「へえ。なんだか真一らしい感想だね」

「そうかな？　まあ、イタチさんの写真だからそう思ったってのもあるだろうけど」

「……もう」

　マグカップを手にしたままイタチさんが苦笑し、ふいにその顔が僕へと向いた。

「ね、真一」

「ん、何？」

「これからも作ろうね、思い出」

　たった数十センチの距きよ離りから、無む邪じや気きな笑顔が穏おだやかに僕を見み据すえている。

　それを真まっ向こうから見た瞬しゆん間かん、いきなりバクンと心しん臓ぞうが跳はねた。今のは、効きいた。

　ほぼ完全に不意打ちだったが、それだけに効こう果かは抜ばつ群ぐんだ。描かきたい、という思いが胸むねから気道を駆かけ上あがり、脳のうを一気に埋うめ尽つくす。清せい書しよも彩しき色さいも要らない、スケッチだけで充じゆう分ぶんだ。いや違ちがう、今の素そ朴ぼくな笑顔の魅み力りよくを刻きざみ伝つたえるには、シンプルな素そ描びようこそが相応ふさわしい。しかも僕の手元には、ほら、あつらえたように真っ白のルーズリーフと愛用のシャーペンが──。

「って、何考えてんだ僕！　落ち着け！」

　ごくりと息を飲み込み、沸わき立たつ心を無理矢理抑おさえる。僕が欲求に負けたが最後、イタチさんを彼ひ岸がん──つまり、この世界──に留とどめる契けい約やくは無む効こう化かされ、要するにイタチさんは消えてしまう。加えて、今の僕にはイタチさんの魅力を描き切る自信も技ぎ量りようもない。ここで流されるわけにはいかないのだ、何が何でも絶ぜつ対たいに！

「真しん一いち……どうかしたの？」

　目の前で歯を食いしばってブツブツ言いだした男に不安を覚えたのか（そりゃそうだろう）、イタチさんが首を傾かしげた。しかし今の僕にそれに答える余よ裕ゆうはない。一心に２Ｂの芯しんをルーズリーフの上に走らせ続けた僕は、

「──よし描けたあっ！」

　驚おどろくほどのスピードで、テーブルの上のマグカップを描き上げていた。暴ぼう走そうしかけた意い欲よくは別方向にズラして紛まぎらわせるのが一番なのだ。ガス抜ぬきを終えた僕は大きく息を吐つくと、今さらのように頭を下げる。

「お騒さわがせしました」

「いいよ、いつものことだから」

　呆あきれたようにくすっと笑うイタチさん。自分で言うのも何だけど、こんな僕に慣なれてしまえるのがこの人の凄すごいところだと思う。引くよね、普ふ通つうは。しみじみと感心しつつ感かん謝しやしつつ、僕はペンを置き、マグカップを手に取った。少し冷めてしまったコーヒーで喉のどを潤うるおしていると、ふいにイタチさんがきょとんと小さく首を傾かしげた。

「あれ？　真一、『ぶらっく』は駄だ目めなんじゃなかったっけ」

「前はそうだったけどさ。イタチさんたちに合わせてたら、最近好きになってきた」

　隙すきあらば喫きつ茶さルームと化す放課後の美術室だが、そこでふるまわれる飲み物は、基本的に多数決で決まる。そして常つねに美術室にいる経ふみ島しま先輩とイタチさんがブラック派である以上、僕があの黒く苦い液えき体たいに馴な染じんでしまったのも当然であり、決して背せ伸のびしているわけではない……と思います。ほんとに美味おいしく思えてきたし。

　ちなみに、滝たき沢ざわさんはカフェオレかミルクティーを、江え戸ど橋ばしさんは緑茶を、新あら井いさんは砂さ糖とうとミルクをたっぷり入れた甘ーいコーヒーを、それぞれ好んで飲まれます。奈な良ら山やまの好みは未だによくわかりません。あと毎回アルコールを要求するあの先生は何とかならんのか。

　と、そんなことを頭の片かた隅すみに浮うかべつつ、僕はマグカップをテーブルに下ろし「それにさ」と向かいの少女へと笑いかけた。

「せっかくイタチさんが淹いれてくれたんだ。そのまま飲まないと勿もつ体たいないよ」

「もう……」

　自分の前のカップを心持ち赤くなった両手で摑つかむと、イタチさんはふと恥はずかしげに苦笑した。その視し線せんがちらちらとベランダを向いているのは気のせいだろうか。

「すーぱーで買った普ふ通つうのコーヒーだよ、これ。あたし、赫あか音ねみたいに詳くわしくないし」

「いや、そういうことじゃなくてさ。イタチさんが淹れてくれたから嬉うれしいんだよ」

「そ、そう……なの？」

「うん。イタチさんが出してくれるなら、僕はどんなものでも喜んで飲む」

「あたし、そんなへんなもの真しん一いちに飲ませたりしないけど」

「知ってる。だから好きなんだ」

　きっぱりと断だん言げんすれば、頰ほおを赤く染そめたイタチさんはいきなり僕から視線を逸そらし、か細い声をぽつりと発した。

「……あ……ありがと、真一」

「それはこっちの台詞せりふだよ。いつも、いてくれてありがとう」

　そう言いながら、僕がイタチさんの手を取ろうとしたその瞬しゆん間かんだ。

「えええええええええええーい！　まだるっこしいわ、お前らあああっ！」

　ベランダに通じる大きな窓まどがいきなり開き、甲かん高だかい叫さけび声ごえが飛んできた。

「何よりも誰だれより──って、何だ何だいきなり何の騒さわぎだ！　妖よう怪かいか！」

　思わずイタチさんの前に立ちはだかった（正せい確かくには立ちはだかろうとしてひっくり返った）僕は、慌あわてて窓へと視線を向ける。そこにいたのは、僕らを指さしながら仁に王おう立だちしている、Ｔシャツの上にぺらぺらのウインドブレーカーを羽は織おっただけの小こ柄がらな人ひと影かげだった。二つに分けた長い髪かみと、大きな眼鏡がよーく似に合あっていらっしゃる。

　ついでに言えば、その脇わき──ちょうど部へ屋やの中からは死角になる位置──には、刑けい事じじみたトレンチコートの青年が、それはもう申もうし訳わけなさそうに佇たたずんでいた。さらに、その足下にはご丁てい寧ねいに靴くつが二足。どうやら玄げん関かんに靴を残さないことで誰もいないと見せかけていたらしい。

「なるほど、ベル鳴らしてからイタチさんが出てくるまでの時間が妙みように長かった理由がわかりましたよ。──で、そこで何してたんですか、経ふみ島しま先輩と江え戸ど橋ばしさん？」

　じろりと見つめて尋たずねてやる。コートの男は気まずそうに目を逸そらしただけだったが、ウインドブレーカーさんはわざとらしく周囲を見み渡わたすと「おやおや」と肩かたをすくめてみせた。

「タイムマシンの出口がずれてしまったようだ。ここは何世紀だい、ムッシュ？」

「ほほー。自分から飛び込んできておきながらそう切り返しますか」
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「ご、ごめんね真一。先に来てた御み崎さきたちがどうしてもって言うから……。あたしも、変なことするわけじゃないし、いいかなって」

「いや、イタチさんは悪くないよ。別に見られて困こまるもんでもないし。……で？　『たち』ってことは、江え戸ど橋ばしさんも先輩と一いつ緒しよに覗のぞかせろって言いい張はったわけですか？」

　部へ屋やの隅すみに所しよ在ざいなげに座すわり込こんだ生徒会長に、僕は失望の眼まな差ざしを向けた。先輩はともかく、この人はまともだと思っていたのだけれど。

「違ちがう、そんな目で見るな白しら塚つか！　俺はこんな悪あく趣しゆ味みなことはやめろと何度も言った！」

「でも結局私に押おし切きられたのよねー。肝かん心じんなところで押しに弱いんだから」

　ソファベッドの上に腰こしを下ろした経ふみ島しま先輩が、江戸橋さんへと笑いかける。本人の意い志しに反して覗きと盗とう聴ちように荷か担たんさせられた生徒会長は「……お前が相手だと調子が狂くるうんだ」とつぶやき、薄うす赤あかく染そまった顔をふいっと背そむけた。相変わらず仲のよろしいカップルだ。イタチさんと僕よりも、この二人を見てるほうがよっぽど面おも白しろい気がするぞ。と、そんなことを思っていると、先輩がふいに肩かたをすくめて首を振ふった。

「つーかあんたら、ほんとに美術室にいる時とテンション変わんないのね。二人っきりだともっとアグレッシブになるんかと思ったのに、期待はずれにも程ほどがある！」

「だったらとっとと入ってくりゃ良かったじゃないですか。寒かったでしょうに」

　そんなことを勝手に期待されても困るし。覗かれていた一年生二人が顔を見合わせ苦笑していると、寒さに強く暑さに弱い小さな先輩は「はあ」と溜ため息いきを一つこぼした。

「入るタイミングが摑つかめなかったの。エンドレスにほのぼのしやがってさー、危あやうくこっちも『妖よう怪かいを庇かばう謎なぞの男女対たい策さく会議』に来たってことを忘わすれかけたわよ。つか、隣となりのコレは完全に忘れて見入ってたわね、それはもう心の底そこから羨うらやましそうに」

「え。江え戸ど橋ばしさんが？」

　そりゃまた珍めずらしい。僕とイタチさんが思わず視し線せんを向ければ、長身の生徒会長はキッと僕らを見返し、必死にバタバタと手を振ふった。

「そ、そんなことはない！　そんなことはないぞ、経ふみ島しまの捏ねつ造ぞうだ！」

「またまたー。私を見下ろしながら『伊達だてくんは実に優やさしいな、それにひきかえ』とかボソボソ言ってたの、しっかり聞こえてましたわよ？」

「なっ！　それはその……いや待て！　口に出してはいなかったはずだ！」

「思ってはいたんだね」

　イタチさんのざっくりした一言。江戸橋さんは「ぐむ！」と唸うなり、しばらくは赤い顔で黙だまり込こんでいたが、ややあってぼそりと口を開いた。

「な……なあ伊達くん、それに白しら塚つかも。俺が言えた義理ではないのは百も承しよう知ちだが、当人がそうとは思っていなくとも、他人からはそうとしか見えない──ということもある、と思うぞ」

「へ？」

　この人はいきなり何を言いだしたんだ？　困こん惑わくする僕の向かいでは、イタチさんが同じように首を傾かしげていたが、ふいにその頰ほおが赤く染そまり、目線が僕からするりと逃にげた。

「お、通じたか。まーアレよ、人前では自じ重ちようしろってことね」

　一いち応おう先せん達だつからのアドバイスー、と口ずさんでにやつく先輩。何のことだかよくわからんが、そもそもこの人の言うことが完全に理り解かいできたこともあんまりないし、まあいいか。適てき当とうに納なつ得とくしていると、ふいに「ぴんぽーん」と軽かろやかな音が室内に響ひびいた。

「あ、誰だれか来たみたい……！」

　慌あわててイタチさんが立ち上がり、ぱたぱたと玄げん関かんへ向かう。

「誰だろ？　……ところで江戸橋さん、もう隠かくれないんですか」

「やらん！」

　そんなやりとりを交わしていると、インターホン越しの声が部へ屋やに響いた。

「こんにちは、クズリちゃん。新あら井いでーす。あと、そこで一いつ緒しよになった──」

「滝たき沢ざわです。それとライカも」

「わん」

　耳に届とどいたのは、どれも聞きき慣なれた声ばかり。イタチさんが「待っててね、すぐ開けるから」と答えてドアの鍵かぎをがちゃりと回せば、おなじみの顔ぶれがぞろぞろと現れた。

「初めてお邪じや魔ましまーす。あ、これ差し入れのお茶と紙コップね」

「ありがと、輝ひかる」

「いえいえ、これくらい。──あら、経ふみ島しまに江え戸ど橋ばし、来てたのね」

「まーね。つか新あら井い、なんでヘルメット持ってんの。この不良巫女みこバイクで来やがったな」

「へー。新井さん、バイク乗るんですか？」

「あ、単車じゃなくて原げん付つきだからね白しら塚つかくん。あと私は不良でも巫女でもありません」

　咎とがめるような視し線せんを向ける友人を難なんなくあしらうと、革かわジャン姿すがたの副会長はリビングの入り口で立ち止まり、イタチさんに目を向ける。部へ屋やの主が「どうぞ」と笑って促うながすのを見ると、新井さんはカーペットの上に腰こしを下ろした。水色のワンピースに麦むぎ藁わら帽子とかが似に合あいそうな正せい統とう派はの美人なのに、私服の趣しゆ味みはどうもワイルドなのである。

「まあ、これはこれで格かつ好こういいけどさ……」

「ん。何か言った白塚くん？」

「相変わらず絵になるなあって思ってました。しかし、新井さんが来るって知りませんでしたよ。それに滝たき沢ざわさんも」

「経島に呼よばれたのよ。関係者の可か能のう性せいがあるから来いって」

「……ぼくのところには『かつてイタチちゃんを襲おそった妖よう怪かいハンターに告つぐ。同様の事案が発生したので参さん考こう人にんとして出頭せよ、異い論ろんは認みとめない』ってメールが来た」

「嫌いやがらせだよ、そのメールは。でも、なんで新井さんが関係するんです？」

　振ふり返かえって経島先輩に尋たずねれば「まあ待て、後で話す」と言いたげなブロックサインが返ってきた。この距きよ離りだったら口で言ってほしい。

　いつもながらの先輩の様子に溜ため息いきを吐ついた滝沢さんは、円えん筒とう状じようのペンダントを弾はじいて犬いぬ神がみを解かい放ほうする。ドロンと現れたライカは、ぐうんと気持ちよさそうに体を伸のばした。

「よーライカ、久しぶり……でもないか。それと滝沢さん、なんで休みなのに制服？」

「今日って妖怪退たい治じの話し合いだろ。だったら、この後学校行くかもしれないし」

　空あいたスペースに腰を下ろし、滝沢さんはあっさり答える。さすが真面目まじめな委員長だ。私服で来た生徒会長と副会長が気き恥はずかしそうに顔を見合わせており、ちょっと笑えた。

「お待たせ。……もう、よしよし」

　嬉うれしげにじゃれつくライカに手を差さし伸のべつつ、イタチさんがようやくリビングに戻もどる。六畳じようほどのスペースにこの人数だと狭せまい気もするが、部屋の主は家具をあんまり買わない人なので、意外に──ソファベッドを経島先輩が独ひとり占じめしても、それなりにゆったり座すわれる程てい度どには──余よ裕ゆうがあるのだった。

「ええと……これで、みんな揃そろったのかな？」

　イタチさんがぐるりと一同を見み渡わたした。そう言われると、どうなんだろう？

「まだ誰だれか来る予定なんですか？　ぼくらで最後かと思ったんですが」

「わん」

「いや、私に聞かれても。経島、稲いな葉ば先生には話したの？」

「キツネは来なくていいのに……」

「まあまあイタチちゃん。一いち応おう、話してはみたけど振ふられたっぽいわよ。ね、江え戸ど橋ばし？」

「ああ。『生徒同士の諍いさかいに教師は首を突つっ込こまないものです』と断だん言げんされたからな」

「えー。学生同士の口くち喧げん嘩かとかならそれでいいでしょうけどね」

「ああいう人だから許ゆるしてやってくれ。そうだ、美術部の奈な良ら山やまは？」

「いきさつはメールしました。何か知ってたら教えてくれとも言ってありますけど、ただ」

「……うん。この天気だと、善よし人ひとはたぶん来ないよね」

　窓まどの外の青空を見上げ、イタチさんがくすりと笑う。天気がいいと絵を描かきに行き、天気が悪いと出てこない。ほんと天てん狗ぐって自由ですね。

「結局、いつもの顔ぶれか。そんじゃまーぼちぼち始めますか」

　一人だけ高いところに座すわった先輩が、クッションを抱だき締しめつつ気の抜ぬけた声をあげる。

　かくして、学園の平和を守るための緊きん急きゆう会議は、何とものんびしりたムードの中で幕まくを開けたのだった。
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「容よう貌ぼうを聞いた時はまさかと思ったが……ほんとに多た々た羅ら木ぎか？」

「この絵を見る限かぎりではそうとしか思えないわよね」

「ロン毛げで竹刀しないでしかめ面つらと来りゃ、多々羅木さんちの豊ゆたかくんの他にいないわよ」

　僕がルーズリーフに描いた似に顔がお絵えの前で、二年生の皆みなさんがぶつぶつと話し合っている。口だけで説明するよりわかりやすいかなと思って絵に描いてみたんだけど、こんなに食い付きがいいのは予想外だった。

「うーん……。でも、どうして彼が妖よう怪かいを庇かばうのよ。経ふみ島しま、心当たりある？」

「ぜーんぜん。目が光って超ちよう人じん化かするとか、うるさいカラスを肩かたに乗せてるなんて話も初耳だしね。江戸橋、もう一人の前まえ髪がみ娘むすめって誰だれかわかる？」

「多々羅木の妹だろうな。名前は『美み生う』、一年Ｃ組の生徒だったと記き憶おくしている」

「さすが生徒会長、大した記憶力ね。でも、それって……多々羅木一家が揃そろって妖怪退たい治じの邪じや魔ましてるってこと？」

　新あら井いさんの一言に、揃って押おし黙だまってしまう二年生トリオ。会話に取り残された三人の一年生プラス一匹はと言えば、話に入る糸口が見えずに顔を見合わせているばかりだ。どうやら金かな縛しばり使いの女子生徒のほうは同じ学年らしいけど、あいにく僕には見覚えがなかった。

「一年Ｃ組の多々羅木か。あ、イタチさんＤ組だから隣となりのクラスだけど……」

「ううん、あたしも知らないよ。Ｃ組、あんまり知ってる子っていないし。赫あか音ねは？」

「同じく。クラス委員長は知ってるけど、彼じゃないのは確たしかだろ。野球部の男だし」

「わんわん」

　そりゃそうだ、と言いたげにライカが吠ほえ、そして僕らは再ふたたび黙だまり込こむ。考えてどうにかなるもんでもないけどなー、などと思いながらイタチさんと顔を見合わせていると、神しん妙みように首を捻ひねっていた滝たき沢ざわさんが「先輩、ちょっといいですか」と声をあげた。

「多た々た羅ら木ぎって人、誰だれなんですか？　男のほう、ぼくも見たことあるような……」

　首を捻ひねりながら滝沢さんが尋たずねれば、経ふみ島しま先輩は、フッとどこか淋さびしげに笑った。

「昔の男よ」

「噓うそを吐つきなさい！」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで炸さく裂れつする新あら井いさんのチョップ。ぎゃふん、と叫さけんだ経島先輩がソファに埋うまるのを見下ろすと、副会長は僕らへ顔を向けて「ごめんね」と苦笑した。

「こっちだけで盛もり上あがっちゃって。知ってる顔だったから、ついびっくりして……って、こら江え戸ど橋ばし！　いつまでショック受けてんの！　今の経島の台詞せりふが噓ってこと、一番よく知ってるのはあなたでしょうが！」

「……あ、ああ、そうだな。すまん。つい動どう転てんしてしまった」

　生徒会長が血の気のない顔をゆっくり上げる。それを見た新井さんは呆あきれたように首を振ふると、ようやく「この多々羅木って男はね」と話し始めた。

「私たちの同級生で剣けん道どう部ぶの主しゆ将しよう。高校剣道ではそれなりに有名らしいんだけど、ちょっと頭が固くて人の話を聞かないのが……って、それは私の主観だから関係ないか。えーとね、そうそう、家は大きなお屋や敷しきで」

「通つう称しよう、本ほん町まちの猫ねこ屋敷。江戸時代の化け猫伝説で有名なのよね、ニャーニャー」

「混まぜっ返かえさないの経島。あ、そうだ。春の生徒会長選挙で、江戸橋とか私の陣じん営えいに負けた男って言ったほうが、赫あか音ねちゃんたちにはわかりやすいかしら？」

「え？　──ああ！」

　その説明を聞いたとたん、僕と滝沢さんは全く同時に納なつ得とくしていた。道理で見覚えがあるわけだ。演えん壇だんの上で頑がん張ばって喋しやべってた人ですね、何を話してたのかは覚えてないけど。

「えーと……せいとかいせんきょ？」

「そうか。五月にはまだイタチさんいなかったんだっけ」

　イタチさんが首を傾かしげていたので、僕は春の選挙の経けい緯いを簡かん単たんに説明することにした。

　伝でん統とうある大だい規き模ぼなクラブの支し持じを受ける多々羅木候こう補ほと、小規模サークルの設せつ立りつのハードルを下げろと訴うつたえた江戸橋候補の一いつ騎き打うちだったこと。上下関係の厳きびしさなんかはともかくとして、なかなか絵を描かかせてもらえない当時の美術部に辟へき易えきしていた僕は、ちょっとでも状じよう況きようが改善すればと江戸橋さんに一票を投じたこと。蓋ふたを開ければ、同じ思いを抱いだいていた生徒が意外と多かったのか、苦戦と見られていた江戸橋陣営があっさり勝ったこと。結果、もともと反そりが合わないメンバーが集まっていた美術部は、それをきっかけに僕と奈な良ら山やまを残して空中分ぶん解かいしてしまったこと。そして、廃はい部ぶ寸すん前ぜんになった美術部は、幽ゆう霊れい部員でよければと言ってくれた穂ほ村むら、どこからともなく（妖よう怪かい研究用のスペースを求めて）現れた経ふみ島しま先輩の力を借りて何とか持ち直したこと……などなど。

「とまあ──なんか途と中ちゆうから美術部の歴史の話になっちゃったけど──春の選挙はそんな感じだったんだ。そのあとはイタチさんも知ってるよね」

　そう尋たずねれば、六月に顕けん現げんした妖怪少女はこくりと首を縦たてに振ふったが、続けて「でも」とつぶやいた。

「そんな人が、どうしてあたし達の邪じや魔まするのかな……？　負けた恨うらみ……？」

「それはどうかしら。彼、頭は固いけど、根に持つタイプじゃないから。頭は固いけど」

　新あら井いさんはわざわざ同じ言葉を繰くり返かえした。この人がそこまで言うからにはよっぽど頭が固いんだなと理り解かいしつつ、僕は考えを巡めぐらせる。

「一いつ緒しよにいたのは妹さんなんですよね？　多た々た羅ら木ぎ一家か一族があの妖怪──ええと、袋ふくろ担かつぎでしたっけ、に恩おんがあって、どうしても守らなくちゃいけないとか」

「袋担ぎに？　恩？　ないない。それはないないありえない」

　ばっさりと否ひ定ていしたのは、でっかいクッションを抱だきかかえてごろごろしていた経島先輩だ。口調と態たい度どはともかく、見た目だけは子どもっぽくて可愛かわいかった。不本意だけどな。

「袋担ぎはね、見た目こそファンシーじみてるけど、神かみ隠かくしって現げん象しようが具体化しただけの妖怪よ？　機械的に、目についた人間を見み境さかいなく消すだけの存そん在ざいに恩を感じるも何もないでしょ」

「ふーん。そう言えば、カラスもそんなこと言ってましたけど……って、あのカラスは何なんです？　多々羅木って人、普ふ段だんから喋しやべるカラスを肩かたに乗せてるんですか？」

　何もしなかったくせに声だけは一人前だったあの鳥を思い出しながら尋たずねれば、二年生の皆みなさんは顔を見合わせ、そして揃そろって首を振ふった。まあ、そりゃそうだろう。

「俺の知る限かぎり、そんな愉ゆ快かいな男ではなかったぞ。経島、そのカラスはやはり妖怪か？」

「口を利きいてたんだから、そりゃそうでしょ。おそらく、不幸や騒そう動どうを喜んで騒さわぐカラスの妖怪『荒あれ鴉がらす』の類たぐいだと思うけど。ま、生徒と妖怪が組んでること自体は、今さら驚おどろくようなことでもございませんが」

　フッと肩をすくめた経島先輩が目を向けた先には、何やら考え込んでいる滝たき沢ざわさんがいた。と、傍かたわらの犬いぬ神がみと何かを確かく認にんした後、犬神使いは、顔を上げて言った。

「あの……これはあくまで推すい測そくなんですけど。多々羅木兄妹きようだいが守ろうとしてるのは、袋担ぎだけじゃないのかもしれません」

「ふむ？　して、その心は？」

　興きよう味み深ぶかげに先輩は顎あごに手を当てた。滝沢さんは「ええ」とうなずき、口を開く。

「ぼくとライカは──あ、ここにいるんです。会長と副会長には見えないんですけど──学校で妖怪を見つけたら、なるべくその場で散らすようにしてるんです。もちろん本当に危き険けんなやつかどうか見極めてからですけど」

「うんうん、知ってる」

　滝たき沢ざわさんの言葉に、僕らは揃そろってうなずいた。

　勘かん違ちがいでイタチさんを襲おそう前から犬いぬ神がみコンビがこまめに校内の探たん索さくを続けていることは、ここにいるみんなが知っている。ライカの鼻はたいていの妖よう怪かいを探さぐり当あてるし、お清め効こう果かのある鳴き声は小物妖怪なら散らしてしまえる威い力りよくがあるので（ちなみにご主人のフルートの音色でパワーアップ可か能のう）、日常的な平和維い持じ活動には最さい適てきなのだ。滝沢さんも真面目まじめなので、気になったことはちゃんと調べてるし。依い頼らいがあるまで動かない美術部とはえらい違ちがいだ。

「ほんと、赫あか音ねはいつも頑がん張ばってくれてるよね。ライカも偉えらい」

「わん！」

　イタチさんの労ねぎらいが嬉うれしかったのだろう、犬神は半はん透とう明めいの巨きよ大だいな尻尾しつぽをばたばたと振ふった。微笑ほほえましい光景だけど、これが実体のある妖怪だったらさぞ迷めい惑わくなことだろうなあ。そんなことを考えていた僕を、犬神使いの呆あきれた声が呼よび戻もどした。おっと、話の続きですね。

「聞いてる、白しら塚つか？　それで、先月の終わり頃ごろからなんですけど──フルートでライカに指し示じを出そうとしても、うまくいかないことが多かったんです。たまたまフルートを落としたり、指がうまく動かなかったり」

「うっかりとか体調不良じゃないの？　ちゃんと寝ねて食べないと育たないわよ、色々と」

　真面目に話す滝沢さんに、経ふみ島しま先輩が微び妙みように失礼な言葉を浴びせた。まあ、滝沢さんは小こ柄がらな上に少年体型だけど、小学校卒業前から全く育ってない人には言われたくないだろう。と、同じことを思ったのか、江え戸ど橋ばしさんが「お前が言うな」とつぶやいた。

「ありがとうございます会長。確たしかに、調子が悪いのかなと思ってもいたんですけど……今日、伊達だてさんと白塚の話を聞いて、ちょっと気になって。白塚、多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいの妹のほうって、念力みたいなものを使うんだね？」

「うん。あの目で見られると全然動きが取れなくなるんだけど、それがどうした……あ、そうか！　もしかして今までも地味に妨ぼう害がいされてたかもってこと？」

　あの念力は、使い手のおどおどした態たい度どとは裏うら腹はらに、被ひ害がい者しやの自由を完全に奪うばうという結けつ構こうな威い力りよくの術じゆつだ。正面から見み据すえなくても、物もの陰かげからそっと視し線せんを送るだけで、ちょっとしたもの──たとえば、犬神使いが取り出して構かまえたフルートなど──を、ばれない程てい度どに自じ在ざいに動かすことは充じゆう分ぶんできる、ような気がする。僕がそう説明すると、経島先輩は芝しば居いがかった様子で首を捻ひねり、ぴくりと眉まゆを動かした。

「ちなみに滝やん、邪じや魔まされたと思しきケースで君が追ってた妖怪は？」

「顔に貼はりつくムササビ、格かく技ぎ場じよう裏うらの騒そう音おん、人を凶きよう暴ぼう化かさせるガス……くらいですね。あと、吹奏楽部の先輩の髪かみの毛を斬きろうとしてた鳥みたいな妖怪も」

「野の襖ぶすまにバタバタに辻つじ神がみに髪かみ切きりか。これに袋ふくろ担かつぎを加えると……むー、特定の条件に合った妖よう怪かいだけ守ってんのかと思ったけど、そういうわけでもなさそうね」

「そうなのか？　俺はてっきり、何らかの共通点があるのかと」

「強いて言うなら、ほっとくと騒さわぎになりそうな厄やつ介かいな奴やつばっかりではあるけど」

「いや、あのですね。ぼくとライカ、そういう妖怪しか相手にしませんから」

「なのよねー。あー、わけわかんねー。何がしたいんだ、この妖怪キーパーどもは！」

　ばふ、とマットに顔を埋うめる妖怪専門の知ち恵え袋ぶくろ。この人がそう言うんなら間ま違ちがいはないんだろうけど、だとするとなおさら彼らの目的がわからない。と、ずっと考え込んでいたイタチさんが、ふと不ふ可か解かいそうに口を開いた。

「うーん。とにかく妖怪が退たい治じされるってことが嫌いや……なのかな？」

「んー、その結論が妥だ当とうっつーか、そう考えるしかなさそうだけど。でもなんで？」

「え？　それは、ええと……」

　経島先輩の質問に、再ふたたび悩なやんでしまう妖怪少女であった。当人に尋たずねないとわからない問題だとは思うんだけど、そんな難なん問もんでも真しん剣けんに考えるイタチさん。セーターから伸のびた細い手首と細い指が、白い額ひたいにそっと当てられる。

　あ、綺き麗れいだな。

　そう思った瞬しゆん間かん、僕の呼こ吸きゆうは止まっていた。ああ、そうだ。笑顔がいちばん魅み力りよく的てきなのは言うまでもないけど、こういう真面目まじめな横顔もまた、全てを忘わすれるほど魅力的で──。




「──なのかしら。そうなのよね、白しら塚つかくん。……あれ？　白塚くん？」

「あ。この馬鹿、また向こう側に行ってやがる。こら白しろの字じ！　帰っといで！」

「反はん応のう無し、か。全く聞こえていないらしいな。しかし……実に幸せそうな顔をしている」

「ほんとにもう。こういう時は伊達だてさん、よろしく」

「わんわん」

「う、うん……！　ええと……し、真しん一いち？　輝ひかるが呼よんでるよ？」

「ふへっ？」

　苦笑混まじりのイタチさんの声が僕を現実に引ひき戻もどす。思わずおろおろしながら見み渡わたせば、皆みなさんの呆あきれ顔がおが目に映った。ライカまでもが「やれやれ」と首を振ふっている。

　うーむ、どうやら周囲の声が耳に入らなくなっていたらしい。ごめん、と頭を下げる僕を見て、イタチさんはくすっと優やさしげな笑みを浮うかべた。

「最近は減へってたのにね、それ」

「うん、頑がん張ばって堪こらえるようにはしてるんだけど。ただ、私服のイタチさんは反則だよ」

「……え？」

「だってほら、何やってもめちゃくちゃ新しん鮮せんで、すごく絵になってるからさ。見み惚とれるのも仕方ないと思うんだ」

「そ、そんなことないと……思う、けど」

「そんなことある！　たとえば今の」

「はいはいはいはいわかったわかった！　帰っておいで二人とも！　ミイラ取りがミイラになってどうすんの！」

　ばんばんばんばん。経ふみ島しま先輩が豪ごう快かいに手を叩たたく音が、僕の言葉を遮さえぎった。我に返ったイタチさんの顔が真っ赤に染そまり、僕を見ていた大きな瞳ひとみが手元のマグカップへと逃にげる。妙みように気き恥はずかしい空気に包まれたリビングで、おずおずと口を開いたのは新あら井いさんだった。

「えーと……話を戻もどしていいのかしら？」

「あ、すみません、遅おそくなりまして。何でしたっけ？」

　そう言えばこの人が呼よんでたんだっけ。頭を搔かきつつ話の先を促うながすと、すっかり司会進行が板に付いた副会長は「いえいえ」と笑った。

「多た々た羅ら木ぎたちの目的がわからないからって、このまま放ってもおけないからさ。だから、あの兄妹きようだいがどんな力を持ってるのか整理して、その対たい策さくを練ろうかってことになったのよ」

「へー、そんな話になってたんですか」

　なかなか合理的な展てん開かいだ。感心していると、ふと滝たき沢ざわさんが大きな大きな溜ため息いきを吐ついた。

「君の目の前で喋しやべってたんだけど……ほんとに聞こえてなかったんだね」

「わんわん」

「いやー申もうし訳わけない。で、僕は何をすればいいんです？」

「うん。多々羅木たちと直ちよく接せつやり合ったのって、クズリちゃんと白しら塚つかくんだけでしょう？　どんな感じだったか、話してくれないかなって思って。クズリちゃんからは聞いたけど」

　白塚くんの視し点てんから見た感じはどうだったかしら？　上品に小首を傾かしげ、新井さんが尋たずねる。仕草がいちいちお姉さんっぽいなあ、この人は。

「イタチさんが話したのと同じ内容だと思いますけど。どっちも片かた目めが光って、黒目がこう細くなったら、とたんに強くなるんです。兄が身体能のう力りよく強化、妹は念ねん動どう力りき──だったかな。待てよ、カラスが何か言ってたような。イタチさん覚えてない？」

「え、えと……念動力は正しくは『猫ねこ操あやつり』って言うんだ──だっけ？」

「にゃに。ネコだと？」

　その一言に食い付いたのは、議論に飽あきたのか喉のどが渇かわいたのか、ダイニングの物色に向かっていた経島先輩だ。人んちの冷蔵庫を勝手に漁あさるのはやめなさいよと睨にらんでやれば、先輩はそっと冷蔵庫のドアを閉め（口がもぐもぐ動いていたのがちょっと気になる）、ふいにダイニングをうろつき始めた。

「ふむ。兄妹にしては能力の系けい統とうが違ちがいすぎるとは思ってたけど、そっか、猫系の妖よう怪かいの能力が別の形で発現してると考えれば筋すじが通るのか……。つーことは、多々羅木兄妹のアレは後こう天てん的てきなものじゃなくて、生まれ持った体質？　そうよ、猫ねこ屋や敷しきの伝説が創そう作さくじゃなくて実話だとすれば？　えと、確たしかあの話では、飼かい猫ねこが人に化けて子供を産んで、それから──」

　エンドレスでつぶやき続ける小こ柄がらな体たい軀くが、ダイニングをぐるぐる歩く。見み慣なれた熟じゆつ考こうモードではあるけれど、ここは美術室ほど広くない。同じ所を延えん々えんと回り続ける姿すがたはちょっとシュールだなあと思っていると、ふと滝たき沢ざわさんが声をあげた。

「先輩？　話がよくわからないんですが、多た々た羅ら木ぎさんは猫の妖よう怪かい……ってことですか？」

「断だん言げんはできないけど、そう考えると辻つじ褄つまが合うって話。化け猫屋や敷しきの伝説のこともあるし、能のう力りよく的てきにも筋すじが通るのよ」

　答えながら経ふみ島しま先輩はとことことリビングに戻もどり、ソファベッドにぴょんと飛び乗る。よっぽどあの場所が気に入ったのか、すっかり定位置である。

「いい？　まず兄の多々羅木だけど、身軽さってのは猫の怪かい異いには付き物なのね。本性を現した化け猫が刀や銃じゆう弾だんを軽々とかいくぐって恨うらみを晴らすってのは、猫怪かい談だんではおなじみのパターンだからさ」

「へー。そう言われてみれば、あの動きは猫っぽかったような気が」

　がっしりした長身には似に合あわない敏びん捷しようさを思い出しながらうなずけば、イタチさんも「確たしかに」と賛同してくれる。もっとも、あの武ぶ骨こつな表情や容よう赦しやない攻こう撃げきから想起されるのはライオンかジャガーのようなネコ科の猛もう獣じゆうであって、決して可愛かわいい飼い猫ではないけれど。

「むう……多々羅木のやつが妖怪か。正直、にわかには信じられんな」

　まさかかつてのライバルが化け猫だとは思っていなかったのだろう（そりゃそうだ）、江え戸ど橋ばしさんはいぶかしむように唸うなると、ふと顔を上げた。

「待てよ。もう一人はどうなんだ」

「妹の念ねん動どう力りき？　それこそ猫妖怪の独どく壇だん場じようよ。見つめることで術じゆつが発動するのか、視し線せんそのものに力があるのかはわかんないけど、民間伝でん承しようでは化け猫イコールいろんなものを操あやつったり飛ばしたりする妖怪なわけよ。それこそ死体から棺かん桶おけから葬そう式しきの行列まで、何でもかんでも」

「……なんでそんな縁えん起ぎの悪いもんばっかり操るんです？」

　死体専用の術で動きを封ふうじられたんだと思うと、ものすごく嫌いやな気分になるのですが。どんよりした顔で尋たずねれば、ベッドの上の妖怪博士は無責任にも「さあ？」と答えたものだ。

「猫は人ひと死じにと関連して語られることが多いから、その影えい響きようだと思うけど。ついでに言えばカラスもそうだから、何か関係があるのかも、もしくはないのかも？　まあ、これはあくまで推すい測そくですけどね」

「でも……、そう考えると納なつ得とくできることがあるよね」

　ぽつりとこぼしたのはイタチさんだ。何のことだと聞き入る僕らに、妖怪少女は「昨日から不思議に思ってたんだけど」と前置きしてから話し始めた。

「ほら、袋ふくろ担かつぎは、多々羅木の二人──ええと、豊ゆたかと美み生うだっけ？　を、襲おそおうとはしなかったよね？　いくら二人が強くても、後ろからなら簡かん単たんに捕つかまえられたはずなのに」

「あ……うん。僕もそれは気になってた」

　今まで忘わすれてたけど、とはあえて言わない。どうせバレてるだろうけど。

「だよね？　でね、あの妖よう怪かい、あたしも狙ねらわなかったよね？　あの時狙われたのって、ほら」

「僕と穂ほ村むらだけ……。そうか！　袋ふくろ担かつぎが狙う相手の共通点は」

「頼たよりない」

「そう！　ってそれは違ちがうぞ滝たき沢ざわさん！　いや当たってるけど！　じゃなくて！」

　と、僕がクラス委員長に泣きついている間に、

「普ふ通つうの人間……？」

　腕うでを組んで考え込む新あら井いさんが、さらりと結論部分を奪うばっていった。

「多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいが狙われなかったのは、彼らが人ならざる身ゆえに──か。うん、理り屈くつは通ってるわね。袋担ぎの異い名みようは『人ひと攫さらい』だから、人以外には手を出さないのもうなずける」

　ふむふむと感かん慨がい深ぶかげにうなずく妖怪博士、なるほどと納なつ得とくする皆みなの衆しゆう。と、そこで、江え戸ど橋ばしさんが首を捻ひねりながらぽつりと言った。

「妖怪のことは俺にはよくわからないが……まあ、その、多々羅木たちが猫ねこの妖怪だとしてだ。それがわかったところで、何か事じ態たいが好こう転てんするのか？」

　あまりに的てき確かくかつ現実的な質問に、僕らは顔を見合わせ、口をつぐまざるを得なかった。

　そう。あの二人の素す性じようが判はん明めいしようがしまいが、その思惑おもわくが謎なぞであり、なおかつ厄やつ介かいな存そん在ざいであることは、全く変わりないのでありました。

「たぶん、これからも邪じや魔ましてきますしね……。あ、でも、あの念力はともかくとして、兄の猛もうラッシュのほうはイタチさんが本気出せば何とかなるとは思うんですが」

　僕が思わずこぼしたその言葉に、テーブルの向こうでスレンダーな体がぴくりと震ふるえた。まずいことを言っちゃったかと視し線せんを上げれば、きっぱりとした声が耳に届とどく。

「できないよ、そんなの」

「いやいや、だからさ。あの二人を切れとか焼けとか、そういう話じゃなくて。相手の武ぶ器きは竹刀しないだけなんだから、鎌かま鼬いたちで叩たたき折おるとか──」

「真しん一いちも見たよね、あのスピード。武器だけを狙うだなんて、あたしには無理だよ。刀にした鎌鼬なら、何とかなるかもしれないけど……」

「あの念力がある以上、僕は役に立たないんだってば！　自分で言うのも情なさけないけど！　だからせめて」

「待って。相手は、言葉の通じない妖怪とかじゃないんだよ、同じ学校の生徒なんだよ？」

「知ってるよ！　だけどさ、イタチさん、昨日もあんなに必死に話しかけてたのに全然反はん応のうなかったし、たぶん」

　──次も同じだよ。そう言いかけ、僕は慌あわてて言葉の先を飲み込んだ。しかし思いはしっかり伝わってしまったようで、イタチさんは悲しそうにうつむいた。

　……あー、今のは言うべきじゃなかったな。今さら反省しながら、僕はゆっくり口を開く。

「僕だってイタチさんの気持ちはわかるし、それが正しいとも思う。だけど、相手が耳を貸すまでは一方的にやられっぱなしって、それはいくら何でもあんまりだ」

「真しん一いちがそう言ってくれるのは嬉うれしいよ。でも、あたしだったら別にいいから……」

「よくないよ！　イタチさん、いっつも損そんしすぎなんだってば！」

　テーブルを挟はさんで飛び交う言葉。僕ら以外が黙だまり込こみ、気まずい空気がじわじわとリビングに広がっていってしまう。ああ、こんなムードにしたいわけじゃないのに──と内心で歯は嚙がみするのと同時に、

「とりあえずお昼にしたらどうかな？　もう一時前だしさ」

　唐とう突とつに、飄ひよう々ひようとした一声が投げかけられた。

「うん、そうだよイタチさん。もう一時前なんだから──って。へ？　今の声って……」

「よ、善よし人ひとだったよね……。でも、どこから？」

　会話を断たち切きると、僕らはおろおろあたりを見み渡わたした。ややあって、経ふみ島しま先輩が「おお、これはこれは」と手を振ふった。慌あわててその視し線せんの先を追えば、

「や、遅おそくなりました」

　鍵かぎの掛かかった窓まどの外。見み慣なれた顔の友人が、ベランダの枠わくに腰こし掛かけていた。

「あんまり役に立たないとは思うけど、せっかくだから寄ってみたんだ。ここ開けてもらっていいかな、伊達だてさん？」

　細長く縛しばった後うしろ髪がみを風に揺ゆらしながらベランダに降おり立たった奈な良ら山やまが、握にぎった拳こぶしの甲こうでかつかつと窓を叩たたいている。黒のコートに白のシャツ、スラックスにハンチングという休日の英国紳しん士しみたいな私服も気になると言えばなるけれど、それよりもですね。

「あ、お待たせ……。どうぞ、善人」

「ありがとう、お邪じや魔まします。やあ、皆みなさん揃そろってますね」

「……あの、奈良山くん？　この部へ屋やって四階よ……？」

「そうですよね副会長。女性の部屋に窓からお邪魔するってのは良くないですよね。横おう着ちやくしてごめんなさい、伊達さん」

「え？　それは別にいいけど……あの、えーと……どうやって？」

　窓の鍵を再ふたたび閉めつつ、イタチさんがおずおず尋たずねた。白はく昼ちゆう堂どう々どう天てん狗ぐモードで飛んできたんじゃなかろうな、と聞きたがっているのは見ればわかる。と言うかみんなそこが気になってるはずだ。しかし奈良山は「どうやったと思う？」の一言で疑問を受け流すと、部屋を見渡し、にこやかに言った。

「ほら。ちょうどお昼ですし、どこか食べに行きません？」
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「白しろの字じ、手が止まってるわよ」

「へ？　……おっと」

　呆あきれたような先輩の声に、寝ね落おちしかけていた脳のうが覚かく醒せいした。ぶるぶると頭を振ふって眠ねむ気けを払はらい、テーブルの上のルーズリーフとノートを見下ろす。えーと、このページまでは終わったのか。イタチさんのノートを書き写す作業を再さい開かいしつつ、僕はぼそりとつぶやいた。

「……しかし、こんなことしてていいんですかね」

「いーんじゃないの？　ファミレス会議で作戦は固まったんだからさ。袋ふくろ担かつぎは日ひ暮ぐれにならないと出ないんだし、それまでは何をしようが自由でしょ。タイムイズ何とかよ」

　ソファベッドにごろんと寝ころんだまま、経ふみ島しま先輩がけろっと答えだ。喋しやべりながらもイタチさんのパソコンを弄いじり続つづけているらしく、キーボードを叩たたく音がリズミカルに響ひびいている。

「そこまで言ったらマネーまで言いましょうよ」

　僕は小さく溜ため息いきを吐つき、シャーペンを置いて背せを伸のばす。確たしかに、昼を食べに行ったファミレスでの会議と言うか雑談で方ほう針しんは決まったし、今はまだ動けないのもまた事実ではある。だけど。決戦を控ひかえながらのんびり試験勉強ってのもなあ。

　あ、ちなみに奈な良ら山やまは飯だけ食って帰ってしまいました。何しに来たんだあの天てん狗ぐ。

「おーい白の字。また呆ほうけてるわよー」

「おっと！」

　いかんいかん。事じ情じようはどうあれ、空いた時間は有ゆう効こう活用しなければもったいないぞ。自分で自分に言い聞かせていると、部へ屋やの壁かべにもたれて談笑する同級生女子コンビの声が届とどいた。

「伊達だてさん、白しら塚つかと遊びに行ったりしないの？　美術館とか好きそうだけど」

「うーん……真しん一いち、気に入った絵があると動かないからね……。何時間も、たまに一日中」

「……ああ。じゃあ、買い物は？　服とか靴くつとか」

「真一、あたしが何を着ても履はいても『最高だ！』としか言わないからね……」

「……ああ。さすが白塚というかなんというか」

「わんわん」

「こらこらライカ。それは言い過ぎだ」

　──ちょっと気になる会話ではあるけど、今は目の前のノートに集中だ。何しろ、今日この部屋に集ったメンバーの中では、僕がぶっちぎりに成績が悪い。いや、そこまでひどくはないんだけど、他のみんなが揃そろってレベルが高いのである。凡ぼん人じんとしてはそりゃ焦あせる。

　リビングの一角でチェスの勝負中の生徒会コンビや滝たき沢ざわさんはイメージどおりだし、真面目まじめで頭の回転も速いイタチさんは地じ味みに中の上から上の下あたりをキープ中。更さらには、いつ勉強しているか全くわからない経ふみ島しま先輩や、教科書や参考書を持っているのを見たことがない奈な良ら山やまも、意外なほどの上位ランクをマークし続けているわけで。

「穂ほ村むらでもいれば安心できるんだけどなあ……。まあ安心しちゃ駄だ目めなんだけどさ」

　志こころざしの低さが露ろ骨こつに現れた独ひとり言ごとを漏もらしつつ、僕はシャーペンを走らせる。

　袋ふくろ担かつぎが現れるまで、あと一時間あまり。全教科分は無理でも、せめて苦手な科目の分だけでも写し終えたいんだけど、どうなることやら。
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「おーやおや、昨日の今日でどんな手を練ってきたかと思えば、相も変わらず逃にげ回まわるだけかい？　とんだ間ま抜ぬけもいたもんだ、も一つおまけに腰こし抜ぬけだ！　ギャギャギャギャ！」

　耳みみ障ざわりな笑い声が響ひびく、夕ゆう暮ぐれ時どきの無人の校舎。西日の差し込む三階廊ろう下かで、二つの人ひと影かげが相あい対たいしている。

　一方は竹刀しないを構かまえた剣けん道どう着ぎの男。右の瞳ひとみが緑に輝かがやいていることを除のぞけば、まあ、普ふ通つうの高校生だ。もう一方はセーターにジーンズの少女。耳と尻尾しつぽがなければ、こちらも普通の高校生。

　二メートルほどの距きよ離りを取って向かい合う二人は、お互たがいに無言のまま相手の出方を窺うかがっている。と、長身長ちよう髪はつの剣道着の男──多た々た羅ら木ぎ豊ゆたか──は、構えていた竹刀しないをふと下ろし、はあはあと肩かたで息をするイタチさんへと緑色の視し線せんを向けた。

「──その形ぎよう相そう。やはり、お前も人ならざる身だったか」

「うん、あたしはイタチだけど……お前『も』って、やっぱり、あなた達も……？」

　いつでも攻こう撃げきを避よけられるよう、身み構がまえたままイタチさんが問い返す。と、袋ふくろ担かつぎを追っていた僕らの前に案あんの定じよう立ちはだかった猫目の妖よう怪かいキーパー（の兄）は「見ての通りだ」とだけ答え、すっと竹刀を持ち上げた。

「え。まだやる気……？」

「無論だ。ああ、攻こう撃げきしたいと言うなら攻せめてこい。受ける覚かく悟ごはできている」

「だから！　その前に、どうしてこんなことするのか聞かせてよ……！」

「ずいぶんそこに拘こだわるのだな。それを聞いて何とする？」

「聞いてから考えるよ、そんなの！　でも、事じ情じようも理由もわからないのに戦えなんて」

　イタチさんは必死に言葉を紡つむぎ続つづける。その真しん摯しな態たい度どに何か感じるところがあったのか、多々羅木の兄は「ふむ」と小さくつぶやいたが、賑にぎやかなガラガラ声が割り込んだ。

「ギャギャギャ！　引ひっ掛かかっちゃ駄だ目めだ豊！　時間稼かせぎも大たい概がいにしなよ、化けイタチ！」

「え、時間稼ぎ……？　違ちがう、あたしは！　ほんとに！」

「シャーラーップ！　美み生うがお前の動きを封ふうじないのは何のためだと思う？　答は簡かん単たん、豊の練習相手になってもらいたいからさ！　わかったら黙だまれ、そんでもって戦え！　さあ、やっちゃえ豊ゆたか！　怪かい猫びようの血を発現させた者だけが使える多た々た羅ら木ぎ流りゆう剣けん法ぽうの威い力りよく、そこの腰こし抜ぬけイタチに見せてやりなよ！」

　窓まど枠わくに止まったカラスが楽しげに煽あおり、それに応おうじて多々羅木兄の右目が徐じよ々じよに輝かがやきを増ましていく。廊ろう下かを踏ふみしめる足が、じりっと動いた。やばい、またあの猫ねこラッシュを仕し掛かける気か？　さっきは何とか避よけきったものの、こいつの反はん射しや神しん経けいや運動速度がイタチさんより上なのは明らかだ。僕は、反射的に「おい！」と大声を張はり上あげていた。

「お前らの庇かばってる袋ふくろ担かつぎは、とっくに逃にげたんだぞ！　もう続ける意味ないだろ！」

「アレが消えるまでは少々時間がある。それまでは相手をして貰もらう」

　武ぶ骨こつな口調で僕を黙だまらせ、多々羅木の兄は振ふり返かえることなく妹へと呼よびかけた。

「このうるさいのは黙らせておけと言ったろう、美み生う。気が散る」

「ご、ごめんなさい兄さん！　私、まだこの力に慣なれなくて……」

　兄の言葉にびくっと反はん応のうしたのは、おどおどと所しよ在ざいなげに立ちつくしていた妹だ。言いい訳わけじみた言葉とともに、その左目が輝きを増す。

「へ？　いや、あの、黙れってんなら黙るから、その念力はやめ」

「え……えいっ！」

「てくださ──ぶぎゃふっ！」

　長い前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞいた瞳ひとみがひときわ激はげしく発光し、僕の口が力ちから任まかせにが閉じられた。昨日も薄うす々うす感じてたけど、この妹さんはどうも力に慣なれていないらしい。昨日同様、空間に磔はりつけにされながら、僕はそんなことを考えた。
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　あ、ちなみに僕の体の自由はこいつらが出てきた瞬しゆん間かんに封ふうじられております。情なさけないとは思うけど……まあ、とりあえず役目は果たし終えたから許ゆるして欲しい。傍かたわらに転ころがるスケッチブックを見下ろせば、大きな袋ふくろを手にした哺ほ乳にゆう類るいのようなものが、ラフなタッチで描かかれていた。多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいが出てくる前にと思って急いで描いた割には、そんなに悪くない出来だと思う。Ｓ・Ｓのサインもちゃんと入ってるし。と、ちょっと自じ画が自じ賛さんしていると、カラスの声が耳に届とどいた。

「ギャギャギャギャ！　何を見てるんだい絵描きの君は？　大事な彼女が豊ゆたかに竹刀しないで叩たたきのめされるところなんだぜ、ちゃんと見てあげないとさあ！」

　何がそんなに楽しいのか、バサバサと羽ばたきながらカラスが笑う。あのな、イタチさんは彼女じゃないし、叩きのめされもしないからな！　そう視し線せんで訴うつたえれば、カラスはそれを見事に無む視しし、嬉うれしげに廊ろう下かの奥おくへ目を向けた。

「さあて、そろそろ袋ふくろ担かつぎが消えた頃ころかな？　明日も明後日もあいつには神かみ隠かくしを続けてもらわなくっちゃいけないからね。被ひ害がい者しやは他人の記き憶おくからも消えるとは言え、毎日毎日生徒が減へれば、さすがに不ふ審しんに感じる者も──」

　と、袋担ぎの逃にげ去さった先を見つめたカラスが満足げに独ひとり言ごとをつぶやいた、その瞬間。

　袋を担いだずんぐり体型の獣けものが廊下の曲がり角の先から吹っ飛んできた。

　不気味なまでに無表情なのは昨日と同じだけど、よく見ればその体と袋はボロボロだ。それを見たとたん多々羅木の兄は「馬鹿な」と叫さけび、それと同時にカラスが騒さわぐ。

「な……なんでだよ！　とっくに消えてる時間のはずだろ！」

　──甘い。ところがそうでもないんだな。

　口に出せず体も動かせないので、僕は心の中でニヤリと笑った。そう。多々羅木兄妹もカラスも知らないようだけど、存そん在ざいの希き薄はくな妖よう怪かいは、絵に描くことで永続的に実体化させることができる。うさんくさい話だけど、実じつ体たい験けんに基もとづく真実だから仕方ない。つまり、僕が奴やつをスケッチし、脇わきにサインを書き入れた時点で、あいつは消えることができなくなっていたのだ。

　なので、この作戦での僕らの役目はそこで完了し、あとは──。

「そうか！　貴き様さまらは囮おとりで──！」

「本命は別にいたってことか！　豊ゆたか、美み生う！　急げ！　袋担ぎを倒たおさせちゃ駄だ目めだ！」

「えっ？　急げって、でも、私、動きを止められるのは一人までだから……」

　多々羅木の兄とカラスが弾はじかれたように反はん応のうしたが（妹はどうもわかっていないようだ）、あいにく遅おそい。ゆっくりと体を起こす袋担ぎの前には既すでに、コートに身を包んだ怪かい人じんが駆かけ付つけていた。ライカに憑つかれた江え戸ど橋ばしさん、人ひと呼よんで犬神男ドギーガイだ。その傍かたわらにはフルートを構かまえたセーラー服の少女が一人。笛の奏かなでるメロディーに合わせ、犬神男ドギーガイが絶ぜつ叫きようする。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　至し近きん距きよ離りで炸さく裂れつする犬いぬ神がみの叫さけび。お清め効こう果かを帯びた鳴き声をダイレクトに浴びた袋ふくろ担かつぎの体は、一いつ瞬しゆんのうちに霧きりののように崩くずれ──あっけなく、跡あと形かたもなく消え去った。

「な……しまったっ！　おのれ、よくも！」

「お、狼おおかみ男おとこ……？　あんな妖よう怪かいがいたなんて……あ、それより兄さん、袋担ぎさんがやられてしまったのなら、もうこれ以上は……その」

　歯は嚙がみする兄、うろたえる妹。気のゆるみが生じたのか、僕を封ふうじていた念力がフッと搔かき消きえる。「何やってんだ二人とも」と叫んだのはあのカラスだ。

「ギャギャギャギャ！　呆ほうけてる場合じゃないよ豊！　袋担ぎは仕方なかった、でも、こうなればせめて邪じや魔まなこいつらだけでも叩たたきのめして──」

　バキン。

　竹刀しないが叩き折られる音が廊ろう下かに響ひびき、耳みみ障ざわりなカラスの声を断たち切きった。

「──ッ！」

　竹刀の柄つかだけを手にしたまま、多た々た羅ら木ぎの兄が絶ぜつ句くする。その緑色の視し線せんが見つめる先では、相手の隙すきを突ついて鎌かま鼬いたちを放ったばかりの妖怪少女が、無言のまま佇たたずんでいた。悔くやしげに息を吞のむ剣けん道どう着ぎの男を見み据すえ、イタチさんは静かに言い放つ。

「もうやめて。あなた達の守ろうとしていた妖怪はいないし、武ぶ器きもなくなった。だから」

「黙だまれ！　こんなことで──こんなことで諦あきらめるわけにはいかんのだ、俺たちは！」

　イタチさんの言葉を強引に遮さえぎり、多々羅木の兄は廊下の窓まどへと飛とび退のいた。そして、その肩かたにカラスが止まり、妹が背せ中なかに隠かくれた次の瞬しゆん間かん。

「ギャギャギャギャギャギャギャー！　今日はこのくらいにしといてやるぜー！」

　あからさまな捨すて台詞ぜりふとともに、緑色の閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　あまりの光量に僕らは思わず目を閉じてしまい、再ふたたび目を開けてあたりを見み渡わたした時には──案あんの定じよう、あの兄妹きようだいと一羽の姿すがたはどこにも残っていなかった。窓が開いてるところを見ると、どうやらそこから逃にげたらしい。

「おわ。意外に小物っぽい逃げ方ねー。諦めてない気配がぷんぷんするわ」

「でも、ほんとに多々羅木だったなんて……ちょっと信じられないかも」

　どこかに隠れていたのだろう、経ふみ島しま先輩と新あら井いさんが窓の外を覗のぞき込こんでいた。二人の会話を聞きながら、僕はこわばった腕うででスケッチブックを拾い上げた。念力で固定されていると、筋きん肉にく痛つうになりやすいらしい。あまり知りたくもなかった新発見だ。

「一いち応おう、作戦成功だけど……問題を先送りにしただけって気もするね」

　やれやれと肩かたをすくめたのはフルートを手にした滝たき沢ざわさんだ。その隣となりでは、江え戸ど橋ばしさんからライカがするりと抜ぬけ出でているところだった。

「まあまあ。でもほら、袋担ぎは撃げき退たいできたんだからさ」

　そう言いながらイタチさんへと視し線せんを向ければ、「うん」と控ひかえめな微笑ほほえみが返ってきた。どことなく淋さみしそうなのは、多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいの真意がさっぱりわからないままだからだろうな、と思う。結局、会話も全然成立してなかったし。それは確たしかに悲しいことだけど、それでも、イタチさんが今も元気なだけで、僕にとっては充じゆう分ぶんすぎるくらい充分だ。

　残る問題をあげるとすればですね、その──。

「あー。結局、ノート写し終えてないんだよなあ……」

　小さな溜ため息いきが自然と漏もれる。と、それを聞きつけたイタチさんが振ふり向むき、言った。

「だったら、明日、一いつ緒しよに勉強する？　日曜日だし、あたしの部へ屋やで」

「え。いいのっ？　是ぜ非ひお願──いや、やっぱいいよ。ノートだけ貸してくれれば……」

「あらま。白しろの字じにしては珍めずらしいわね。大喜びで吶とつ喊かんするかと思ったのに」

「二学期の数学の小テストの時、一度教えてもらったんですけどね。僕、イタチさんしか見てなかったみたいで、何にも頭に入ってなかったんですよ。いやー、あの時は大変でした」

　腕うでを組んでしみじみつぶやく僕を、皆みなさんは冷ややかに見つめてくださったのだった。
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「白しら塚つかくん白塚くん、ちょいとちょいと」

「ん？」

　ホームルームが終わった放課後の教室で教科書をカバンに突つっ込こんでいると、ふいに声をかけられた。それに釣つられて振ふり向むけば、セーラー服のクラスメートがちょいちょい手て招まねきしているのが目に入る。何だろう、と思いながら僕はややぎこちなく席を立った。

　学年末テストが終わってからこっち、ぼんやりした脱だつ力りよく感かんに満ちていた教室だけど、今日に限かぎっては浮うわついたムードがそこはかとなく満ちている。理由は簡かん単たん、今日がバがつくあの日だから。経ふみ島しま先輩に言わせると「異い教きようの祭日と菓か子し屋やの陰いん謀ぼうが奇き跡せき的てきに習しゆう合ごうしそのまま根付いてしまったという民みん俗ぞく学がく的てきには極めて興きよう味み深ぶかい行事の日」というやつだ。

　……で、そんな日の放課後にですね、可愛かわいくラッピングされた箱を手にした異い性せいに呼よばれれば、そりゃちょっとドキドキもするのですよ十六歳の少年としては。

「何、磯いそ山やまさん？」

　というわけで普ふ段だんより一割ほど上うわ擦ずった声で尋たずねれば、陸上部の活発ハードル少女は「白塚くん、美術部だよね？」と恥はずかしげに口を開いた。

「あのさあのさ、奈な良ら山やまくんも美術部だよね？　彼って付き合ってる人いるのかな？」

「……いないんじゃないかな」

　やっぱりそれか。そんな思いを胸むねに、言いい慣なれた台詞せりふを口にすれば、磯山さんは「おー、そっかそっか、サンクスサンクス」と立ち去ってしまわれた。

「美術室に行ってもいませんよ？　あと、磯山さんって彼氏いるんじゃなかったけ」

　と言い足してはみたものの、その声が届とどいたかどうかは定かではない。

　……しかし、また奈良山か。あの付き合いの悪い天てん狗ぐのどこがそんなにいいんだろう、と首を捻ひねりながら席に戻もどれば、哀あわれむような声が飛んできた。

「よー。振られたな、絵え描かき」

「そうでもないぞ、アルバイター」

　ショルダーバッグを肩かたに掛かけ、にやつく友人を睨にらむ。じゃあな、と手を振りつつ教室を出れば、ナイロン地のジャンパーに袖そでを通しながら穂ほ村むらは後を追ってきた。

「おい待てよ、俺ももう帰るから。お前は今から美術室？」

「その前に生徒会室。来年分の予算申しん請せい、今週までなんだ」

　そんなことを話しながら廊ろう下かをぶらぶら歩いていると、ふいに穂村がぼそりと言った。

「バレンタインか……バレンタインだよなあ。爆ばく発はつしろ世界」

　目につくもの全てを呪のろうような暗い声である。先月、バイト先の店長の娘さん（女子大生らしい）に振られて以来、どうも妬ねたみっぽくなってしまって困こまったもんだ。

「畜ちく生しよう、いいよなー美術部は。女っ気多くて華はなやかでよ！」

「お前も美術部だろ。だいたい、女子部員ってイタチさんと経島先輩の二人だけだし」

「知ってるよ。だけどホレ、稲いな葉ば先生と副会長がちょいちょい出しゆつ没ぼつしてるだろうが」

「ああ、それはそうだけど……。そうそう、滝たき沢ざわさんもけっこう来てるな」

「委員長？　あー、あれは俺的にはどうでもいいな。ちっこいし、うるさいし」

「いやいや、いい人だぞ、滝沢さん。賢かしこいし真面目まじめだし正義感が強いし眼めが綺き麗れいだし」

　友人の露ろ骨こつな年上趣しゆ味みに呆あきれつつ、僕は犬いぬ神がみ使つかいをフォローした。今朝、登校中に「はい、義理」と無む造ぞう作さに四角いものを頂いただいてしまった手前──それが何かを理り解かいするのに数十秒を要したのは言うまでもない──擁よう護ごしておかないと申もうし訳わけない。いや、ほんとにいい人だと思うけど。などと心の中でつぶやいていると、ふいに穂ほ村むらは恨うらみの籠こもった視し線せんを僕へ向けた。

「おいおい、何だよその余よ裕ゆうの態たい度ど。アレか？　僕には伊達だてさんがいるからモテない男の気持ちはわからんのだよってか？　チョコ貰もらえる確かく信しんがある人間は強いのだってか？」

「──え？　えーと……イタチさんが？　僕に？」

「何だよ、その顔は。そりゃくれるだろ常じよう識しき的てきに考えて。お前らの仲良しっぷりからしても、伊達さんの性せい格かく的てきにも。それともアレか？　すっとぼけることで優ゆう越えつ感かんアピールか！」

「だからさー、すぐに卑ひ屈くつになるなよ。扱あつかいづらくて仕方ない」

　悔くやしげに歯ぎしりする友人に冷たい言葉を浴びせつつ、僕は改めて考えた。

　イタチさんが……その……僕に、チョコレートを？

　考えたことなかったけど──と言うか、考えないようにしていたのかもしれないけど──実じつ際さい、どうなんだろう。そもそも、イタチさんってバレンタインデー知ってるのか？

「クリスマスは知ってたっけ。でも、サンタクロースを妖よう怪かいだと思ってたからな……」

「何をブツブツ言ってんだか。あ、そう言えば、Ｃ組のお嬢様とはどうなったんだ？　狙ねらってたんだろ？」

「はい？　Ｃ組の……？」

　今度は誰だれの話だよ、と言いかけ、多た々た羅ら木ぎ妹のことかと気がついた。

　こないだの袋ふくろ担かつぎ攻こう防ぼう戦せんの後、普ふ段だんはどういう人なのか気になったので知り合いに尋たずねていたのだけど、どうやらあれを誤ご解かいしているらしい。説明するのも面めん倒どうなので、僕は「そもそも狙ってないから」とだけ答えて肩かたをすくめておくことにした。

　あ、ちなみに嗅かぎ回まわって得られた情報はですね。

『物静かですごく地味。自分から話すところはほとんど見ないね。そう、まるで、うみへび座のアルファルドのような人さ』（天文部・糸いと川かわ）

『家がすげーお屋や敷しきなんだろ？　解かい体たいしてえ』（和風建けん築ちくを愛する会・飛ひ驒だ丘おか）

『多々羅木家の名前が史料に登場するのは中世になってからね。それ以前のこの地は……え、江戸時代の化ばけ猫ねこ伝説？　あたし古代史しか興きよう味みないの』（郷きよう土ど史し研究会・竹たけ原はら）

『あの髪かみはいいよね。ボリュームがあって柔やわらかそうできめ細かくて──さすが旧きゆう家かのお嬢様！　ああッ切りたい触ふれたい弄いじりたい！』（美び容ようサークル・馬ば場ば）

『今は何部か知らないけど、中学では日にち舞ぶやってたと聞きましたー。日本のダンスのリズム、興きよう味みありまーす。他流試合を願いたいねー。オ・レ！』（フラメンコ部・サントス）

　──と言った具合で、大して得るところはありませんでした。強いて言えば「普ふ段だんは大人しいお嬢さん」ってことがわかったのだけど、そんなもんは見ればだいたい見当がつく。

「……しかし、僕の知り合いってどうして変な奴やつばっかりなんだろうか……」

「類は友を呼よぶんだろ。つか白しら塚つか、どこまで降おりる気だ？　生徒会室なら二階だぞ」

「へっ？　あ、ほんとだ」

　穂ほ村むらの声に顔を上げる。いつの間にか二階の踊おどり場ばに着いていたらしい。いかんいかんと頭を振ふって気持ちを切り替えると、僕は一階へと向かう友人に手を振った。

「お前はまっすぐバイトだっけ。じゃ、また明日」

「うむ、しっかり励はげめよ──って、おお、噂うわさをすれば伊達だてさんだ」

　階かい段だんを降りようとしていた穂村が、立ち止まって廊ろう下かの奥おくを覗のぞき込こむ。それに釣つられて振り返れば、金きん髪ぱつのポニーテールを揺ゆらしながらこちらへ近づく長身の女子生徒と、その隣となりを歩く栗くり色いろの髪かみの少女の姿すがたが目に映った。

「あ、イタチさんと獅し子い岩いわさん」

「あれ、真しん一いち？　それに誠せい二じも」

　きょとんとした顔を向け合う僕ら。イタチさんがカバンを手にしているところを見ると、まだ美術室には行っていないらしい。と、その傍かたわらを悠ゆう々ゆうと歩んでいた女子レスリング部の部長さんは、ようやく僕に気付いたのか、片かた手てを掲あげて微笑ほほえんだ。

「やあ、誰だれかと思えば白塚ではないか」

「こんちは、獅子岩さん。もしかして生徒会室に申しん請せい書しよ出した帰り？」

「察さつしがいいな。ちなみにクズリは付つき添そいだ」

「あたしが勝手にアルマに付いていっただけなんだけどね」

「ふーん、仲の良いこった。でさ、伊達さん。白塚にチョコやんねえの？」

　と、穂村が何なに気げなく口にしたその瞬しゆん間かん。

　それまでは楽しそうに話していたイタチさんの表情が、あっと言う間にこわばった。

「え。あ、あたしが……しっ、しししし、真一に？」

　流りゆう暢ちようだった口調が一気にぎこちなくなり、大きな瞳ひとみが所しよ在ざいなげにきょろきょろ動く。と、それを見た獅子岩さんと穂村は顔を見合わせ、「うんうん」とうなずいた。

「ほれ、今日ってバレンタインだし。伊達さんはてっきり気軽に渡わたすもんかと」

「うむ。仲の良いお前らのことだ、手作りの大きなチョコでも用意しているのでは──」

「な……ないよ」

　ぼそっと言い放たれた一言が、二人の言葉に割り込んだ。「へ？」と間ま抜ぬけな顔で尋たずね返かえす穂村や、眉まゆをぴくりと動かした獅子岩さんを見返し、イタチさんは

「ないからね、そんなのは！」

　そうはっきり言い切ると、頰ほおを染そめたまま視し線せんを逸そらしてしまった。その反はん応のうは予想外だったのか、二人は一いつ瞬しゆん口をつぐんだが、すぐに穂ほ村むらが肩かたをすくめてニヤリと笑う。

「らしいぞーマイフレンド、残念だったな。んじゃ俺はバイト行くからな」

「で、では私も部活へ向かうか。ところで私は女子レスリング部の獅し子し岩いわアルマだが、君は？」

「白しら塚つかのクラスメートで穂村誠せい二じ、いちおー美術部。初めましてですな」

　気楽な言葉を交わしつつ、二人の背せ中なかが階下に消える。

「初対面かよ。馴な染じむの早すぎだろ」

　届とどかないとは知りつつも一いち応おう突つっ込こみを入れ、そして、僕は静かに息を飲み込んだ。

　ちらっと目を横に向ければ、イタチさんは慌あわてて視線を逸らしてしまうわけで。

　……うん、気まずい。さあこれは気まずいぞ！　この状じよう況きようで放置するなよ、あいつら！

「あ、あのさ」

「あ、あのね」

　思い切って口を開けば、二つの声はものの見事に重なった。僕らは揃そろって押おし黙だまり、再ふたたび沈ちん黙もくすること約五秒。カバンを持った両手を後ろに回したイタチさんは、そうっと上うわ目め遣づかいで僕を見上げると、言葉を選びながら口を開いた。

「……ええと……その、真しん一いちは、今から美術室？」

「え？　いや、今日は先に生徒会室」

「あ、そうなんだ」

「うん。たぶん、獅子岩さんと同じ理由」

「ふーん。……ええと、よさんしんせい、だっけ？」

「うん。これ出しとかないと四月から美術部なくなっちゃうから。先に美術室行ってる？」

「いいよ、一いつ緒しよに行く」

　ぎこちない会話を交わしつつ、僕らは生徒会室へ向かう。やがて言葉が途と切ぎれれば、あの気まずい空気が──そしてさっきのイタチさんの一言が──自動的に蘇よみがえり、僕は思わず溜ため息いきを吐ついていた。

　あのはっきりした宣せん言げんを聞いた時、何に驚おどろいたって、意外と落ち込んだ自分に一番驚いた。どうやらこの白塚真一という馬鹿、口では否ひ定ていしていたくせに、密ひそかに期待していたらしい。まったく困こまったもんだ。そう自分自身に呆あきれるのと同時に、小さな疑問がぽつりと湧わいた。

　言うまでもなく、僕はイタチさんのことが好きだ。そりゃもう大好きだ。だからこうして隣となりにいられるのはとんでもなく嬉うれしい。だけど……イタチさんは？

　優やさしい人だから僕みたいなのも許きよ容ようしてくれるけど、ほんとのところは──どうなんだろう？　もしかしたら、その……実は、僕のことが、迷めい惑わくだったり、しないのだろうか？

　一度考え出したらが最後、今まで深く考えたことのなかった疑問が、連れん鎖さ的てきに頭の中に浮うかんでいった。浮うかんだ懸け念ねんは消えることなく心に貼はりつき、また次の不安を呼よび寄よせていく。思わず隣となりの少女へ顔を向ければ、大きな瞳ひとみは気まずげに僕から逃にげていった。

　──はあ。

　再ふたたびの溜ため息いきとともに「生徒会室」の表札が掲かかげられた部へ屋やの前で立ち止まれば、イタチさんも無言のまま足を止めた。ああ、ちらちらとこちらを気き遣づかうように見つめる視し線せんが痛いたいです。そう内心でつぶやきながら、戸をノックしようと僕が右手を持ち上げた、その時だった。

「おお、素す晴ばらしきかな、セイント・ヴァレンタイン・デイ！」

　がらがらばしーんと響ひびく音、そして轟とどろく歓かん喜きの叫さけび。凄すさまじい勢いきおいで引き開けられた扉とびらから飛び出してきたのは、長ちよう髪はつを振ふり乱みだした、異い様ように蒼あお白じろい顔の男子生徒だった。

「うわっ！」

「ひゃっ……何？」

　あまりに意外な展てん開かいに僕とイタチさんは二人揃そろって後ずさる。と、眼がん前ぜんで怯おびえる二人に気付いた半病人ぽい男は、ぐるぐる回るのを止め、「これはこれは」と優ゆう雅がに一礼してみせた。

「やあやあ初めまして、素す敵てきに素そ朴ぼくな見知らぬお嬢さんプラスあと一名。僕は病弱で有名なニュー吹奏楽部の部長の野の更ざら志し臨りん十じゆう郎ろうというものさ」

「え？　あ、えと、初めまして……。あたし、伊達だてクズリ」

「そんでもってプラスあと一名こと白しら塚つか真しん一いちです。つーか何度か会ってますよね」

　女の子が相手だと、自己紹しよう介かいがフルネームバージョンになるのか。そんなどうでもいい知ち識しきを仕入れながら見上げれば、吹奏楽部（新）の部長さんは「くははは」と笑ってよろめいた。

「何がそんなに幸せなのかって？　昼休みに部員で集まった時、我が部のアイドルをはじめとする女子部員たちが、こんな素敵なものをくれたのさ！　どうだいこの悪あく魔まのような黒さ！」

　聞かれてもいない質問に答えつつ野更志さんが取り出したのは、カカオ百パーセントと大きく明記された板チョコだった。チョコのくせにひたすら苦いだけのやつだ。

「つーことは、昼休みからずっとそのテンションなんですか。で、吹奏楽部のアイドルって言うと……滝たき沢ざわさんですか？」

「そう！　あの面めん倒どう見みと無ぶ愛あい想そうの権ごん化げのような彼女だよ！『女子部員のみんなからです』とぶっきらぼうにこれを渡わたされた瞬しゆん間かん、僕は嬉うれしさのあまり二リットルの血を吐はいたね」

　とことん迷めい惑わくな人である。真面目まじめな滝沢さんの普ふ段だんの苦労が偲しのばれすぎて泣けた。

「好意の現れなんですか、それ？　遠回しに怒おこられてるんじゃないかと思うんですが」

「それもまた一つの愛の形だよ！　そんな思いを籠こめて奏かなでたいところだけど楽器がないので歌います、聞いて下さい──『義理でもやっぱり嬉しいという喜びの即そつ興きよう曲きよく・第二番』！」

「え……えっ？」

　この人に慣なれていないイタチさんがおろおろしながら僕を見たが、すがるような視線を向けられたところで何ができると言うのか。もはや、さっきまでの気まずい沈ちん黙もくはどこへ行ったかわからない。圧あつ倒とうされっぱなしの僕らの前で野の更ざら志しさんはタクトを構かまえて息を吸すったが、そこに呆あきれと怒いかりに充みち満みちた声が飛んできた。

「うるさいわよ野更志！　生徒会室の前で歌わない！　あと後輩を怯おびえさせない！」

　炸さく裂れつする副会長の怒ど声せい。それを浴びた野更志さんは「女性に言われては仕方ない」と素す直なおにタクトを収おさめ、怪あやしげなパントマイムを繰くり広ひろげながら立ち去ったのだった。やれやれ。

「怪しげなパントマイムとは心外な。これは『喜びの一人エアオーケストラ』と言ってね」

「知りません、そんな宴えん会かい芸げいは！　あと僕の心を読まないでください！」




「はい、美術部の申しん請せい書しよは確たしかに受け取りました。ご苦労様」

「よろしくお願いします」

　僕が深々と頭を下げれば、書類を棚たなに片かた付づけた新あら井いさんは「お願いされました」と微笑ほほえみながら振ふり返かえり、机の上の円えん筒とうに手を伸のばした。事務的な部へ屋やには似に合あわない華はなやかな箱から副会長が取り出したのは、一センチほどの小さな四角い包みだ。

「はい、どうぞ」

「あ、どうも」

　自然に差し出された金色のそれを、僕は反はん射しや的てきに受け取った。

　えーと。チョコレートだよな、これ。正せい確かくにはミルクチョコ。そう書いてあるし。

「貰もらっていいんですか？」

　そんな間ま抜ぬけな質問を口から漏もらせば、新井さんは「もちろん」とうなずいた。

「稲いな葉ば先生と私のアイデアでね、今日、生徒会に来た人には無条件で配ってるのよ。というわけで、はい、クズリちゃんもお一つどうぞ」

「え？　でもあたし、さっきアルマと来た時に貰ったよ？」

「いいのいいの。白しら塚つかくんやクズリちゃんはいつも頑がん張ばってるし、それくらいは当然よ。良かったら座すわって食べてって。あ、お茶淹いれよっか？」

「うん。……ありがと」

　嬉うれしげにチョコを受け取ったイタチさんは、手にしていたカバンを床ゆかに置き、応おう接せつセットのソファへと腰こし掛かける。僕はその隣となりに（いつもよりちょっとだけ距きよ離りを取って）腰を下ろすと、手の平の上の小さな包みを見つめた。

　なるほど、そういうことでしたか。バレンタインの趣しゆ旨しとはズレてる気もするけれど、新井さんがそう言ってくれるのは素直に嬉しい。僕は「ありがとうございます」と感かん謝しやを述のべると、小さな包みをそっとポケットにしまい込んだ。

「あれ。真しん一いち、食べないの？」

「もったいないからあとにしようかなーって」

　既すでにもぐもぐやっているイタチさんにそう答えれば、新井さんは「欲しければまだあるわよ」とチョコの箱をぽんぽん叩たたく。いやこれは気分の問題ですから、と真面目まじめに弁べん解かいしつつ、僕は生徒会室を見み渡わたした。

「今さらですけど、今日って新あら井いさんだけなんですか？　江え戸ど橋ばしさんや稲いな葉ば先生は？」

「そう言えば、照しよう平へいもキツネも、さっき来た時からいなかったよね」

「そ。今日は私が一人で留る守す番ばんなのです。はい、どうぞ」

　慣なれた手つきで三つのカップとお茶ちや請うけのクッキーをテーブルに並ならべると、新井さんは僕らの向かいに「よっこらしょ」と座すわった。おばさんみたいだなと思ってしまったのは秘ひ密みつだ。

「……気持ちは伝わったわよ白しら塚つかくん。でね、江戸橋と稲葉先生なら資し料りよう室しつ。年度の締しめが近いからって、古い書類を片かた付づけに行ったわよ」

「僕は何も思ってないですからね新井さん。しかし、会長もこんな日に外出しなくても。江戸橋さん訪たずねてくる子とか多そうなのに」

　温かいティーカップをそっと持ち上げつつ自然な感想をつぶやけば、ティーバッグの紐ひもをどっちにどけようか思し案あんしていたイタチさんがしみじみうなずいた。

「照平、優やさしいもんね。賢かしこいし。生徒会長だから有名そうだし」

　と、それを聞いた副会長は「一年の子は何人か来たけど、それだけよ」と苦笑する。

「あいつの場合、経ふみ島しまとの仲も含ふくめて知られちゃってるからねー。あの夫婦めおと漫まん才ざいみたいなコンビネーションを知ってる以上、割り込む気にもなれないでしょ」

「納なつ得とくしました。しかし、あの二人ってそんなに有名なんですか？」

　去年の春に知り合っていたにもかかわらず、秋まで僕らはそのことを知らなかったんだけどなあ。思い出しながら尋たずねれば、新井さんはちょっとだけ驚おどろいた。

「そっか、あいつらの一年の時を知らないとそうかもね……。でも、今でもわかりやすいと思うわよ？　一いち応おう、江戸橋は隠かくそうとはしてるけど、面おも白しろいくらいにバレバレだしね」

「あー、確たしかに」

「でしょ？　まるであなた達みたい」

「──ブフウッ！」

　ものすごい唐とう突とつな不意打ちに、飲み込みかけていた紅茶が鼻に逆ぎやく流りゆうした。慌あわててテーブルの上のティッシュを引ひき抜ぬきつつ隣となりを見れば、クッキーを喉のどに引っかけたイタチさんが胸むねをどんどこ叩いている。いきなりテーブルのこっち側だけが大おお騒さわぎである。

「あ、ごめんなさいね！　そんなに驚くとは思ってなくて……大だい丈じよう夫ぶ？」

「いえ、こっちこそすんません」

　そう言ってはみたものの、本音を言えば、今日はあんまりそういう話を振ふってほしくない。今の反はん応のうを見る限かぎり、イタチさん的にも避さけたい話題みたいだし。脳のう内ないで自動再さい生せいされたさっきの一ひと幕まくや、むくむくと起き上がってきた懸け念ねんなんかをぐいっと押おさえつけ（せっかく野の更ざら志しショックで吹き飛んでいたのに思い出してしまった）、僕は無理矢理咳せき払ばらいをした。

「……勘かん違ちがいされてるかもですが。美術部の一年生にはそういう話はありませんから」

「う、うん……！　そう！　そうなんだからね、輝ひかる！」

「イタチさんの言うとおりです。例外は奈な良ら山やまくらいのもんですよ」

　と、僕が何気なくその一言を付け足した瞬しゆん間かんだ。余よ裕ゆうたっぷりだった新あら井いさんは、なにやら興きよう味み深ぶかげに「へえ……そうなんだ？」とつぶやくと、カップをそっと机に置いた。

「と、ところで？　その……奈良山くんの彼女って、どんな子なのかしら？」

「はい？　いやいや、あいつ、そういう人はいないと思いますよ」

　しかし「ところで」の使い方がおかしくないですか、と思いながら説明すれば、隣となりのイタチさんも小さく首を縦たてに振ふった。

「うん。あの『みすてりあす』なムードがいいって、女の子には人気があるみたいだけど……善よし人ひとのほう、全然そんな感じじゃないよね」

　と、それを聞いたとたん、少し身を乗り出していた新井さんの肩かたがかくんと落ちる。

「なーんだ、そういう話か。ごめんねー、つい変なこと考えちゃったわ」

　いつも通りのカラッとした笑顔でそう言うと（どことなく照れているようにも見えたのは気のせいだろうか）、ふいに新井さんは「うん」とうなずきながら立ち上がった。

「私も頑がん張ばらないとね。そうよ新井輝、別べつ段だん深い意味はないんだから。そうよ、妖よう怪かいから守ってくれてありがとうって、そんな気持ちを伝えるだけなんだから、気き負おっちゃ駄だ目めよ──」

　自分自身に何やら言い聞かせながら、副会長は自分の机へと振り返り、

「あれ？」

　ふと、不思議そうに首を傾かしげた。今度は何だろう。僕とイタチさんも席を立ち、新井さんの見つめる先へと視し線せんを向けた。綺き麗れいに整理された副会長の机の上が視し界かいに入ったが……ん？　さっきまでの風景と何かが違ちがう。具体的には丸くて長いものが欠けている。

「ね、クズリちゃん、白しら塚つかくん？　私、そこにチョコレートの箱置いてたわよね？」

「うん、さっきまであったよ。……今は、ないけど」

「落ちて転ころがるようなもんでもないですよねー」

　んー、と首を捻ひねりつつ、僕らはきょろきょろとあたりを見み渡わたす。二十センチほどの円えん筒とう形けいの箱が、そう簡かん単たんに消えるはずが……などと思いながら机の下なんかを覗のぞき込こんでいると、イタチさんがいきなり叫さけんだ。

「あ！　そこ、ドアの前……！」

「ドア？」

「なんでそんなところに」

　机周辺を探さがしていた僕と新井さんは揃そろって振り向き──そして、眼前の光景に絶ぜつ句くした。

「……何だ、こりゃ」

　まるで──ええと──駄目だ、的てき確かくな表現が思いつかない。仕方ないので見たまんまを述のべる。なんか虹にじ色いろのきらきらしたガスがチョコの箱を絡からめ取とってずるずるとドアへと引き寄せてました、終わり。

　いや、僕だって実体のないガスが箱を摑つかんで引ひっ張ぱれるはずがないとは思うけど、目の前でそれが起きてるんだから仕方ない。いつの間にかドアが少しだけ開いているのも、このガスの仕し業わざなんだろう、たぶん。

「ええと……これ、妖よう怪かいの仕業……かな、輝ひかる？」

「え、私？　た、たぶん、そうじゃないかしら──たぶんだけど」

「しかしこれは……メルヘンなんだか間ま抜ぬけなんだか微び妙みような光景ですね」

　と、そんな感じで呆ほうけている間に、虹色ガスは箱を摑んで生徒会室からするすると退たい散さんしてしまったのだった。

[image: ]

「──しまった、チョコ泥どろ棒ぼうっ！」

「いやいや反はん応のう遅おそいですよ新あら井いさん！」

　一いち応おう突つっ込こんではみたものの、それを言うなら僕もイタチさんも同どう罪ざいだ。いかんなあと反省しつつ、僕はポケットから携けい帯たいを取りだした。

「チョコレート専門に狙ねらう妖怪ですかねー。とりあえず経ふみ島しま先輩に聞いて」

「あっ！　それ、あたしのカバン！」

「みますかって、急にどうしたの？」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に振ふり向むけば、虹にじ色いろのガスにくるまれたイタチさん愛用のスポーツバッグが、すーっと生徒会室から出ていくところだった。僕らに気付かれたことを知っているのか、チョコの箱の時とはスピードが全然違ちがって……って、待てよ。

　虹色ガスがチョコレートを狙ねらう妖よう怪かいだとしたら、あのカバンの中にはチョコが入ってるってことか？　普ふ段だんならともかく、今日という日にチョコレートを持ち歩いてたってことは……誰だれか──少なくとも僕以外──に渡わたすため……なん、だろうな、それは。イタチさんだって女の子なんだから、好きな男がいたところで別に不思議でも何でも──。

「待って！　真しん一いち、追っかけるの手伝って！」

　短く叫さけびながらイタチさんが生徒会室を飛び出していき、その声に僕はハッと我に帰った。あーもう、何を考えてるんだ！　自分で自分を叱しかりつけながら携けい帯たいを閉じると「新あら井いさん、先輩に連れん絡らくお願いします」とだけ言い残し、僕はイタチさんの後を追った。

「ごめん遅おくれた！　それで、カバンはどっちに逃にげた？」

　そう叫びながら一歩遅れて廊ろう下かに出る。と、そこにはカバンと虹色ガスを追って全力疾しつ走そうするイタチさんの背せ中なかがある……と思いきや、なかった。代わりに目に映ったのは、開け放たれた窓まどの傍そばで肩かたを落とす背中だけ。嫌いやな予感が背中に満ちる。

「あのー、イタチさん？　もしかしてカバンは？」

　おそるおそる窓の外を指させば、イタチさんは無念そうにうなずいた。

「窓から飛んで行っちゃった……」

「あー、やっぱり」

　思わず諦あきらめかけた僕だったが、イタチさんの顔を見たとたんに気が変わる。

「あっちに飛んでいったから、ええと……裏うら山やまのほうだよね！」

　よし、とうなずきながら、セーラー服の背中が階かい段だんを駆かけ下おりていく。僕はすかさずその隣となりに並ならび、「手伝うよ」と声をかけた。

「ほら、手分けしたほうが早く見つかるだろうし」

「あ、うん……！　ありがと、真一」

　ふっと浮うかぶ嬉うれしげな微笑ほほえみ。やっぱりこの人は笑顔がいい。わかりきっている事実を再さい確かく認にんしていると、イタチさんはふと目を逸そらし、気まずそうに言い足した。

「カバン、もし、あたしより先に見つけても……その……中を見ないでね？」

「えっ？　あ──ああ、うん」

　とっさにうなずいた僕だったが、その返事は、いつもよりほんの僅わずかに遅おそかった。理由は明めい快かい、イタチさんの言葉の意味を思わず考えてしまったからだ。わざわざ忠ちゆう告こくしたのは、僕に見せたくないものとか、僕が見たら傷きずつくようなものが入ってるから……なんだろうなあ。

　って、いい加か減げんにしろ馬鹿！　いつまでうじうじ考えてんだ！

　バシッと自分に言い聞かせ、僕は強引に気分を切り替えた。

「わかった。先に見つけたら、中を見ないでキープしとくよ」

「うん……ごめんね、ありがと」
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「──と言って出てきたものの、闇やみ雲くもに探さがして見つかれば苦労しないよな」

　学校を飛び出し、二手に分かれて捜そう索さくを開始してから二十分。学校と裏うら山やまとの間に広がる小さな雑ぞう木き林ばやしの片かた隅すみで、僕は途と方ほうに暮くれていた。右を見ても左を見ても、葉を落とした木々ばかり。シンプルな黒のエナメルバッグは依い然ぜんとして見当たらない。

「まあ、こっちにないってことは、向こうにあるのかもしれないし」

　顔を上げ、「真しん一いちはこのあたりをお願い、あたしは上のほうに行ってみる」と裏山に向かったイタチさんを思う。そうだよ、僕が探し当てるよりも、持ち主が自分で見つけたほうがいいわけだし。なぜかって？　だってほら──。

「あー、駄だ目めだ。どうかしてるぞ白しら塚つか真一！」

　ネガティブ方面に加速しかけた思考回路にブレーキを掛かけ、ぐうんと大きく背せを伸のばす。冬の森の澄すんだ空気を吸い込めば、もやもやしていた気持ちが少しは抜ぬけた。ついでにごきごきと腰こしを捻ひねって、よし、捜索再さい開かいだ──と意気込んだ時。

「ん？」

　視し界かいの端はしを、見み慣なれた人ひと影かげが横切った。

　木々の連なる無人の林の中、油絵の具で汚よごれたノスタルジックな木製トランクを手に、後うしろ髪がみを細長く縛しばった男子生徒が歩いている。相変わらず、目もく標ひようがあるんだかないんだかわからない足取りだなあと感心しつつ、僕は大きく手を振ふった。

「おーい、奈な良ら山やま！」

　と、その声が耳に届とどいたのか、美術部男性陣じんの中では一番人気を誇ほこる男は（まあ、比ひ較かく対たい象しようが僕と穂ほ村むらだけですからね）ふと立ち止まってこちらを向いた。

「やあ、奇き遇ぐうだね。白塚も絵を描かきに？」

「違ちがう違う。スケッチブックも持ってないし、風景画は苦手だし。そっちはスケッチ？」

　手ぶらだということをアピールしながら近づけば、風景専門の油ゆ彩さい絵え師しはこくりとうなずき、ふっと笑って空を見上げた。

「描かないともったいないだろ？　だってほら」

「──『こんなにいい日なんだから』？」

　お気に入りのフレーズを先取りしてやると、奈良山は嬉うれしげに「正せい解かい」と微笑ほほえんだ。おなじみの飄ひよう々ひようとした笑顔は、改めて見れば確たしかになかなか様さまになっている。イケメンとかハンサムとか色男って容よう貌ぼうじゃないんだけど、不思議な魅み力りよくがあるような、ないような？

「なるほど……これが『みすてりあす』か……」

「ん？　何か言ったかい？」

「いやいやこっちの話。それより奈な良ら山やま、イタチさんのカバン見なかった？」

　虹にじ色いろのガスに盗ぬすまれたのを追ってる最中なんだけど、見失っちゃって。そう説明すれば、天てん狗ぐは小さく首を横に振ふった。

「あいにく俺は見てないな。さっきからずっとこのあたりにいたけど」

「……そっか」

「残念。と言うかさ、見つけてたら拾ってるよね」

「そりゃそうか。サンキュー」

　そういうことならここにはもう用はない。僕は裏うら山やまの捜そう索さくに向かうべく走り出そうとしたが──ふと立ち止まって、ぼそりと尋たずねた。

「ちなみに奈良山。今日はどうだった？」

「今日って、何がだい？」

　本気で何を問われているのかわからないのか、奈良山はきょとんと首を傾かしげた。普ふ段だんは「老ろう成せい」と言えるほどに落ち着いているくせに、たまに抜ぬけているのだ、この天てん狗ぐ様は。

「いや、何がってバレンタインだよ。うちのクラスだけでも奈良山のこと聞いてきた子が五人はいたし、イタチさんや穂ほ村むらもいろいろ聞かれてたみたいだしさ」

　しかし、イタチさんはともかくあの幽ゆう霊れい部員に聞いたところで、ほとんど接せつ点てんはないんだけどなあ。そんなことを思い出しながら説明すれば、ミステリアスな人気者はそこでようやく合が点てんがいったのか、「ああ、それか」と小さくうなずくと、申もうし訳わけなさそうに肩かたをすくめた。

「断ことわったよ、全部」

「そう、それ──って、え？　断ったって……突つき返かえしたってこと？　全部？」

「うん。四十八人分、全部。悪いとは思ったけど、知らない人から貰もらっても困こまるしさ」

　さらりと言い放つと、奈良山は「参まいるよね」と苦笑した。その顔からすると、謙けん遜そんでも照れでもなく、どうやら本気で参っているらしい。しかし四十八人って凄すごいな、おい。

「そのリアクションは奈良山らしいとは思うけど……穂村には言わないほうがいいぞ。あいつが聞いたら確かく実じつに逆ぎやく上じようするからさ」

　あの馬鹿、下手へたしたら奈良山を殺して俺も死ぬとか言いかねない。この天狗が幽霊部員ごときに負けるはずはないだろうけど、友人同士のいがみ合いは見たくないのです。と、それを聞いた奈良山は「ご忠ちゆう告こくありがとう」と小さく頭を下げ、ふと僕の後ろを指さした。

「ところで白しら塚つか。あれは何だと思う？」

「あれ？」

　いきなり何の話だろう。いぶかしみながら後ろを向けば、綺き麗れいに包ほう装そうされた四角い箱が、虹色にきらめく煙けむりにくるまれて、ふわふわと──いや、どっちかと言えばスルスルと──土の上を滑すべっていくのが目に映った。あ、どうやら新たな被ひ害がい者しやが出たらしい。

「さっきの虹にじ色いろガス！　取られた人には悪いけど、あれを追えばイタチさんのカバンも見つけられるかも！　あ、じゃあな、奈な良ら山やま！」

「うん。行ってらっしゃい」

　清すが々すがしいほどに手伝う気ゼロの友人に見送られ、僕は慌あわてて走り出す。幸い、ガスの移い動どう速度はそれほど速くはなかったので、僕の足でもどうにか追えそうだった。
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「と思ったら、意外と速かった……。最後はちょっと置いて行かれたし……。でも、とりあえずカバンは見つけたぞ、と」

　クヌギの木に手をつきながら荒あれた呼こ吸きゆうを整え、顔を上げる。場所は雑ぞう木き林ばやしと裏うら山やまのちょうど中間あたり、林道から脇わきにそれたあたり。木々がまばらに立たち並ならび大きな岩がごろんと転ころがる一角、チョコレートの包み紙や箱が散乱する中に、イタチさんのカバンは無む造ぞう作さに放り出されていた。

「しかし、ずいぶんと汚きたなく食い散らかしたなあ……。あーあ、新あら井いさんのもほとんど食べられてるし。何てひどい──って、待てよ！　まさか犯人近くにいたりしないよな？」

　ばばっと周囲を見み渡わたしたが、幸い、動くものの気配はない。僕はほっと溜ため息いきを吐つき、ビニール製のシンプルなバッグを拾い上げた。周囲の空き箱同様、カバンのチャックはしっかり開けられていたが、手に取った時の重みからすると教科書なんかは無事っぽい。

　……でもまあ、問題はそこじゃないんだけれども。

『カバン、もし、あたしより先に見つけても……その……中を見ないでね？』

　その一言と、あの気まずそうな表情とが脳のう裏りにフラッシュバックする。

「わかってる、わかってるよ、イタチさん」

　ここにはいない持ち主に言葉を返しつつ、僕はカバンのチャックを閉じた。中を覗のぞかないよう細さい心しんの注意を払はらったのは言うまでもない。中身が無事かどうかは確かく認にんできていないけど、それはまあ許ゆるしてほしいです。

　──さて。これからどうしよう。

　イタチさんをここに呼よべれば一番いいけど、あの人は携けい帯たいを持ってないし、僕にはメッセンジャーみたいな妖よう怪かいを飛ばす能のう力りよくもない。となれば、かくなる上は。

「待つしかないか」

　イタチさんも裏山探さがし回まわってるんだし、カバンが見つからなけりゃ下りてくるだろう。その時には必ずそこの林道を通るはずだから、ここで待ってりゃたぶん見み逃のがすことはない。僕はほっと白い息を吐はくと、傍かたわらの丸っこい大岩へと腰こしを下ろした。岩の直径は二メートルほど、そして高さは一メートルほど。意外と座すわりやすいな、と吞のん気きなことを考えていると、ふいに体がぶるっと震ふるえた。

「……さむ」

　天気はよくても今は冬だ。林の中をうろついていた時はそうでもなかったけど、じっとしていると体がどんどん冷えてくる。思わず右手だけを学ランのポケットに突つっ込こめば──左手はスポーツバッグの持ち手を摑つかんでいるのです──指先が何かに触ふれた。新あら井いさんに貰もらったチョコだ。さっきはもったいなくてついポケットに入れてしまったんだけど、いつまでも残しておくもんでもないよな。せっかくだし食べようか、と思ってそれを取り出した時だ。

「ったくもう、私は頭ず脳のう労働専門であって足で稼かせぐ柄がらじゃないってえのに、あの生徒会は人使いが荒あらいっつーか何つーか。まあ、とっとと解かい決けつしとかないとあの馬ば鹿か猫ねこブラザーズが邪じや魔ましに来かねないってのは、確たしかにそうなんだけどもなー」

　木々の向こうの林道を、やたら賑にぎやかな人が通りかかった。

「にしても、校外にも割としっかりしたモノが出るようになったのね……。去年の猿さる神がみとか節せつ分ぶんの鬼おにとか、出てくる妖よう怪かいの規き模ぼも大きくなってる気がするし、このまま進んだらどーなることやら。ま、街が妖怪で溢あふれかえったなんて話は聞いたことないから、どっかでストップ掛かかるよーになってるんだろーけど。しかし白しろの字じとイタチちゃんはどこじゃいな」

　にぎやかな独ひとり言ごとを繰くりながら、小さい人がひょこひょこ歩いていく。二月の中ちゆう旬じゆんだというのに、肩かたに羽は織おったジャージの下はＴシャツだけだ。相変わらず寒さに強い人である。感心しつつ呆あきれつつ、僕は先輩に呼よびかけた。

「経ふみ島しま先輩、とりあえず僕ならここですよー！」

「む！　突とつ如じよ山やま間あいより響ひびく謎なぞの声、さては木こ霊だまか古ふる杣そまか──って、おお、白の字！」

　オーバーなリアクションを繰り広げつつ僕の前までやって来た経島先輩は、周囲に散らばる空箱や包ほう装そう紙しを見み渡わたし、ふいに大きな溜ため息いきを吐ついた。

「あんた、これはさすがに食い過ぎ」

「へ？」

「しかも、どれも明らかに他人のだし。モテないからってやりすぎよ」

「いやいや違ちがいますからね！　人のチョコ盗ぬすんでヤケ食いしてたんじゃないですよ！」

　どんな誤ご解かいだ。僕が慌あわてて否ひ定ていすれば、先輩はそれを無む視ししてしゃがみ込み、落ちていたチョコの袋ふくろの一つを手に取る。

「綺き麗れいに中身だけなくなってるわね……。で、白の字？　事件のあらましなんだけど、謎の虹にじ色いろガスがチョコを盗ぬすんでここに集めたってことでオッケー？　で、あんたが駆かけ付つけた時には既すでに現場はこの有あり様さまで、被ひ疑ぎ者しやの身み柄がらは見当たらなかったので、とりあえずイタチちゃんのカバンだけ確かく保ほして待たい機き中ちゆう」

「一いち分ぶのスキもなくわかってるんじゃないですか！」

「しっかし、バレンタインチョコを盗ぬすむ妖よう怪かいと来ましたか。あまり聞いたことありませんにゃー。ここにいたはずなのに今は不ふ在ざいってことは、出たり消えたりするタイプ？　お、この箱、ご丁てい寧ねいに宛あて名なが付いてやが──ち、破れてて読めやしねえ、つまらん」

　勝手なことをつぶやきながら、ジャージの背せ中なかが現場をがさがさ這はい回まわる。相変わらず話を聞かない人だ。

「うーむ。あんま考えたくないけど、バレンタインのチョコ狙ねらいってことは、やっぱ色恋もしくは嫉しつ妬と絡がらみの妖怪かしら。メンタルがかったタイプは苦手なんだけどなー。執しゆう念ねん深ぶかいし、延えん々えん愚ぐ痴ちを聞いてやんないと解かい決けつしなかったりするし……。よし決めた。もしその手のが出たら白しろの字じに押おしつけてとっとと逃にげよう。私はそう密ひそかに誓ちかったのだった」

「丸聞こえですよ！　そんなのが出たら僕も一いつ緒しよに逃げますからね！」

　大声で叫さけんでやれば、先輩はひょいっと立ち上がって振ふり向むき、ニカッと笑った。

「噓うそよ噓。君を見捨てるはずないでしょーが。信じなさいよ、付き合い長いんだから」

「だからこそ疑わしいんです」

　岩の上からじろりと睨にらみつつ、僕は摑つかんだままだった小さなチョコレートをポケットから取り出した。そして溜ため息いき混まじりでチョコの包みを剝はいだ、その時。

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに、大地が震ふるえた。

「──ん。何だこの揺ゆれ……って、わあああああっ？」

　一いつ瞬しゆん前まではぴくりとも動いていなかった岩が、ぶるぶるぐらぐら震え出す。僕は小さなチョコを指の間に挟はさみ、バッグの持ち手に左の手首を通すと、必死に岩にしがみついた。いきなり始まった地じ震しんは収おさまる気配はなく、むしろ揺れはどんどん大きくなっていく。

「やばいぞ、これ……！　先輩、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「うん」

　天てん災さい体たい験けん中ちゆうとは思えない、異い様ようにあっさりした一言が耳に届とどく。思わず顔を上げれば、平然と突つっ立たっている経ふみ島しま先輩の姿すがたが目に映り──僕は「へっ？」と叫んでいた。

　二つに分かれた長い髪かみも、肩かたに羽は織おったジャージも、ぴくりと震えてすらいない。やがて、きょとんとしていた先輩の顔が見る見るうちに不安に染そまり、その足が徐じよ々じよに後こう退たいしていくのを見て、僕はようやく理り解かいした。

「──そうか、揺れてるのはこの岩だけか！　ってことは、もしかして、これが」

「──げ。早く降おりなさい白の字！　迂う闊かつだったわ、目の前にいたなんて！　その岩が」

「「チョコを盗んだ妖怪！」」

　綺き麗れいに重なる二つの声。僕はとっさに岩から飛び降り、イタチさんのカバンを抱だき込こみながら土の上に派は手でに転ころがる。慌あわてて起き上がった僕の目の前で、岩の地面に近い部分が水平に裂さけ、虹にじ色いろのガスが噴ふき出だした。しまった、と思う間もなく、ガスは僕が落とした小さな四角形を包み込む。

「あー！　新あら井いさんがくれたチョコ！」

　叫さけんでみてももう遅おそい。四角いミルクチョコをくるんだ虹にじ色いろの煙けむりは、振しん動どうを続ける岩──正せい確かくには「岩に化けていたもの」──の裂さけ目めへと舞まい戻もどり、するっと消えた。……ああ。

「ぬかった！『餓かつえを覚えて口を開けば虹の如ごとき煙の出いずる』か！」

　ハッと気付いたかのように経ふみ島しま先輩が難むずかしい文章を引用したが、あいにく何を言ってるのか僕にはさっぱりわからなかったし、その意味を問う余よ裕ゆうもなかった。じわじわと本性を現しつつある何かを見つめるのに忙いそがしく、それどころではなかったのです。

「ぶげえええええ」

　僕のチョコレートを飲み込んだ裂け目が、ふいに重たい声を発した。冷たく固かった表面はデコボコした表皮に変わっていき、折おり畳たたんだ四本の足が実体化する。次いで、何もなかった部分に、突とつ如じよ、ぎょろりと二つの目玉が出現し、鳴き声を漏もらしていた裂け目は口となった。

　呆あつ気けにとられる僕らの前で、もはや完かん璧ぺきに本性を現した妖よう怪かいチョコ泥どろ棒ぼうは大きな口をガバリと開き、「ぶげえええええええ」ともう一度いなないた。

「えーと……もしもし先輩？」

「何かしら後輩」

　ちらちらと顔を見合わせつつ、僕らは少しずつ後ずさる。落ち着け、たぶん刺し激げきは厳げん禁きんだ。

「あの……こいつ、僕には『色恋もしくは嫉しつ妬と絡がらみの妖怪』にも『メンタルがかった執しゆう念ねん深ぶかいタイプ』にも見えないんですが」

「実は私もなのよ。気が合うわね、良かったら踊おどってくださらない？」

「踊りません。この状じよう況きようでよくそういうことが言えますね」

　呆あきれるのを通り越して感心せざるを得ない。僕は先輩との会話を打ち切り、カバンをしっかり抱だきかかえると、改めて眼がん前ぜんの妖怪に目を向けた。

　大きな目玉にでかい口、綺き麗れいに折り畳める四本の足、ぼこぼこの体表は粘ねん液えき状じようの体たい液えきでコーティング。バレンタインデーの華はなやかさからは縁えん遠どおいその容よう姿しは──大きさこそ無む視しすれば──一いち応おう、見み慣なれたデザインの動物ではあった。

「カエル……だよな？　どっちかと言えばヒキガエル系の」

　確たしかめるように自問すれば、背せ中なかから「その通り」と声が響ひびいた。

「岩への擬ぎ態たい、お菓か子し好き、虹色ガスで餌えさを集める習性。どれも蛙かえるの怪かい異いならではの特とく徴ちようよ。バレンタインチョコ狙ねらいって点に拘こだわったせいで目が曇ってたわね。申もうし訳わけござらん」

「珍めずらしく殊しゆ勝しような発言ありがとうございます。しかし人を盾たてにしながら謝あやまるのはどうかと」

　振ふり返かえって恨うらみがましい視し線せんを向けてやれば、小さな先輩は可愛かわいげにウインクなんかしながら、語ご尾びにハートマークの付きそうな声を出しやがったものだ。

「じゃあ、よろしくねっ！」

「いやいやいやいや会話が繫つながってないですよ！　だいたい、自動車サイズのカエル相手に何をどうよろしくしろと！」

「大だい丈じよう夫ぶ。十メートル超えの大ガエルの伝でん承しようもあるんだから、それに比べりゃ小さいわ」

「比ひ較かく対たい象しようがおかしいです！　ってじわじわ押おさないでください！　わー近い近い！」

　ぶげええ、と無表情でつぶやくカエルを間近で見ながら叫さけぶ僕。今のところ暴あばれ出だす気配はないけれど、そうは言っても二メートル以上のヒキガエルである。その気になったら、僕なんか（先輩はもっと簡かん単たんに）一口でぺろっと行けそうなスケールだ。どうかそのまま静かにしていてくれよと祈りつつ、僕は振ふり返かえることなく先輩に尋たずねた。

「……こいつ、どういう妖よう怪かいなんです？　ただのチョコ好きの大きなカエル？」

「うん、たぶん。蛙かえるにまつわる怪かい異いは全国的に分ぶん布ぷしてるけど、やることなすことだいたい一いつ緒しよ、見ただけで呪のろわれるようなことはないから安心していいわよ。──ただ」

　そこでふいに言葉が途と切ぎれた。戸と惑まどったようなその口調に、嫌いやな予感が燃え上がる。

　僕は思わず手にしたカバンを抱かかえ直なおし、何があってもこれだけは死守するぞ、と心の中でつぶやいた。イタチさんには幸せそうに笑っていてほしいという気持ちは──たとえこのカバンの中身がまだ残っていようがいまいが、それが誰だれのために用意されたものであろうが──変わるはずがないのだから、それはもう絶ぜつ対たいに。だよな。もちろんだ。

　と、一連の確かく認にんを終え、僕はようやく神しん妙みような声を発した。

「先輩。──『ただ』何なんですか？」

「ん？　いやー、蛙系けい統とうの妖怪ってさあ、地方によって呼よび名なが全然違ちがうのね。能のう力りよくや習性にも微び妙みように差さ異いがあるし、こいつは何て呼ぶのが正しいのかなーと」

「……はあ？」

　あっけらかんとした予想外すぎる返答に、思わず声が裏うら返がえる。何なんだその平和な悩なやみ。

「やっぱオーソドックスに『大おお蝦蟇がま』かしら。菓か子しを引き寄せる習性は『蟇わくど』だし、それを言うなら『ケンムン』や『バンビキさん』も捨てがたい。『たにぐく』はちょっと違うかな？　個人的には『センポクカンポク』の響ひびきが好きなんだけど、白しろの字じはどれがいいと思う？」

「カエルでいいと思います」

　そう答えた僕の口調がやや乱らん暴ぼうだったのは否定しがたい事実であった。

「もー。そんなにカリカリしなくてもいいのにー」

「します！　だいたい先輩はいつも──」

　僕は思わず言い返したが、先輩はそれを「しっ。まあ落ち着け若いの」と遮さえぎった。

「いい？　これが生きつ粋すいの妖怪なのか、土着両生類が妖怪化した代しろ物ものなのかはわかんないけど、少なくとも見た目はカエルでしょ？　つーことは、その行動パターンにもカエルならではの縛しばりが生じてるはずなのよ。そもそもの由来が何であれ、外がい観かんの固こ定ていされた妖怪は見た目のイメージに設せつ定ていや習性が引ひっ張ぱられるのがセオリーだからさ。白の字、ここまでオッケー？」

「え？　えーと、妖怪の見た目は重要……ってことですか？」

「惜おしい！　でも時間がないから訂てい正せいしないで続けます。いいわね、答は聞いてない」

　とことん勝手な人である。僕は反論するのを諦あきらめ、「はいどうぞ」と先を促うながした。

　幸い、眼がん前ぜんの大ガエルは「ぶげええ」と喉のどを動かしているだけで、暴あばれ出だす気配はない。

「これが出てきた事じ情じようはよくわかんないけど──冬とう眠みん中ちゆうで腹を減へらしてたところに、たまたまチョコの匂においを嗅かぎつけちゃった──とか？　とにかく、カエルにしてみれば二月はオフシーズンでしょ？　だったらば、このまま刺し激げきせずにほっといたら、おとなしく寝ねるんじゃないかなーってことよ。実じつ際さい、さっきから動いてないし、眠ねむそうな顔だし」

「……あ、なるほど」

　カエルの表情はよくわからないので「眠そうな顔」かどうかは判はん断だんしづらいけど、先輩の言ったことには確たしかに筋すじは通っている。僕はふむふむとうなずくと、そっと振ふり返かえって尋たずねた。

「つまり、僕たちはそーっと退たい散さんしたらいいわけですね？」

「そゆこと。くれぐれも刺激を与あたえないようにね。活性化した化けガエルは、凶きよう暴ぼうなだけじゃなくて色々厄やつ介かいな能のう力りよくも持ってるから」

「了りよう解かい」

　カバンをそっと抱だき締しめながら、僕は小さな声でうなずいた。だが、僕らが足を揃そろえてそろそろと後こう退たいを始めた、その瞬しゆん間かん。静かな冬ふゆ枯がれの雑ぞう木き林ばやしに甲かん高だかい声が響ひびき渡わたった。

「ギャギャギャギャギャギャギャ！　見いーつけたーあ！」

　聞き覚えのありすぎる嫌いや味みな濁だみ声ごえ。先日の袋ふくろ担かつぎを巡めぐる一いつ件けんが、素す早ばやく脳のう裏りに蘇よみがえる。

「あちゃ、この声は──！　げ、カエルがちょっと動いた！」

「畜ちく生しよう、よりによってイタチさんがいない時に……！」

　声を殺しつつ周囲を見み渡わたせば、立ち枯れたシイの木の上に一羽の鳥が留とまっていた。見た目こそは普ふ通つうのカラスだけど、あの耳につく笑い声と騒さわがしい口調は忘わすれようがない！

「くそ、やっぱり多た々た羅ら木ぎんとこのカラスか！　また邪じや魔ましに来やがっ──ぐむ！」

「静かに白しろの字じ、カエルが起きるわ。……それで、嫌味な鳥さん？」

　僕を片かた手てで黙だまらせると、先輩は眼鏡越しの冷ややかな瞳ひとみを樹じゆ上じようの鳥へと向けた。

「いったい何の用かしら？　あいにく、あんたにあげるチョコはないのよ」

　ごめんね、と可愛かわいく微笑ほほえむ経ふみ島しま先輩だったが、その視し線せんは周囲をくまなく見回していた。もちろん僕も、小さな片かた手てで口を塞ふさがれながら、あたりをせわしく見渡し続ける。そう、このカラスが一羽で行動するはずがないのだ！

「ギャギャギャギャ、そいつは残念だ！　なかなか言うねえ、チャイルディッシュな娘さん！　オイラ惚ほれちまいそうだよ！　だけど」

　と、楽しげな声がふいに一いつ転てんした。黒い翼つばさをすくめ、やれやれとカラスが首を振る。

「みんな誤ご解かいしてないかい？　オイラは単なる荒あれ鴉がらす、ただ騒そう動どうを喜ぶだけの無む益えきで無害な妖よう怪かいさ？　君たちの邪魔するだなんてとんでもない！　そうさ、実力行使は──」

「俺の仕事だ」

「──っ！」

　唐とう突とつに僕らの隣となりで響ひびく声。度ど肝ぎもを抜ぬかれながら振ふり向むいた先には、

「……多た々た羅ら木ぎ、豊ゆたか……！　噓うそだろ、いつの間に！」

　緑色の眼がん光こうを放つ剣けん道どう着ぎの男が、木ぼく刀とうを片かた手てに立っていた。

　相変わらずの険けわしい視し線せんと武ぶ骨こつな表情、そしてネコ科の猛もう獣じゆうを思わせる威い圧あつ感かん。加えて、警けい戒かいしていたはずなのに完かん璧ぺきに不意をつかれたという事実が、僕の背せ筋すじを震ふるわせる。さあどうしようとカバンを抱かかえて思し案あんしていると、経ふみ島しま先輩が僕と多々羅木の間に歩み出た。

「大したスピードだこと。さすがね、猫小僧キテイ・ザ・キツド。今日は一人なの？」

　そう言うと、ジャージの背せ中なかはわざとらしく肩かたをすくめ、フッと微笑ほほえんだ。イタチさんと互ご角かくに渡わたり合あう上、未だに思惑おもわくのわからない人物を相手にあの落ち着きは大したもんだとは思う。しかし、その妙みように可愛かわいいコードネームは何なんだ。あの武骨な仏ぶつ頂ちよう面づらと言い、右手に携たずさえた木刀と言い、どう見ても「キティ」とか「キッド」って柄がらじゃないですよ、この人。えーと、むしろ「ぶっきら棒ぼう」とか「傍ぼう若じやく武ぶ人じん」でどうでしょう？

　と、そんな余よ計けいなことを考えていると、剣道着の男は「今日は俺だけで充じゆう分ぶんと踏ふんだ」と答え、眉まゆをぴくりと動かした。

「お前、経島御み崎さき……？」

「そ。江え戸ど橋ばし・新あら井い陣じん営えいの元作戦参さん謀ぼう、経島御崎です。お久しぶりね、対立候こう補ほさん」

「──なるほど、お前も絡からんでいたとはな。どこまでも俺の邪じや魔まをする気か」

「こらこら剣道部、あんたは世界の中心か。私は好きなように生きてるだけなのに、そっちが勝手にひょこひょこ絡んでくるんでしょーが。交こう錯さくするのよ、人生は」

　だから面おも白しろいのよねー。誰だれに言うともなくつぶやくと、先輩はふいに口調を変えた。

「で、多々羅木？　その猫ねこパワーの由来を詮せん索さくする気はないけどさ……あんた一体何がしたいの？　ちまちまと妖よう怪かい退たい治じの邪魔してたみたいだけど、それであんたに何の得があるの？　つーか今日は何しに来たの？　そんなに私のチョコが欲しいの？　やんないわよ？」

　穏おだやかに問いつめる（そしてしっかり挑ちよう発はつする）経島先輩だったが、多々羅木はそれに答えることなく、寝ね入いりつつあった大ガエルへと緑の瞳ひとみを向けた。

「悪いが経島」

　あ、やばい！　嫌いやな予感を覚えた時は、もう既すでに遅おそかった。

「元より、お前らの理り解かいを得る気は、ない──ッ！」

　冷たい宣せん言げんとともに、残像すら残らないスピードで木刀を構かまえて振り抜く多々羅木。横よこ面つらを張はり倒たおされた大ガエルは「ぶげええええっ？」と悲鳴を上げて横おう転てんし、そしてのそりと起き上がった。

「──ぶげええええええええええええっ！」

　大音量の鳴き声とともに、ボウリングの玉のような両目がギョロリと動き、大きな口からは抱だき枕まくらのような舌したがずるずる出入りし始める。その迫はく力りよくたるや、さっきまでとは比べものになんかなりゃしない！

「ど、どうしましょう先輩！　完全に目が覚めてるんですが！」

「ぶげええええええっ！」

「わー！　しかも寝ね起おきで機き嫌げんが悪い！　イラッとしてる！　イラっとしてますよ！」

「見ればわかるわよそんなもん！　多た々た羅ら木ぎ、あんた責せき任にん取ん──あれ？　あれあれ？」

　カエルの後ろに回りつつ、先輩はおろおろとあたりを見み渡わたしたかと思うと、それはもう盛せい大だいな舌した打うちを轟とどろかせた。うん、気持ちはよくわかります。

「あンの剣道猫サーベルタイガー！　起こすだけ起こして逃にげやがったなあああああっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめた先輩の怒ど号ごうが雑ぞう木き林ばやしに響ひびき渡わたれば、賑にぎやかな声がそれに応おうじた。

「ギャギャギャギャ、そういうことさ！　さっきまでは単なるチョコ泥どろ棒ぼうだったけど、覚かく醒せいした大おお蝦蟇がまは一味違ちがうよ？　アグレッシブに餌えさを求めて跳はね回まわり、喰くえるものなら何でも喰らう！　知ってるかい？　古こ人じん曰いわく、『凡およそ八はつ尺しやくに充みつる蝦蟇は──』」

「『──遍あまねく害を為なすものなり』！　言われなくても知ってるわ！」

　先輩が素す早ばやく口を挟はさめば、上空を旋せん回かいしていたカラスは「こいつは失しつ敬けい」と苦笑すると、嫌いや味みな言葉を残して飛び去った。

「そうそう、大蝦蟇の嗅きゆう覚かくは鋭するどいからね、そいつは今から最も寄よりの餌場に向かうはず。せいぜい気を付けることさ、博はく識しきな娘さん、そして存そん在ざい意義のよくわからない没ぼつ個こ性せいくん！」

「はいよ。ご忠ちゆう告こくありがとうと言うべきかしらね、嫌な鳥さん。──さあ、これからどうしたもんか──って、もしもし？　聞いてるの、白しろの字じ？」

「……存在意義のよくわからない没個性……」

「こらー白しら塚つか真しん一いち！　イタチちゃんのカバンを抱だき締しめながら何をつぶやく！」

　その声が耳に響き、僕はハッと我に返った。助かりました、とお礼を言えば、先輩は呆あきれたように肩かたをすくめる。

「どーいたしまして。しかし、あれくらいで凹へこむとはあんたらしくもないわね」

「今日は色々ありまして」

　二階廊ろう下かでイタチさんのあの一言を聞いて以来、どうもネガティブ化しやすくなっているようだ。しっかりしろ、と片かた手てを振ふり上あげ、自分の頭をぱしんと叩たたいたその瞬しゆん間かん、

「ぶげえっ！」

「へ？　──う、うわわっ！」

　カエルの目玉がこちらを向き、消防用ホースのような舌したがびゅるんと発はつ射しやされた。反はん射しや的てきにその場を飛とび退のけば、太い舌は立たち枯がれていたシイの木に巻まき付つき、いとも簡かん単たんに引ひっこ抜ぬいてしまった。

「おお、間かん一いつ髪ぱつね。でも、どうして急に白しろの字じを？」

「え？　僕に聞かれても……あ、そうか！　動きだ！」

　慌あわてて体をこわばらせながら、静かに答える。カエルは僕をじっと見ていたが、やがて飽あきたのか、のそりと体の向きを変えた。やれやれ、やっぱりそういうことか。

「カエルって、動くものを手当たり次し第だい食べようとしますからね。今のはたぶん、僕の手の動きに反はん応のうしたんです。だから先輩、このままじっとしていれば」

「うん、こいつは次の餌えさ場ばに向かうでしょうね。つか、既すでにそっちを目指してるのかも」

　割と自信ありげに語っていた僕の言葉に、先輩がざっくり割り込んだ。思わず「餌場？」と尋たずね返かえせば、先輩はそろそろとカエルの視し界かいから逃にげつつ肩かたをすくめる。

「単なる大きなヒキガエルならともかく、こいつは一いち応おう妖よう怪かいよ？　この場所から学校のチョコレート嗅かぎつけて集めてたんだから、嗅きゆう覚かくだか第六感だかがあるに決まってるでしょうが」

「あ、そっか。──ん？　ってことは、こいつの餌場って」

「こいつの好きなチョコレートとか若い生いき餌えで溢あふれた場所よ。要するに学校」

　ズバッと響ひびく無情な宣せん告こく。バレンタインデーの学校に乱入した巨きよ大だいヒキガエルの図を思おもい浮うかべ、僕は思わず戦せん慄りつした。二月十四日ってのは、もっとこう照れたり浮うわついたり落ち込んだり慰なぐさめたり妬ねたんだり凹へこんだりする日であって、決して「ぶげえええええ」と喚わめく巨大両生類から逃げまどう日ではない……はずだ。そうあってほしい。

「大変じゃないですか！　止めないと！　あ、でも、どうすりゃいいんだ？」

　困こん惑わくする僕の視し線せんの先では、一トンはありそうな巨きよ体たいがのそのそと林道へ──その先はもちろん学校だ──向かっている。しがみついて引ひっ張ぱったところでどうにもなるまいし、やっつけるにしたって攻こう撃げき手しゆ段だんなんかありゃしない。そもそも前に回って暴あばれた時点でぱくりとやられてジ・エンドなのは確かく実じつだ。カバンの持ち手を握にぎりしめながら自分の非ひ力りきさを嘆なげいていると、「ふっふっふ」と不ふ敵てきな笑い声が耳に届いた。

「要するに注意を逸そらせばいいんでしょ？　幸い、さっきので舌したの射しや程てい距きよ離りは見切ったから」

　そう言ったかと思うと、先輩は足下に転ころがっていた石をぽーんと……いや、けっこうな勢いきおいで蹴けった。ぼこん、と鈍にぶい音を響かせ、小石はカエルに命中する。と、巨大両生類はゆっくり振ふり向むき、不ふ機き嫌げんそうに喉のどを鳴らした。

「ぶげえ」

「よーしよし、こっちを向いたわね」

　木々の立たち並ならぶ林へと足早に後こう退たいしながら、先輩はジャージのポケットに手を突つっ込こんで板いた状じようの包みを取り出した。黒一色のシンプルな包ほう装そうだけど、決して手を抜ぬいたわけではなく、むしろ上品に見える落ち着いたデザインのそれは──。

「チョコレート？　持ってたんですか？」

　先輩と並んで走りながら問いかければ「まーね」と声が返ってきた。

「こんなこともあろうかと用意しておいて助かったわー。さあ見なさい大ガエル、あんたの好きな黒いお菓か子しよ！」

　ひらひらとチョコを振ふりながら木々の間へ逃にげる先輩（と、その隣となりを走る僕）を、カエルはのそのそ追ってくる。なるほど、障しよう害がい物ぶつの多い林へ引き込む作戦か！　あと、そのチョコって江え戸ど橋ばしさんのじゃないんだろうかとも思ったが、この際さい、背せに腹はらは代えられない。

「ごめんなさい会長！　しかし先輩、考えましたね！」

「ふふん、見直したかね。ほれほれ、もっと褒ほめて褒めて」

　ふふーん、と眼鏡の奥おくの瞳ひとみが自じ慢まんげに微笑ほほえむ。こういう時は頼たのもしく見えるから不思議だな、と思いつつ、僕はぼそっと尋たずねていた。

「……で、ちなみに、この後は？　ずっと逃げるんですか？」

「イタチちゃんは裏うら山やまにいるわけでしょ。このまま林りん道どう沿ぞいに山を登ってけば、あの子にばったり会えるかなーと。あ、何なら奈な良ら山やまでもいいしね。あの無む干かん渉しよう主義の昼ひる行あん灯どんでも、さすがに目の前で知り合いがカエルに喰くわれるのを見捨てることはないだろーし」

「なるほど。……しかし、結局は他た力りき本ほん願がんなんですね」

「いいのいいの。それぞれがベストを尽つくせばそれでいいのよ」

「……あと、そのチョコ、使っちゃっていいんですか？」

「いいのいいの。大事なのはモノじゃなくて気持ちなのよ」

　先輩がけろりと言い放つ。江戸橋さんに同情しつつ肩かた越ごしに振り返れば、木々をバキバキと押おし倒たおしながら迫せまっていたカエルが、ガバリと大きな口を開けた。

　舌したを伸のばす気か？　いやしかしこの距きよ離りなら届とどかないはず──と思った、その瞬しゆん間かん。

「ぶげええええええええ」

　重低音の嘶いななきとともに、七色の煙けむりが吹き出した。

「しまった、虹にじ色いろガス！　その手があったか！」

「しかも意外に速いですよこれ！　わー、もう追いついてきた！」

　スピードを上げても無む駄だだった。きらきら輝かがやく虹色の気体は立たち並ならぶ木をものともせずに僕らに迫り、あっと言う間に先輩の手からチョコレートを絡からめ取とったかと思うと、大口を開けて待つ主の元へと舞まい戻もどる。この間わずか五秒ほど。呆あきれる間もない早はや技わざだった。

「ありゃま。あんたにやろうと思ってたのに、取られちったか」

「あーあ、江戸橋さんも可哀かわい相そうに……って、へっ？　あれ、僕に？」

　予想外の一言に思わず聞き返せば、美術部唯ゆい一いつの先輩女子は「あかんのか」と眉まゆをぴくりと動かした。いやいや、と慌あわてて僕は否ひ定ていする。

「素す直なおに嬉うれしいですけど。なんか意外で」

「だって……ぜんぜん気付いてくれないんだもん。私、ずっとあなたが好きだったのに」

　そして唐とう突とつに純愛コントが始まった。状じよう況きようを忘わすれて呆れる僕の前で、先輩はそれはもうわざとらしく自分の胸むねに手を当てると、ふわりと髪かみを躍おどらせながら振ふり向むいた。

「ねえデビッド？　この三月で、私たちお別れなんだよ？　だからどうしても今年は」

「先輩、二年生でしょうが。四月からもいますよね？　あとデビッドってどなたですか」

　ほんとにもうこの人は。知り合って以来何十回目になるかわからない溜ため息いきを漏もらしていると、ふいにカエルが「げこ」と鳴いた。どうやら先輩のチョコを食べ終えたらしい。

　さあ、これからどうしたもんか──と思う間もなく、巨きよ大だいな目玉がギョロリと動き、僕の手にしたカバンを見み据すえる。……え？　次はこれ狙ねらい？

「白しろの字じー、めっちゃ見られてるわよー。ちなみにそのカバンの中って？」

「見てないから知りません。ただ、ここに来た時にはもう開けられてたから、てっきり被ひ害がいにあった後かと思ったんですが……」

　どうやらそうでもなかったみたいです。そう言い切る前に、カエルは再ふたたび嘶いなないた。

「ぶげえええええええええ」

「「来たあっ！」」

　巨大な口から吹き出された虹色のガスが、猛もうスピードで飛来する。「ベストは尽つくした！」と言い放って逃にげていくジャージの背せ中なかを視し界かいの端はしに捉とらえながら、僕はカバンを両手で抱かかえた。

「何やってんの白しら塚つか真しん一いち！　ブツを渡わたして逃げなさい！」

「そういうわけにはいきません！　イタチさんと約束したんです！」

　器用に木の上に避ひ難なんした先輩へと反論しつつ、腕うでをこじ開けようとするガスを必死に振りほどく。畜ちく生しよう、気体のくせに何て力だ！

「──だけど、振ふり払はらえないほどじゃないっ！」

　力ちから任まかせに上半身ごと両腕を振ふり抜ぬけば、ようやく観念したのか、まとわりついていたガスはふわりとかすれて消えていった。

「よし！　ざまあ見ろ！　これで」

「ぶげえええええええええ」

「──って、げ、いつの間に！　近い！」

　忌いまわしい鳴き声に振り返れば、間近に迫せまっていたカエルとしっかり目が合った。ガスに揉もまれて悪あく戦せん苦く闘とうしている間に距きよ離りを詰つめられていたらしい、と気付いたところで後の祭りだ。思わず木の上を見上げれば、先輩はふっと優やさしく微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたは私たちの心の中に生きてるわ、いつまでもね」

「こらー先輩！　まだ生きますからね僕は！　空に顔が浮うかんだりしませんからね！」

「ぶげえええええええええ」

「とか言ってる間にカエルが動いたー！」

　慌あわてて逃げようとすれば、足が木の根に引ひっ掛かかった。無ぶ様ざまに転ころがった僕を目がけて、カエルが生暖かい息を吹き付ける。嫌いやな臭しゆう気きに思わず鼻をしかめた瞬しゆん間かん、目の前で巨大な口が開いた。業ごうを煮にやしたカエルの奴やつ、どうやら僕ごとカバンをいただくことにしたらしい。なるほど、合理的だ。

「──こら、何を冷静になってんだ自分！」

　冗じよう談だんじゃないぞ、食べられてたまるか！　必死に後ずさる僕だったが、カエルは容よう赦しやなく追いすがってくる。ぬめぬめとした口内と太い舌したとが、視し界かいの全てを埋うめ尽つくす。あー、これはもう駄だ目めか？　そう思い、なぜかカバンを強く抱だき締しめてしまったその直後。

「ぶ……ぶぎゃああああああっ！」

　無様な悲鳴を上げながら、カエルの巨きよ体たいが飛とび退のいた。ハッと我に返りつつ立ち上がってみれば、カエルの頭のそこかしこに、燃もえ盛さかる切きり傷きずができている。

　何だあれはと首を捻ひねる間もなく、僕の後方から無数の半月状の炎ほのおが飛来した。オレンジ色の風の刃やいばは次々とカエルの体に突つき刺ささり、粘ねん液えきに覆おおわれた体表を燃え上がらせていく。熱に弱いのか斬ざん撃げきのダメージか、カエルは苦しげにもがいていたが、やがて巨きよ大だいな口を精せい一いつ杯ぱい開いた。

「……ぶげえええええええええ……」

　山に響ひびく断だん末まつ魔まの叫さけび。声はすぐにか細くなり、巨大両生類はぺたんと崩くずれ落おちた。

　──え？　よくわかんないけど、倒たおしたのか？

　あまりにスピーディーな展てん開かいに驚おどろく僕の目の前で、カエルの巨体はするすると縮ちぢんでいき、程ほどなく小さなヒキガエルとなる。土の上に横たわった小さなカエルは、死んだのか眠ねむっているのか、再ふたたび動く気配はなかった。

「うわー、登場と同時に勝っちゃった！　めちゃ強え、さすがイタチちゃん！　そして巨大両生類とのぬるぬるアクションを期待した野郎ども、残念だったな！」

　木の上に陣じん取どった先輩がぱちぱちと嬉うれしげに手を叩たたいている。ってことは、やっぱり今の攻こう撃げきは──？　期待と興こう奮ふんに胸むねを躍おどらせつつ、慌あわてて後ろへ振ふり返かえれば、

「ごめん、遅おそくなっちゃって……！　真しん一いち、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　伸のばした指先に炎を踊おどらせ、実体化した丸い耳と茶色い尻尾しつぽを山の風に揺ゆらしながら、セーラー服の少女が息を切らして立っていた。

「やっぱり！　助かった、ありがとうイタチさん！」

　さっきまでの悲ひ観かんモードはどこへやら。おそらく満まん面めんの笑みを浮うかべながら、僕はイタチさんへと走り寄ると、摑つかんでいたカバンを持ち主へと手て渡わたす。

「僕なら全然大だい丈じよう夫ぶ！　そう、これもちゃんと守ったよ、中は見てないけどたぶん無事だ！」

「え……？　あ、うん、あ……ありがと」

　頰ほおをふいに赤く染そめ、イタチさんは目を逸そらしてしまった。どうしたんだろう、とは思ったけど、とにかく今の僕はこの人が助けにきてくれたことが嬉しかったので、それ以外のことはどうでもいい。心と体がほわっと暖かくなったような安心感が心地ここち好よかった。

「ね、イタチちゃん？　今のって、鎌かま鼬いたちに炎を乗せたわけ？」

　ふいに樹じゆ上じようから先輩が尋たずねた。イタチさんは「御み崎さき、そこにいたんだ」と木の上を見上げると、確たしかめるようにうなずいた。

「真しん一いちが危あぶなかったから、なんとかカエルを追おい払はらわなくっちゃ……って思って。でも、鎌かま鼬いたちだと近くで使わないと効きかないし、火もそんなに遠くまでは届とどかないし」

「なのでとっさに二つを足してみた、と。なるほどねー」

　先輩は興きよう味み深ぶかげにふむふむとつぶやいていたが、ふと視し線せんを下に向けつつ首を傾かしげた。

「しっかしずいぶん遅おそかったわね、イタチちゃん。ずっとカバン探さがしてたの？」

　その何なに気げない質問に、イタチさんは「あ……」と口ごもったが、すぐに申もうし訳わけなさそうに口を開いた。

「山の上で一人になったら、ちょっと、いろいろ考えちゃって……カラスが騒さわいでるのが見えたから、慌あわてて下りてきたんだけど」

　と、そこで言葉を句く切ぎったイタチさんは、大きな瞳ひとみを僕へと向け、はっきり言った。

「ごめんね、真一。遅くなって」

「いいってば。来てくれただけで僕はもう充じゆう分ぶんどころじゃなく嬉うれしいから」

「……ありがと」

　カバンを愛いとおしそうに抱かかえたまま、ふっと優やさしく微笑ほほえむイタチさん。その顔を見たとたん、また、顔がかっと熱くなったような気が──。

「ん。なんか本気で顔が熱いぞ。と言うか……耳が熱い？」

　思わず片かた手てを耳に当てれば、確たしかにほこほこと暖かい。何だこりゃ。変な病気？

「どうしたの、真一？」

「いや、わかんないけど……」

　心配そうなイタチさんと顔を見合わせ、僕は首を傾かしげる。と、するすると器用に木から降おりてきた経ふみ島しま先輩が「あ！」といきなり声をあげた。

「白しろの字じ。あんた、カエルの息を浴びてなかった？」

「カエルの息？　……ああ、そう言えば」

　イタチさん登場の直前に、生暖かーいのを喰くらったっけ。思い出しながらうなずけば、先輩はいきなり「洗ってきなさい！　早く！」と宣せん告こくした。

「洗うって、どこをです？　耳ですか？」

　どんどん熱くなる耳を押おさえながら問い返せば、妖よう怪かい博士は黙だまって首を縦たてに振ふると「化けガエルの基き本ほん能のう力りよくの一つ」と言い足した。

「その息を浴びた人間は、耳から甘あま酒ざけが出るようになってしまうのよ！　ああ怖こわい！」

「え。あ……あまざけ？　御崎、それ、ほんと……？」

　不安げな顔のイタチさんの頭の上で、丸い耳がぱたりと伏ふせた。

「いやいやイタチさん、たぶん噓うそだ。あのですね先輩、冗じよう談だんはいいから、ちゃんと」

　──教えてください。そう続けようとした時、耳の奥おくで液えき体たいの撥はねる音が響ひびき、麴こうじの香かおりがふわりと漂ただよい始はじめた。思わず絶ぜつ句くした僕を見つめ、先輩は冷ややかに先を続ける。

「だからほんとだっつーの。わかったらとっととカエルの息を洗い流してきなさい！　さもないと甘あま酒ざけがどんどん製造されるわよ！　ここから一番近い水道は、グラウンドの端はしの──」

「知ってます！　ごめんイタチさん先に学校帰ってるから！　わー、垂たれてきた！」

　悲鳴を上げつつ両の耳を押おさえつつ、僕は走り出していた。

　まったくもう、最後の最後までなんてろくでもない日なんだ、今日は！
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「耳から甘酒って……どんだけ嫌いやな能のう力りよくなんだよ、もう。だいたい、そんなことして何の役に立つんだか」

　今は亡なき大ガエルへの愚ぐ痴ちをぶつぶつとつぶやきながら、僕は再ふたたび裏うら山やま方面へ向かっていた。グラウンド脇わきの古びた水道で洗ったばかりの耳は今のところ平へい穏おん無ぶ事じで、あの嫌な感かん触しよくが復活する気配もない。やれやれ助かったと安あん堵どの溜ため息いきを吐つけば、見み慣なれた人ひと影かげが二つ、林道をこちらに歩いてくるのが見えた。

「あ、イタチさん！　先輩！」

「おー白しろの字じ。その顔を見るところ、蝦蟇がまの呪のろいからは解かい放ほうされたようね、おめでとう！　あ、そうそう、あのカエル、まだ生きてたから埋うめてきたわよ」

　ニカッと笑いながら、ジャージを羽は織おった小さな人が片かた手てを振ふっている。その後ろに続くのは、カバンをぎゅっと抱だきかかえたセーラー服の少女だった。いつもなら返事してくれるんだけどな、と思いつつ近づけば、顔は赤いしもじもじしてるし、なんだか様子が変だった。

「どうかしたのかな……？　えーと、イタチさん？　カバンの中身、無事だった？」

　とりあえずそれだけは聞いておかないと、と思っていたことを尋たずねてみる。と、それを耳にしたとたん、イタチさんはびくりと反はん応のうし、気まずそうに目を逸そらしてしまった。

「えっ？　あ、そ、その……うん……」

「そっか。良かった」

　笑いながら僕はうなずく。じめじめと悩なやんでいたあれこれは、助けに来てくれたイタチさんを見た瞬しゆん間かんに吹き散らされてしまったらしく、意外にスッキリした声が出た。

「あの……でも、でもね……」

　しかしイタチさんの返事の歯切れはどうにも悪い。ほんとにどうしたんだろうと首を傾かしげていると、ふいに経ふみ島しま先輩が「あー」と盛せい大だいな溜息を漏もらし、僕らの間に割り込んだ。

「まだるっこしいったらありゃしない！　いい？　カバンの中身はね、美術部とか生徒会とかあとは犬いぬ神がみ用のチョコレートも含ふくめてほとんど無事だったけど、白の字、あんたのチョコだけ食われてたんだってさ。残念だったわね、でも諦あきらめろ！　以上！」

　そうざっくりと言い切った先輩に、慌あわててイタチさんが詰つめ寄よった。

「ちょっと、御み崎さき……！」

「何よ。自分からは言いづらいから代わりに説明しろって言ったのイタチちゃんでしょ」

「そ、それはそうだけど……でも、ほら」

　もっと言い方を考えてとか何とか、あわあわと語るイタチさん。それを見ながら僕はしばらく呆ほうけていたが、ややあってようやく我に返った。

「ええと……イタチさん？　たしか、僕の分ってないんじゃ……？」

　どうにかそれだけの言葉を絞しぼり出だす。イタチさんは「それはその」と口ごもってしまい、代わりに答えたのはまたも経ふみ島しま先輩だった。再ふたたびの盛せい大だいな溜ため息いきを添そえて。

「あー、それね。みんなに囃はやされるのが恥はずかしかったもんで、とっさに噓うそ吐ついちゃったらしいわよ。ほんとに可愛かわいいことしやがってこの野郎」

「……噓？　イタチさんが？」

　恥ずかしさのあまり、とっさの噓を？　そんなことって今まであったっけ？

　思わずぽかんとしながら聞き返せば、当の妖よう怪かい少女は真っ赤な顔でうつむきながら、

「……う、うん……」

　ぎりぎり耳に届とどくような小さな声でうなずくと、ふいに上うわ目め遣づかいで僕を見つめた。

「ほ、ほんとにごめんね！　真しん一いちには悪いことしたなって、ずっと思ってたんだけど、なかなか言い出せなくて……それで、助けにくるのも、遅おそくなっちゃって。それに、真一の分のチョコレートも、結局、カエルに食べられて」

　心の底そこから気まずそうにイタチさんが言葉を紡つむいでいる。しかし、どうしてそんなに謝あやまっているのか、僕には全然わからなかった。だって、先輩の話だと、僕だけじゃなくてみんなの分のチョコを用意していたけど（すごくイタチさんらしいとは思う）、たまたま僕のだけが被ひ害がいにあったってことだろ？　だったら、それは──。

「いいよ！　謝らなくていいよ！」

　我が慢まんできずに口を挟はさめば、イタチさんは「え」と絶ぜつ句くした。

「だ、だけど、真一の分の……」

「いいんだってば！　大事なのはモノじゃなくて気持ちなんだから！　嬉うれしいよ、すごく！」

「あ。人の台詞せりふをパクりやがった」

　先輩がぼそっとつぶやいたが、今は無む視し。僕はまっすぐ眼がん前ぜんの少女を見つめると、その手を取ってはっきり「ありがとうイタチさん」と告つげた。

「え……でも」

　イタチさんは一いつ瞬しゆん、申もうし訳わけなさそうに目を逸そらしかけたが、すぐにまっすぐ僕を見返し、

「ごめんね」

　かすかに涙なみだのにじんだ目のまま、優やさしい微笑ほほえみを浮うかべてくれたのだった。

「はいはい、ハッピーエンドハッピーエンド。……しかしさあ、なんで白しろの字じのだけ喰くわれちゃったわけ？　たとえば、一つだけ大き」

「御み崎さき」

「了りよう解かい、黙だまりますです」

　イタチさんにキッと睨にらまれ、経ふみ島しま先輩が楽しげにニヤつく。

　まあ、色々あった一日だけど、そして、心に芽め生ばえた小さな疑ぎ念ねん──僕はもしかしてイタチさんにとって……というアレ──は完全に消えてはいなかったけど。最終的に幸せだったらそれでいいよな、と僕はしみじみ思ったのだった。

　そう、素す晴ばらしきかな、セイント・ヴァレンタイン・デイ！
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「へえ。鎌かま鼬いたちに炎ほのおを乗せて……か。上手うまく考えたな、伊達だてさん」

「あの時は慌あわててたから、どうやって思いついたか覚えてないんだけどね」

「うう、わん」

「え、何？　赫あか音ね、ライカは何て？」

「──伊達さんは射しや程てい距きよ離りの長い飛び道具がいろいろあっていいなあ、だってさ」

「ありがと。でも、赫音とライカのほうが凄すごいと思うよ」

「う、わん？」

「だって、あたし、実体のない妖よう怪かいを散らしたりできないし、鼻も利きかないし。ね？」

「わん！」

「こらこら、嬉うれしいのはわかるけど暴あばれない。でも、ライカの言うこともわかるかな」

「そうなの？」

「まあね。小物相手ならそれでいいけど、最初から実体化した妖怪が相手だと、清めの声だけじゃ決め手にならないから。いつでも憑ひよう依いさせてくれる相手がいるとは限かぎらないし」

　ようやく三月に入り、日差しが暖かく感じられるようになってきた放課後の美術室。日当たりの良い窓まど際ぎわの席で、二人の女子生徒が親しく言葉を交わしていた。一人は大人しげなセミロング、もう一人は真面目まじめそうなショートカット。二人の傍かたわらには半はん透とう明めいの巨きよ大だいな犬が控ひかえ、嬉しげに尻尾しつぽを振ふっている。

「それに、犬いぬ神がみ憑つきには相あい性しようもあるからさ。この間、吹奏楽うちの部長に合体してもらったんだけど、可哀かわい相そうなくらい弱かったからね」

「……わん」

「わ、ライカがすごくしょんぼりしてる。吹奏楽の部長さんって……あの……ええと……た、楽しそうな病弱の人？」

「頑がん張ばって言葉を選んでくれてありがとう伊達さん。たまたま二人でいた時に、『髪かみ切きり』が部長を狙ねらってるのに気付いたから。放っておくと襲おそわれたろうし、ライカを憑つけたんだ」

「……あの人に？　大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「一いち応おう、追おい払はらえたよ。ただ、攻こう撃げき力りよくが低すぎてトドメは刺させなかった。部長が無事だったのは良かったんだけどさ。幸い、犬神憑きの間の記き憶おくも残ってなかったし」

　滝たき沢ざわさんはそこでいったん言葉を句切ると、ライカと揃そろって肩かたを落とした。

「ほんと、誰だれかに手伝ってもらわないと戦えないのも歯は痒がゆいな、と思ったよ。な、ライカ」

「わふー……」

「あたしだったらいつでも手伝うよ」

　イタチさんが友人へと笑いかけ、それを受けた滝沢さんは「ありがとう」と苦笑する。一見すると平和な光景ではあるけれど、会話の内容は見た目に反して物ぶつ騒そうだ。

「攻撃力とか飛び道具なんて単語、普ふ通つうは日にち常じよう会話で使わないよなあ……」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。それを聞きつけた滝たき沢ざわさんは、「好きで使ってるんじゃない」と言いたげな視し線せんをちらりと僕へ向けた後、物もの憂うげに首を振ふった。

「トラブルが勝手に起こるんだから、放っておくわけにもいかないだろ。湧わいてくる妖よう怪かいだけでも面めん倒どうなのに、多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいのことも解かい決けつしてないし。あいつら、大ガエルを叩たたき起おこして暴あばれさせようとしたんだろ？」

「うん。あ、でも、あの時来たのは兄とカラスだけだったけど」

　バレンタインデーの騒そう動どうを回想しつつ、僕はうなずいた。そう言えば妹のほうは最近見てないな。まあ、出てこないならそれはそれでありがたいんだけど。化ばけ猫ねこの力だか何だか知らないが、あの念力はもう御ご免めんだ。筋きん肉にく痛つうになるし。

「ほんと、迷めい惑わくだよなー……。だいたい、何がしたいんだと思う？」

　絵筆をくるくる回しながら問いかければ、二人の少女は顔を見合わせた。ややあってイタチさんは困こまったような笑みを浮うかべ、滝沢さんは腕うでを組んで溜ため息いきを吐つく。

「うーん……。最初は、妖怪が退たい治じされるのが嫌いやなのかな、とも思ったんだけどね。ほら、自分たちも妖怪だから、可哀かわい相そうに思ってるとか」

「待った、伊達だてさん。なら、わざわざカエルをけしかけるのはおかしいよ」

「わんわん」

「だよね……」

　うーん、と首を捻ひねる一同。……しかし、考えてわかるもんでもないですよね、これ。

　というわけで僕はあっさり頭を切きり換かえ、再ふたたび眼がん前ぜんの絵に意い識しきを向けることにした。描かける時に描いておかないと、いつまた時間が喰くわれるかわかったもんじゃないしな。

　四人掛がけの机をまるごと占せん領りようした巨きよ大だいな水すい彩さい紙しの上に描かれているのは、黒雲たなびく異い空くう間かんを背せに九本の尾おを躍おどらせる金色の獣けものだ。モデルは言うまでもなく、白はく澤たくと戦った時の稲いな葉ば先生。一月近く試し行こう錯さく誤ごを重ねた結果、最初の頃ころのスケッチよりは少しはましになってはいるものの、まだまだ本物の威い圧あつ感かんや美しさには全然及およんでいなくて泣けてくる。

「迫はく力りよくが足りないなら大きい紙に描けばいいってのは、やっぱ間ま違ちがってたかもなー」

　後こう悔かいの言葉が口からこぼれる。どう考えても原げん因いんは自分の画力不足だ。もちろん、もっと練習してから描けばよかったってことはわかってる。しかし。

「もう我が慢まんできなかったんです。……すみません、先生」

　筆でパレットの縁へりをコツコツと叩たたきつつ、僕はぽつりとつぶやいた。

　──いつかイタチさんを絵に描く日が来て、絵を描き上げたとしたら、僕は死ぬほど後こう悔かいするんだろうな。そんなことを、ふと思う。

　もちろん、その日は当分は来させるつもりはない（モデルを直ちよく接せつ見て描きさえしなければイタチさんは消えないってことは知ってるけど、自分で納なつ得とくできない画力でイタチさんを描くことなんかできるはずがない）、ないのだけど……いずれは、どうなんだろう？

　と、頭の中がごちゃごちゃしてしまい「いかんいかん、今は先生の絵に集中だ」と自分で自分を一いつ喝かつした、そんな時だ。

「キャイン！」

　ふいにライカが怯おびえた悲鳴をあげたかと思うと、主人のペンダントへと飛び込んだ。

「ライカ？　どうしたの、急に？」

「いや、ぼくにもさっぱり」

　顔を見合わせるイタチさんと滝たき沢ざわさんだったが、カツカツと廊ろう下かを歩く足音を聞きつけると、二人は同時に「ああ」とうなずいた。そして一いつ瞬しゆん遅おくれて僕が事じ態たいを理り解かいするのと同時に、美術室の戸が引き開けられ、上品な声が耳に届とどく。

「お邪じや魔ましますわね、美術部。──あら、経ふみ島しまは？」

「こんにちは、先生」

「……御み崎さきだったらまだ来てないけど。で、何の用」

　穏おだやかな談笑モードから一いつ転てん、イタチさんが来らい訪ほう者しやをじろっと睨にらむ。しかしそんなもので参まいる稲いな葉ば先生ではないのはいつものこと。かつかつと美術室内へ足を踏ふみ入いれた美人教師は「焦あせらなくても教えて差し上げます」と穏やかな営業スマイルを浮うかべたのだった。

「二人とも、そろそろ打うち解とければいいのに……。あ、稲葉先生、どうも」

　妖よう怪かい同士の仲の悪さに呆あきれつつ、滝沢さんがぺこっと頭を下げた。その胸むな元もとを見てみれば、銀色の円えん筒とう形けいのペンダントが小こ刻きざみにガタガタ震ふるえている。ライカの奴やつ、白はく澤たくを圧あつ倒とうした九きゆう尾びの狐きつねの姿すがたを目まの当あたりにして以来、異い常じようなほど稲葉先生を恐おそれているのだ。同じイヌ系の妖怪としてショックを受けたみたいだよ、とはご主人様の台詞せりふです。

「で、先生？　今日は何の用です？」

　絵ならまだ完成してないですよ。僕がそう言い足そうとすれば、開け放たれたままの戸の陰かげから、がっしりした体たい格かくの女子生徒が姿を現した。

「失礼します」

　きっぱりとした声で告つげると、長身の訪ほう問もん者しやは綺き麗れいに通った背せ筋すじをまっすぐ倒たおして一礼した。制服の上からでもわかる鍛きたえ上あげられた肢し体たいと、後ろで縛しばった鮮あざやかな金きん髪ぱつがよく目立つ。

「アルマ？　どうしたの？」

　思わぬところでの友人の登場に、イタチさんがきょとんと可愛かわいく驚おどろいた。それを見た女子レスリング部部長は、指ゆび貫ぬきグローブに包まれた片かた手てを「よう」とフランクに掲あげた。

「生徒会室にちょっとした相談に行ったら、なぜかここに連れてこられたのだ」

「美術部こちら向きのお話かと思いましたのでね。さ、汚きたないところですがどうぞお座すわりなさい」

「痛いたみ入いります」

「気を遣つかう必要はありませんわよ。ほら、イタ……ではなくて伊達だてクズリさん、こちらへ。あ、赫あか音ねさんも聞いていただけます？」

　獅し子し岩いわさんに席を示して座すわらせつつ、イタチさんたちを呼よびつけつつ、稲いな葉ば先生は右手の指先でコンコンと机を叩たたいていた。どうやら「お茶くらい出しなさい、気が利ききませんわね」の意と思われる。普ふ段だんなら無む視ししてやるところだけど、今は描かかせてもらっている義理と恩おんがある。仕方ないので絵筆を置き「ティーバッグの紅茶でいいですね」と告つげて美術準じゆん備び室しつへ向かおうとすれば、怪け訝げんそうな顔の滝たき沢ざわさんが近づいてきた。

「白しら塚つか、あの人って誰だれ？」

「獅し子し岩いわアルマさん。イタチさんのクラスメートで女子レスリング部の部長さんだよ」

「左さ様よう。お初にお目にかかる、白塚に紹しよう介かいされた通りの者だ」

　カラッとした声が投げかけられた。それに反はん応のうして振ふり向むき「一のＡの滝沢です」と自己紹介した犬いぬ神がみ使つかいを、獅子岩さんはしげしげと見つめる。

「美術部の女子部員はクズリと先輩だけかと思っていたが、増ふえたのか？　どうだ君、女子レス部との掛かけ持もちなどしてみる気はないか？」

「ないよ。だいたいぼくは吹奏楽やってるし。今日は休みだから来てるだけ」

「む、そうか。いやあ、実は、三年の先輩が卒業して以来、部員数が厳きびしくてな。今はとにかくメンバーの頭数が欲しいのだ。というわけで、どうだ？　たとえ兼けん部ぶでも私は一いつ向こうに構かまわんぞ」

「ぼくが構うよ」

　呆あきれ顔がおで肩かたをすくめつつ、滝沢さんはイタチさんの隣となりに座った。やれやれ、どこも部員不足は深しん刻こくらしい。しみじみ同情しつつ、僕は美術準備室へ向かった。




「──と、そんなことが起きていてな。これが続くようでは、四月からの新入部員の獲かく得とくも難むずかしいだろうと……ん？　おお白塚、すまないな」

「いえいえ、お待たせ」

　百円均一のティーバッグの入ったカップを、かちゃかちゃと机の上に順に並ならべていく。

「真しん一いち、ありがと」

「いただきます、白塚」

「実に遅おそいですわね。湯くらい沸わかしておきなさい」

「どういたしましてイタチさん、滝沢さん。ここは喫きつ茶さ店てんじゃないんですよ先生」

　いつもどおりのやりとりを経へて、僕はようやく席に着いた。と、説明を中ちゆう断だんされた女子レス部の部長さん（どうやら今回の依い頼らい者しやらしい）は、カップを掲かかげてニカッと笑う。

「気が利くな。いっそのこと女子レス部に入らないか？」

「文章が繫つながってないからね、それ。僕はそもそも男だよ」

「マネージャーなら問題ないぞ」

　どこまで本気なのか、獅子岩さんは割と真面目まじめに語っていたが、僕が「勧かん誘ゆうに来たわけじゃないよね？」と水を向ければ、わっはっはと快かい活かつな笑いが返ってきた。

「……アルマのとこの部室でね、最近、誰だれもいないのに変な声がするんだって」

　イタチさんが不安そうに口を挟はさんだ。あー、やっぱその手の話か。カップ片かた手てに納なつ得とくしつつ、僕が「声？」と尋たずね返かえせば、うなずいたのは獅し子し岩いわさんだった。

「もっとも、声と言っても何かをはっきり告つげているわけではない。今もクズリたちに説明していたところだったのだが──『声』は、明めい確かくな言葉ではないのだ」

「言葉じゃない？　じゃあ、何を言ってるかわからないってこと？」

　音だけが響ひびくタイプの妖よう怪かいは、この学校には地味に多い。小豆あずきとぎや静しずか餅もちみたいなものかな、と思って尋ねたのだが、獅子岩さんは黙だまって首を横に振ふった。

「意味はしっかり伝わってくるのだ。恨うらみと愚ぐ痴ち、あるいは妬ねたみ。言葉自体は聞き取れなくとも、そんなネガティブな感情を伝えようとしていることだけは──理り解かいしようとすらしていないのに──なぜか、はっきりわかる。あれはな、正直、堪こたえる」

　そこまで語ると、女子レス部の部長はふと「まだまだ鍛きたえ足たりないな」と自じ嘲ちようした。

「ノイローゼのようなものかとも思ったが、私以外のメンバーや、体たい験けん入部の生徒までもが、一様に同じ『声』を聞いたと言い出してな。こうなればもう個人的な問題ではなかろう」

「そう言って生徒会室に相談に来たので、オカルト担たん当とう部局へお回ししたわけです」

「誰がオカルト担当ですか。──まあ、さすがに慣なれましたけど」

　にこやかに仕事を押おしつけようとする稲いな葉ば先生に呆あきれ顔がおを向けると、僕は「でも、先生が来るのって珍めずらしいですね」と付け足した。

「そういう依い頼らい人にんを連れてくるのって、たいがい新あら井いさんだったのに」

「ああ、最近のあれは私用で忙いそがしいようですから。……全く、長引かせても仕方ないとはわかっているでしょうに、何を悶もん々もんとしているのやら。人の相談には乗り慣れているくせに、自分のこととなるとだらしがないですわね、あれも」

　そう言うと先生は「やれやれ」と大きな溜ため息いきを吐ついた。それだけ聞いても何のことだかわからんので、イタチさんたちと顔を見合わせていると、ふいに獅子岩さんが頭を下げた。

「美術部がこんな事件を専門に扱あつかっているとは知らなかったが、世話になる」

「いやいや、専門じゃないよ？　誤ご解かいしないように！」

　深々と礼を続ける女子レス部部長にきっぱり告げると、僕はイタチさんや滝たき沢ざわさんへと振ふり向むき、声を落としてぼそっと尋ねた。

「……これ、どう思う？」

「うーん……やっぱり、妖怪じゃないかな。何とかできるなら、したいけど」

「待った。どんな相手かわからないのに手を出すのは危き険けんだよ」

「だね。もうちょっと詳くわしく話を聞いてみて──」

　と、僕が口にした言ったその瞬しゆん間かんだ。唐とう突とつに美術準じゆん備び室しつに通じる扉とびらが開いたかと思うと、小こ柄がらな人ひと影かげが飛び出し、オーバーすぎるアクションで床ゆかの上を転ころがって教きよう卓たくの陰かげに身を潜ひそめた。両手で拳けん銃じゆうを形作っているところを見ると、銃じゆう撃げき戦せんから逃にげてきたという設せつ定ていらしい。毎度毎度、何やってんだこの人は。

「準じゆん備び室しつの窓まどから入るのやめてくださいよ、先輩。……で、今日は誰だれに追われてるんです？」

　一同を代表して呆あきれた声をかければ、賑にぎやかな逃とう亡ぼう者しやは「しっ！」と小さな指を立てた。

「検けん閲えつを張はられたわ！　さすがは《蜘蛛の会ウイドワーズ》六ろく人にん衆しゆうの一人、軍警察オフイサーまで操あやつるとは大した実力ね。だけど私も伊達だてに《組織ユニオン》と渡わたり合あってきたわけじゃない、これくらいは予想の上よ。《緑の写本テキスト》がこちらにある以上、《正教団チヤーチ》の優ゆう位いは動かない。フリューゲル家の名めい誉よにかけて《財団フアウンデーシヨン》の誇ほこりは守ってみせるんだから！　あと、気になるのは《商連合カルテル》の動向だけど……どう、《大洞穴カツパドキア》と《飛空要塞マチユピチユ》は接せつ触しよくした？」

「すみません、自分からネタ振ふっといて何ですが僕の負けです」

　あっさり両手を上げて降こう参さんすれば、経ふみ島しま先輩は「ぬははは、勝った」と笑って立ち上がった。はいはい、かくして今日の小こ芝しば居いは終了です。

「しかしまー今日のは長い上に設定が複雑でしたね」

「あんま見ない依い頼らい人にんがいたからつい芸人根性が出てしまってね、へっへっへ」

　あんた芸人だったんかい。そう言いたげな視し線せんを一同に浴びながら（そして無む視ししながら）、経島先輩は依頼人へと歩み寄ると、相手が口を開く前に間かん髪はつ容いれず言い放った。

「話はだいたい聞いたわよ。あとは美術部わたしたちに任まかせなさい！」

「おお、頼たのもしい！　ありがとうございます」

　頼もしげに先輩が胸むねを叩たたき、獅し子し岩いわさんが再ふたたび頭を下げ、それを見た稲いな葉ば先生が満足げにうなずく。まあ、こうなる気はしていたけどさ。僕とイタチさんは顔を見合わせ、仕方ないねと苦笑する。「気を付けてね」と言ってくれた滝たき沢ざわさんの優やさしさが、なぜか一ひと際きわ身に染しみた。
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　で、翌よく日じつの放課後。それなりに晴れた青空の下、グラウンドの脇わきにずらりと並ならんだプレハブ群ぐん──通つう称しよう「部室長屋」の一いつ角かくにて。

「……とまあ、音を立てる怪かい異いってのは多いけど、恨うらみ言ごとをつぶやく妖よう怪かいってのはあんまり聞かないわけよ。あ、幽ゆう霊れいとか怨おん念ねんとかそういうタイプはまた別の話ね」

　プランターやコンテナが積まれた園芸部の部室と、異い様ようなまでに火薬臭くさい「県立宇宙開発事業団本部」（キットロケット同好会）の間に位置する小さな部室の扉とびらを背せに、経島先輩が後輩二人に事件の概がい要ようを説明している。

「日につ課かのロードワークに出ちゃった女子レス部ボスの話によれば、ただ文もん句くを垂たれるだけの無害な妖怪っぽいけども。一いち応おう、気を付けること」

「うん、わかった」

　イタチさんはふんふんとうなずきながら聞き入っているが、僕は「相変わらずよく喋しやべる人だなあ」くらいの感想しか持てなかった。つーか、そんなことよりもっと気になってることがあるもんで、あんまり話に集中できないのである。

　というわけで、先輩の話に一区切りがつくのを見計らい、僕はそっと手を上げた。

「先輩、ひとつ質問いいですか」

「なんだね、ろくに人の話を聞いていなかった後輩」

　眼鏡越しの瞳ひとみがじろりと僕を睨にらんだが、それは無む視し。僕は改めて自分たちの服ふく装そうを見直し、肩かたをすくめてはっきり言った。

「……なんで体たい操そう服ふくなんですか？」

「仕方ないっしょ、筋きんトレしてないと出ないってんだからさー」

　呆あきれ気ぎ味みにアドバイザーが肩をすくめた。そんな話は聞いてないぞと反論しかければ、すかさず「言ってないからね」の一声が返ってくる。

「昨日、獅し子し岩いわどんから後で聞いたのよ。例の『声』が聞こえるのは部室で筋トレしてた時だけだったって。その条件でしか発生しない怪かい異いだったら、こっちもそれに合わせるしかないでしょ？　つーわけで、あんたらには体操服で集合してもらったわけです」

「ああ、そう言えば、アルマがそんなこと言ってたかも」

「ふうん──って、それはつまり、妖よう怪かいが出るまで、延えん々えんと筋トレを続けろと……？」

　正直、体力にはあまり自信がないのですが。そんな思いとともに尋たずねれば、先輩はけろっとした顔でうなずき、そして唐とう突とつにニヤついた。

「だいたい何を深しん刻こくぶってんのよ。嬉うれしいくせに！　もうっ！」

　そう言うと先輩は、ふいにイタチさんの後ろに回り、丸い両肩にそっと手を置いた。

「ほら。ハーフパンツに純白Ｔシャツのイタチちゃんなんてそう見られないわよ、今のうちに焼き付けないと。どうよ、この引ひき締しまりつつも柔やわらかなライン！　畜ちく生しよう、羨うらやましい！」

「え？　ちょ、ちょっと、御み崎さき、へんなこと言わないで！　そんなに押おすと……！」

　僕のほうへぐいぐい押し出され、イタチさんがいきなり赤くなったが、それを見た僕もまた平静ではいられなかった。どうにか収おさめたはずの感動が──さっき「お待たせ」とやって来たイタチさんを見た瞬しゆん間かん、例によって例のごとく数十秒間記き憶おくが飛びました──マッハの速度で蘇よみがえり、動脈と静脈が激はげしいビートを刻きざみ始はじめる。

「──最高だ──」

　気が付けば、自然と口が動いていた。イタチさんが「そ、そんなことないよ！　普ふ通つうだよ！」と慌あわてて反論するが、揺ゆるぎない事実なんだから否ひ定ていされても困こまる。

　これは言うまでもないことだけど、この運動機き能のうのみを優ゆう先せんさせたシンプルな衣服は、着用者の体型や体たい格かくを過不足なく表出させる。つまりイタチさんがそれを着た場合、スレンダーに引ひき締しまりつつも柔やわらかみを帯びた体型がそのまま目の前に現れ出ることになるわけで、そんなものをまっすぐ見せられたら、ああ、僕は──。

「おいこら！　カムバック！」

「はっ！」

　先輩の呆あきれかえった呼よび声ごえに、茫ぼう洋ようとしつつあった意い識しきがいきなり覚かく醒せいした。どうやら、またも飛びかけていたらしい。ごめん、と小さく頭を下げれば、イタチさんは「いいよ、慣なれてるから」と困こまったような笑みを浮うかべ、そそくさと経ふみ島しま先輩の後ろに隠かくれてしまわれた。まだちょっと照れが残っているようです。

「煽あおった私が言うのも何だけど、どんだけトリップしたら気が済すむんだか。よくわかんないんだけどさ、女の子の体たい操そう服ふくってそんなに破は壊かい力りよく強いもんなの？」

　背せ中なかに隠れた後輩を優やさしく庇かばい、経島先輩が呆れた目線をこちらに向ける。僕は黙だまって首を横に振ふり、そして「一般的な男にとってはどうだか知りませんが」と口を開いた。

「僕がああなったのは、イタチさんだからです。断だんじて、体操服を着ていれば誰だれでもいいというわけではありません。ほんとだよ、イタチさん！」

　そうきっぱり言い切れば、イタチさんは「あ……うん」と赤い顔で小さくうなずき、ふっと目を逸そらしてしまう。めちゃくちゃ綺き麗れいだなあ可愛かわいいなあ愛いとおしいなあとひとしきり感動した後、僕は「見たことがなかったから新しん鮮せんだったってのもあるかも」と付け足した。

「……ほー。それはアレか。私に対する当てつけか」

「違ちがいますよ。まあ、先輩のその格かつ好こうは見み慣なれてるのは確たしかですけど」

　じろっと僕を睨ねめ付つける先輩に、僕はあっさり言い返す。この人、常つねにジャージだからな。先輩の場合は制服が新鮮ですよ、と素す直なおに言えば、イタチさんが「うんうん」とうなずいた。

「御み崎さき、制服のほうが可愛いのに」

「ありがとイタチちゃん。でも宗教上の理由でスカートは履はけないのよ。実は私は」

「ほら、噓うそだ」

「面おも白しろいからもうちょっと聞いてあげようよ。……あれ？　御崎、どうしたの？」

「──拝はい啓けい、父上様。最近、後輩のツッコミが早いです」




「うわ、筋きんトレ用品ばっかりですね。さすが運動部」

「結けつ構こういろいろ持ってんのね。貧びん乏ぼうサークルかと思ったら意外とブルジョワ？」

「最近、いきつけの『じむ』が機械を入れ替えたとかで、いろいろ貰もらってきたらしいよ」

　部室前での体操服談だん義ぎを切り上げてようやく事件現場に上がり込んだ僕らは、物もの珍めずらしげに女子レス部の部室を見み渡わたしていた。部へ屋やの広さは、以前お邪じや魔ましたことのある新聞部と同じく四よ畳じよう半はんほど。もっとも、ひたすらトレーニング用の道具や機器ばかりが目につく光景は、新聞部とは似にても似つかなかったけれど。

「だからこのへんのは新しいのね。しかしジムに行きつけてる女子高生ってどうなんだか」

　ふんふんとうなずく経ふみ島しま先輩が眺ながめているのは、腹ふつ筋きんを鍛きたえるためのベッドだかベンチだかわかんない台だ。その隣となりにはルームランナー、バランスボール、ダンベル台などが整然と並ならび、使われるのを待っている。要するにこの部へ屋やの中で筋きんトレすればいいいんだよな、と確かく認にんしつつ、僕はそれらを見み渡わたした。さて、どれを使おうか。

「ん？　なんかこのダンベルだけ古くないですか？」

　他の機械は綺き麗れいに手入れされているのに、このダンベル台は錆さびや汚よごれが目立っている。一番軽いのを持ち上げながら首を捻ひねっていると、ひょいっと傍かたわらから覗のぞき込こんできた先輩が「ああ」としたり顔でうなずいた。

「学校の備び品ひんシール貼はってあるし、こいつだけは前からあったんでしょうね」

「なるほど」

　納なつ得とくしつつ、僕はダンベルをそっと台に戻もどした。いや、汚きたないからとかそういう理由ではなく、絵え描かきの端はしくれとして、手を酷こく使しするのはちょっと控ひかえたいのです。筋きん肉にく痛つうで鉛筆も筆も持てなくなるなんて、絶ぜつ望ぼうにも程ほどがあるじゃないですか。ね？

「誰だれと話してるんだか。ま、このまま見てても仕方ないし、軽くストレッチしてから始めましょっか」

　先輩の一声に僕らは顔を見合わせうなずき合った。単なる筋トレとは言え、ろくにスポーツやってない僕にとっては体をほぐしておいたが無ぶ難なんだろう。というわけで屈くつ伸しんでもやろうかと腰こしを落とせば、ふとイタチさんが首を傾かしげた。

「ね、御み崎さき？　『すとれっち』って、体育の授業の前にいつもやってるような……？」

「そ。普ふ段だん運動してない輩やからは、ちゃんと筋肉ほぐさないと危き険けんだからねー」

「なんで僕だけを見ながら言うんですか！　その言葉はそっくり返します」

「ふうん……。それじゃ、真しん一いち、手伝ってくれる？」

「あ、いいよ」

　そう反はん射しや的てきに答えてしまったものの、手伝うって何をだろう。そもそも女子の体育の授業のストレッチって何やってるんだか知らないぞ──と、そんなことを思っていると、ふいに背せ中なかに暖かい感かん触しよくが伝わった。

「わっ！」

「ひゃっ！」

　思わず叫さけべば、すぐ後ろから短く可愛かわいい声が呼こ応おうする。慌あわてて振ふり返かえろうとすれば、首くび筋すじにさらさらとした髪かみの毛が触ふれ、さらに両りよう腕うでには細い腕がすっと絡からんでくる。おいおいこれは何の騒さわぎだ？　跳はね上あがってきた心しん拍ぱく数すうを強引に押おしとどめつつ、僕はそっと目線を後ろに向け、（なぜか小声で）話しかけた。

「あ、あの……イタチさん？」

「どうしたの？」

　背せ中なかをくっつけ、両りよう腕うでを絡からませたまま、きょとんと首を傾かしげる体たい操そう服ふくの妖よう怪かい少女。その屈くつ託たくのない瞳ひとみは間近で見ると何十倍にも魅み力りよく的てきなのだなあ。深く感かん激げきしつつ僕が「これは何？」と尋たずねれば、イタチさんは事も無げに答えてくれた。

「何って、体育でいつもやってる運動だよ。ほら、背中を合わせて、相手をぐーって持ち上げる、あれ。……もしかして、知らない？」

「いやいや、それは知ってるけどさ──男子の体育じゃこんなのやらないし、それに」

　まっすぐ前を向きながら、僕はもごもごと言葉を濁にごした。

　そう話している間にも、ときおり触ふれる小さな背中や、しっかり組み合わされた肘ひじからは、人ひと肌はだの熱を帯びた柔やわらかみが伝わってくる。加えて、僕より少し背が低いイタチさんの後うしろ髪がみは、ずっと首くび筋すじをくすぐっているわけで──こんな状じよう況きようで筋きん肉にくがほぐれるわけがない！

「──な、なんか、むしろ全身全ぜん霊れいがこわばってきたんだけど」

「えっ？」

　そこでようやく僕の異い変へんに気付いたのか、イタチさんはちょっとだけ振ふり向むいた。だから動くと髪の毛がさわさわと！　ああ！　美に対する感動ではなく、単なる照れと恥はじらいで飛びそうになる意い識しきをどうにかこうにか留とどめていると、ふいに背中の温度がどーんと上がり、自然に組み合わされていた腕がいきなりガチンとこわばった。

「……あの……！　ごめん、し、真しん一いち……！」

　そして背せ中なか越ごしに伝わる小さな声。どうやら僕の異い常じようの原げん因いんに気付いたはいいものの、いざ気付いてみれば急に恥はずかしくなってしまった、という状じよう況きようらしい。

　らしい、というのは、僕もまた振ふり返かえって尋たずねることができないくらいにガチガチだったからだ。ああ背中が温かい。てか、むしろ熱い。肘ひじの内側も熱い。そんでもって柔やわらかい。こわばってるけど柔らかい。ひゃー。

「あ、あの……あたし、ほら、体育の授業だと、いっつもこれだから、つい、その……ね？」

「え。そう……なんだ……。男子だと、ラジオ体たい操そう、なん、だけど……」

　熱ねつ暴ぼう走そうしそうな頭を制せい御ぎよしながらどうにかこうにか言葉を紡つむげば、背中に伝わる温度がさらに上がり、それを感じた僕の体はいっそう固まる。もうストレッチでも何でもないです。

「へ、へええ……。ぜ、ぜん、全然、違ちがうんだね」

「うん、そう……らしい、ですね」
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　そして訪おとずれる気まずい沈ちん黙もく。とてもじゃないけど「じゃあ行くよー」とか言ってイタチさんを背中で持ち上げられるはずもなく、かといって強引に振りほどくこともできないまま──心の中のどこかでこの状況を喜んでいる自分がいたことは否ひ定ていしようのない事実です。ああ、一年女子体育の三さん本ぼん松まつ先生、ありがとう──ただただ、時間だけが過ぎていく。

　そんな無む為いな停てい滞たいを打ち破ったのは、とっくに準じゆん備び運動を終えてバランスボールに器用に乗っかった経ふみ島しま先輩の一言だった。

「どうしたいの君たちは。そこに根を生やしたいの？　愛のモニュメントになりたいの？」

「な、ならないよ！」

「なりません！」

　条件反はん射しやで言い返した僕らは、それをきっかけに全く同時に腕うでを振りほどき、弾はじかれるように距きよ離りを取る。なんだか背中に残る温ぬくもりが気恥ずかしかったので慌あわてて振り返ってみれば、それはイタチさんも同じだったらしく、赤い顔と目が合った。

「じっ、時間もないからもう始めようよ真一！　えと、その、あたしこれ使うね……！」

　よっぽど恥ずかしかったのだろう、ストレッチを全く終えないまま（と言うかむしろガチガチにこわばった体で）イタチさんは傍かたわらのルームランナーへと飛び乗ると、あわあわと困こん惑わくしながらスイッチを入れた。ウィーン、と静かな音を立て、黒いベルトが回転し始める。

「え？　わ、何これ、速い──！」

　ぎゅいーんと勢いきおいよく回るベルトは確たしかに速かった。どうやら最初から高速で回転するよう設せつ定ていしてあったらしい。普ふ段だんの落ち着いたイタチさんなら対たい応おうできただろうけど、今の平へい常じよう心しんゼロもしくはマイナスもしくは虚きよ数すう域いき、みたいな状況では話が違う。イタチさんは「わ」とか「ひゃ」とか言いながらも必死に走り続けていたが、あっと言う間に足がもつれ、高速で回転するベルトがその体をぽーんと撃うち出だした。

「ひゃわっ！」

　甲かん高だかい悲鳴をあげる細身の体たい軀くが、豪ごう快かいによろめいて崩くずれ落おちる。なんとなく傍ぼう観かんしていた僕は、とっさにそれを受け止めようと駆かけ寄よったが、

「危あぶな──って、うわおうっ！」

　こちらもまた体のこわばりが取れていなかったのを忘わすれていた。盛せい大だいに足首を捻ひねって床ゆかに倒たおれた僕の体の上に、どすんと──もとい、とすんと、イタチさんが落下する。

「あ！　ご……ごめん真しん一いち、でも、ありがと……！　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫大丈夫」

　背せ中なかにイタチさんの体重を感じながら、僕はへらへら頭を搔かく。バランスボールの上で器用にあぐらをかいた先輩は、僕らを見下ろすと、やれやれと大きな溜ため息いきを吐ついたのだった。

「……磁じ力りよくか何かで引き合っとんのか、お前らは」
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「あ、また聞こえた……！」

　初心者モードに切り替えたルームランナーの上を軽けい快かいに走りながら、イタチさんがふと小さな声をあげた。同時に、巨きよ大だいなゴムボールの上で寝ねそべって黙もく々もくと読書に励はげんでいた経ふみ島しま先輩は、むくっと顔を起こしてあたりを見み渡わたしたが、やがてばふんとボールに顔を埋うめた。

「どこにも何の兆ちよう候こうもありゃしねー。言いたいことがあるなら直ちよく接せつ出てきて言えっての！」

「うーん……部へ屋やの中のどこかから聞こえてるのは確たしかなんだけど……」

　悔くやしげにイタチさんがつぶやいた。頭の上では栗くり色いろの丸い耳がぴこぴことせわしく動き、部室内の妖よう気きを探さぐっていたが、どうも調子はいまいちらしい。

「ね、御み崎さき？　これって『なんとなく声がする』って妖よう怪かいじゃないの？」

「小豆あずきとぎみたいなものってこと？　んー、ちょいとタイプは違ちがうかな」

　イタチさんの問いかけに再ふたたび顔を上げた先輩は「推すい測そくだけどね」ひょいとボールの上に座すわると、手にしていた本を開いたまま頭に乗せた。あれだけ自じ在ざいに動きながらもボールから落っこちないのは大したもんだとは思うけど、さっきから全然運動してないですよねこの人。くつろいでるだけだ。

「そーゆー現げん象しよう系けいの怪かい異いにしてはメッセージ性が強すぎるのよ、ここのは。さっきからちょいちょい聞こえてる、あの愚ぐ痴ちっぽくて恨うらめしい『声』からすると、おそらく実体を持った何かが、私たちに何かを伝えようとしてるんだと思うのね？　あ、声つっても、頭の中に直接響ひびいてきたわけだから、空気の振しん動どうであるところの物理学的な音声とは別物なんだろうけどね」

「ふうん……。でも、『実体を持った何か』って、たとえば？」

「それは後のお楽しみ。よくあるパターンでは、埋うめられたまま忘わすれられた宝物とか、怨おん念ねんの籠こもった遺い品ひんとかあたりが定番ね」

「……あたし、宝物のほうがいいなあ」

　イタチさんが苦笑する。ようやくルームランナーにも慣なれたようで（あの後二回ほどコケました）、歩調はしっかり一定していた。リズミカルに躍やく動どうする体たい軀くにはうっすらと汗あせが浮うかび、無地のＴシャツは綺き麗れいに体に貼はりついている。上じよう気きした素す肌はだは健康的に美しく、加えて、全く疲ひ労ろうの色が見えていないのも素す晴ばらしい。どっかの文化部員とはえらい違ちがいだ。

　──と、そんなことを考えるともなく考えていると、「もーちょっと続けてみるか」とつぶやいた経ふみ島しま先輩が、じろりとこちらへ振ふり向むいた。

「てかさあ。ちょっとは会話に加われよこの野郎」

「……無、理、で、す……」

　腹ふつ筋きん台だいの上にだらしなく横たわりつつ、僕はどうにかその四文字をひねり出した。そう答えた間にも、肺はいはぜえぜえはあはあと激はげしく酸さん素そを求め、体中に疲労の二文字が満ちていくのがよくわかる。背せ中なかに滲にじんだ汗が気持ち悪いが、起き上がるのも面めん倒どうくさい。今はただ泥どろのように眠ねむりたい。つーかもう泥になりたい。気持ちいいだろうなあ、泥。

「全くもう、へばるの早すぎ。もーちょっと鍛きたえときなさいよ」

　バランスボールの上に腹はら這ばいになった先輩が呆あきれた視し線せんを投げてきたが、からからに渇かわいた喉のどでは反論することすらできなかった。首だけをどうにか動かして恨うらみがましい目を向けてやれば、さっきからロクに運動してないジャージ眼鏡は「おお白しろの字じよ、無言とはなにごとか」と首を振る。

「そこは『鍛え足りなきゃ鍛えるだけさ！』くらいのことは言いなさいよね」

「……無、理、で、す……」

　反論を考えるのも億おつ劫くうなので、全く同じ台詞せりふをリピートする。今の僕は、普ふ段だんろくに運動してない文化部員に一時間も腹筋させたらこうなりますよーという見本であった。先ほど先輩は「疲つかれたら背はい筋きんに切り替えてもいいわよ」と言ってくださったが、それで何が解かい決けつすると言うんだろうか。ぜーぜー。

「ね、真しん一いち？　無理しないでいいよ、休んできたら……？」

　あまりの醜しゆう態たいを見かねたのか、イタチさんが優やさしい声をかけてくれた。その心こころ遣づかいの暖かさと、自分の情なさけなさの両方が心に染しみて泣けてくる。ここで「はっはっは、まだまだ大だい丈じよう夫ぶだよ」とか言えれば頼たのもしいんだろうけど、そんな余よ裕ゆうはこれっぽっちもありゃしない。ありがとうイタチさんと心の中で感かん謝しやしながら、僕は重たい体を引きずり起こした。

「ごめん、ちょっとだけリタイア……」

　ルームランナーの上で快かい調ちようなリズムを刻きざみ続つづける体たい操そう服ふくの少女にそう声をかけると、呆あきれ顔がおの先輩に見送られながら、僕は女子レス部の部室を後にした。

　とりあえず何か飲まないと死ぬ。
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「ふへー、生き返った……！」

　飲み干したばかりの炭たん酸さん飲料の空あき缶かんを手に、僕は大きく息を吐はいた。

　部室長屋から歩いてすぐ、駐ちゆう輪りん場じよう脇わきの古いベンチの上。ひび割れた背せもたれに疲つかれた背せ中なかを預あずければ、冷えたプラスチックの感かん触しよくは程ほど良よく冷たく気持ちよかった。妖よう怪かいの顕けん現げんを待ちながら筋きんトレを続けているはずのイタチさんには悪いけど、もう少しだけ休んでいこう。

「今戻もどっても腹ふつ筋きんとか絶ぜつ対たいに無理だしな」

　誰だれに言うともなくつぶやきながら空を見上げれば、のんびり漂ただよう大きな雲が沈しずみかけの太陽に照らされているのが目に映る。うん、今日もいい天気で何よりだ。

　と、自然にそう考えたあと、僕はふいに苦笑した。先日、穂ほ村むらに「お前、最近やたら天気を気にするよな」と言われたことを思い出す。

「──やっぱ、あいつの影えい響きようだろうなあ」

　こんなにいい日なんだから。今日は空が綺き麗れいだからさ。お決まりの台詞せりふを口にしながら空を見上げる、風変わりな友人の顔が脳のう裏りに浮うかんだ。お互たがいそんなに接せつ点てんはなかったつもりなんだけど──ほとんどの会話が「すれ違ちがい様ざま」とか「たまたま通りかかって」だもんな、入部以来の同期なのに──一年近くの付き合いともなると、けっこう影響受けてるらしい。

「って、のんびりしてどうすんだか。ええと、できれば妖怪がもう出てて、なおかつ解かい決けつしてますように……と」

　ムシのいい祈りを捧ささげながら、よっこらしょとベンチを立つ。空き缶はどこかに捨てておきたいんだけど、自じ販はん機きの横にゴミ箱があったよな。そんなことを思いながら駐輪場の自販機へ目を向ければ、ジャージ姿すがたの六、七人の生徒がわいわいと歩いてくるのが見えた。

　土で汚よごれたプランターや小さなショベル、土の詰つまったカップを並ならべたトレーなどを手にしているところを見ると、どうやら園芸部の皆みなさんらしい。そう言えば、園芸部の部室って女子レス部の隣となりだっけ？　今から部室に戻るところかな？

「だから何をのんびりしてるんだ。観察してる場合じゃないだろ、ほら、戻るぞ」

　自分に自分で活かつを入れ、僕はようやくベンチを立った。少しだけ疲れの抜ぬけた足で、自販機の隣のゴミ箱へ向かう。園芸部の皆さんと無言ですれ違うのも何なので、なんとなく「どうも」とか言いながら小さく頭を下げる。そしてゴミ箱に空き缶を投げ入れた時。

「──ん？」

　なんだか小さな違い和わ感かんが、心の端はしにふっと浮かんだ。

「……今、見知った顔がなかったか？」

　園芸部には知り合いはいないはずなのに、そんな気がして仕方ない。

　というわけで振ふり返かえってみれば、こちらを見ている園芸部員さんの姿すがたが目に映った。黒いポットを並ならべたプラスチック製のトレーを両手で抱かかえた、ジャージ姿の女子生徒だ。ボリュームのある柔やわらかそうな三つ編みが印いん象しよう的てきだが、長く伸のばした前まえ髪がみが両目を覆おおっているので、素す顔がおははっきりわからない。立ち止まっているところを見ると、どうやら向こうも僕と同じような違い和わ感かんを覚えたらしいけど、いったい誰だれだ───と再ふたたび首を捻ひねった瞬しゆん間かん。先月の記き憶おくがフラッシュバックし、僕は思わず叫さけんでいた。

「ああっ！　そうか、多た々た羅ら木ぎのとこの念ねん動どう力りき！」

「あ、あなたはやっぱり……！　イタチの人と一いつ緒しよにいたスケッチブック……！」

　同時に響ひびく驚きよう愕がくの声。ジャージと三つ編みのせいでイメージが変わってたから気付かなかったけど、よくよく見れば間ま違ちがいない、袋ふくろ担かつぎの一件で僕を空中に磔はりつけにしたあの人だ！　一方、向こうも僕の素す性じように気付いたらしく、おどおどと怯おびえながらも身み構がまえた。前髪の下に隠かくれた瞳ひとみが、まっすぐ僕へと向けられる。げ、もしかしてここであの念力を使うつもりか！

「ん。どうしたんだ多々羅木？　知り合い？」

「念動力って何？　そんで彼のどこがスケッチブック？　人だよ、人」

　傍ぼう観かんしていた園芸部員の皆みなさんが、立ち止まっていた仲間へと声をかけた。と、多々羅木兄妹きようだいの片かた割われは弾はじかれたように振り返り、恥はずかしげに首を振る。

「な、何でもありません！　お待たせしてごめんなさい、行きましょう」

「いや、いいの？　明らかに彼もあなたも話がありそーな顔だけども」

「い、いいんです部長、あの人はほんとにどうでもいいんです！」

　ぽっちゃりした女子生徒（部長さんらしい）相手に、多々羅木妹が必死に懇こん願がんする。とりあえず、この場で猫ねこパワーを発はつ揮きする気はないらしいと気付き、僕は肩かたの力を抜ぬいた。

　そっちにその気がないのならもちろんこっちも仕し掛かける気はないし、そもそも僕には仕掛ける術すべもない。やれやれ、助かった助かった。

　──と、安心するのと同時に。ふと、ちょっとした思いつきが心に浮うかんだ。

　あたりを慌あわてて見み渡わたせば、あのしかめ面つらの剣けん道どう着ぎや饒じよう舌ぜつなカラスの気配もない。よし、と確かく認にんしつつ、僕は思わず声を発していた。

「あ、多々羅木いも──じゃない、多々羅木さん！　ちょっと待って！」

　不意打ちじみた呼よびかけに、去ろうとしていた小さな背せ中なかがびくっと震ふるえて硬こう直ちよくする。ややあって、ゆっくり振り向いた人ひと影かげに、僕はなるべく穏おだやかに話しかけた。

「ごめん。少し聞きたい──いや、聞いて欲しいことがあるんだけど……いいかな？」




「そ、そ、それで……私に話って何ですか」

　ベンチの端はしっこに腰こしを下ろした多々羅木さんは、土入りのカップが並んだトレーを傍かたわらに置くと、不信感剝むき出だしの声で尋たずねる。そこにトレーを置いたってことはつまり、隣となりに座すわるなってことだよな。僕は大人しくベンチのもう片かた端はしへと腰こし掛かけながら、つい、ぽつりとつぶやいた。

「そっちは明らかに僕より強いんだから、そこまで警けい戒かいしなくてもいいのに」

「無理ですっ！」

　いきなりピリピリした声が飛んでくる。あ、どうやら今のは向こうの耳にしっかり届とどいていたらしい。僕は「ごめん、独ひとり言ごとのつもりだった」と謝あやまると、一ひと呼こ吸きゆうを挟はさんで口を開いた。

「知ってるかもだけど、僕は美術部の白しら塚つか真しん一いちです。こういう話って苦手なもんで、どう切り出していいのかわからなくてさ。だから、いきなり聞くけど……いい？」

　そこでいったん言葉を区切って返事を待つ。しかし反はん応のうは無し。

　でもまあ、こうして聞いてくれているだけで充じゆう分ぶんではあるけれど。少なくとも、唐とう突とつに殴なぐりかかってきたり、騒そう々ぞうしい茶々を入れて議論を台無しにされるよりも数十倍はありがたい。

　無論、この人が残って話を聞いてくれているのは、僕に同どう情じようしてくれたからとか、実は和わ解かいしたがっているからではなく、単純に人の頼たのみを断ことわるのが苦手な性しよう分ぶんだからってことは想像はつく。で、そんな人──あ、いや、猫ねこの妖よう怪かいなのか──をつかまえて強引に問いつめたりして申もうし訳わけない、とも思う。思うけどこれだけは聞いておかなくちゃ。

　僕は小さく息を吸うと、さっきより少しだけ大きな声ではっきり言った。

「あのさ、多た々た羅ら木ぎさん。なんで、僕らの邪じや魔ましてるの？」

　それだけを尋たずねて答を待つも、再ふたたび、返事は無し。ぎゅっというかすかな音が響ひびいたのは、ジャージの裾すそを握にぎりしめたからだろうか。ひたすら沈ちん黙もくを保たもつしかない、そんな決意がベンチの端から伝わってきた。

　やっぱそういう反応か。まあ予想の範はん囲い内ないではあったので、そのまま続けることにする。

『対話が続かない、相手が心を開いてくれない──そんな時、なすべきことはただ一つ。できる限かぎり、自分一人でしゃべりまくるのよ。チェスタトンの教えだけどね。で、相手が我が慢まんできずに口を挟はさめば、そこに真意があると知るべし』

　いつか聞いた経ふみ島しま先輩の言葉を思い出しつつ、僕はなるべく穏おだやかに話しかけた。

「知ってる？　多々羅木さんたちが守ろうとした妖怪って、どれも危あぶないやつばっかりなんだ。放っておくと、確かく実じつに誰だれかが危き険けんな目に遭あう。そもそも、僕らは──あ、僕らってのは、イタチさんとか、犬いぬ神がみ使つかいの滝たき沢ざわさんとかのことだよ──物ぶつ騒そうな妖怪しか相手にしないしさ」

　いったん言葉を句切って反応を待つも、返事なし。よし続けよう。

「そういうんじゃない妖怪もけっこう多くて、そこらへんは放置してるんだ。まあ、対たい処しよのしようがないのもいるんだけど。たとえば一いつ瞬しゆんしか出ない『袖そで引ひき小こ僧ぞう』とか……って、話が逸それたか。えーと、だからさ、多々羅木さんたちがなんであんなことしてるのか、さっぱりわからなくって困こまってるんだ。カエルを起こしてすぐに逃にげたり」

　はい、反応無し。ドンマイ、気にしない気にしない。

「退たい治じされる妖怪が可哀かわい相そうで、それで守ろうとしてるのかなーと思ってたんだけど……。ほら、多た々た羅ら木ぎさんたちも妖よう怪かいだから」

「人です」

「同どう情じようしたとかそんな理由で──って、え？　今、何て？」

　ようやくのリアクション。一ワンテンポ遅おくれて、裏うら返がえり気ぎ味みの声で慌あわてて聞き返せば、ベンチの端はしに腰こし掛かけたまま、多々羅木さんは静かに、そして明めい確かくに繰くり返かえした。

「人です、って言いました。……わ、私……私たち、妖怪じゃ……ありませんから！」

「あ、そうなの？　ごめん！　でも、多々羅木さんの念力とか、それにお兄さんの」

「──化ばけ猫ねこの血が流れているのは本当です」

「化け猫の……血？　それがあるから、ああいう力が使えるってこ」

「そうです！　──そ、それでも……それでも！　ひ、人なんです、私たちは！」

　僕が質問を言い終える前に、ずばずば言葉が飛んでくる。さっきまでの沈ちん黙もくが噓うそに思える、畳たたみかけるハイテンポだ。堰せきを切ったような勢いきおいに圧あつ倒とうされていると、ふと多々羅木さんは声のトーンを落とし、おずおずと、そしておどおどと口を開いた。

「あの……白しら塚つか、さん？　本ほん町まちの化け猫屋や敷しきの伝説はご存ぞん知じですか？」

「へ？　うん、まあ、名前くらいは……聞いたことがあるような」

　僕は地元生まれの地元育ちではあるけれど、だからって地ち域いきの伝説に詳くわしいわけじゃない。うろ覚えの記き憶おくを頼たよりに「猫が化ける話だっけ？」と不安げに答えれば、三つ編みにジャージの園芸部員はくすっと小さく微笑ほほえんだ。

「ええ。化け猫ですからね」

「あ、そりゃそうか。ごめん」

　思わずドキッとした気持ちを隠かくしつつ、僕は小さく頭を下げた。夕日に照らされたその笑顔は──こんな時に不ふ謹きん慎しんだとは思うけど──なかなか新しん鮮せんで、そして綺き麗れいだった。そうか。この人、こんな顔で笑うんだ。

「私の家に伝わっているお話なのですが……。簡かん単たんにまとめますと、昔、猫を可愛かわいがっている侍さむらいがいて、その飼かい猫ねこが女性に化けて侍と結ばれる──という筋すじ書がきです」

「へー、いい話だな」

　素す直なおに感想をつぶやく。化け猫屋敷って言うからにはもっと陰いん惨さんでドロドロしてると思ってました、とは（思っても）言わない。せっかく会話が弾はずんできたのに、ここで怒おこらせるわけにはいきません。しかし「やっぱりハッピーエンドはいいよね」などと言いながら続きを待っていると、多々羅木さんはふと悲しそうに首を振ふった。

「ううん、いいお話かどうか……。やがて正体がばれてしまい、役人や町の人々に追われた猫は、産んだばかりの子を残して姿すがたを消した、という結末ですので……」

「そ──そうなんだ。それはその、なんか、ごめんなさい」

　てかバッドエンドなら先にそう言って欲しかったです。そう付け加えれば、多々羅木さんは慌あわてて「そんな……こちらこそ気が付かなくてごめんなさい」と頭を下げた。うーん、そんなにおどおどびくびくしなくてもいいのになー。少なくとも話が通じる分だけお兄さんよりはまともだから自信を持てばいいのに、と思います。これも言わないけど。

「もちろん、この伝説がどこまで本当なのかはわかりません」

　と、多た々た羅ら木ぎさんの口調がしんみりしたものに戻もどった。前まえ髪がみで隠かくれた瞳ひとみを誰だれもいない夕ゆう暮ぐれの空間に向けながら、園芸部の少女は言葉を紡つむぐ。

「多々羅木家の血ち筋すじが先にあって、そこから作られた話なのかもしれません。……ただ、私の家に不思議な力が受うけ継つがれてきたこと、そして、その力を持った子が今でも生まれることがあるのは、事実なんです。発現する能のう力りよくや体質には個人差がありますが、どれも化ばけ猫ねこに由来するもの。兄さんは、あの極きよく端たんな運動能力。そして私は──」

「念ねん動どう力りき？」

　その問いかけにこくんと無言でうなずくと、多々羅木さんはふいに僕へと顔を向けた。

「……私たちの事じ情じよう、お分かりいただけましたでしょうか？」

「え、はい、それはもう。聞かせていただきありがとうございましたです」

　丁てい寧ねいな物言いに釣つられ、中ちゆう途と半はん端ぱな敬けい語ごが出てしまう。それを聞いた多々羅木さんは、口元を隠すようにしてくすっと微笑ほほえんだ。

　あ──うん。やっぱり綺き麗れいだ、この人。

　着古したジャージに土で汚よごれた軍手というアウトドアな出いで立たちと、仕草や物言いの端はし々ばしから感じられる上品さのギャップはこれがなかなか魅み力りよく的てきで、僕は思わず息を吞のんだ。風景込みで淡あわいタッチで描かけば、すごくいい絵になりそうだ──と見み惚とれていると、多々羅木さんはふいに「あ！」と口を押おさえた。どうしたの、と尋たずねる間もなく、不安げな顔が僕へと向く。

「ありゃ、また元に戻っちゃったかー。せっかくいい顔だったのに」

「え？　いい顔って、そんな……か、からかわないでください！」

「いや、こんなことで噓うそなんか言うもんか。さっきの笑顔は良かったよ」

　白しら塚つか真しん一いちは自分の目と心には噓を吐つけない男です。そんな気持ちを込めて明言すれば、多々羅木さんは「も、もういいです、そんなことより」と重たい口調で先を続けた。

「あ、あの……今ほど、つい、私の家の事情をお話ししてしまったのですけれど」

「へ？　ええ、まあ、確たしかに聞きましたが」

　けろりとうなずけば、多々羅木さんは悲しげに顔を伏ふせ、「ですよね」と重たげにつぶやく。自分一人のミスで世界が終わるんじゃないかって顔色が、妙みように不安を煽あおります。

「その……こちらからお話ししておきながら、勝手な申し出とは存ぞんじますが……今お聞きになられたことは、どうか、白塚さんお一人の胸むねにしまっておいていただくことはできますか？」

「はい？　えーと、つまり……」

　言い回しがややこしいので意味はよくわからない。要するに何をしろと？　僕が頭を捻ひねっていると、それを否ひ定ていと見たのか、多た々た羅ら木ぎさんは「お願いいたします！」と声を重ねた。

「わ、わ……私にできることなら、にゃ、ニャんでもさせていただきますので……！」

「にゃ？」

　妙みような発音に顔を上げれば、軍手に包まれた小さな手を組み合わせて懇こん願がんする多々羅木さんの顔が、すぐ目の前に迫せまっていた。

「わ、いつの間にこんな近くまで！　いや、そんな追いつめられた顔でじわじわ寄ってこなくていいから！　何もしなくていいですから！　いいですから！」

　慌あわててぶんぶん手を振ふれば、化ばけ猫ねこの血を引く園芸部員さんは「で、ですよね……ごめんニャさい」と顔を伏ふせてしまわれた。どうやら焦あせると言葉の端はし々ばしが猫っぽくなるらしい。

「私なんかにできることニャど、ありませんものね……。こんな、トロいだけの女なんて」

「へっ？　あーいやいやいやいや、話の方向性がよくわかんないけど、そういうことじゃないからね！　と言うかさ、多々羅木さんはもっと自分に自信を持てばいいと思うよ、ネガティブにならなけりゃ可愛かわいいんだし！」

「やめてください、そんニャ……！　どうせ私は兄さんと違ちがって、多々羅木の力もろくにコントロールできニャい、駄だ目めな女ですから……！」

「いや、あれは充じゆう分ぶん凄すごいと思うよ！　だから自信を──って、何の話だっけ？」

　ひとりでにどんどん沈しずんでいく多々羅木さんを必死に盛もり立たてつつ、僕は頭の中を整理する。えーと、この人の要求はつまり何だったかと言うと──？

「……つまり、多々羅木さんの一族の話とか化け猫の血ち筋すじは黙だまってろってことだよね？」

　確かく認にんするように尋たずねれば、照れてるんだか沈しずんでるんだかよくわからない顔の園芸部員は、無言のまま首をまっすぐ縦たてに振った。

「何だ。そんなことなら、言われなくてもわかってるよ」

　拍ひよう子し抜ぬけしながら、僕はあっさりうなずいた。と、それを聞いたとたん、沈み込む一方だった半はん妖よう少女はハッと顔を上げ、ぽかんと丸く口を開けた。

「え。そんなにあっさりと……？　そ、それで、その……代だい償しようは？」

「代償？　いや、だから何もいりませんってば。そういう話は慣なれてるし」

　半ば呆あきれながら手をひらひらと振ってみる。それを見た多々羅木さんは、どうやらようやく僕が噓うそを言ってないとわかってくれたらしい。「ありがとうございます」と頭を下げると、園芸部員さんはジャージの上から意外とふくよかな胸むねに両手を当て、ほっと息を吐ついた。

「ああ……ほんと、良かった……」

「そんなに安心しなくても。だいたい、なんでそこまで心配したの？」

　やたらと長い嘆たん息そくに笑いが漏もれそうになるのを堪こらえつつ尋ねる。と、落ち着きを取とり戻もどした多々羅木さんは、どこか淋さびしげに口を開いた。

「多々羅木の家が妖怪混まじりだということは、くれぐれも隠かくしておけ──。私も兄さんも、幼おさない頃ころからそう言われて育ったのです。猫ねこの血が色いろ濃こく発現したご先せん祖ぞ様の中には、人じん外がいの者として謂いわれのない迫はく害がいを受けた者もいると聞きますし、それに……」

「──あ。ごめん、わかった」

　多た々た羅ら木ぎさんの言葉に口を挟はさみ、僕は静かにうなずいた。そういう理由なら、あれだけ狼ろう狽ばいしたのもよくわかる。八や雲くもちゃんのことと言い、ほんと、これだから人間ってやつは！

「……なんかもう人としてすみません」

「あ、いいですよ、そんな……私こそ、気を遣つかわせてしまって、ごめんなさい」

　少し重たくなった空気の中で、僕らは同時に謝あやまっていた。

　ま、とりあえず、今の話を聞けただけでも良かったな。そんな思いが心の中にふと浮うかぶ。多々羅木兄妹きようだいの抱かかえている事じ情じようもわかったし、これが和わ解かいのきっかけになれば──。

「──待った！」

「にゃっ！」

　唐とう突とつな僕の叫さけびに反はん応のうし、ジャージの少女がびくっと震ふるえた。驚おどろかせてごめんと内心で謝りつつ、僕は体を丸ごと多々羅木さんへと振ふり向むける。

「うん。多々羅木さんちの秘ひ密みつはよくわかったよ、教えてくれてありがとう」

「あ、いえ、そんな……」

「いえいえこちらこそ──じゃなくてっ！　あのさ、多々羅木さんたちが、危き険けんな妖よう怪かいを守ったり焚たきつけたりしてる理由って、結局、何なの？　なんでそんなこと続けるの？」

　ベンチの上に飛び乗る勢いきおいで、最初の質問を再ふたたび口にする。

　そう。途と中ちゆうから始まった多々羅木家独どく白はく劇げき場じようにすっかり流されていたが、そもそも知りたかったのはそこなのだ。そこがわからんことには和解も何もあったもんじゃない。というわけで僕は三つ編みの園芸部員をまっすぐ見つめて問いつめたのだが、帰ってきたのは「ごめんなさい」の一言だった。

「……それは、言えないってこと？　それとも、これからも続けるってこと？」

　そう問えば、多々羅木さんは無言でこくんとうなずいた。予想できた答ではあるけれど、打うち解とけられたかと思った矢先にこう来られると、正直、ちょっとショックではある。がっくり肩かたを落とす僕を、化け猫の血を引く少女は申もうし訳わけなさそうに見つめ、言った。

「ほ、本当に……ごめんなさい。理由くらいは話してさしあげたいのですが……その、兄さんに『話したところで無む駄だだ、誰だれにも言うな』と止められていますから……」

「あー、あのお兄さんか」

　袋ふくろ担かつぎ戦せんでの会話を見た限かぎり、この兄妹、上下関係がムダにしっかりしてるっぽいしなあ。正直、兄が妹より偉えらい道理もないとは思うし、妹の行動を規き定ていするなんて無茶もいいとこだとは思う。思うけど、それを多々羅木さんに言ったところでこの人が困こまるだけで何の進しん展てんにもならないだろう。「ありがとう、もういいよ」とだけ返事すれば、多々羅木さんはしゅんと縮ちぢこまり、小さくぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい。もし話したことが露ろ見けんすれば、ベリーにも叱しかられてしまいますので」

「大変だね……って、ベリーって誰だれ？　話の流れ的にあのカラス？」

　ベリーって顔じゃないぞ、あれは。そう思いながら問いかければ、ジャージの似に合あう園芸部員さんは、大変あっさりうなずいた。

「ええ、ブラックベリーのベリーです。ほら、黒いですから」

「……はあ。もしかして多た々た羅ら木ぎさんの命名？」

「あら。どうしておわかりなんですか？」

　はっと驚おどろく多々羅木さんである。いちいち口を隠かくす仕草は奥おくゆかしいけど、土で汚よごれた軍手では顔に触ふれないほうがいいですね。僕は「さすが園芸部」とだけ答えると、もひとつ質問、と片かた手てを上げた。

「あのカラスは何なの？　多々羅木家に代々仕つかえる使つかい魔まみたいなもの？」

「あ、いいえ……。去年の秋頃ごろに現れて、兄さんと一いつ緒しよに行動するようになったんです。騒そう動どうのあるところに現れる、フリーの妖よう怪かいだって言ってますけど、詳くわしいことは……」

　フリーと来ましたか。しかし、たいがいの妖怪ってフリーなんじゃなかろうか？　専せん属ぞく契けい約やくしてる妖怪なんてライカくらいしか知らないぞ。稲いな葉ば先生の管くだ狐ぎつねとか、奈な良ら山やまの松明たいまつ丸まるは、単品の妖怪って言うよりも妖よう術じゆつの延えん長ちよう線せん上じようだろうし。

「ベリーは口は悪いし、特別な能のう力りよくも持っていないんですけど……いろいろ妖怪のことを知ってますから、兄さんは重ちよう宝ほうしているみたいです。私は怒おこられてばっかりですけどね」

「はー、なるほどね。こっちで言う経ふみ島しま先輩みたいなもんか」

「……ふみしませんぱい？」

「そうそう──って、いや、何でもないから！　今のは聞かなかったことに！」

　気が緩ゆるんでいたのか、多々羅木さんの調子が移うつったのか、うっかりえらいことを言ってしまった。慌あわてて席を立ってぶんぶんと両手を振ふる僕を、奥ゆかしい園芸部員さんはきょとんと見つめていたが、ややあって「わかりました」と確たしかな笑みを浮うかべた。

「長話を聞いていただき、ありがとうございました。私、そろそろ部室に戻もどりますね」

　傍かたわらに置いていたカップの並ならぶトレーを手に、多々羅木さんが立ち上がる。僕は「こっちこそありがとう」と軽く頭を下げ、今さらのように言い足した。

「──多々羅木さん、園芸部だったんだね。茶さ道どうとか華か道どうとかやってそうなイメージだったから、ちょっと意外だったな」

　その言葉に、歩き始めていた園芸部員は立ち止まって振り返り、はっきりと言った。

「土いじりが好きなんです」

　その顔に浮かんでいたのは、紛まぎれもなく今日一番の笑みだった。

　沈しずみかけた三月の夕日をいっぱいに浴びながら、さっきまでの怯おびえた態たい度どが噓うそに思えるくらいの明るさで、三つ編みの少女がのびのびと微笑ほほえんでいる。
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　そうか、好きなことを好きだって言い切れる人は、こんなにも魅み力りよく的てきに見えるのか。言葉を失った僕の目の前で──なんでスケッチブックを持ってないんだと後こう悔かいしたのは言うまでもない──ジャージの似に合あう園芸部員は、小さく苦笑した。

「似合わないって、よく言われるんですよ。中学までは日にち舞ぶしかやらせてもらえませんでしたし。高校でも続けろとは、兄さんや両親からも言われていたんですけど」

「おー、さすが旧きゆう家か。……でもそれがなんで園芸部？」

　かなり路線が違ちがうよなーと思って問えば、多々羅木さんは割り切ったような笑みを浮うかべ、そしてきっぱり言った。

「なくなっちゃったんです、日舞同好会」

「なくなった？　ああ、もしかして今年の春のサークル大だい刷さつ新しんで……！」

　あの時期は美術部の再さい編へんでばたばたしていたから詳くわしくは知らないけど、部員もほとんどいないのに残ってたサークル（伝でん統とう芸げい能のう系けいが多かったとか）がごそっと潰つぶれたんだっけ。言うまでもなく、江え戸ど橋ばし生徒会長の打ち立てた「部員四人でサークル設せつ立りつ可か能のう、ただし部員が三人以下のサークルは強制廃はい部ぶ」というルールによるものだ。

　しかし、そういう事じ情じようなら今の生徒会にも恨うらみがあるのでは？　そう思って尋たずねてみれば、もと日舞同好会のお嬢様は意外にも首を横に振ふった。

「そんなことありません。むしろ、今の生徒会長さんには感かん謝しやしているくらいです。今はこうして好きなことができていますし、それに……そ、その……格かつ好こういい……ですから」

「へ。格好いいって、江え戸ど橋ばしさんが？」

「はい！　あの知的な振ふる舞まいが……って、あ！　あの、この話も兄さんやベリーには」

「わかっております。もちろん誰だれにも言いません」

　神しん妙みように人差し指を口に当ててみせれば、かなり口の軽い園芸部員さんは「ありがとうございます」と頭を下げ、そしてようやく歩き出した。

「──あ、そうだ！　最後にもう一つだけ！　それって何て花？」

　ジャージの背せ中なかを見送りながら声をかければ、

「カボチャです。食べられないものは作っても仕方ありませんから」

　これまた予想外な答を残し、そして園芸部員さんは歩き去った。




「……さて、と。さすがにそろそろ戻もどらないとな」

　多た々た羅ら木ぎさんが視し界かいから消えた後、僕は頭を搔かきながらつぶやいた。なんとなく流れで見送ってしまったけれど、僕もあっちへ戻らないといけないわけで。予想外に遅おそくなってしまったけど、女子レス部部室の怪かい異いは無事に現れたのだろうか。できれば妖よう怪かいがもう出てて、なおかつ解かい決けつしてますように。

　──と、変わり映えのしないことを考えながらベンチを立とうとしたその時だ。

「カボチャを育てる猫ねこ娘むすめか。これがほんとの猫ねこ南瓜かぼちやね」

　わけのわからないことを言いながら、ベンチの下から小こ柄がらな人ひと影かげが這はいだした。

「ぬわああああああああああっ！　何だ何だ、いきなり何だ！　新あら手ての妖怪か！」

　思わず身み構がまえた僕だったが、その目の前で、謎なぞの人影はひょこっと立ち上がって背を伸のばした。羽は織おったジャージに、二つに分けた長い髪かみ。大きな眼鏡のフレームに夕日を反はん射しやさせながら不ふ敵てきに笑うその姿すがたは、紛まぎれもなく経ふみ島しま先輩であった。

「……いつからそこにいたんです？　どうしていつもいつも普ふ通つうに出てこられないんです？　あと『これがほんとの』の使い方、間ま違ちがってないですか？」

　ほっと安心しつつ呆あきれた視し線せんを向けてやれば、先輩は「質問が多いわね」と肩かたをすくめた。

「一つ、つい今しがたから。ただし、そのしばらく前からそこの自じ販はん機きの陰かげにいたけどねー。二つ、そういう性しよう分ぶんだから。三つ、猫南瓜って題の後あと味あじの悪い昔話があるのです」

　以上、回答終了。そう言ってうなずくと、ふいに先輩はじろりと僕へ視し線せんを向けた。

「つかね、呆れるのはこっちだわよ。私らに妖怪を押おしつけておきながら──あ、女子レス部部室の怪は解決したから安心なさい──てめえは敵てき勢せい力りよくの女を口く説どいてやがるって、そりゃーいったいどういう了りよう見けんだこの天然ジゴロ。あのネガい前髪女がそんなにいいのかって、イタチちゃんもご立りつ腹ぷくですわよ？」

「え。イタチさんも来てるんですか？」

　先輩が指し示す方ほう角がくへ慌あわてて振ふり向むけば、自転車小屋の脇わきに、ばつの悪そうな顔で立つイタチさんの姿すがたが目に映った。ごめんね、と上うわ目め遣づかいで謝あやまりながらやってきた妖よう怪かい少女に、僕は「いいよ」と苦笑を返した。どうやら多た々た羅ら木ぎさんとの会話を隠かくれて聞いていたらしい。

「全然気付きませんでしたよ……。二人とも、いつからいたんです？」

「うっかり園芸部が多々羅木家の秘ひ密みつを話しちゃったあたりから。ねー」

　悪びれることなく経ふみ島しま先輩はしれっと答え、そしてイタチさんは決まり悪そうに「うん」とうなずく。けっこう前から聞かれていたようだ。

　ああ、ごめんなさい多々羅木さん。秘密は守られませんでした。でもまあ僕が話したわけじゃないし、この人達なら他人に話すことはない……と思うので許ゆるしてください。

「しかし、いたんならどうして出てこなかったんです？　イタチさんにも関係ある話だったし、先輩がちょいちょい解かい説せつしてくれれば、いろいろ理り解かいしやすかったのに」

「こりゃこりゃ。女心がわかっとらんね君」

　割と素す直なおな気持ちを語れば、先輩は人差し指をちっちっちと振った。

「あの片かた目めだけ猫ねこ娘むすめは、無力で無害でヘタレで馬鹿っぽいあんたが相手で、しかも一対一の状じよう況きようだったからこそ、あんだけ饒じよう舌ぜつになったんでしょうが。『兄さん』に毛け嫌ぎらいされてる私とか、物理的に強いイタチちゃんがあの場にいたらどうなったと思う？　物もの凄すごい勢いきおいで萎い縮しゆくするか光速で逃にげてくかの二に択たくよ、ほぼ確かく実じつに」

「……あー、なるほど」

　無力で無害でヘタレで馬鹿は言い過ぎだとして、それは確たしかにそうかもな。デフォルトでおどおどびくびくしてるあの人の顔色や態たい度どを思い出し、僕はしみじみつぶやいた。

「意外といろいろ考えてるんですね、先輩」

「意外とは失礼な。まあ、隠れて聞こうって言ったのはイタチちゃんだけどね」

「へー、そうなんだ」

　気を遣つかってくれたのならありがとう。僕は自然に声をかけたのだけど、なぜか返事がない。どうしたのかなと思って視し線せんを向ければ、体たい操そう服ふくの妖怪少女は視線を落とし、小さな溜ため息いきを吐ついていた。「やっぱり妖怪って」とか、そんなつぶやきが聞こえる。

「……はい？　もしもし、イタチさん？」

　うーん、さっき出てきた時からどうも変なんだよな。そう首を捻ひねりつつ、少し大きな声で呼よびかけてみると、細身の体たい軀くはようやくびくりと反はん応のうした。

「えっ？　う、うん……！　どうしたの、真しん一いち？」

「いや、そんなにびっくりしなくても。てか、どうしたのってのは僕が聞きたいくらいなんだけど……。あ、もしかして女子レス部の部室で何かあったとか？」

　いつの間にか解かい決けつしてしまったらしいけど、トラウマになりそうな事件だったのだろうか。不安に思って尋たずねれば、困こまったような笑みが返ってきた。

「ううん、何でもないよ。そっちは無事に解かい決けつできたし」

　そう言ってくれるのはありがたいけど、声の調子には依い然ぜんとして張はりがないわけで、よけい心配してしまう。あからさますぎる空元気は逆ぎやくに不安を誘さそうのだ。

「猫ねこ娘むすめの話を聞いたあたりからそんな調子よねー。ほんと、どーしたのイタチちゃん？」

　経ふみ島しま先輩も気にしているのか、気き遣づかうような視し線せんをイタチさんに向けた。

　多た々た羅ら木ぎさんの話を聞いてからってことは、優やさしいこの人のことだから、境きよう遇ぐうに同どう情じようした……とか、だろうな、たぶん。そういうことなら僕には何もできないし、本人が「何でもない」って言ってる以上は追つい及きゆうしないほうがいいだろう。というわけで僕は（不安を感じながらも）話題を変えることにした。

「女子レス部のほうは、結局何がどうなったんです？」

「ああ、あれはねー。……そもそも私らが出で張ばる必要あったのかどうか」

「で、でもほら、解決して良かったよ、ね？」

　やれやれと経島先輩が肩かたを落とし、イタチさんがそれをフォローしている。いったい女子レス部の部室で何があったんだろうかと、僕は首を傾かしげることしかできなかった。




　　　　＊＊＊




「──へえ。古くなったダンベルが？」

「うん。新しいトレーニング用の機器がいろいろ入って、自分が使われる回数が減へったもんだから、そのことで愚ぐ痴ちってたんだってさ」

　それから数日後、放課後の美術室。

　愛用の油ゆ彩さいセットの手入れにいそしむ奈な良ら山やまに、僕は事件のあらましを説明していた。滝たき沢ざわさんの先輩が来月から一人暮ぐらしを始めるとかで、女性陣じんはみんな（二人だけですが）プレゼント選びに付いて行ってしまったので、今日の美術室は珍めずらしく男だけなのです。

「古い道具に意い志しが宿やどることは偶たまにあるからね。大事に使われてたなら、尚なお更さらだろうし」

　パレットにこびりついた絵の具をナイフで削けずりながら、しみじみと語る天てん狗ぐ様。机の上に大きく広げた九きゆう尾びの狐きつねの絵を前にして、僕は「ふーん」とうなずいた。

「経島先輩もそんなこと言ってたなあ……。『付つく喪も神がみ』だっけ？」

「うん。神って名前の割には地味な妖よう怪かいだけど。俺も何度か見たことあるよ」

　懐なつかしいね、などと口にしながら、奈良山はパレットの上に片かた手てをかざす。と、その手の平からふわりと風が吹き出したかと思うと、削った絵の具を舞まい上あげ、美術室の隅すみのゴミ箱へと運んでいった。便利なものだと感心していると、奈な良ら山やまは「よし」と小さくうなずいて背せ筋すじを伸のばした。道具の手入れは一ひと段だん落らくってことらしい。

「それで白しら塚つか？　そのダンベル、結局どうなったんだい？」

「……それがですね。他の部員より一足早くロードワークから帰ってきた獅し子し岩いわさんが、事じ情じようを聞いたら激げき怒どしたらしくって」

　先輩とイタチさんが苦笑混まじりで語った話によれば、それはもう怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いきおいで怒いかり、物もの凄すごい剣けん幕まくでダンベルを叱しかりつけたらしい。

『ダンベルをもっと使えだと？　馬鹿を言うな、筋きんトレで何より大事なのは全体のバランスだ！　貴き様さまもトレーニング用に作られた道具のくせに、そんなこともわからんのかっ！』

　──とまあ、そんな感じで叱られたダンベルはすっかり萎い縮しゆくして黙だまり込こんでしまい、かくして「女子レス部の部室に響ひびく恨うらみの声」事件は解かい決けつしたんだそうです。めでたしめでたし。

「へえ。それは良かったね」

「え？　今の話をそんなにあっさり納なつ得とく？　いや、無理矢理黙らせるようなやり方で良かったのかなーと、僕は思ってるんだけど……」

　経ふみ島しま先輩は「本人同士が納得したんだからそれでよし！　雨あめ降ふって地じ固かたまる！」とか言ってたが、仮かりにも相手は妖よう怪かいだ。後で祟たたりが起きたりするんじゃなかろうか。そう尋たずねてみれば、奈良山はポケットから取り出したチョコレートを手に「それはないよ」と微笑ほほえんだ。

「付つく喪も神がみにそういう力があれば、最初から使ってるよ。道具の化けた妖怪は基本的に気が小さいし、それに、今回のは女子レス部の部長に理があるわけだろ？　正しさはね、強いよ」

　飄ひよう々ひようと語りながら、奈良山は小さな四角形を口に運ぶ。こいつがそう言うんならそうなのかもなーと納得しつつ、僕はふと言い足した。

「奈良山がお菓か子し食べてるなんて珍めずらしいよな」

「貰もらったんだよね。時期外れだけどって」

　控ひかえめに肩かたをすくめると、奈良山は丁てい寧ねいに包ほう装そうされた小さな箱を片手で示す。貰ったってことは、お土産みやげだろうか。しかし時期外れってのは何だろう。妖怪同士の風習？　お菓子を贈おくるってことは、ハロウィンみたいなものか？

『やあ、こんばんは。お菓子をくれないといたずらするよ』

　ドラキュラ風のマントを羽は織おって玄げん関かん口ぐちに佇たたずむ奈良山の姿すがたを想そう像ぞうしてしまい、僕は頭をぶるぶる振ふった。ないない、たぶんそれはない。と言うか考えても仕方ない。奈良山の交友関係は未だに謎なぞだけど、それぞれ固こ有ゆうの事情があるのはどんな人でも妖怪でも同じこと。で、とりあえず今の僕のやるべきことは眼がん前ぜんの絵の完成だ。

　三月中には仕上げるぞと気合いを入れ、僕は絵筆を手に取ったのだった。
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　──からんころんからん。

『ＯＰＥＮ』のプレートが掛かかった木目のドアを開けると、ドアに付けられたベルが軽かろやかな音を響ひびかせた。緊きん張ちよう混まじりで店内に足を踏ふみ入いれれば、カウンターの中でカップを拭ふいていた白はく髪はつのマスターが渋しぶい声で挨あい拶さつしてくれた。

「いらっしゃい」

「あ、どうも」

　僕は適てき当とうに会え釈しやくを返し、ダウンライトの照らす空間を見み渡わたした。待ち合わせの時じ刻こくからはとうに二十分近くが過ぎており、そんなに混こんでいない店内には尋たずね人びとの顔は見当たらない。真面目まじめなあの人のことだし、時間通りに来たことはほぼ間ま違ちがいない。これはもしかして怒おこって帰っちゃったかなーと肩かたを落としかけたその時、聞き覚えのある声が耳に届とどいた。

「こっちこっち」

「ん？」

　その声に振ふり向むけば、一番奥おくの二人掛がけの席で見み慣なれた顔の女子生徒がカップを小さく掲かかげている。あれ、あそこも見渡した時に確かく認にんしたはずだけどなー。そう思いつつ、僕は足早にその席に近づく。と、おそらく二十分前からそこに座すわっていただろう少女は、両耳からイヤホンを外しながら溜ため息いきを吐ついた。待ってる間、携けい帯たいプレーヤーで音楽を聴きいていたらしい。

「……何をきょろきょろしてるんだか。さっき一いつ瞬しゆん目が合ったのに無む視ししたろ」

「え、そうだっけ？　ごめん、焦あせってて気付かなかったんだと思う」

　そう弁べん解かいしながら空いた席に座ってカバンを下ろし、僕は深々と頭を下げた。

「遅おそくなりました、滝たき沢ざわさん」

「確たしかに遅い。そっちが呼よび出だしたくせに、何やってたのさ」

　そう言うと、ショートカットの犬いぬ神がみ使つかいはやれやれと首を振り、セーラー服の胸むな元もとに下げた犬神入りのペンダントを揺ゆらした。その顔を見る限かぎり、そこまで怒ってはいないようで一安心だ。ほっと胸むねをなで下ろしつつ、僕は「ごめん」と謝しや罪ざいする。

「いやー、部活終わって帰ろうと思ったら、廊ろう下かに『塗ぬり壁かべ』が出てさ」

「あのね。どんな言いい訳わけだ、それ……って、まさか、ほんとに出たの？」

「こんな噓うそなんか吐つかないよ。見た目は壁も何もないのに、どこをどうしても通れなくって。イタチさんと二人でさんざん悩なやんだ挙あげ句く、先に帰ってた経ふみ島しま先輩に電話して撃げき退たい方法教えてもらって、それでやっと学校を出られたわけです、はい」

　ちなみに、塗り壁に遭そう遇ぐうした時には、深しん呼こ吸きゆうとかで気持ちを落ち着かせるか、足下三十センチくらいの高さの空間を棒ぼうで払はらえばいいそうです。今回は深呼吸でクリアしました。

「道を塞ふさいだり迷まよわせたりする怪かい異いに出くわしたら、落ち着けば何とかなるんだってさ」

　と、受け売りの知ち識しきを語っていると、ふいに「お久しぶり、彼氏くん」とフランクな声が投げかけられた。声に引かれて見上げれば、茶ちや髪ぱつをバンダナでまとめたエプロン姿すがたのお姉さんと目が合う。こんにちは、と会え釈しやくを返す僕の前にお冷やを置くと、バンダナの店員さんはふいにグッと親指を立て、滝たき沢ざわさんを見下ろした。

「昨日は女の子で、今日は男の子を連れてきたか。やるようになったわね赫あか音ねちゃん！」

「ぼくはそんな守しゆ備び範はん囲い広くありません。あと、こいつ彼氏じゃないですからね」

「うーん、私は前の子のほうが可愛かわいくて好きだけどなー。あ、君、ご注文は？」

　滝沢さんの話を無む視ししてニヤつきながら、店員さんは僕へとメニューを差し出した。「どうも」とそれを受け取った僕は、ざっと眺ながめると、すぐに顔を上げた。

「クリームソーダお願いします」

「はーい、了りよう解かい。少々お待ちくださいね」

　慣なれた手つきで注文を伝でん票ぴように書き付け、店員さんはカウンターへと去っていく。それを見送った滝沢さんは「ほんとにもうあの人は」と疲つかれた溜ため息いきを吐つくと、ふいに僕へと真面目まじめな視し線せんを向けた。

「──で、白しら塚つか。ぼくに相談って何さ？」




「なるほど。つまり、伊達だてさんは実は白塚のことを迷めい惑わくがってて、最近になってそろそろ我が慢まんができなくなってきたけど、優やさしいもんだからそれが言い出せなくて困こまってる、と。で、ようやくそれに気付いた白塚は、どうしていいかわかんなくなったもんだから」

「うん。だから、こうして滝沢さんに知恵を借り……って、いやいや、待った！　まだ事実と決まったわけじゃないからね！　あくまで今のは状じよう況きように基もとづいた僕の推すい測そく！」

　冷静な口ぶりで相談内容をまとめてくださった犬いぬ神がみ使つかいに、僕は慌あわてて反論する。滝沢さんは「落ち着きなよ」と諫いさめると、やれやれとショートカットの頭を振ふった。

「状況から判はん断だんしたってことは、そう思えるだけの事実があったわけだろ？」

「……それは、まあ、そうなんだけど。最近──ええと、女子レス部の付つく喪も神がみ騒さわぎの頃ころからだから、今月に入ったくらいかな？　なんかイタチさんの態たい度どがよそよそしいし、僕を避さけてるような気もするし……」

　みっともなく言こと葉ば尻じりを濁にごしつつ、僕はグラスを引き寄せて薄うすくなったクリームソーダを口に含ふくんだ。と、それを聞いた滝沢さんは「ほんとにもう、どいつもこいつも」と溜ため息いきを吐つくと、ふと小さな声でつぶやいた。

「まあ、白塚の場合、普ふ段だんが普段だから。引かれても仕方ないって気はするな」

「え。そ、そうなの？　いや、多少は自覚してるけど……僕、そんなに酷ひどい……？」

　変人扱あつかいされるのは慣なれてはいるけど、面と向かって「お前は変だ」と宣せん告こくされるのはさすがに効きく。怯おびえながら尋たずねれば、向かいの席の小こ柄がらな同級生は、体たい格かくの割に威い圧あつ感かんに満ちた眼まな差ざしをこちらへ向けた。

「じゃあ聞くけどさ。白塚、伊達さんを見て意い識しきが飛んだことって、何回ある？」

「えーと、最低一日一回。完全に気き絶ぜつしたのは覚えてるだけで十一回」

「……なるほど。じゃあ、人前で大声で伊達だてさんを褒ほめちぎったり飛びついたりしたのは」

「それはそんなにやってないよ！　だいたい週一！」

「充じゆう分ぶん多い！　じゃあ次、伊達さんを絵に描かきたいって気持ちが抑おさえきれなくなりそうになったことは？」

「その衝しよう動どうなら、少なくとも一月に三回は来るなあ。でも、ちゃんと抑えきってるから安心してよ！　そういう時は、周りのものを勢いきおい任まかせに描いて、創そう作さく意い欲よくを別方向に逃にがしてる」

「自じ慢まんげに言われても困こまるけど。その行こう為いも充分おかしいからね」

　呆あきれかえった様子で犬いぬ神がみ使つかいが肩かたをすくめれば、その胸むな元もとに下がった金きん属ぞく製せいの円えん筒とうから、やるせなさそうな犬の声がわんわんと響ひびいた。

「え？　ああ、そうだなライカ。うん、ぼくなら三日が限げん界かいだ」

「うー、わん」

　滝たき沢ざわさんの素す直なおな感想と、そうだろうそうだろうと言いたげなライカの声とが、胸むねにざくざく突つき刺ささり、僕は思わず視し線せんを下げた。ああそうか、やっぱりそうだったのか……。

　と、そんな具合に僕が沈しずみ込こんでいると、胸元のペンダントを見下ろしながらライカと話していた犬神使いは、ふいに「あ、ごめん！」と顔を上げた。

「ついライカと話し込んじゃって。うん、えーと、白しら塚つかの悩なやみはよくわかったよ」

　そう小さくうなずくと、滝沢さんは僕へとまっすぐ視線を向け、どこか申もうし訳わけなさそうにきっぱりと言った。

「だけどさ、そういう話なら、ぼくから言えることはない。ぼくは伊達さんじゃないからね、ごめん。ただ、白塚がちょっと悪い方向に考えすぎてるんじゃないかとは」

「……わん」

「思うから──って、どうしたライカ？　え、『半年以上前に悩んでおくべきことだろう、何を今さら』？　そう言うなって。白塚の場合、そこに気付いただけでも立りつ派ぱな進歩だよ」

　しっ、と人差し指を立て、愛犬を黙だまらせる犬神使い。これは励はげまされてるのかそれとも馬鹿にされてるのか、どっちなんだろうか。そんなことを頭の片かた隅すみで考えつつ、僕はまっすぐ頭を下げた。

「ありがとう、滝沢さん。それと──変な話を持ちかけちゃって、ごめん」

　そもそも人に持ちかけてどうなる問題ではない。ただ、一人で抱かかえているとどんどんネガティブ方面に落ちそうだったので、誰だれかに聞いてほしかっただけってことはわかってる。甘ったれの自分を情なさけなく思いつつ、僕は「なんか助かった」と苦笑した。

「ほんと、聞いてくれただけでもありがとう。おかげで頭がすっきり……とまでは行かないけど、ちょっとは風通しがよくなった気がする」

　と、それを聞いた滝沢さんは「そう？　なら良かったけど」とつぶやいたが、ふいにきつい眼まな差ざしを僕へと向けると、いきなり冷たい口調に切り替え、尋たずねた。

「と言うかさ白しら塚つか。なんでそれをぼくに相談してきたわけ？」

「へっ？　あ、いや、ほら、イタチさんの友だちだし、それに普ふ段だんから信しん頼らいしてるし？」

　さっきまでの沈ちん下かモードから一いつ転てん、僕は取とり繕つくろうように早口で説明する。

　まあ、もっともらしいことを言ってはいるものの、消しよう去きよ法ほうで相談相手を選んだら滝たき沢ざわさんしか残らなかったってのが一番の理由なのでありますが。

　まず経ふみ島しま先輩だけど、あの妖よう怪かい知ち恵え袋ぶくろは人間関係やメンタル面は大の苦手だと公言しているのであてにならない。とりあえず困こまった時の新あら井いさんは先月からなぜか不安定気ぎ味みだし、江え戸ど橋ばしさんは話は聞いてくれるだろうけど一いつ緒しよに悩なやんでお終いになる気がする。奈な良ら山やまはいい奴やつだけど親身に話を聞くタイプじゃないし、稲いな葉ば先生に至いたっては鼻で笑う姿すがたがありありと目に浮うかぶ。獅し子し岩いわさんや穂ほ村むらは、僕とイタチさんの事じ情じよう（イタチさんが妖怪で、僕のモデルになるって約束でこの世界に居い続つづけていること）を知らないので除じよ外がい。

　と、そんな感じで候こう補ほを絞しぼれば、この真面目まじめな犬いぬ神がみ使つかいさんだけが残ったのであった。

　いやー、いつも苦労をかけてすみません、ほんと。

「……何だよ、その中ちゆう途と半はん端ぱな気き遣づかいに満ちた目は。言いたいことあるなら言えば？」

「な、何でもありませんっ！　あ、そうだ滝沢さん、今日相談したことはできれば──」

「大だい丈じよう夫ぶ、わかってる。誰だれにも言わなけりゃいいんだろ」

「ありがとう！　ライカ、お前も言うなよ。つーか言わないでください、お願い」

　セーラー服の襟えり元もとに揺ゆれる金きん属ぞく筒つつを見つめて懇こん願がんすれば、犬神は「仕方ねえな」と言いたげに、一声「わん」と鳴いたのだった。
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　喫きつ茶さ店てんでの悩み相談から一夜明けた日の放課後。手にしたスケッチブックで頭をぼこんぼこんと叩たたきながら、僕は人ひと気けのない教室を出た。

「……何やってんだ。どうかしてるぞ白塚真しん一いち」

　そんな言葉が口から漏もれる。今までも教室に忘わすれ物ものをすることはあったけど、それはせいぜい教科書か弁当箱などの部活では使わないものばかり。よりにもよってスケッチブックを忘れてきたのは、これがたぶん初めてだ。どうやら頭がちゃんと働いてないらしい。

「話を聞いてもらって、少しは気が晴れたと思ったんだけどなー……。あ、見越した」

　溜ため息いきを吐つきながら階かい段だんを下り、踊おどり場ばに立っていた『のびあがり』を疲つかれた口調で撃げき退たいする。そのまま美術室へ通じる廊ろう下かへと曲がれば、ドアの前で所しよ在ざいなげに立つイタチさんの姿が目に映った。あんなとこで何やってるんだろう、と首を傾かしげたその時、カバンを手にした妖怪少女はふとこちらへ振ふり向むいた。

「「……あ」」

　挨あい拶さつでも何でもない小さな声が同時に響ひびき、そして視し線せんが逸そらされる。気まずいような気き遣づかうような、言いたいことがあるけど言えないような、とにかくもどかしげなその表情が、僕の胸むねをどんと突つく。あー、やっぱり避さけられてるんだろうか、と自問しつつ僕は「どうしたの」と声をかけた。

「そんなとこで立ってないでさ。中、入ればいいのに」

「え？　あ、うん、でもね」

　この人らしからぬ歯切れの悪い返答だったが、美術室の前に辿たどり着ついて納なつ得とくした。開け放たれた引き戸の中、見み慣なれた光景が広がっているはずのそこには、いつの間にか黒い幕まくが吊つるされ、部へ屋やの外と中を隔へだてていたのだ。

「あたしが来たらこうなってたんだけど……。これ、何だと思う？」

　布を指先でなぞりながらイタチさんが不安げに尋たずねたが、僕だって何がなんだかわからない。もちろん美術室にこんなカーテンはなかったし、設せつ置ちするなんて話も聞いたことがない。とりあえずそっと触さわってみれば、見た目は暗あん幕まくっぽいくせに、指先に伝わってきたのは目の細かい網あみのような、さらさらとした感かん触しよくだった。

「網みたいな手て触ざわりのくせに、向こうが見えないのが気味悪いなー。妖よう怪かいか？」

　しかし、こんなやつは初めて見るなあ。布を撫なで回まわしながらつぶやけば、隣となりで同じように布に触ふれていたイタチさんが「だよね」と答えてくれたが、そこから会話が続かない。ああ、何なんだこの気まずい空気は！

　向こうが話さないならこっちから声をかけていくべきかとも思うけど、それがイタチさんを余よ計けい困こまらせることになったら──？　そんなことを考えてしまうと、結局何も言い出せない。

　というわけで、僕らが無言のまま布を撫で回したりつついたりしていると、ふいにカラッとした声が耳に届とどいた。

「二人して何やってんの？『先の見えない現代社会』を体現するアート？　だったら人通りの多いとこでやんないと効こう果かが薄うすいわよ」

「やりませんよ、そんなこと」

　呆あきれながら振ふり向むけば、「おっはよ」とニヤつく経ふみ島しま先輩の姿すがたがあった。いつもどおりの軽いノリとムダに明るい笑顔に、ちょっと心が救われた（気がする）。

「美術室に入ろうと思ったら、こんな布が掛かかってて……。御み崎さき、これが何かわかる？」

「あれま。白しろの字じに加えてイタチちゃんもしょんぼりモード？　ま、事じ情じようは詮せん索さくしませんけどね、聞きたくもないし──と。どれどれ、ほうほう、ふーむふむ」

　布を撫で回したり、つまんだりしながら、妖怪博士は独ひとり言ごとを繰くり返かえす。やがて、布を持ち上げたら下をくぐれるんだと僕が気付いた頃ころ、先輩はぐるりと振り返った。

「うん。材質とか手触り的に、たぶん蚊帳かや吊つり狸だぬきと見た」

「……かやつり？」

「──だぬき？」

　聞きき慣なれない名前をオウム返しで繰くり返かえすイタチさんと僕。それを聞いた先輩は大きくうなずくと、すかさず「もっとも」と言い足した。

「狸たぬきとは言うものの、食肉目イヌ科の動物が頑がん張ばって布を張はってるとかそーゆーのじゃなくてね。この、布だか網あみだかわかんないものが道を塞ふさぐ現げん象しようそのものの名前が『蚊帳かや吊つり狸だぬき』なんだと思ってください。要するに昨日出たのの親しん戚せき筋すじ」

「塗ぬり壁かべと同じタイプってことですか？　でも、あれは通れませんでしたけど……」

　首を傾かしげながら、僕は美術室の入り口を塞ふさぐ布を摑つかんでちょっとだけ持ち上げた。裾すその長いカーテンをめくり上げたかのように、足下にはしっかり隙すき間まができており、そこからは光が漏もれている。たぶん美術室の蛍けい光こう灯とうか、窓まどから入ってきた光だろう。

「これ、割と簡かん単たんにくぐれそうですよ」

「え？　……あ、ほんとだ」

　腰こしをかがめたイタチさんは、カバンを廊ろう下かに置き、布を摑んで持ち上げた。「だよね」とうなずきいた僕は、無む造ぞう作さにしゃがみ込むと、スケッチブックをひさし代わりに布の裾すそを持ち上げる。隣となりでイタチさんが同じように布をめくっているのを見ながら、僕は一歩足を進めた。なぜだろう、無む性しようにこれをくぐってみたくて仕方ない。

「うーん、やっぱり同系統の妖よう怪かいは顕けん現げん条件も似に通かよってるってことかしらかしら？　つーことは明日あたり、アレが出るかも──って、んあ？　こら、あんたら！　何やってんの！」

「きゃっ！」

「ど、どうしたんですか急に？」

　考え込んでいた先輩がふいに叫さけび、その声に驚おどろいた僕とイタチさんは摑んでいた布を離はなしてしまう。あーびっくりした、とつぶやきつつ顔を上げて周囲を見み渡わたし、

「──え？」

「何、これ……」

　僕とイタチさんは、全く同時に絶ぜつ句くした。

「……あのね、お二人さん。蚊帳吊狸は閉へい鎖さされた空間に人を誘さそい込こむ妖怪なのよ。いや、閉鎖空間そのものがこの妖怪なんだって言ったほうがいいのかも？　とにかく、うっかり入ったら最後、同じような風景の中を延えん々えんと迷まよわされることになるのね。対たい処しよ法ほうは塗り壁と基本的に同じなんだけど──って、聞こえてる？」

　薄うすい幕まくの向こうからは歯は痒がゆそうな声が響ひびいていたが、僕もイタチさんも返事をすることはできなかった。二人とも、目の前に広がる異い様ような光景に息を吞のむのに忙いそがしく、それどころではなかったのだ。

　黒板も窓も床ゆかも、教きよう卓たくも机も椅い子すも蛍光灯も、美術準じゆん備び室しつに通じる扉とびらも、描かきかけの稲いな葉ば先生の絵も。見み慣なれたものは何一つとしてどこにも見当たりはしない。僕らの周りに広がっていたのは、四方を薄うすい幕まくで囲っただけの、無機質で静せい謐ひつな空間だった。

「真しん一いち、ここ、どこ……？」

「えーと……まあ、美術室じゃないのは確かく実じつだよね」

　スケッチブックを摑つかんだ手に自然と力を込めながら、僕は周囲を見み渡わたした。広さはだいたい教室と同じくらいか。周囲が布で囲われているのでテントの中のようだったけど、天てん井じようを見上げてみれば、黒い闇やみが横たわっているだけだった。なぜか光こう源げんもないのにそこそこ明るいのが気味悪い。ついでに言えば、四方を囲まれているのにざわざわ吹ふき抜ぬけている風も、足下を覆おおうのっぺりとした板の感かん触しよくも気味が悪い。確かく実じつに美術室ではなかったけど、それ以前に、どう考えてもまともな場所ですらないのがありありと感じられ、反はん射しや的てきに背せ筋すじが震ふるえた。

「イタチさん！　とりあえず出よう！」

「あ……うん！　そうだね！」

　僕とイタチさんは弾はじかれるように同時に振ふり向むき、くぐったばかりの布へと手を伸のばす。焦あせる手つきで布をめくり、その向こうに飛び込めば、そこには見み慣なれた学校の廊ろう下かと経ふみ島しま先輩の呆あきれ顔がおが──。

「うそ……」

「あー、なるほど。迷まよわせる妖よう怪かいって、こういうことか」

　ガクンと大きく肩かたが落ちる。落らく胆たんしながら見回せば、目につくのは四方を囲む黒い布のみ。要するに、数秒前まで見ていたのと全く同じ光景が、視し界かい一いつ杯ぱいに広がっていたのだった。
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「あ、また同じ風景……。真一、ここで何部へ屋や目だっけ？」

「えーと、たぶん十八部屋目」

　肩を落とすイタチさんに無感動な口調を返しながら、僕は無人の異い空くう間かんを見渡した。目に映る風景は、今までくぐり抜けてきた十七部屋と全く同じだ。元の世界に通じる出口などはもちろんどこにも見当たらなかった。

「仕方ない。次、行こっか」

「うん。……でも、このまままっすぐ進んだところで、ほんとに出口ってあるのかな」

　突つき当あたりの布を慣なれた手つきでめくりながら、イタチさんがぽつりと言った。

「どうだろう。だけど、先輩から聞いた対たい策さくも通じなかったわけだし、とりあえず進んでみるしかないよ」

　そう答えながら、僕もイタチさんに続いて十九部屋目に足を踏ふみ入いれる。右手にはしっかりとスケッチブックを摑んだままだ。正直、この状じよう況きようで何の役に立つんだとも思うが、持ち慣れたものがあるだけでも少しは気が楽になる。たぶん。

　ちなみに、先輩秘ひ伝でんの対たい応おう策さく「この手の妖よう怪かいに出くわしたらとりあえず深しん呼こ吸きゆうすべし」は、何度か試したけど見事なまでに無む効こうでした。

「せめて、どこか変わり映えのある景色ならいいんだけど──って、あー。またか」

　十九回目の溜ため息いきが落ちる。例によって例のごとく、視し界かいに広がるのは四方を布で囲まれた無機質な広間。落らく胆たんするイタチさんと一いつ瞬しゆんだけ顔を見合わせて歩き出すと、僕らは再ふたたび正面の布に手を掛かけた。

「ここも同じだね。ね、真しん一いち、これってどこまで続いてるんだろう……」

「うーん。……もしかしたら、同じ部へ屋やを出たり入ったりしてるだけなのかも？」

「だったら怖こわいよね」

「あ……うん」

　そして言葉はそこで途と切ぎれる。閉へい鎖さ空間でイタチさんと二人きりという、普ふ段だんならそれなりに心が躍おどりかねないシチュエーションにも関わらず、僕は息苦しさを感じ続けていた。イタチさんのほうも気まずげだし、向けた視し線せんは逸そらされるし、話が全然続かない。

　どうすりゃいいんだろうなあ、と首を振ふった時、ふいにイタチさんがつぶやいた。

「……ね、真一。昨日、急いで帰ったよね。何かあったの？」

「あ、いや、それは──ちょっと、まあ、個人的にいろいろと」

　イタチさんに迷めい惑わくがられてるんじゃないかって滝たき沢ざわさんに相談してました、などと言えるはずもない。僕はみっともなく言こと葉ば尻じりを濁にごすと、慌あわてて話を変えた。

「そうだ！　イタチさんこそ、一昨日おとといは先に帰ったけどさ、どうしたの？」

「──え？　あ、あの日はね……ええと……その」

「……言いたくないなら無理しなくてもいいよ。ごめん」

「ううん……。あたしも、ごめんね、真一」

　なぜか謝あやまられてしまった。どうやら話題を振る方向を間ま違ちがったらしい。気まずい空気が閉鎖空間に満ちていき、やがて訪おとずれるのは再びの沈ちん黙もくタイム。なんかどんどん雰囲気が悪くなってるなあ。頭を抱かかえつつ目の前の布を持ち上げれば、半はん透とう明めいの大きな犬と話し合う、セーラー服の少女の姿すがたが目に入った。

「何度布をくぐっても同じ風景か。部屋が碁ご盤ばんの目みたいに並ならんでるのは確たしかなんだけど、問題はどこに出口があるかだよな、ライカ」

「……うう、わん？」

「うん、それはそうだけど──って、え、誰だれか来た？」

　犬に促うながされこちらを向いた女子生徒は、さっぱりとしたショートカットで片かた手てには銀のフルートを携たずさえている。見み慣なれた顔ではあるけれど……何やってんだ、こんなとこで。

「あれ、赫あか音ねにライカ？　どうしたの？」

　僕の後を追って部へ屋やに入ったイタチさんが、目の前の光景に首を傾かしげる。と、「白しら塚つかに伊達だてさん？」と僕らを眺ながめていた滝たき沢ざわさんは、ふいに面めん目もくなさそうに肩かたをすくめた。

「ぼくが先月から追ってた『髪かみ切きり』って妖よう怪かいを追いつめたんだけど、あと少しってところで音楽室に逃にげ込こまれたんだ。で、今日こそ決着つけてやると思って、ライカと一いつ緒しよに部屋に飛び込んだら──こうなった」

　犬いぬ神がみ使つかいがつぶやけば、巨きよ大だいな犬神は「わふー」とやるせなく首を振ふった。

「もしかして……音楽室の入り口、布が塞ふさいでた？」

「んで、それをくぐったらここだったとか」

　イタチさんと僕が尋たずねれば、滝沢さんは傍かたわらの犬神と向き合い、同時にうなずいた。

「結局、ここから出ようにも出られないし、髪切りは見失うしで困こまってたんだ。あいつの匂においはライカが覚えてるから、近くにいればわかるんだけど。……それで、そっちは？」

　その質問に、今度は僕らが顔を見合わせる番だった。




「つまり、この蚊帳かや吊つり狸だぬきの閉へい鎖さ空間への入り口は一か所だけじゃないってことか」

　僕らの説明を聞き終えると、滝沢さんは考え込みながらつぶやいた。そうらしいね、とうなずきながら、僕はぺたんと腰こしを下ろす。

「でも、その割には迷まよい込こんでる人が少なくない？　うっかりして入っちゃう人も多そうなのにさ、僕らはさっきからずーっとうろうろしてたけど誰だれにも会ってないし。ね？」

「──えっ？　あ……う、うん。そう」

　僕の問いかけから数秒を挟はさみ、イタチさんが振り返る。慌あわてながら「そうだよね」と繰くり返かえすその顔は、悩なやみを空元気で上うわ塗ぬりしようとしてるけど無理でしたーってのがバレバレで、見てるこっちがいたたまれなくなってくる。どうやらそう感じたのは僕だけではなかったらしく、ライカは不安げな声をあげながらイタチさんへと擦すり寄よった。

「……うう、わん？」

「ありがとライカ、あたしは大だい丈じよう夫ぶだから。ごめんね、心配かけて」

　頑がん張ばって微笑ほほえむと、イタチさんは大きな犬神へと手を伸のばし、実体のない体を優やさしく撫なでる。それを見ていた滝沢さんは「やれやれ」とつぶやくと、真面目まじめな顔を僕へ向けた。

「うん、確たしかに白塚の言うとおりかも。ぼくもライカも誰も見てないしね。この妖怪──蚊帳吊狸だっけ。こいつ、彼ひ岸がんの気配に敏びん感かんな人を招まねく習性があるんじゃないかな」

「彼岸の気配……？　妖怪慣なれしてる人は引ひっ掛かかりやすいってこと？」

「それと、本物の妖怪も」

　気き遣づかうようにイタチさんに擦り寄るライカと、苦笑混まじりでそれに応おうじる妖怪少女を眺ながめながら、滝沢さんはうなずいた。確かに、今の顔ぶれを見る限かぎりその推すい測そくは当たってる気がする。さすが委員長。

「だったら、他に迷まよい込こんでそうな人は……えーと、奈な良ら山やまは引ひっ掛かかりそうにもないし、怪あやしいのは稲いな葉ば先生くらいか。無む駄だに偉えらそうな割にうっかりしてるからなー、あの人」

　白はく澤たくにあっさり捕つかまってたことなんかを思い出しながらつぶやけば、滝たき沢ざわさんは「それは失礼だと思う」ときつい視し線せんで僕を見下ろした。

「稲葉先生は立りつ派ぱな先生だよ。ちゃんと話を聞いてくれるし、ぼくらを馬鹿にしないし」

「え、滝沢さんもそういう評ひよう価か？　まあ、一いつ般ぱん的てきに評ひよう判ばんいいのは知ってるけどさー」

　あの先生、僕とイタチさんは例外的に見下すのである。初対面の印いん象しようがよっぽど悪かったんだろうなと回想しつつ、僕は「だったらさ」と閉へい鎖さ空間の空を見上げた。

「他に迷ってそうなのって誰だれがいる？　この学校で妖よう怪かい関係の人って言ったら、あとは──」

　と、そこまで口にした時だ。

「ギャギャギャギャギャギャ！　匂におうぞ匂うぞ、イタチの匂いだイヌの匂いだ！」

　おっそろしく耳みみ障ざわりな濁だみ声ごえが、静せい謐ひつな閉鎖空間に響ひびき渡わたった。

「──この声！　そうか、こいつらも──！　来い、ライカ！」

　真っ先に反はん応のうしたのは滝沢さんだった。携たずさえていたフルートを口元で構かまえれば、その傍かたわらに飛とび降おりたライカが身を低くして牙きばを剝むく。

　そして、一ワンテンポ遅おくれて立ち上がった僕が、スケッチブック片かた手てにイタチさんの隣となりへと走り寄ったのと同時に、眼がん前ぜんの黒い布に縦たて一いち文もん字じに切れ目が入った。のれんをかき分けるようにして、その向こうから現れたのは、

「ギャギャギャギャギャ！　おやおや、オイラたちの邪じや魔まをしてくれた皆みなさんが雁がん首くび揃そろえてお出迎えとは、こいつはなかなかずいぶん豪ごう気きだね！　嬉うれしくなっちまうよ！」

「──イタチと、犬いぬ神がみ使つかいか。こんなところで出会うとはな」

「あ、それに……白しら塚つかさんも！　ええと、皆さんも、迷っていたんですか……？」

　うるさいカラス、仏ぶつ頂ちよう面づらの剣けん道どう着ぎ、そして最後にロングヘアーのセーラー服。

「多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだい……！」

　まさしく、滝沢さんが言い放ったとおりの面々だった。

　猫ねこ目めモードを解かい放ほうしているわけではなかったが、それでも敵てき意いと警けい戒かい心しんがバリバリと伝わり、僕は思わずぶるっと震ふるえた。スケッチブックを摑つかんだ手に、じんわり汗あせが滲にじんでいく。

　僕らを狙ねらって追ってきたとかじゃなく、単に迷い込んだだけらしいけど、こいつら相手に油ゆ断だんは禁きん物もつだ。妹の美み生うさんはまだ話が通じるけど、兄の豊ゆたかとあのカラスが筋すじ金がね入りの問答無用主義者なのは痛つう感かん済ずみだ。気を抜ぬくわけにはいかないのである。

「よりによって、こんなとこで出てこなくてもいいのに……！」

　彼らの動きを警戒しつつそっと隣を見てみれば、不安げにおろおろしているイタチさんの姿すがたが目に映る。大きな瞳ひとみは所しよ在ざいなげに僕と多々羅木たちとを往おう復ふくしており、そこにはいつもの凜りんとした気合は全く漂ただよっていなかった。不調の原因は未だにわからないけれど、この状じよう態たいで戦せん闘とうになったら、今のイタチさんは確かく実じつに負ける。さあ、この場をどう切きり抜ぬけたものだろう──と、僕が無い知恵を絞しぼり始はじめるのと同時に、いきなりカラスが嘶いなないた。

「ギャギャギャギャギャ！　ここで会ったが百年目！　丁ちよう度ど良いじゃないか豊ゆたかに美み生う！　ここなら邪じや魔まは入らない、気き兼がねなく邪魔者を排はい除じよでき──」

「おいこら待った！　いきなり何言ってんだお前！」

　どんだけ好戦的なんだ、この鳥は！　しかも多た々た羅ら木ぎ豊のほうは黙だまってうなずきながら木ぼく刀とうを握にぎり直なおしてるし！　慌あわてて口を挟はさんでカラスを黙らせた僕は、唯ゆい一いつ、臨りん戦せん体たい勢せいに入っていなかった妹の美生さんへと呼よびかけた。

「聞いて、多々羅木さん！」

「馴なれ馴なれしく人の名を呼ぶな！」

　強く厳きびしい声とともに、片かた手てで摑つかんだ木刀がいきなり僕へと向けられる。僕はびくっと震ふるえたものの、すぐにおずおずと言い足した。

「へ？　いや、あの……あなたではなくて、妹さんのほうを呼んだんですが……」

「あのね、真しん一いち。兄妹きようだいなんだから苗みよう字じは一いつ緒しよだよ」

　イタチさんが苦笑混まじりで指し摘てきしてくれた。なるほど、納なつ得とく。

「ってことは、えーと……『美生さん』でいいのかな？」

　改めて下の名前で呼びかければ、前まえ髪がみで視し線せんを隠かくした弱気な少女はびくっと震えたが、やがて「な、何でしょうか」と怯おびえる声で応おうじてくれた。よし、とりあえず会話成立。しかしこの人、今の姿すがたよりもジャージで三つ編みの園芸部員モードのほうが絶ぜつ対たいに魅み力りよく的てきだよな。そんな余よ計けいなことを考えつつ、僕はなるべく穏おだやかに声をかけた。

「そっちもここから出られないんだろ？　実は僕らもそうなんだ。だったら、ここは」

　──とりあえず脱だつ出しゆつのために協力しよう。

　そう続けようとしたのだが、唐とう突とつに割り込んだ騒そう々ぞうしい声が僕を強引に黙らせる。

「ギャギャギャ！　一時的に手を組もうってのかい？　無理無理無理無理、愚ぐの骨こつ頂ちよう！　そもそもこっちとそっちのスタンスは百八十度違ちがうんだ、誰だれが手伝ったりするもんか！　耳を貸しちゃ駄だ目めだよ豊に美生、さあ、戦いの時が来た！」

　ばさばさと羽ばたきながらカラスが嗤わらえば、多々羅木豊は「道理だな」とむっつりうなずき、手にした木刀を無む造ぞう作さに振ふった。ヒュンと風を切る音にイタチさんがびくっと震える。

「確たしかに、お前たちとはいずれ決着をつけねばならんと思ってはいた」

「待った！　僕は思ってませんよ！　思ってませんからね！　わー、目を光らせるのはちょっと待って！　ストップ！　タイム！　なんでそんなに喧けん嘩かっ早ぱやいんですか！」

　みっともなく手を振りながら、僕はイタチさんと多々羅木豊の間に割り込んだ。この男が本気になれば僕なんか気付く間もなく撲ぼく殺さつされることだろうけど、だからと言って一人で逃にげることなんかできっこないのである。

「今、スタンスって言ったけどさ。そもそも、そっちは何がしたいのさ」

　問いつめるように口を挟はさんだのは、フルートを手にした滝たき沢ざわさんだ。強い意い志しを感じさせる視し線せんを多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいに向け、犬いぬ神がみ使つかいは淡たん々たんと続ける。

「それがわからないのに、いきなり百八十度違ちがうからとか言われても困こまる」

　キリッと厳きびしい視線を向けられ、美み生うさんは「そ、そうですよね」と縮ちぢこまった。身長も髪かみのボリュームも体たい格かくも（詳くわしくは語りませんが）滝沢さんのほうが小さいのに、この威い圧あつ感かんはさすが委員長である。犬神使いにじろりと睨にらまれた美生さんは、少しの間気まずそうに兄や僕らを見回していたが、やがておどおどと口を開いた。

「じ、実は私たち多々羅木の家の者は、化ばけ猫ねこの──」

「やめておけ美生。時間の無む駄だだ」

「……はい」

　話を聞けるかと期待できたのは一いつ瞬しゆんだった。兄の放った無情な言葉に、妹は申もうし訳わけなさそうに押おし黙だまり、うつむきがちな顔をますます下へ向けてしまう。「無駄ってことはないだろ」と滝沢さんは反論しようとしたのだが、すかさずカラスの濁だみ声ごえが割り込む。

「うるせーよ、諦あきらめろ男おとこ女おんな！　ま、オイラとしても君みたいな強気っ娘こは嫌きらいじゃないんだけどさ──どうやら、君のお客が来たみたいだよ？　ギャギャギャギャギャギャ！」

　その甲かん高だかい叫さけびと同時に、ライカの鼻がぴくんと震ふるえた。どうしたライカと声をかける間もなく、犬神の巨きよ体たいが弾はじかれたように振ふり返かえり、警けい戒かい心しんに満ちた短い叫びを響ひびかせる。

「ウオンッ！」

「──ああ、わかったライカ！　くそ、いつの間にこんなに近くに……！」

　犬神に続いて振り向いた滝沢さんが、舌した打うちとともにフルートを構える。と、犬神コンビの目の前に垂たれ下さがっていた布に、ふいにざくりと切れ目が入ったかと思うと、

「げっ！　何だこいつ！」

　キシキシと金きん属ぞくの軋きしむ音とともに、異い様ような怪かい人じんが飛び出してきた。

　身長は一メートルほどだろうか。顔の真ん中からは巨きよ大だいなクチバシが突つき出だし、両手の先では大きな鋏はさみが絶たえ間まなく開閉している。丸い頭に大きな目、丸いお腹なかに短い足。テーマパークのマスコットキャラみたいな体型だけど、絶ぜつ対たいに飛びつきたくはないデザインだった。

「新あら手ての妖よう怪かいか？　……しかしこいつ、なんで滝沢さんをずっと見てるんだ」

「ああ。先月からぼくとライカに邪じや魔まされっぱなしだからね。恨うらまれてるんだよ」

「え？　じゃあ、これが、赫あか音ねの追ってた……？」

「『髪かみ切きり』だ。長い髪の人を襲おそって、髪を切って食べようとする妖怪」

　短く答えると、犬神使いはフルートに静かに息を吹き込んだ。流れ始めた厳げん粛しゆくな旋せん律りつにライカの体がぶるりと震える。多々羅木兄妹の邪じや魔まが入る前に、威い力りよくを高めたお清めボイスで速そつ攻こうで退たい治じするつもりらしい。

「ヘイヘイヘイヘイ、ちょーっと待ったあああああ！　せっかく出てきた妖よう怪かいだ、倒たおさせるのは勿もつ体たいないよね！　ってことで──美み生う！　髪かみの毛いただくよ！」

「え？　きゃっ、何するのベリー！」

　と、カラスが唐とう突とつに美生さんの頭から髪の毛を何本か引ひき抜ぬいたかと思うと、

「さあ召めし上あがれ、これで対等だ！」

　無言で滝たき沢ざわさんの出方を窺うかがっていた髪切りの口元に、数本の黒髪を突つっ込こんだ。

「……へ？」

　いや、それがいったい何になる──と思う間もなかった。キシキシキシと鋏はさみが軋きしむような音を立て、髪切りの体が一気に数倍の大きさへと膨ふくれあがっていく。

「しまった！」

「ウウ……！」

　悔くやしげに歯は嚙がみする滝沢さんとライカを見下ろし、カラスは甲かん高だかい声で嗤わらった。

「髪切りは毛もう髪はつに宿った霊れい力りよくを喰くらう妖怪だからね、化ばけ猫ねこ混まじりの美生の髪ならドーピング効こう果かも抜ばつ群ぐんってわけさ！　さあ行け髪切り、やれ行け髪切り、逆ぎやく襲しゆうの時間の始まりだ！」

　その声の意味を理り解かいしているのかいないのか。三メートルほどにまで成長した髪切りはいきなり床ゆかを蹴けり、鋏はさみ状じようの両りよう腕うでを滝沢さんへと振ふり立たてる。犬いぬ神がみ使つかいは転ころがるように後方へと跳とぶと、髪切りの出てきた布の切れ目へと飛び込んだ。

「くそ、余よ計けいなことを──！　ライカ、付いてこい！　いったん離はなれる！」

「う、わんっ！」

　主人に続いてライカが後こう退たいすれば、凶きよう暴ぼう化かした髪切りも犬神コンビを追って姿すがたを消す。スピーディーな展てん開かいに呆あつ気けにとられた僕らは、ただそれを見送ることしかできなかった。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶかな、赫あか音ね」

「どうだろう。ライカもいるから、負けることはないとは思うけど……」

　不安げなイタチさんにそう答えを返したものの、心配なのは確たしかだった。髪切りってのは鋏で切りかかってくるだけの妖怪っぽいから、ライカが誰だれかに合体できれば楽勝なんだろうが、ここは蚊帳かや吊つり狸だぬきの閉へい鎖さ空間。犬神憑つきの素そ体たいがいない状じよう態たいであの大物を相手にするのは、おそらくかなり分ぶが悪いはずだ。すぐにでも助けに行きたいのは言うまでもないが、

「余よ裕ゆうだな。他人の心配をしている暇ひまがあるとは思えんが」

「そーゆーこった！　さあ覚かく悟ごしな、お二人さん？　ギャギャギャギャギャ！」

　どうやら、こちらはこちらでピンチらしかった。

「覚悟しろって言われても──どうするつもりだよ、お前ら」

　僕はスケッチブックを握にぎりしめると、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで尋たずねた。ちらっと横を見てみれば、イタチさんは未だにおどおどしたままだ。耳と尻尾しつぽを実体化させるどころか、臨りん戦せん体たい勢せいにすら入っていない。やっぱり何か悩なやみが──って、今はそんなこと考えてる時じゃないだろう！

　と、そんな無ぶ様ざまな僕らを冷たい目で見み据すえると、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかは木ぼく刀とうを構かまえる。

「無論、痛いためつけさせて貰もらう。二度と俺たちの邪じや魔まをできない程てい度どにまで、な」

　脅おどしではなく虚きよ勢せいでもなく、決定事じ項こうを告つげるだけの淡たん々たんとした口調。閉へい鎖さ空間に無情な声を響ひびかせながら、多々羅木豊の右の目に緑の光が灯っていく。

「待てよ！　だから、ちょっと待てっての！」

「そ、そうだよ！　……どうしてそんな乱らん暴ぼうな」

「問答無用。悪いが、これ以上言葉を交わすつもりはないのでな。──さあ、始めるぞ美み生う、多々羅木の血を解かい放ほうしろ」

　必死になだめる僕らをばっさり無む視しし、多々羅木豊は妹を厳きびしい声で促うながした。やばい、あの念力が来る──と身構えた僕だったが、

「……あれ？」

　意に反して、美生さんは前まえ髪がみを上げなかった。左目に緑の光を宿すこともしないまま、「何の真似まねだ」と睨にらむ兄に震ふるえながら、物静かな園芸部員はおどおどと口を開いた。

「あ、あの、兄さん……。やっぱり、私、これは乱暴すぎるんじゃないかって──」

「かー！　駄だ目めだ、こいつ使えねー！　もういいや、こっちだけでも始めようよ、豊！」

　もしかしてわかってくれたのかと思った矢先、カラスの声が美生さんの声を遮さえぎる。いい加か減げんに黙だまれと見返した視し線せんの先で、嫌いや味みな鳥は黒い羽根をばさりと広げたかと思うと、

「さあ、存ぞん分ぶんに驚おどろいておくれよお二人さん！　これが──オイラ達の真しん骨こつ頂ちようだ！」

　いきなり、多々羅木豊の構えた木刀へ飛び込んだ。いや、染しみ入いったと言うべきだろうか？　うまい表現方法が見つからずに僕が困こん惑わくしている間に、茶色かった木刀はあっと言う間に黒く染そまり、丸みを帯びていた刃は先さきや切っ先がブウンと音を立てて尖とがる。呆あつ気けにとられる僕らの前で、一いつ瞬しゆん前まで鈍どん器きだったはずの棒ぼうは、見るからに切れ味も鋭するどそうな刃物へと姿すがたを変えていた。

「え、そんな力があったの……？　ええと、真しん一いち、どうしよう……！」

「どうしようも何も、とにかく構えてイタチさん！　こいつら本気だ！　つーかカラス！　お前、騒さわぐだけの妖よう怪かいのはずだろ！　何だよ、その能のう力りよくは！」

「問答無用と言ったはずだ。まずはイタチを片かた付づけ、それからついでに貴き様さまを黙らせる。それが嫌なら──俺たちが、気に食わんと言うのなら」

　カラスに代わって答えた多々羅木豊は、ふいに右目を一ひと際きわ強く発光させた。ライオンじみた長ちよう髪はつがざわざわと踊おどり、ネコ科の猛もう獣じゆうを思わせる威い圧あつ感かんが僕らを黙らせる。どうしたもんかと困こん惑わくする僕、そしてようやく身構えたイタチさんをまっすぐ見み据すえると、

「力で打ち負かしてみるがいい」

　あまりに一方的な宣せん戦せん布ふ告こくとともに、多々羅木豊は漆しつ黒こくの木刀を振ふり上あげた。




　　　　＊＊＊




　──バキン。

　何度目かの軽かろやかな音を響ひびかせ、黒くろ塗ぬりの斬ざん撃げきがイタチさんの構かまえた刀を叩たたき折おった。

　宙ちゆうに舞まった白はく刃じんの切っ先はふわりと風に溶とけて消え、手元に残っていた柄つかと刃はの根本もそれと同時に姿すがたを消す。

「具ぐ象しよう化かした鎌かま鼬いたちとはどれほどのものかと思ったが……脆もろい！」

　叱しつ咤たするように叫さけんだ多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかが、木ぼく刀とうを横よこ凪なぎに振ふり抜ぬいた。イタチさんはすかさず後こう退たいし、その一いち撃げきをギリギリでかわしたが、

「へえ、良い動きだお姉さん！　だけど──惜おしいんだよね、ギャギャギャギャギャ！」

　木刀が高らかに叫んだかと思うと、刃先が真っ黒な衝しよう撃げき波はを放つ。

「畜ちく生しよう、またそれか！　炎ほのおで防ふせいで、イタチさん！」

「あ……う、うんっ！」

　パチンと指を摺こすり合あわせれば、炎の壁かべがイタチさんの前に立ち塞ふさがった。オレンジ色に揺ゆらめく炎に炸さく裂れつした黒い衝撃波は、ジュウッと音を立てて消しよう滅めつする。そのスキにイタチさんは後方へと跳とび、スケッチブックとシャーペンを摑つかんだまま歯は嚙がみしていた僕の隣となりに──と言っても、いつもと比べて微び妙みように距きよ離りがあるんだけど、今はそれどころではない──降おり立たった。

「ど、どうしよう、真しん一いち……。鎌鼬が、いつもより弱い……！」

「ごめんイタチさん。たぶんそれは僕が悪い」

　おろおろと向けられた大きな瞳ひとみに、僕は苛いら立だち混じりの言葉を返した。

　鎌鼬の実体化は、イタチさんが風の刃を凝ぎよう縮しゆくし、そこから感じたイメージを僕が絵を通じて固定することで成立する技わざ（術じゆつ？）だ。成功させるためには、明めい確かくな全ぜん体たい像ぞうを一いつ瞬しゆんのうちに把は握あくしつつ、勢いきよいよく描かき上あげなければいけないのだけれど──。

「ほんとにごめん……！　今日の僕はどうかしてるみたいだ」

　集中できない。故ゆえに、描けない。

　手元のスケッチブックには、途と中ちゆうまで描いてバツで消された刀のスケッチが何枚も残っている。イタチさんの気持ちとか考えてる場合じゃないのはわかっているけど、集中しようと思えば思うほど、余よ計けいなことが頭に浮うかんで筆先がブレる。どうにかこうにか描き上げた数枚も──どれも、いとも簡かん単たんに叩き折られたことは言うまでもない──ろくな熱意はこもっておらず、筆ひつ圧あつも情なさけないほど弱かった。そんな思いを吐と露ろすれば、イタチさんはぽつりと言う。

「……ううん。あたしのほうこそ、ごめん。あたしも、変だよね」

「え。それはその──」

　そんなことないよと言うべきなんだろうけど、口から出たのは曖あい昧まいな言葉だけだった。

　実じつ際さい、イタチさんの調子も悪いのだ。いつもは手から飛び出しそうな勢いきおいで凝ぎよう縮しゆくされる風が頼たよりないほどか弱いし、炎ほのおにも勢いが欠けている。ずっと半はん透とう明めいなまま浮うかんだり消えたりしている耳と尻尾しつぽを見てもわかるように、何かを気に病んでるのは確たしかなようだ。

「くそ、やっぱり僕のせいか……？　だけど今はどうしようも」

「えっ？　真しん一いち、今、何て？」

「ごめん何でもないっ！　と、とにかく！　このままじゃ二人ともやられるだけだ！」

　強引に話題を切り替え、僕はスケッチブックのページをちぎり取った。イタチさんはコンマ数秒遅おくれて「あ、うん」とうなずき、慌あわてて両手を広げて風を凝縮させ始めた。芸がないとは思うものの、得え物ものを片かた手てに速そつ攻こうで懐ふところに飛び込んでくる多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかと切り結ぶには、実体化させた鎌かま鼬いたちしか手がないのだ。さあ今度こそしっかり描かけよ白しら塚つか真一！　自身を激げき励れいしながらペンを握にぎった僕に、冷ややかな声が浴びせられた。

「またその手品か。ナマクラ刀とは言え、切り込みを受けられるのは少々飽あきたな」

「ギャギャギャギャギャ！　トドメが刺させないもんね！　為なす術すべもなく逃にげまどう相手をざくざく斬きりまくるのが剣けん戟げきの醍だい醐ご味みだってのに、これじゃ興きよう醒ざめだよね！」

　とんでもないことを言いやがるカラスである。早く、と促うながすイタチさんに「やってます」と目で答えながら必死にペンを走らせていると、冷れい酷こくな声が再ふたたび響ひびいた。

「──いつまで呆ほうけているつもりだ、美み生う。絵描きを封ふうじろ！」

　簡かん潔けつかつ高こう圧あつ的てきな命令口調に、ずっと立ちつくしていた美生さんがびくりと震ふるえた。「でも兄さん」と反論しかける妹を、緑の眼がん光こうで沈ちん黙もくさせ、多々羅木豊は語気を荒あらげる。

「いい加か減げんにしろ！　怯おびえているだけで好こう転てんするほど、世界はお前に甘くない！」

「そ、それは……はい……。だけど──兄さんが私のために始めたことだって、それは知ってるけど──だけど、やっぱり、この方法は間ま違ちがってると……」

「七年前の九月二十八日！　やむなく力を使ったお前に『親友』どもは何を言った！」

「──っ！」

　その一言が決定打だった。何やらトラウマを刺し激げきされたらしい美生さんが、震える手を額ひたいにに伸のばす。ずっと握りしめていたヘアピンが、長い前まえ髪がみをかき分けていき──。

「え？　いやちょっと待って、美生さ──ッ！」

　瞬しゆん間かん。体が硬こう直ちよくした。縦たて長ながに収しゆう縮しゆくした瞳ひとみが僕を見み据すえ、緑に輝かがやく視し線せんが僕の五体を絡からめ取とる。あっさり大の字に固こ定ていされた手から、描きかけのスケッチブックと愛用のシャーペンがぽろりと落ちた。

「真一！」

　凝縮中だった鎌鼬を投げ出して消すと、イタチさんは僕を庇かばうように立ちはだかった。まっすぐな視線が美生さんへと向けられ、そして悲ひ痛つうな叫さけびが響く。

「やめて美生！」

「隙すきだらけだな」

　イタチさんの傍かたわらに、いつの間にか多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかが立っていた。だから何なんだその異い常じような移い動どう速度は！　チーターの血も混まじってるのか、お前は！

「やばいっ！　イタチさん、逃にげて！　早く！」

　唯ゆい一いつ自由に動く喉のどを嗄からし、僕は精せい一いつ杯ぱいの声で叫さけんだ。しかしその声が届とどく前に、

「遅おそおおおおおおい！　はいよ、イタチ一匹一丁上がり！」

　耳みみ障ざわりな声とともに、木ぼく刀とうの柄つか頭がしらがイタチさんの横腹を突ついていた。どふっ、と鈍にぶい音が響ひびき、セーラー服に包まれた肢し体たいが閉へい鎖さ空間の床ゆかに転ころがる。

「てめえ多々羅木豊っ！　イタチさんに何しやがった！　女の子の腹殴なぐるなんてそれでも元生徒会長候こう補ほか！　つーかこれから何するつもりだ！　やめろ馬鹿、イタチさんに近寄るな！」

　あらん限かぎりの声で絶ぜつ叫きようするも、多々羅木豊の足は止まらない。

「安心しろ、殺しはしない。俺たちの目的のためにも、妖よう怪かいは多いほうが都つ合ごうが良いのでな。──ただ、二度と邪じや魔まできない体にするだけだ」

　今の一いち撃げきがよほど効きいたのだろう。逃げるどころか起き上がることすらできないイタチさんを見下ろすと、化ばけ猫ねこ混まじりの剣けん道どう着ぎは静かに尋たずねた。

「さて。右と左、どちらの足を残して欲しい？」

「……え」

　苦しげにお腹を押おさえつつ、イタチさんが絶ぜつ句くする。

　同時に僕は「アホかーっ！」と叫さけんでいた。

「選べるかそんなもん！　つか選んじゃ駄だ目めだイタチさん！　ああもう、美み生うさん、お願いだからこれ外して！　何がしたいんだか知らないけど──とか言ってる間にも構かまえてるし！　やめろ馬鹿！　それでも男か、つーか人間か！　そうだ、そんなに誰だれか斬きりたいのなら僕にしろ僕に！　首でも腕うででも足でも何本だってくれてやる！　ほらほら今ならこんなに無む防ぼう備び！」

「いらん」

「だいたい首は一本しかねーよ馬鹿。ギャギャギャギャギャ！」

　冷れい酷こく無む慈じ悲ひな宣せん告こくとともに、黒い刃やいばが振ふりかぶられる。

　そして、何度目になるかわからない懇こん願がんを僕が口にしようとした瞬しゆん間かんだ。

　ふっ、と、僕の五体に自由が戻もどった。

「──え」

　脳のうが状じよう況きようを把は握あくするより先に、体が勝手に動いていた。

　火事場の馬鹿力とかそんなレベルではない瞬しゆん発ぱつ力りよくでイタチさんに駆かけ寄より、その体を抱かかえ込こむ。無む情じようにも振り下ろされた斬ざん撃げきの感かん触しよくを二ミリ後ろに感じつつ、セーラー服の少女を両腕と胸むねで守りながら、僕はみっともなくも盛せい大だいに床の上を転がった。

　間かん一いつ髪ぱつ！　イタチさんを抱だき起おこして立たせながら、僕は焦あせる口調で問いかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？　まだ無事だよね？　足はまだ二本とも無事だよね？」

「あ、うん……！　ありがと、真しん一いち」

　久々に近くで見るその顔に、胸むねの奥おくがかっと熱くなった。どう思われてようが僕はこの人が好きで好きで仕方ないんだよなあ、という思いが、今さらのように再さい燃ねんする。

　と、ふいにイタチさんは頰ほおを赤く染そめ、恥はずかしそうに視し線せんを逸そらした。

「あ、あの……足は無事だからね？　だから……ね？　そんなに……ぺたぺた、触さわらないで」

「え？　──ああっ、ごめん！　つい心配のあまり！」

　引ひき締しまった両足から慌あわてて手を離はなし、僕はぺこぺこ頭を下げる。それを見たイタチさんは「いいよ。……恥ずかしかったけど」と苦笑し、不思議そうに首を傾かしげた。

「でも、どうして急に動け──」

「絵え描かきは封ふうじておけと言ったろう。一体どういうつもりだ美み生う！」

　イタチさんの疑問に割り込むように、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかの怒ど声せいが響ひびいた。僕を解かい放ほうしてしまった少女は、びくりと体を震ふるわせたが、気き丈じようにも緑の視線を兄へと向ける。

「こ、こんなの、やりすぎです……おかしいと思うんです、やっぱり！　白しら塚つかさんは私を気味悪がったりしなかったし、さっきの犬いぬ神がみ使つかいさんも、そこのイタチさんもそうでした！　私たち、最初から諦あきらめてたけど、ちゃんと話せばわかってくれる人も──」

「くどい！　決めたからにはやり抜ぬいて見せろ、それでもお前は多々羅木家の者か！」

「そんなこと関係ありませんっ！」

　精せい一いつ杯ぱいの悲ひ痛つうな声が、閉へい鎖さ空間にこだました。この人がここまで大声を出すのはよほど珍めずらしいのか、多々羅木豊は意外そうに「お前」とつぶやくと、押おし黙だまってしまった。見守ることしかできない僕とイタチさんをよそに、弱気な園芸部員は必死に言葉を紡つむぎ続つづける。

「ベ、ベリーと会ってから兄さんは変わりすぎです！　頑がん固こなのは前からですけど、昔は」

　と、電源を切られたテレビのように、美生さんの悲痛な声はそこで途と絶だえた。同時に、その体が力無くがくんと崩くずれ落おち、柔やわらかそうなロングヘアーがふわりと広がる。何てことを、と絶ぜつ句くする僕らの視し線せんの先では、

「もういい、美生」

　たった今、木ぼく刀とうの柄つかの一いち撃げきで妹を眠ねむらせたばかりの兄が、重苦しい声を放っていた。

「お前は人を信じすぎるのだ、いつもいつも。……いや、気が優やさしいお前を、こんな場に連れ出した俺が間ま違ちがっていたのかもしれんな。すまない美生。お前はもう休んでいろ」

　気を失った美生さんを閉鎖空間の床ゆかにそっと横たわらせた多々羅木豊は、漆しつ黒こくの木刀を強く握にぎると、決意を籠こめてはっきり言った。

「そうだ。手を汚よごすのは──俺だけでいい」

「よく言った、豊！　ヒーローっぽいよ主人公っぽいよ！　女だったら惚ほれてたよ！」

　木刀に取とり憑ついたカラスがぎゃあぎゃあ騒さわぐ。……まあ、確たしかに格かつ好こういい台詞せりふだったけど。

「それって要するに、今からイタチさんと僕を切って殴なぐって再さい起き不ふ能のうにするってことだろ」

　困こまる。それは困るぞ。為なす術すべもないまま不安感丸出しで尋たずねれば、すっかり修しゆ羅ら道どうに入ってしまった元生徒会長候こう補ほは無言でうなずき、緑の眼がん光こうを僕らへと向けた。

「一つ、教えておこう。怪かい異いの存そん在ざいを世間に知らしめる。それが、俺たちの目的だ」

「……へ？　はい？」

　いきなり何の話が始まったんだ？　展てん開かいに付いていけずうろたえる僕だったが、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかはそれを無む視しして視し線せんを上げると、低い声で民みん謡ようのようなものを口ずさみ始めた。

「多々羅木の血は猫ねこの血と、知られちゃならぬ、隠かくさにゃならぬ。石と槍やりとで追われっぞ、見せ物小屋に売られっぞ──」

　物悲しいリズムと歌詞が、閉へい鎖さ空間に静かに響ひびく。初めて聞いた歌だったが、何を歌っているのかは聞くまでもなくわかった。悲しげに息を吞のむイタチさんを見み据すえ、多々羅木豊は小さく自じ嘲ちようし「多々羅木家に代々伝わる子こ守もり唄うただ」と口を開いた。

「俺も美み生うも、多々羅木の力を隠して生きろと教え込まれて育った。だがな──持って生まれた能のう力りよくを、禁きん忌きとして扱あつかう必要がどこにある？」

　強い問いかけとともに、緑の視線がこちらを向く。僕らが押おし黙だまっていると、元から答えは期待していなかったのか、多々羅木豊はただでさえ険けわしい眉まゆをギリッと歪ゆがめた。

「俺たちはもう力を隠すことに疲つかれたのだ。……しかし、素す性じようを明かしたところで、待っているのは奇き異いな視線。当然だな、妖よう怪かいなど誰だれも信じてはいないのだから。ならば──」

「──ちょ、ちょっと待て！　それってつまり」

　ようやく多々羅木豊の言葉に僕の思考が追いついた。じろりと僕を見み据すえる視線に怯おびえつつ、こいつの今までの所業を思い出しながら、僕は慌あわてて口を挟はさんだ。

「ええと、妖怪の存在が当たり前になれば、化け猫の力を隠さなくてもよくなる。でも、そのためには妖怪がいるってことをみんなに知ってもらわないといけない。だから、危き険けんな妖怪を野放しにしたり、焚たきつけたりしてきた──ってこと……なのか？」

　筋すじが通っているようにも思えるが、どこかに理論の穴がある気もする。不安げに尋ねれば、黒の刀を携たずさえた白い剣けん道どう着ぎの男は、こともなげに「そういうことだ」と言い放った。

「そうか──いや、おかしい、おかしいよ！　途と中ちゆうまではともかく、最後が滅め茶ちや苦く茶ちやだ！」

　危あやうく納なつ得とくしかけた心を切り替え、僕は思わず叫さけんでいた。この一族の境きよう遇ぐうに同どう情じようはする。するけれど、これはどう考えても間違ってる！

「危あぶない妖怪を放置するってどういうことかわかってるのか？　あいつら人を消したり食べたりするんだぞ！」

「そ、そうだよ！　それに、こんなことしなくても、ちゃんと説明すれば……！」

「耳を貸す気は毛もう頭とうない。俺が気に入らんのなら打ち負かせと、そう言ったはずだ」

　僕とイタチさんの主しゆ張ちようをばっさり切り捨てると、多々羅木豊は黒い刀身を真横に構かまえ、右目を一ひと際きわ強く光らせた。

「お前らが聞きたがっていたことは教えたぞ。これで思い残すこともないだろう」

「え？　ど、どういうこと？」

　イタチさんがきょとんと尋たずねる。同時に、僕の背せ中なかに嫌いやな予感が広がった。

「……なんでこのタイミングで説明したんだと思ったけど……もしかして、今のって」

「冥めい土どの土産みやげだ」

　簡かん潔けつ極まりない回答が無む情じように響ひびき、僕らは言葉を失った。つーか、さっきまでは痛いためつけるだけって言ってたのに、いつの間に殺されることになったんだ！　理り不ふ尽じんな展てん開かいに怯おびえるしかない僕とイタチさんを目がけ、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかは無言で木ぼく刀とうを横よこ一いち文もん字じに振ふり抜ぬく。

「ギャギャギャギャギャ！　さあ覚かく悟ごしな、お邪じや魔ま虫むしども！」

　木刀に憑ついたカラスの濁だみ声ごえとともに放たれたのは、さっきまでとは比べ物にならない大きさの衝しよう撃げき波は。今のイタチさんに弾はじけるサイズじゃないのは、一いつ瞬しゆんでわかった。

「畜ちく生しよう、せめてイタチさんは！」

「真しん一いちだけでも……！」

　お互たがいを庇かばおうと前に飛び出してしまった僕らは、無ぶ様ざまにも肩かたをぶつけ合う。いや、イタチさんは下がってくれないと──と、思わず間ま抜ぬけな顔を見合わせたその時だ。

　どすん、と間抜けな音を立て、ずんぐりと大きな何かが僕らの前に投げ出された。

「へ？」

「あ──！」

「──何？」

　ぽかんと口を開ける、その場の一同。みんなの瞳ひとみが見つめる先では、僕とイタチさんの盾たてとなって衝撃波を喰くらった巨きよ大だいな妖よう怪かいの体が、煙けむりのように消しよう滅めつしていく。尖とがったクチバシ、丸い頭、そして鋏はさみのような両の腕うで。こいつは、さっき滝たき沢ざわさんを追っていった──。

「か……髪かみ切きり？　馬鹿な、なんでこいつがいきなり飛んでくるのさ！」

「そりゃ、ぼくが投げたからだよ」

　狼ろう狽ばいするカラスが叫さけびをあげれば、落ち着いた声が答える。ハッと振り向くイタチさんと僕、憎にく々にくしげな視し線せんを向けるカラス。一同の注目を一身に浴びながら、閉へい鎖さ空間の部へ屋やと部屋とを繫つなぐ布の切れ間から静かに現れたのは、小こ柄がらで精せい悍かんな、ショートカットの少女だった。

「ずいぶん長引いたけど、髪切りとの因いん縁ねんもこれまでか。トドメを刺さしてくれて感かん謝しやするよ、多々羅木。正直、こっちはそろそろ限げん界かいが近いから」

「──あ、赫あか音ねっ！」

「待ってました、滝沢さん！　それにライカも……って、あれ？」

　心強い味方の登場、そして何より無事だったんだという喜びから一いつ転てんし、いぶかしむように僕は尋たずねた。いつも主人に付つき従したがっている（いや、普ふ段だんは美術室で昼ひる寝ねしてたりしますけど、非ひ常じよう時じはってこと）犬いぬ神がみの姿すがたが見当たらない。

　しかもよく見てみれば、滝たき沢ざわさん自身の印いん象しようもいつもとかなり違ちがっていた。ベルトに通した革かわのケースにフルートを下げていたり、耳元からイヤホンのケーブルが伸のびてたりするのもそうだし、ぜえぜえと肩かたを上下させているのも気になるけど、それ以前に、こんな野性的な雰ふん囲い気きの人じゃなかったような？　首を捻ひねっていると、カラスが苛いら立だたしげな声を発した。

「興きよう醒ざめだよ犬神使い！　なんでこのタイミングで出てくるかなあ！　豊ゆたか、もう一発だ！」

　勝手極まる怨えん嗟さの声を受け、多た々た羅ら木ぎ豊は無言で木ぼく刀とうを振ふり抜ぬいた。再ふたたび放たれる衝しよう撃げき波は。しかし滝沢さんはそれを避よけようともせず真まっ向こうから見つめると、ただ、床ゆかを踏ふみしめた。

「──一気に行くよ、ライカ」

　姿の見えない犬神へ、滝沢さんが声をかける。と、その言葉に呼こ応おうするかのように、スカートから太い尻尾しつぽが躍おどり出だし、手足が一気に獣けもののそれへと変化した。

　あ、と驚おどろく僕らの前で、滝沢さんは息を吸い──そして、咆ほう吼こうした。

「ウ──オオオオオオオオオオオオオオン！」

　聞き覚えのありすぎる狼おおかみじみた叫さけびが、閉へい鎖さ空間に轟とどろく。

　空気が歪ゆがむほど濃のう密みつな声は、妖よう力りよくに満ちた漆しつ黒こくの斬ざん撃げきを見事に粉ふん砕さいし、

「馬鹿な！　犬神の声だと？」

「し、しかも何だよこのサイズにこの迫はく力りよく！　くそ、避けろ豊！」

　木刀を構かまえようとしていた多々羅木豊を、真っ正面から直ちよく撃げきした。

　完全に不意を衝つかれたのだろう、剣けん道どう着ぎに包まれたがっしりした体たい軀くは指で弾はじかれた人形のように吹っ飛んだ。もんどり打って床に転ころがった多々羅木豊は、悔くやしげな息を吐はきながら立ち上がろうとしたが、その体には既すでに力が通っていないようで。

「……無念ッ！」

　最後にそれだけを言い残し、緑の眼がん光こうがフッと消える。

　かくして、化ばけ猫ねこの血を引き、荒あれ鴉がらすの宿った木刀を振るった強きよう敵てきは、どさりと床に崩くずれ落おちたのだった。

　……あれ、もしかして勝った？

「すげー……凄すごい、凄いよ滝沢さん！　今の技わざって、ライカはもしかして──」

「ああ。ぼくに憑つけてるんだ」

　僕の質問を先読みしたのか、犬神使いは短く答えた。顔は基本的にそのままだったが、よく見れば八重歯はしっかり尖とがり、長いヒゲが数本ぴんぴんと伸のびている。

「前に、白しら塚つかにライカが憑いたことがあったろ？　その時、一いつ瞬しゆんだけなら犬神の力も使えたって聞いたから。いざという時には使えるよう準じゆん備びしておいたんだ」

「そうなんだ、さすが赫あか音ね……！　でも、真しん一いちの時はそこまで変身できてなかったよね？　それに、今みたいに凄い力も出てなかったと思うけど」

「練習量の差だ。あと精せい神しん力りよく」

　イタチさんの問いかけに、犬っぽくなった滝たき沢ざわさんは断だん言げんした。なるほど納なつ得とく。

「ライカにしてみれば、肉体の操そう縦じゆうに犬いぬ神がみの力を割さかなくて済すむ分、発はつ揮きできるエネルギーは増ふえるんだよ。だから、その力の流れを自分でコントロールさえできれば、一いつ瞬しゆんだけなら普ふ通つうの犬神憑つきよりも数倍、強い──ごめん、限げん界かいだ」

　そこでいきなり言葉を句切ると、滝沢さんは力無く座すわり込こんでしまった。ぴんと持ち上がっていた尻尾しつぽが、へにょっと床ゆかの上に広がり、かすれて消える。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、赫あか音ね？　それ……そんなに疲つかれるの？」

「ものすごく。相あい性しようの悪い合体を精神力で無理矢理制せい御ぎよしてるだけだからね……」
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　気き遣づかうように肩かたに手を当てるイタチさんに荒あらい息で答え、滝沢さんは尖とがった爪つめでイヤホンに繫つながったスイッチを操そう作さする。聞き覚えのあるクラシックの旋せん律りつが流れると、滝沢さんの体からライカがするりと抜ぬけだし、そのままうずくまって寝ね入いってしまった。犬神使いさんも確たしかに限界のようで、座り込んだまま頭をリズミカルに揺ゆらしはじめる。まあ、厄やつ介かいな相手は片かた付づけてもらったわけだし、後はゆっくり休んでくれれば──と思った時だ。

「ギャギャギャギャギャ！　よくも……よくもやってくれたよね、犬神使い！」

　聞き覚えのある罵ば声せいが閉へい鎖さ空間に響ひびき渡わたった。

「この声って──」

「おい、噓うそだろ！」

　イタチさんと僕が慌あわてて振ふり向むけば、気を失って倒たおれ伏ふしていたはずの多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかの体が、徐じよ々じよに黒く染そまりつつあった。右手に握にぎられたままの木ぼく刀とうを起点に、墨ぼく汁じゆうのような真っ黒の染しみが湧わき出だし、壁かべに這はうツタのような軌き跡せきを残して白い剣けん道どう着ぎに広がっていった。

「真しん一いち、あれってもしかして……」

　寝ね入いりつつある滝たき沢ざわさんを抱かかえたまま、イタチさんが息を吞のむ。そして僕が「まさか」と口を開こうとしたその瞬しゆん間かん、うつぶせになっていた多々羅木豊の顔がいきなりこちらを向き、その口元がニタリと歪ゆがんだ。

「ギャギャギャギャギャギャギャギャギャ！　そういうことだよ、絵え描かきの小こ僧ぞう！」

「その笑い方！　やっぱりお前、多々羅木豊じゃなくて──カラスか！」

「ビンゴだね！　モノに憑つけるオイラが、人に憑けない道理はないだろ！　待ってろよ、お二人さん、この体を支配したら──すぐに！　叩たたきのめしてやるからさああああっ！」

　武ぶ骨こつな表情には似に合あわない濁だみ声ごえで、多々羅木豊が──いや、その体を支配しようとしているカラスが叫さけんだ。

「そんな……さっきの赫あか音ねの声、あたしなんか一いち撃げきで吹き飛ばせるくらいの威い力りよくだったのに……それを正面から受けて、もう起き上がってくるなんて！」

　恐きよう怖ふよりも驚きよう愕がくで、イタチさんが目を見開いた。と、それを聞いた多々羅木豊は、カラスの声で下品に嗤わらった。

「そこらの妖よう怪かいとは質が違ちがうってことさ！　さあ、もうすぐだ、もうすぐこの体は──」

「もうやめてよ！　どうしてそこまでして、あたし達を……！」

「決まってるだろ！　オイラは、騒さわぎを喜び不幸を笑う野や次じ馬うま妖怪『荒あれ鴉がらす』！　この学校はせっかくの妖怪顕けん現げんスポットなんだからさあ、放っておけばパニックで溢あふれる筈はずなのに、お前らみたいな妖怪退たい治じ屋やがいると困こまるんだ──ってことにしておくよ、とりあえずはね！」

　何やら意味ありげなセリフを叫んでいた多々羅木豊の体は転てん倒とうしたままだったが、やがて初心者の操あやつるマリオネットのように、全身がびくびくと動き始めた。じわじわカラスが浸しん透とうしているらしい。やばい。これはやばいぞ！　ぞくりと背せ筋すじを震ふるわせながら、僕はこくりこくりと頭を揺ゆらす犬いぬ神がみ使つかいの前へとかがみ込み、小さな肩かたに手をかけた。

「ごめん滝沢さん！　寝てるところ悪いんだけど、もう一回だけさっきのお願いします！」

　うとうとしかけた小こ柄がらな体をぶんぶん揺ゆすって呼よびかける。みっともないとは思うし、酷ひどいとも思う。昨日と言い今と言い、頼たよりにしすぎてごめんなさいとも思う。思うけども！

「正直、今日のイタチさんと僕じゃあ、あれには到とう底てい勝てないんだよ！　お願い！」

「あ、うん、そう！　真一の言うとおり！　どうしても集中できなくて、鎌かま鼬いたちも……」

　罪ざい悪あく感かんを覚えつつも、僕とイタチさんは開き直って懇こん願がんする。と、揺り起こされた滝沢さんは、重たそうなまぶたをゆっくり開くと、ふいに盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついた。

「……白しら塚つかと伊達だてさんなら大だい丈じよう夫ぶだよ。いつも通りやれば勝てるって。……ふわ、ねむ」

「はい？　いや、いつも通りって言われても、ほら、今は」

　昨日相談したみたいに関係が微び妙みようで──と言いかければ、滝たき沢ざわさんはふいに首を横に振ふり、僕を黙だまらせた。そして眠ねむたげな瞳ひとみを僕へ、次いでイタチさんへと向けると、犬いぬ神がみ使つかいは呆あきれた口調で言い切った。

「あのね。君らはどっちも考えすぎだ。気が合ってるのは間ま違ちがいないんだから」

「気が……？」

「合ってる……？　真しん一いちと、あたしが？」

　意外な言葉に、僕とイタチさんは思わず顔を見合わせた。いや、そうだったら嬉うれしいんだけど、ご存ぞん知じのようになんだか最近この人はよそよそしいわけで……。と、そんなことを口に出せずにもごもご考えていると、滝沢さんは「なにしろ」ときっぱり口を開いた。

「──両方からまったく同じ相談を受けたぼくが言うんだから、確かく実じつだ」

「「……え？」」

　裏うら返がえった声は、ものの見事にぴったり重なった。

　どういうことだと問いかけようとした時には、滝沢さんは完全に眠りの世界に落ちていた。こうなってしまっては仕方ない。健すこやかな寝ね息いきを立てる小さな体をそっと床ゆかに横たえて立ち上がると、僕はおずおずと正面の少女に問いかけた。

「あ、あの……もしかして、イタチさんも滝沢さんに相談を？」

「あ、うん……。真一はいつも優やさしくしてくれるけど、やっぱり、妖よう怪かいは人間と一いつ緒しよにいないほうがいいのかな、迷めい惑わくかけてるんじゃないかな──って。美み生うの話を聞いてから、八や雲くものこととか思い出して、いろいろ考えちゃって……」

「……はい？　そんな悩なやみだったの？」

　拍ひよう子し抜ぬけして尋たずねれば、イタチさんはこくりと申もうし訳わけなさそうにうなずいた。

　と、その顔を見たとたん、肩かたと心に乗っていた重荷が一いつ瞬しゆんのうちに砕くだけて消えた。

　ああ──何だ！　何だよ！　何を今さら気に病んでるんだ、この人は！

「そんな……そんなの気にしないでいいのに！　ああ良かった！　僕はてっきりイタチさんに迷惑がられてるのかと思ってさ、もーどんだけ悩んだか！」

「え。そ──そんなことない、そんなことないよ、全然！」

　僕の声を聞き、イタチさんは慌あわててふるふると首を真横に振った。瞬しゆん間かん、プラマイゼロに戻もどっていたテンションが一気にプラスに切り替わる。ひゃっほう！　ありがとう世界！

「そんな風に見えてたんだ……ごめんね。じゃあ、真一の相談って、それ……？」

「うん。昨日、滝沢さんに聞いてもらった」

「昨日？　あたしは、一昨日おとといだけど。赫あか音ねに教えてもらった喫きつ茶さ店てんで」

「そこまで一緒？」

　思わずカクンと肩かたが落ちる。喫きつ茶さ店てんで滝たき沢ざわさんがげんなりしていた理由が今わかった。二日続けて「私（僕）って迷めい惑わくかな」って相談が来たら、そりゃ呆あきれもするだろう。

「そ、そうなんだ……。悪いことしちゃったね。でも真しん一いち、どうして赫あか音ねに相談を？」

「ん？　それはほら、経ふみ島しま先輩はこの手の話は聞いてくれないし」

「だ、だよね。それに、輝ひかるは最近ふわふわしてたり落ち込んでたり忙いそがしいし」

「そう！　江え戸ど橋ばしさんはこういう相談は苦手っぽいし」

「うん……！　善よし人ひとは優やさしいけど、一いつ緒しよに考えてくれるタイプじゃないし」

「一緒だ！　稲いな葉ば先生は馬鹿にするだろうし」

「うん、うんうん！　アルマや誠せい二じはあたしが妖よう怪かいって知らないし！」

「そう考えてくと、ちゃんと話を聞いてくれそうなのは」

「赫音しかいなかった！」

　ぽかんとしたまま、お互たがいを見つめ合う僕ら。

「「……ぷっ」」

　やがて、どちらからともなく笑みが漏もれた。イタチさんの笑顔を見ている僕の心の内に、楽しいんだか嬉うれしいんだかよくわからない気持ちが凄すごい勢いきおいで広がっていく。イタチさんの表情を見る限かぎり、たぶん、向こうも同じ気持ちなんだろう。

　ああ、何て馬鹿だったんだ僕らは。こんなに簡かん単たんに思いを伝えることができるのに、何を遠回りしていたんだろうか。……そして、本当にお騒さわがせしました、滝沢さん。

「ギャギャギャギャ、お待たせしたねお二人さん！　ようやく憑ひよう依いが終わったよ！　今の君たちなら豊ゆたかの力に敵かなわないのは判わかってる、せっかくの機会だから今度こそズタズタに──って、あのなあ、お前ら！　何を人のこと無む視しして、にこやかに見つめ合っちゃってるかなあっ！」

　危あやうく忘わすれかけていた罵ば声せいが耳に届とどき、僕らは慌あわてて身み構がまえた。そうだ、今の続きはいつでもできる。当面の問題はこの傍はた迷めい惑わくな怪かい人じんだ！　投げ出されていたスケッチブックとペンを拾い上げれば、既すでに両手を広げて風を溜ため始はじめているイタチさんと目が合った。

「──行くよ真一！」

「わかってるっ！」

　さっきまでとは段だん違ちがいの張はりのある声に歓かん喜きしながら声を返し、ペンをしっかり握にぎる。

　見つめた先、イタチさんの腕うでの間では、触さわっただけで弾はじけそうな鋭するどい風がびゅおんびゅおんと踊おどっていた。同時に、栗くり色いろの耳と尻尾しつぽがふわりと浮うかび、一いつ瞬しゆんのうちに実体化する。おお、心なしか毛け並なみもいいぞ！

「お……おいおい何だよ、さっきと気き迫はくが……！　いいや、騙だまされないよ！」

　一瞬だけ気け圧おされたカラスだったが、すぐに右目を輝かがやかせ、床ゆかを蹴けった。衝しよう撃げき波はでは弾かれると踏ふんだのか、直ちよく接せつ切りかかるつもりらしい。

「その手品は見み飽あきたっての！　どうせすぐ折れる刀だろ！」

「さあどうかな！　──よし描かけた、出すよ、イタチさん！」

　全速力で描き上げたスケッチの右みぎ端はしにＳとＳのサインを書き入れれば、イタチさんの両手の間に、一ひと振ふりの刀が実体化した。すかさず白く細い手が伸のび、柄つかを取る。

「ありがと真しん一いち！　……あれ？　これ、いつもより大きいし、形も──！」

「うん！　なんかそんな気持ちだったから！」

「そうなんだ……。あ、あと……ええと……この……文字？」

「ああ！　自分の気持ちはしっかり伝えないとなと思ったから！」

　胸むねを張はって答えれば、イタチさんは顔を赤らめて目を背そむけると、

「……それはその、嬉うれしいけど……もうっ！」

　眼がん前ぜんにまで迫せまっていたカラスの一いち撃げきを、生まれたばかりの白はく刃じんで受けた。

　ガキン、と鈍にぶい音が響ひびき、無む敵てきを誇ほこっていた漆しつ黒こくの刃やいばが弾はじかれる。黒い破は片へんがバラバラと散り、カラスは驚きよう愕がくの叫さけびをあげた。

「ギャ、ギャギィッ？　う、噓うそだろ！　どうしてそんなに刃が固いんだ！」

「そりゃーもうガッツリ籠こもってるからな！　思いが！　二人の！　つーか主に僕の！」

　イタチさんが両手で構かまえた刀を見つめ（指さしたいのはやまやまだけど、今は両手が忙いそがしいのだ）、僕はきっぱり断だん言げんした。

　イタチさんが握にぎるのは、まっすぐ伸びた両もろ刃はの直ちよく刀とう。刃は渡わたりおよそ一メートル、刃の幅はばは二十センチほど。平たく伸ばした鉄板に柄を付けたような、極めてシンプルなデザインだ。見た目はずっしりしてそうだけど、本質は風なので重さは空気と同じ。そして平たく伸びた刀身には「イタチさん好」の六文字がくっきりはっきり彫ほり込こまれていた。文が途と中ちゆうで切れているのは、思いのままに書いたら刀身に入りきらなかったからなのは言うまでもない。そして「好」のあとに何と続けようとしたのかも、言うまでもない！

「……た、確たしかに籠もってるね……真一の、思い」

　頰ほおを朱しゆ色いろに染そめたまま、イタチさんがぽつりと言った。恥はずかしげに、丸い耳がぱたりと倒たおれる。「わかるの？」と尋たずねると、返ってきたのは消え入りそうな声だった。

「持ってるとね、その……真一の思いが、すごく伝わってくる。それに、温かいし……」

「え、熱い？　もしかして持ちにくかったりする？」

　勢いきおいに乗って熱意を込めすぎただろうか。反省しつつ問いかければ、イタチさんは困こまったような笑みを浮うかべ、そして小さく首を振ふった。

「熱いんじゃなくて、温かい！　ちょっと恥ずかしいけど……でも、嬉しいよ」

「ほんとに？　ああ良かった、ありがとうイタチさん！　そう、僕はやっぱりイタチさんが」

「ギャギャギャギャーッ！　だーかーらー！　オイラを無む視しして二人の世界に入るなっての！　さっきまではもっと怯おびえてたろうがよ！　なのに、慣なれない憑ひよう依いをやっと終えてみれば、いきなりこの扱あつかいってどういうことだ！　泣くぞ！」

　本気で苛いら立だっているのだろう、カラスが両りよう腕うでを振ふり乱みだして騒さわいでいる。中身はともかく見た目は長身の体育会系男子高校生なので、気味悪いことこの上ない。

　と、ふいに緑の右目がカッと発光し、その姿すがたが視し界かいから消えた。しまった、高速移い動どうか！

「真しん一いち、うしろっ！」

　凜りんと叫さけんだイタチさんが、僕を押おし退のけ刀を振るった。金きん属ぞくのぶつかり合う音が再ふたたび響ひびき、またもカラスが歯は嚙がみする。不意打ちに失敗したカラスは距きよ離りを取ろうとしたが、そこにイタチさんが切り込んだ。

「逃にがさない──ここで終わらせる！」

「いや、それはこっちの台詞せりふだったはずだろ、なんで攻こう守しゆが逆ぎやく転てんしてるのさ！　畜ちく生しよう、だいたいオイラは前線に出るタイプじゃないってのに！　白はく澤たくのやつがきっちり仕事を終えてれば、こんなことには──！」

「え！　いま、白澤って……？」

　カラスの言葉に興きよう味みを惹ひかれたのか、イタチさんは打ち込みを止めて問いかけた。と、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかに乗のり移うつったカラスは、木ぼく刀とうを構かまえ直なおしながら吐はき捨すてるように言った。

「誰だれが教えるもんかバーカ！　掛かかったね、そのラッシュが止まればこっちのもんだ！　ギャギャギャギャギャ、知ってるぞ！　その刀は時間が経たてばすぐに消えちまうんだろ？」

　武ぶ骨こつな顔に似に合あわない嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべるカラスだったが、その視し線せんの先の大だい刀とうは、あいにく全く揺ゆらぐ気配はなかった。やがて、イタチさんがじりっと足を踏ふみ出だすに至いたり、カラスはようやく「なんでだ！」と叫ぶ。

「おい、おかしいだろ！　その刀、すぐ消えるはずじゃなかったのかよー！」

「消えない理由が知りたいか？」

　その問に答えたのは僕だった。何だと、と驚きよう愕がくの視し線せんを向けるカラスを見つめ、僕はペンを走らせ続けながら、はっきりきっぱり言い切った。

「──答は簡かん単たん！　僕が！　ずっと！　描かいてるからだあっ！」

　そう叫んだ瞬しゆん間かんにも、僕の右手はスケッチブックの上を動き続け、六枚目となる直ちよく刀とうの絵を描き終えていた。全ぜん体たい像ぞうをざっと確かく認にんしたらサインを書き入れ、ページをちぎってまた一から。普ふ通つうならそろそろ右手が痺しびれてくる頃ころだが、幸い痛いたみも疲つかれも感じないのでこのまま続行。手首がガクガク震ふるえてきたけれど、まだ描けるので問題なし。あとのことはあとで考える！

「そ、そうか、イメージをひたすら補ほ強きようし続けることで、鎌かま鼬いたちが風にほどけるのを防ふせいでるのか！　ええい、役立たずの馬鹿が余よ計けいな知恵を──！」

　捨すて鉢ばちになったカラスは力任せに木刀を振るったが、イタチさんの手にした大刀がその一いち撃げきを難なんなく弾はじく。全力の打ち込みを防ふせがれたカラスの身が、舌した打うちとともにぐらりと揺ゆれた。と、そのスキを突つくように、イタチさんは通算七代目となる名刀「愛」（いま考えた）を体を反そらして大きく構え、

「真しん一いちは──！」

　真しん剣けんな叫さけびとともに、

「役立たずじゃ──ないから──っ！」

　勢いきおいよく振ふり抜ぬいた。……そうか、「馬鹿」は否ひ定ていしてくれないんですねイタチさん。

「な──おいおい噓うそだろ、何だよこの威い力りよく！　──ギ、ギィギャアアアアアアッ！」

　バキンと轟とどろく鈍にぶい音、そして轟くカラスの絶ぜつ叫きよう。

　荒あら鴉がらすの宿った漆しつ黒こくの木ぼく刀とうは真っ二つに叩たたき折おられ、その切っ先が宙に舞まった。

「「……やった……？」」

　思わず声を揃そろえた僕らの見つめる先で、木刀から黒いガスが湧わき出だす。ガスは一いつ瞬しゆんだけ鳥のような形を取ったが、

「まさか、オイラがこんなことで──畜ちく生しよう、覚えてろよ、いいか、妖よう怪かいごときが、いつまでものさばってられると思ったら──お、大おお、間ま違ちがい、だああああああああああああッ！」

　悔くやしげな悲鳴を切れ切れに叫んだかと思うと、あっと言う間に崩くずれ──消えた。

「……いや、『妖怪ごとき』って。お前も妖怪だろ」

　思わず浮うかんだ感想をつぶやく。いつしか黒かった木刀は既すでに元の茶色に戻もどっており、多た々た羅ら木ぎ豊ゆたかの体からは黒色の染しみが消えていた。やがて剣けん道どう着ぎと肌はだの色が完全に元に戻るのと同時に、その体は再ふたたびガクンと崩くずれ落おち、ごろんと床ゆかに横たわった。

「あ、倒たおれちゃった。……えーと……真一？」

　いぶかしむようにイタチさんが振り返る。その手の直ちよく刀とうが空気にほどけて消えていくのを眺ながめながら、僕は「うん」とうなずいた。まあ、色々と回り道した一件だったけど。

「たぶん、今度こそ一件落着だ」

　肩かたから力を抜きながら、ペンを胸むねポケットに刺さして右手を掲かかげる。それを見たイタチさんは首を小さく傾かしげたが、その顔にはすぐに満まん面めんの笑みが浮かんだ。

「お疲つかれ様さま、真一！」

　耳と尻尾しつぽを消して臨りん戦せん体たい勢せいを解とき、そしてイタチさんは小さな右手をそっと掲げた。さっきまで刀を握にぎっていたなんて思えない白くて小さいその手の平に、僕は２Ｂの芯しんで真っ黒になった手を──ずーっと絵を描かいてるとこうなるんです──重ねた。

　僕がニカッと微笑ほほえめば、イタチさんは小さくうなずき、そして同時に手の平を打ち合わす。

「「やったねっ！」」

　綺き麗れいに重なる二つの声と、ぱん、と響ひびく小こ気き味み好よい音。ずいぶん久々のハイタッチを交わした僕らは、やがて、どちらからともなく笑い出していた。
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「……で、ここからどうやったら出られるんだろうね」

「そうなんだよなー」

　力無く言葉を交わした僕らは、全く同時に溜ため息いきを吐ついた。

　カラスを倒たおしてすっかり終わった気になってたけど、そもそもの問題は全く解かい決けつしていないのである。布に囲まれた閉へい鎖さ空間を見み渡わたしてみれば、気き絶ぜつしたり眠ねむりこけたりしている連中の姿すがたが嫌いやでも目に入り、やるせなさが加速する。

「せめて、滝たき沢ざわさんが起きてくれればなー」

「え。何か思いついたの、真しん一いち？」

「いや全然」

　くうくうと穏おだやかな寝ね息いきを立てる犬いぬ神がみ使つかいと、その傍かたわらで丸まって眠る犬神を見つつ、僕はぽつりとつぶやいた。どうでもいいことですが、滝沢さんって意外と寝ね相ぞうが悪いようです。ほら寝返りを打つとスカートの中が見えるから！　スパッツだからいいんじゃないかとも思ったが、そういう問題ではないですね、ええ。僕は赤くなった顔を委員長から背そむけ、イタチさんに向き直って肩かたをすくめた。

「ほら、ちゃんと謝あやまろうと思ってさ。いろいろ心配かけたみたいだし」

「あ……うん。そうだよね」

　ついさっきまでの自分を思いだしたのか、イタチさんは握にぎり拳こぶしで自分の頭をコンと叩たたいた。

「あたしたちが勝手な思い込みで勝手に困こまってただけなのに、それに赫あか音ねを巻まき込こんじゃったんだもんね。あたしが真一とちゃんと話してたら、それで済すんだのに」

　苦笑混まじりでイタチさんがつぶやく。うん、確たしかにそうだ。というわけで僕は静かにうなずくと、ふいにぐるりと体の向きを変えた。どうしたの、とつぶやく妖よう怪かい少女の顔を真っ正面に見据え、ごくりと唾つばを飲み込むと、僕はきっぱり声を発した。

「というわけでイタチさん！　ちゃんと話そう！　今すぐに！」

「え」

　僕の勢いに気け圧おされたのか、イタチさんは一いつ瞬しゆんだけ小さな体を硬こう直ちよくさせたが、次の瞬しゆん間かん、顔を真っ赤に染そめたかと思うと、瞳ひとみを大きく見開いた。

「え、えええええええええええええっ？　えーと、そ、そそ、それはその、今、ここで……？　あの……あたしは、これからは気を付けようねって言いたかったんだけど……ね？」

「うん！　だから早さつ速そく話しておこうと思って！　で……さ、さっきの話なんだけど！」

　拳を強く固く握りしめ、勢いきおい込こんで語る僕。イタチさんは「う、うん、だからそれはほら」とか何とか言いながらあわあわしていたが、ややあって観念したのか、困ったような笑みを浮うかべて肩かたをすくめた。その優やさしすぎる微笑ほほえみに、僕は言葉を失った。

「大だい丈じよう夫ぶ。真しん一いちのこと、迷めい惑わくだなんて思ってないよ。……ま、まあ、そんなには」

　僕の言葉を先読みし、目と鼻の先で微笑む少女。そこにあるのは、社交辞じ令れいの噓うそじゃない、僕に気を遣つかってるわけでもない、心の底そこから本音を語る、素す直なおなイタチさんの顔だった。見み慣なれたはずのその顔が、なぜだか胸むねにガツンと刺ささって食い込んでいく。嬉うれしくて、可愛かわいくて、ありがたくて、綺き麗れいで、大好きで、ああ、ああ、僕はもう──！

「だ、大丈夫、真一？　ね、どうして泣いて──ひゃわっ！」

　目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを隠かくそうともせずに、僕はまっすぐ両手を伸のばし、目の前の少女の手をぎゅっと握った。イタチさんは一いつ瞬しゆんどきっと震ふるえたが、すぐに「もう」と溜ため息いきを吐つく。

「真一こそ、あたしが妖よう怪かいなのに」

「だからいいんだよ！」

「え。そ、そういうものなの……かな？」

「そう！　イタチさんはイタチさんだからこそいいんだよ！」

　力強く断だん言げんしつつ、僕は目の前の少女の大きな瞳ひとみをまっすぐ見み据すえた。イタチさんは照れているのか視し線せんを泳がせていたが、やがてくすりと小さく笑い、そしてまっすぐ僕を見返してくれる。そのまましばらく時間が流れ、イタチさんが「……あのね真一、そろそろ手を離はなしてもいいんじゃないかな」と気まずげに苦笑いした、その時だ。

「ったく、どこ行ったんだかあいつらは。せっかく助けに来てやったんだから、わかりやすいとこにいろっつーの。えーと、ここで何部へ屋や目だっけ？」

　ばりばりばりと大きなクッキーを齧かじりながら、ジャージを羽は織おった眼鏡の人が布をめくって現れたかと思うと、

「……あらあら、ごめんなさい。どうぞ私は気になさらずに、お続けくださいませ？」

　僕とイタチさんを見つめ、それはもうにっこりと社交的に微笑んだ。

「はい、どうもありがとうございます経ふみ島しま先輩！　それじゃ遠えん慮りよなく」

　先輩の気配りに感かん謝しやしつつ、僕は両手をイタチさんの手から離すと、セーラー服に包まれた小さな体をぐいっと抱だき寄よせた。「え？」と驚おどろく声をすぐ傍そばで聞きながら、僕は抱だき締しめる手に少しずつ力を籠こめて──。

「ちょ、ちょっと待って真一！　ほら、御み崎さきが見てる！　ものすごく見てるから！」

「大丈夫、僕は気にしない！　ああっイタチさん、なんでこんなに柔やわらかくて温かくて──」

「おーすげえ。あ、私も気にしてもらわなくていいわよ。お構かまいなく」

「え。だ、だったらいいのかな……じゃなくてっ！　あたしが気にするのっ！　ねっ！」

　さっきまでの柔らかな笑みはどこへやら。真っ赤になったイタチさんがじたばた暴あばれ、僕はぐいっと押おし退のけられてしまう。うーん、残念ではあるけれどそう言われちゃ仕方ない。

　と、そんな僕らを呆あきれた視線で眺ながめた経島先輩は「最後までやってくれりゃよかったのに」とニヤついていたが、部へ屋やをぐるりと見み渡わたすとふと不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめた。

「すげー死し屍し累るい々るいなんだけど、一体全体何してたの？　ここはイタチちゃんをめぐるバトルロイヤルの会場で、まさかのダークホース白しろの字じが愛の力で優勝したわけ？」

「違ちがいます」

「違うよ」

　にやにやしながらクッキーを頰ほお張ばる先輩に、同時に反論する僕ら。「はいはい仲の良いこと」と鼻で笑われたけれど、なぜか馬鹿にされた気はしなかった。




「……さんじゅうろく？」

「そーよイタチちゃん。蚊帳かや吊つり狸だぬきの蚊帳吊ワールドに閉じこめられた時はね、気持ちを落ち着けて布をめくっていくと、三十六枚目で外に出られるって仕組み。知らなかった？」

「知る由よしがありません。理り不ふ尽じんすぎますよ、その攻こう略りやく法ほう」

「まーまー、そう怒おこらずに。クッキー食べる？　ほら、イタチちゃんも」

「ありがと御み崎さき。でも、どうしたの、これ？」

「あー、なんか江え戸ど橋ばしがくれたのよ。今日はホワイ何とかデーだからって」

「いやいや、人にあげちゃ駄だ目めですよそれ！」
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「──え。稲いな葉ば先生、僕らのこと心配してくれたんですか？」

「ええ。イタチはどうでもいいですが、私の絵を完成させるまで貴方あなたは死んではなりません。あの絵は私の部へ屋やに飾かざる予定なのですから」

「さすが先生、勝手な理り屈くつ……って、え？　いや、あげるって言ってないですよ！」

「……それがキツネだよ、真しん一いち」

　蚊帳かや吊つり狸だぬき騒そう動どうを終え、美術室で待っていてくれたいつもの顔ぶれと合流しての帰り道……というか、帰り廊ろう下か。ずいぶん久しぶりに感じる校舎を、僕らはぞろぞろ歩いていた。

「まあまあ、クズリちゃん。とりあえずみんな無事で良かったじゃない。ね？」

　なだめられたイタチさんは「むー」と小さく膨ふくれたが、ふと顔を上げ、新あら井いさんに尋たずねた。

「ね。輝ひかる、いいことあったの？」

「へっ？　な、何のことかしら急に？」

「だって……ぜんぜん期待してなかったお返しを貰もらえたので嬉うれしい、みたいな顔だから」

「さっ、さすがクズリちゃん、鋭するど──あ、いやいや、何でもないわよー？」

　ほんとよー、と微笑ほほえむ新井さんだが、あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんである。経ふみ島しま先輩や稲葉先生、それに江え戸ど橋ばしさんまでもが僕らを探さがしに出てた間、美術室で何かあったんだろうか。僕が首を傾かしげていると、窓まどの外を見ていた奈な良ら山やまがふいに振ふり返かえった。

「それで白しら塚つか？　多た々た羅ら木ぎ兄妹きようだいはどうなったんだい」

「ん？　あの二人なら、蚊帳吊狸から出たところで別れたけど」

「あのさ白塚。奈良山はそういうことを聞いてるんじゃないだろ」

　呆あきれた声を僕に向けたのは滝たき沢ざわさんだ。熟じゆく睡すい中ちゆうのライカを収しゆう納のうしたペンダントを胸むな元もとで揺ゆらしながら、今日一番の功こう労ろう者しや（と言うか苦労人）は、大きなあくびを漏もらした。

「和わ解かいは無理だったけどね。美み生うさんのほうはそこそこ話も通じそうだし、兄だって『文もん句くがあるなら打ち負かせ』って言っておきながら負けたんだし、当分はおとなしくしてるんじゃないかな。うるさいカラスも退たい治じされたんだし。白はく澤たくがどうのって言ってたってのは気になるけど、とりあえずは一ひと段だん落らくだろ。……ああ、ねむ」

　説明を終えた滝沢さんは、むにゃむにゃと眠ねむたげにまぶたをこする。それを見た奈良山は「春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、だね。お疲つかれ様さま」と優やさしく微笑むと、再ふたたび窓へと目を向けた。

「うん。ほんと、すっかり春ですね」

「何か見えるのか？　真っ暗だが──って、うおっ！　な、何だ、あの人じん面めん火の玉は！」

　江戸橋さんがいきなり騒さわいだ。それに釣つられて外を眺ながめた経島先輩は、すぐに事も無げに肩かたをすくめると「なーんだ、『二に恨こん坊ぼうの火ひ』か」と言い放つ。

「そっかー、もう三月も半ばだもんね。そりゃーアレも飛ぶわけだ」

「ええ。早いですよねえ、一年って。四月からもよろしくお願いします、先輩、会長」

「あ、ああ……いや待て、おかしいぞ経島と奈良山！　あんなもんで季節を感じるな！」

　美術部先輩後輩コンビの和なごみっぷりに巻まき込こまれ、江え戸ど橋ばしさんが困こん惑わくしている。常じよう識しき人じんも大変だなあ、と最さい後こう尾びから眺ながめていると、ふいにイタチさんが僕の顔を覗のぞき込こんだ。

「どうしたの、真しん一いち？　さっきからあんまり元気ないけど……疲つかれた？」

「ん？　いや、そういうわけじゃないけどさ」

　凄すさまじい勢いきおいで刀を描かきまくったせいで右手の感かん覚かくはほとんどないけど、まあそれは許きよ容よう範はん囲いのうちだろう。僕は小さく肩かたをすくめ、「ただ」と小声を出した。

「……せっかく仲直りできたのに、もうすぐイタチさんと別れるのが淋さびしいなって。明日にはまた会えるってわかってても、今もっと話したいんだよね」

　情なさけないけど、これは本音だ。そんな思いをそっと語れば、イタチさんは顔を真っ赤に染そめてうつむいていたが、やがて僕の耳元に口をそっと近づけ「あたしも」とささやいた。

「ほんとに？」

「……うん。あ、そうだ。晩ご飯、食べに来る？」

「え？　その、それはつまり──い、イタチさんの家に？　今から？　いいの？」

「うん、来てほしい。実はね」

　──来てほしい。その一言を聞いた瞬しゆん間かん、僕が躍おどり上あがって喜んだのは言うまでもない。

「うわあああああい！　行く！　行きます！　這はってでも行く！　何なら住み込むよ！」

「……うーん。それはちょっと困こまるかな」

　と、その声を聞きつけ、先を歩いていた皆みなさんが何だ何だと振ふり返かえった。

「おーおー、こっちもよく跳とんでること。イタチちゃん、こいつに何言った？」

「うん。ご飯を食べに来ないか、って。この前、八や雲くもから、慈じ吾ご朗ろうのレシピを送ってもらったんだけど、一人分には量が多くって……。あ、良かったら御み崎さきたちも来る？」

　それを聞いた先輩は「ありがとね」と微笑ほほえむと、ふと哀あわれむような視し線せんを僕へと向けた。

「もしもし白しろの字じ？　呼よばれたのはあんただけじゃないみたいよ、残念ながら」

「残念って何がですか？　一いつ緒しよに行きましょうよ、先輩も！　ほら、江戸橋さんも新あら井いさんも！　もちろん滝たき沢ざわさんとライカも！　どうせなら奈な良ら山やまも、そうだ、この際さい、先生も！　今日という良き日をみんなで祝いましょうよ！　さあ！」

「……そう来たか。こいつ、二人きりだろうが周りがいようが関係ないのね」

「真一だからね」

　みんなの意見を代だい弁べんするかのように経ふみ島しま先輩がつぶやき、そしてイタチさんが苦笑する。




　そう。奈良山の言ったように、高校一年生ももうすぐ終わる。だからってわけじゃないけれど、イタチさんと出会ってから今日までの時間に──あと、未来なんかどうなるかわからんけどまあいいや、ついでに「これから」の日々にも──僕は、全力で感かん謝しやを叫さけんだのだった。

　とにかくもうなんかいろいろありがとう！　大好きだイタチさん！







　あとがき




　この作品はフィクションです。実じつ在ざいの伝でん承しようや妖よう怪かい譚たんを参さん考こうにしていますが、相変わらず妖怪の設せつ定ていや特とく徴ちようを強引に解かい釈しやくしている箇か所しよは多いので、やっぱりフィクションなんです。と言っても、決して勝手に設定を作ったりしているわけではありませんので、そこのところはご安心くださいませ。




　どうも、四か月のご無ぶ沙さ汰たでした。峰みね守もりひろかずです。『ほうかご百物語』も早いもので四巻かん目め。今回は、二月から三月にかけてのお話をお届とどけいたします。

　今までは冬に夏の話が出たり、夏に秋の話が出たりと見事にズレてたわけですが、ようやく発売時期と作中の季節がぴったり合いました！　ちょっと嬉うれしい。




　さてさて、二月と言えば節せつぶ……じゃなくて、バレンタイン。というわけで、この巻では主人公とヒロインの関係にちょっと焦しよう点てんを当ててみましたので（四巻目にもなってかよ、という気はしますが）、そのあたりを楽しんでいただければと思います。

　あと、学園もので三月と言えば卒業式なのですが、あいにく三年生のレギュラー登場人物が一人もいないため、誰だれがいなくなるわけでもありません。むしろ新キャラが増えてるし。人が全然減へらないんですよねー、この作品。いや、書いてるのは自分なんですが。




　最後に、この場をお借りして感かん謝しやの言葉を少しだけ。

　作品世界をしっかり理り解かいし、的てき確かくなアドバイスをくださる担たん当とう編集様。妖怪だらけの（四巻までに登場した妖怪を数えてみたら五十種類以上出してました）文章に彩いろどりを添そえてくださるイラストの京きよう極ごく様。お二方にはいつもお世話になりっぱなしです。これからもお世話になる予定ですので、よろしくお願いいたします。

　そして──ここを読んでくださっているあなたをはじめとした──読者の皆みな々みな様。

　去年の二月に一作目が出た時は、このシリーズが一年後にも続いているだなんて、全然、まったく、これっぽっちも思っていませんでした。それをここまで書き続けることができたのは、ひとえに既き刊かんを買って応おう援えんしてくださった読者の皆さんのおかげです。ありがとうございます。本当にありがとうございます。本当に、本当にありがとうござ（以下エンドレス）。

　また、応援のお手紙を送ってくださる方には、いつも勇気づけられております。ありがとうございます、本当に（以下エンドレス）。しかし、みんなそんなにあの天てん狗ぐが好きですか。




　では、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず

滋賀県在住。第十四回電撃小説大賞《大賞》受賞作「ほうかご百物語」でデビュー。おかげさまで一年間作家でいられました。多謝！　好きな場所は博物館、苦手な場所は水族館。そろそろ流行ってほしい別れの挨拶は「クリア・エーテル」。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり４
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